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� Ŭų^dȸȺėĭcsǽûy<ėƢZ_þz^BloȹrvdǽûyȸėŷbbB]pţĪƢƉbbB]

pȸǘķƩbǘĩƺƠd^eu¸^Au_ūĶP]Bucs^oȹ>ėƢÊǪ?cŪťĨŷȵƹĢȡėųėà

brgŜǕǹƴcÕěyƠǬPt¬^ȸic>ŒŷǥƬȶ�£��ȷ?yƘǸPȸėƢsPf³ÅƩbėǑb

òtǄz^fXNBȹ�

� ŬųcŜǕƠľbrgėǑ©ŜǕÞțƬŻb[B]pȸrcÕěyƠǬPagveatlTzȹ_fbȸ

ėǑ©ŜǕÞțƬŻdȸǽûdŬų^ėhėǑcƬŻyȸltîŷȶAuBdÌ´ȷŦbȎb[g]bfi

eǗäyƼƔbl_otpc^oȹǎtȒPǸz^B[^pǭaurCbou__pbȸƬŻyțņout

ocėǑd^e]Buc`CcȸĪbǘØǘȎcėǑƛƆyőtȒuǑńyȎb[g]fXNBȹ�

�

� ħÌƳƬbdļÌƳƬ_ȝŌƳƬdAtloȹļÌƳƬdļpÌĺPagveasaBƳƬ^oȹȝŌƳ

ƬbdïƜȢǾ_±ÚȢǾcƵÜdAtloȹïƜȢǾȝŌƳƬdÒėƢbÌĺP]jPBƳƬ^ȸ±ÚȢ

ǾȝŌƳƬdǘØcǙýqģůcșȊa`yǒŅP]ȝŌ^euƳƬ^oȹrc»bŒŷđƳƬpAtlo:

t_aeȸ>ėƢÊǪ?bǰPtŊǗĠŲbruȇŴa`pȸňęcŉǉeyǅtĸbïÃ_P]ǶęPloȹ

ćė²bNlOlaȇŴǳȴbŐŇP]fXNBȹ�

� rvVvcƳƬdƾǆƩbƌfȤȗP]Blo:>ŒŷǥƬȶ�£��ȷ?c²c<ƳƬƾǆąZym]ȸ

ħÌƳƬcÃǏ\gyƠǬP]fXNBȹÄėĭcČưƳƬcsƠǬyƶm¬h]BcaB_ȵėĭcȤȗ

ƳƬyƠǬ^elTzȹÄėĭcsČưėäy[gagveasaBcdȸrcto^oȹ�

� >ėƢÊǪ?cŜǕǹƴbǰPtșǀ©îŷcǥ¿dȸrvyƏtoũÄȥcǥ¿yƱPtpc^oȹǽ

ûdģůƉȍou<°ƦZyĮhutobȸltÆǢypw]șǀ©îŷoutobȸÌĺïÃŝdũÄȥ

^dafĒobǱęP]fXNBȹĥǔqșėcȧbdȸ`crCaƳƬy`crCaņǍǲÉ^ÌĺPt

cdĂxvloȹÄėĭcs^euXgĒfcƳƬȶcïÃȷyȵBǲÉ^ÌĺourCåo]fXNBȹ�

�

� ivcsdėƁrtpǽûf_t«¸cėäȸǭBŗaveȸćė²bȎb[gtǗädǲÉNvuŦ½

batloȹú¬ĻypYȸǘØcėǑ©ƢƉƛƆyǘĩƕŶPȸ®íØa_iwdǇapŚăP]Bfr

CĻdg]fXNBȹ�

� ƲÁcsƃosvucdȸîŷŦƕ^cėä©Ǘä^oȹÒėƢdėÌcŃǐqÞțƬŻyŋŘPȸţ;

cėǑǮƥyƸ]ȸ³ÅƩbèėbæmȸņŰy¬hui_yūĶP]Bloȹ�

�

�
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� ŪťȵĢ^dȸ<īĮBĨėČư_ȁcaŜȲyČƫbȸãȖŁ©ĒźŁ©ėȧŁ©ĆȧŁbĞnĚȋƩa

ȵįŊǠǓcǕņyoOoZi_yŜǕƠľ_P]Bloȹ�

� Ⱥ©ȻėĭbbB]dȸĒfc«ǚƳƬyėǑoui_^ǘƖƳėcČư_ĆȧƩaǨȠyȲBȸNlO

laǨƕcsƙ¶yǒauĔêyǕmloȹltȸ«ȗcĨėČưƳƬcėǑ_ƍøėǀßbru»ėƳc

ėƢ_c·ƊyȔP]ȸĨėqŊǠbġouéŽ¼gyǟC__pbȸãȖŁ©ėȧŁ©ĒźŁyċBloȹ�

� ȼ©Ƚ©ȾėĭbbB]dȸĨėb®õžaǘƖƳėyÌĺPȸĢȡƳƬcėǑ_±ǟP]ĒfcĚȴ©

ĚǑȸǱǮǣąȸîŷƯƷƹbòtǄni_brw]ȸĢȡŁ_ãȖŁyǕmloȹltȸĚȴ©ĚǑqî

ŷƯƷƹcƨǡÁȸbrg¸ŞƳƬcėǑyȔP]ȸ��¡��ª�¢¨Ǘäq�¦�¨�ª�¢¨Ǘäy

ǕņPloȹ�

� ĢśƳbbB]dȸȵįaǘƖƳėyėh__pbĆȧƩbƉȍoutobƨĦƩa¸ŞƳėyÌĺPl

oȹltȸÒĢśbÓȔPtƳƬcėǑyȔP]ėȧƩaĢȡŁyǕn__pbȸȼ©Ƚ©Ⱦėĭ^ėgċ

xvtĢȡŁqãȖŁyNsbƌoȸƨĦNTloȹNsbȸŊǠ_¸©ǘƖ©ƲÁ_cǺÿyąutobȸ

ŊǠǓÍƠcƋȲyƬŏPloȹ�

� icrCaŜǕyȔP]ŜǕƠľyĚƞoutobȸ¾cėǑ©ŜǕÞțƬŻyŕh]Bloȹ�

�

�

ȶȿȷȁcaŜȲ_ĆȧŁ�

�

�	��	�C/*� ĈƟƩǨȠcsƙ¶yĒȪƩbƠǬ^eui_ȹ�

�

�	��	�(:G� ƲÁqǘƖc²^cŊǠcĵâyƠǬPȸŊǠǓ_P]cȆÀyǘǩ^eui_ȹ�

�

�	��	�3���2B4 #E*� ȜÙc[ÖƒbǸǬ©ǡƞd^eui_ȹ�

�

ȶɀȷĢȡƮǿ_ėȧŁ�

�

�
��	�,@?K� ĢȡØȠcČư_auÕěyƠǬP]Bui_ȹ�

�

�
��	�0O?K� ĢȡØȠcÕěyƠǬP]Bui_ȹ�

�

�
��	�.L*� Ěȴ©ĚǑƹcÕěyƠǬ©Ěǟ©ǒğ^eui_ȹ�

�

�
��	�-P=?K� ź;aØȠcƮǿ_ŊǠyƠǬPȸǤøƩbƉƤoutocǨȠyŎw]Bui_ȹ�

�

ȶɁȷãȖŁ_��|¨Ǘä�

�

�(��	�JR3A*� ǘsǹȯyƨǦPȸrcŬȈyƠǬ^eui_ȹ�

�

�(��	�JRH9*� Ȏb[gtŜȲ_ĚȋäyƉƤPȸǹȯyǬƄ^eui_ȹ�

�

�

�

�
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ŪťĨŷȵƹĢȡėųd<ƌfĢȡcėǝyŜŒPȸǔŷbļǥaǗäyǕņoui_ZyƬƩ_P]Ǳ

ǏNvȶėųŜǕƇ,�Ůc
ȷȸĭȣc«ȅŜǕcƚǜyƢcPtɃfNgĉɄ�¤�¡£ brw]ĒfcĚ

ȋƩŊǠǓcǕņyǟaw]elPtȹ�

PcPȸȑĭcƣŷƦcłêdēefĐëPȸƣŷcĆȧëȸǞøɅǤøëdșm[[AtȸŊǠǓŜǕb

dĨėcĢȡƮǿ_ėȧƩƮǿyǋøPtÛşä_ĂȯǬƄǗäȸbrgãȖŁ_ĆȧŁbĞzXŊǠǓc

Ǖņdƃosv]BloȹicrCaƛƆc²^ȸĬņ	(ĭįbŬųbĢśƳdǱǏNvlPtȹ�

ivbÂBȸŬƳ)ĭſcsĢśƳ
ĭſl^y«ȅPtŊǠǓŜǕ�§�£ _PȸƲÁcNlOlaǥ

ǻbitasvuŊǠǓŜǕyǟaw]Bloȹ�

«ǚbŊǠǓ_dȸŝƠƳėbrgǘƖƳėcƮǿyȳÈPȸƲÁqơďbġouĴȫyµǦPadsȇ

Ɛ_ǘƖäyƉƤPȸǅƎƉécōBŉ_P]¸ȰcÝƪ_ĘÒbȄƝou�ª�Ʌ���c¸Ĩƙq���

 yƯƷɅȢƨɅǣȖɅȚƤɅǊŎouĢȡǔŷ¸ci_yǭBlodȸŊǠdŀȕbșƀPǤøëP]Buƞ

ć^dĢȡØȠcmaspȸ»cĢȡØȠ_cďƦȭĊb[B]pȆÀyŎtagveatlTzȹ�

ltȸŹƻȸǣÇNvtɃpcɄdĘÒ^Aui_ȸNsbdɃpcɄdƲÁqǘƖơď_ÓĖ^eui_b

l^ȆÀyȃCi_dŊǠǓbdƃosv]Bloȹ�

icrCaǖŧ_ŬųcɃīĮBĨėČư_ȁcaŜȲyČƫbȸãȖŁɅĒźŁɅėȧŁɅĆȧŁbĞnĚ

ȋƩaȵįŊǠǓcǕņyoOoɄ_BCŜǕƠľyȌlaȸŬų^dŬƳ)ĭſcsĢśƳ
ĭſl^c)ĭ

ȣbƭĲouėǑ©ŜǕbġP]ȸ«ȅPt«[cŜǕ�§�£ _P]ɃǤøƢƣ��� ĨėɄ�§�£

 ȶ¾ȸŬ�§�£ _BCȷyǱęP]Bloȹ�

Ŭ�§�£ ^dȸĨŷƢƣƉéȶŽŵȸȩƂȸȩĕłčȸƙȈȸİƻȷbbguǽǹȯyǘsƨœPȸ

ĒǫƩaǨƕcsǬƄoutoȸpc\ftbȟƕybeȸĨėcĢȡƮǿ_ėȧ©ǤøƩƮǿyǋøPt

Ûşä_ĂȯǬƄǗäyÎatŊǠǓcǕņyƬŏP]BloȹNsbdivscŜǕyȔn]ȸ¸;bÏ

PfȸǘƖ_ÓĖ^euŊǠcȢƨbřxtȸơďĂȯɅȱƽĂȯɅ~�¥�ªĂȯa`¹ţƩaǽǹȯb[

B]űȏbġĽ^euŊǠǓyǕņoui_yƬƩ_P]Bloȹ�

icrCaŊǠǓyǕņoutobȸÐbƱPtėǑ©ŜǕÞțƬŻyŕh]BloȹtXPȸ<ǤøƢƣ

��� ĨėZ�§�£ cħÌġȂǓdŬƳ ) ĭſɂĢśƳ 
 ĭſl^cėƢ^odȸŬ�§�£ cũ

ǃƩaħÌǓdĢśƳbÑėPtėƢ_Ploȹ�

abȸŬųc<ǤøƢƣ��� ĨėZ�§�£ dȸĬņ	�ĭįb4/022csǶęNv]btloȹ�4/022

Ƕęßįb[B]cǵǂd!EEC.��)))�#7����B' �yðƗP]fXNBȹ�

�

�

�

�

�

�

�
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�

� �£��dȸ÷ŒŷcÕěa`yǰȐPtpc^odȸïbrvsyĜTȨotXg^dAtlTzȹ�

� ŬųdȵĢ^AtŊǠǓyǕņouėų^oȹėƢǽûdŊǠǓ_P]ŠtaƲÁc«ābautobdȸ

îŷŦl^bȎb[g]bfieǗäa`yťƱPt<ėǑ©ŜǕÞțƬŻZyǱęPȸǽûdrcÞțƬ

Żyțņ^eurCaŜǕyǟCļǥdAtloȹrP]ȸėǑ©ŜǕÞțƬŻyțņ^eurCaŜǕȶė

ƢdŊǠǓbļǥaǗäyȎb[gsvurCaŜǕȷyǟCtobdȸƬŻ_ȤËouƳƬyçŰƩbȞ

ǏouļǥdAtloȶivdŜǕǹƴȶ�¤�¡£ ȷcǌņ^oȷȹ�

� [ltȸ<icƳƬd�¤�¡£ c²^`crCaÃǏ\gbAuccZȸ<icƳƬcÞțƬŻyțņ^

etc`CccÛęȶǲÉȷd`crCbǟxvuccZȸ<`crCaƳƬyÌĺoveȸ`cėǑ©ŜǕ

ÞțƬŻdțņ^euccZa`ȸ÷ŒŷcÕěXg^afȸ�¤�¡£ ǌņcȉŤbƅw]ÇņNvt

pcd�£��^oȹ�

� �£��dȸŬųcŜǕÒÅ_ȤxtypwtÕědǰȐNvt×ĕ^oȹŬųcŜǕƠľyÅƞour

CaŊǠǓbautobȸ�£��yƉƤP]fXNBȹ�

�

� ſc{ȷcs�ȷl^cȬƬdȸ÷ƳƬc�ª�bǰȐNv]BuȬƬǘÅcŃýÕěyǷťP]Bloȹ

ðǒbP]fXNBȹ�

�

�

{	� ƳƬČưłč�

I� ƳƬƧö*� ÷ƳƬcƧö^oȹ6 d÷ėĭÒÅbÓȔouƳƬ^oȹ5�2�3�1�/ drvVvcėƳ

ȶ
 ėĭcs  ėĭȷ^ȢǾNvuĢȡƳƬ^o:�

J� ƳƬìØ*<ļÌZ©<ȝŌZcƵÜ^oȹ�

.� Œŷĳı*<ŒŷZ©<ƓǑZ©<ĚȴZcƵÜ^oȹ�

/� ïÃŝ*Ìĺ^euïÃŝbrg<ħÌïÃZ©<ėÌïÃZcƵÜyǰȐP]Bloȹ�

<ħÌïÃZdȸ	 ïÃb[e (����cŒŷyNPloȹ�

<ėÌïÃZdȸ	 ïÃb[e�)���cėǑyļǥ_PloȹŒŷd�A���ǟxvu_ȸ�)�A��

�cǘėǘǑyļǥ_Ploȹt_aeȸ<ėÌïÃ�	�)	Zc�ƳƬdȸ	 ïÃb[eȸ	���c

Œŷdǟxvȸ(����cǘėǘǑyļǥ_PloȹŒŷŦȣdpYwzȸŦȣđpǮƥƩbėǑb

æz^fXNB:�

M� ȢǱėƳ*ġȂėƳyǰȐP]Bloȹ	 ėĭdŠPBãȖĨėƳȸ
 ėĭ¾¬dĹůcŽŵĨėƳ©

ȩƂĨėƳ©ȩĕłčĨėƳ©ƙȈĨėƳ©İƻėƳ_atloȹltȸ<ÒėƳZd 
 ėĭcs 

ėĭl^c÷ėĭcÒ�£�yNPloȹ�

1� ġȂėĭ*ġȂėĭyǰȐP]Bloȹ�

2� ȢǱū*<ȔĭZ©<áūZ©<ĸūZcƵÜ^oȹ�

3� ȘŦȥŝ*-� ØŒŷyǧƑ_P]ȸȺȘȣbĚŢNvuŒŷcĄŝyǰȐP]Bloȹ�

4� ŜƳŨ6Ŝŭ*ÈƤouŜƳŨȸðǒŨƹyǰȐP]Bloȹ�

5� ōĲǓ*ŒŷyōĲouŜāùyǰȐP]BloȹǤŝcŜā^ōĲouƳƬpAtloȹ�

|	� ÞțƬŻ_ǲÉȶ¥ª�¤��ȷ�

<ÞțƬŻZbd<ȶĲǴȷƳƬcÞțƬŻZyǰȐP]Bloȹ�
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<¥ª�¤��Z_d<ƳƬcÞțƬŻZbġP]ȸėƢǘȎd`crCa<ǟéƚŁZȶ77oui

_d^euȷy_veȸ`cǲÉdĺsvucyťƱPtpc^oȹ[ltȸėƢdȶǘėǘǑyüoȷ

Œŷyógtĸb<77oui_d^euZrCbawt¦�¥bĽn]ȸ<Ï©Ǜ©õ©®õZa`

cņǍǲÉcƬĘdƱNv]Bu_Ŀw]fXNBȹ�

}	� ėƳcÞțƬŻȬƬ_cȤË�

ĲǴƳƬdėųc<ėǑ©ŜǕÞțƬŻZȶȿ+	@Ɂ+
ȷc`v_ȤËP]BucyǰȐP]Bloȹ

ƳƬbrtȸǤŝcėǑ©ŜǕÞțƬŻ_ȤËP]BupcpAtloȹ�

ėǑ©ŜǕÞțƬŻ_<³ÅƩȶĝŔȷbZȤËouĎøbd<8Zȸ<¼ȦƩbZȤËouĎøbd<7Z

cǰöyǰPȸȤËŁyƱP]Bloȹ�

ȿ�	 csɁ�
 cżbAu�7	cs�"	d 4/022 cƬŻ^oȹrvVvcƬŻdbƱP]Bloȹ�

~	� ŜǕšƇƹ�

I� Ÿǥ*ŒŷcŸǥyǰȐP]Bloȹ�

J� Œŷcșoš_ŒŷÕě©šƇ*ŒŷcșošqÕě©šƇb[B]ÔÅƩbǰȐP]Bloȹ�

.� ƈŃƕ*ĲǴƳƬyóǾouȧbáŖ_auƮǿa`yǰȐP]Bloȹ�

�	� ŒŷǮƥ�

Șj_bŒŷÕě©šƇcǮƥyƱPȸri^cÞțƬŻyǰȐP]Bloȹ�

�	� ǲÉâø�

ĲǴƳƬ^cǋøǲÉyȸ`crCaâøbp_\B]ǟCcyǰȐP]Bloȹ�

<�ª���¤�Z_dȸĤ���©¦�ª�©ņŰĀa`yNP]Bloȹ�

�

4/022c�7	cs�"	cǷť�

ȶ7ȷĈƟƩǨƕcsĒȪƩbƙ¶yǒauǗä_rcǁȲ�

ȶ�ȷŊǠdƲÁqǘƖbñkoĴȫqçŰ9ñgŊǠǓdƲÁbġP]ȃw]BuȆÀbȤouƠǬ�

ȶ9ȷŝėñgǘƖƳėbȤouƮǿ_rvsyĽƤouǗä�

ȶ:ȷĲǴØȠbbB]ļǥ_NvuĢȡƩƮǿ_rvsyĽƤouǗä�

ȶ�ȷƵ;cƳė9ŊǠñgłčyƉƤP]ƲÁcǥƃyǬƄoutoc��|¨Ǘä�

ȶ�ȷǼƠƩaǰȓä9ôȮƨǡä9ǯȀƹc��¡��ª�¢¨Ǘä�

ȶ ȷǘ³Ʃ9ǈǉƩbėǑouǗä�

ȶ!ȷ¯asvtßƿc^ǮƥƩbº¶yșo9l_ouǗä�

ȶ"ȷ�ª ^º¶youtocǗä�

�

�
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教科名 英語コミュニケーションⅠ 

 
科目基礎情報 

科目番号 6Z001 科目区分 必修 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 全専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 NorthStar Reading and Writing 2  3rd ed. 
担当者 徳田 仁  

 
到達目標 

１．英文 paragraph 構成方法の理解 

２．予知能力の習得 

３．Context を活用しての未知の単語の意味の類推 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 

 

 

main idea を support
する details を合理的

に分類することができ

る。 

topic sentence と

supporting detailsを
区別できる。 

topic sentence と

supporting detailsの
区別がつかない。 

評価項目２ 

 

 

英文 context の中で、

次に来る content を予

知して自分で英文を組

める。  

英文 context の中で、

次に来る content を

予知してその内容を

日本語で説明できる。 

英文 context の中で、

次に来る content を

全く予知できない。 
 

評価項目３ 

 

英文 context から、未

知の英単語の意味を類

推し、その推測を論理

的に説明できる。 

英文 context から、未

知の英単語の意味を

直感的に類推できる。 

英文 context から、未

知の英単語の意味を

類推できない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること． 

○A-1(a)：物事を多面的に考察できること． 
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教育方法等 

概要 ある一定の分量の英文を速く正確に読むための skill を学ぶ。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
板書中心。英文速読に欠かせないパラグラフ構成の知識、main idea, 
supporting details の見つけ出し、予知能力等を各レッスンで学ぶ。 

注意点 予習と課題に真摯に取り組む。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 情報を分類する 情報を分類できる。 

2 週 main idea の見つけ出す main idea を見つけ出すことができる。 

3 週 sequence 法を理解する paragraph 構成の sequence 法を理解できる。 

4 週 comparison を理解する comparison の長所と短所を解できる。 

5 週 details を見つけだす 不適切な details を見つけ出すことができる。 

6 週 既習の知識を活かす 既習の知識を読みに活用できる。 

7 週 情報をまとめる 情報をまとめることができる。 

8 週 cause と effect を知る cause and effect 法を理解することができる。 

9 週 examples を分類する examples を分類できる。 

10 週 main idea の見つけ出し main idea を見つけ出すことができる。 

11 週 details の見つけ出し details を見つけ出すことができる。 

12 週 listing method の理解 paragraph 構成の listing method を理解できる。 

13 週 details を分類する details を適切に分類できる。 

14 週 情報を整理する paragraph の情報を合理的に整理できる。 

15 週 単語の意味の類推 context から単語の意味を類推できる。 

16 週 テスト返却と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70    30  100 

基礎的能力 70    30  100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 英語コミュニケーションϩ 

 

科目基礎情報 

科目番号 6Z002 科目区分 必修 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位, 15/45） 

開設学科 全専攻 対象学年 １ 

開設期 ᚋ期 週時限数 １ 

教科書／教材 VOAに見るᗣと⎔ቃ: A Look at Global Health & Environment with VOA 

Ᏻᾉㄔ♸㸭Richard S. Lavin ⦅ⴭ（ᯇ᯽♫） 

担当者 ᮧ田 ✑ 

 

到達目標 

１．␗なるスࣆーࢻのࣜーࢹングᩍᮦを活用し、⫈解力をྥୖࡉせることができる。 

２．速読を㏻して、500語⛬ᗘの英文を内容理解ができるよ࠺になる。 

３．テ࢟ストで用ࢀࡉる専㛛用語等をయ⣔的に理解し、自的な語ᙡ力のᙉができる。 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 

 

テ࢟ストࠗVOA に見る

ᗣと⎔ቃ に࠘ついて、

日㡭からィ⏬的に自学

することができる。ま

た、ࢿテࣈのⓎヰ

を㏻して、英文の内容

を㸶௨ୖ理解するこ

とができる。 

テ࢟ストでᢅ࠺ᵝࠎ

なトࣆッࢡについて

の理解が༑分で、ࢿ

テࣈのⓎヰを㏻し

て、英文の内容を 6

௨ୖ理解すること

ができる。 

テ࢟ストでᢅ࠺ᵝࠎ

なトࣆッࢡについて

の理解が不༑分で、ࢿ

のⓎヰを㏻ࣈテ

して、英文の内容を 6

未‶しか理解する

ことができない。 

評価項目２ 

 

ᩍᮦの中の文法事㡯の

Ⓨᒎ的内容を㌟に

け、読ࢇだり⪺いたり

したことࡸ学ࢇだこと

にᇶ࡙き，情報ࡸ考࠼

なについて，ヲしく

書いたりⓎ⾲したりす

ることができる。 

ᩍᮦの中の文法事㡯

を㌟にけ、読ࢇだり

⪺いたりしたことࡸ

学ࢇだことにᇶ࡙き，

ᇶ本的な情報ࡸ考࠼

なについて，書いた

りすることができる。 

ᩍᮦの中の文法事㡯

を㌟にけておらࡎ、

読ࢇだり⪺いたりし

たことࡸ学ࢇだこと

にᇶ࡙き，ᇶ本的な情

報ࡸ考࠼なについ

てࡶまとめたりする

ことができない。 

評価項目３ ᩍᮦとྠレࣝ࣋௨ୖの ᩍᮦの英文を読ࢇだ ᩍᮦについて英語を
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 英文を読ࢇだり⪺いた

りして、内容を英語で

説明することができ

る。 

 

り⪺いたりして、内容

を英語で説明するこ

とができる。 

 

スࣉࣜࢡトを見なが

ら読ࢇだり⪺いたり

してࡶ、内容を英語で

説明できない。 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること． 

○A-1(a)：物事を多面的に考察できること． 

 

教育方法等 

概要  この授業ཷࡣㅮ⏕のࠕ⪺く（とい࠺よりࠕ⫈き取る ）ࠖࠖ 能力をᨵၿし、

ୖ㐩ࡉせることを➨一の┠ᶆとする。ୖ㐩の┠Ᏻの一つࡣTOEICテストの

スコである。400Ⅼをࣜࢡする必せのある専攻⛉⏕に᭷┈な授業を⾜

ことを前ᥦとするのだが、本ᰯでᐇしているTOEIC IPテストཷ㦂⪅の࠺

（ここᩘᖺの）⤖ᯝからุ᩿すると、ࣜࠕスニング࣭ࢡࢭションࠖよりࡶ

事ᐇが࠺ションࠖの方がᅽಽ的に正解⋡がపいといࢡࢭング࣭ࢹーࣜࠕ

あり、授業にᕤኵをせする。この読解力不㊊のたるཎᅉࡣ（専攻⛉⏕ࡶ

ྵめ）㧗専⏕のᇶ本的な語ᙡ力と文法力の不㊊がᣲࡆらࢀよ࠺。 

 そこで、ࠕ⫈き取るࠖᩍᮦに英文法のᇶ本文ᆺを用いたࡶのを活用し、

単ඖࡈとにせⅬを࢙ࢳッࢡしながら、ࣜスニング力のみならࡎ文法力のᙉ

ࡶ┠ᣦしたい。また一方で、ᫎ⏬ࡸニュース、また࣏ࡣッࣉスなࡶᩍ

ᮦとして適ᐅ活用し、ᙺに❧つ⾲⌧ࡶẖᅇぬ࠼てࡶらい、そࢀらの⾲⌧を

用いてཱྀ㢌Ⓨ⾲ࡉせることで、英語でのコミュニケーションにおける✚ᴟ

ᛶを㣴࠺ことࡶ┠ᶆとしたい。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

ୖグのᩍ⛉書ࠗVOA に見るᗣと⎔ቃ࠘をẖᅇ１課ࡎつ㐍めながら、ᒓ

している２✀類の CD を活用し、⫈き取りならびにࢡࢹテーション（書

き取り）を㏻して⫈解能力を㧗める。ࡉらに文法と語ᙡの確ㄆ、長文読解

をẖᅇ⾜いࣜࠕーࢹング࣭ࢡࢭションࠖでࡶ得Ⅼ力ッࣉを┠ᣦす。 

注意点 定期ヨ㦂ࢃ⾜ࡣない。各25Ⅼの確ㄆテストを4ᅇ⾜い、合ィⅬを成⦼とす

る。確ㄆテスト㸲ᅇࡣ௨ୗの㏻り（㡰␒ࡣ␗なることࡶある）。 

テスト１ ࠗVOAに見るᗣと⎔ቃ࠘確ㄆテスト（語ᙡ⦅） 

テスト２ ࠗVOAに見るᗣと⎔ቃ࠘確ㄆテスト（ࣜスニング⦅１） 

テスト３ ࠗVOAに見るᗣと⎔ቃ࠘確ㄆテスト（ࣜスニング⦅２） 

テスト㸲  㓄ᕸ㈨ᩱからの確ㄆテスト 
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授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

ᚋ期 

1 週 ࢲ࢞ンスཬび、 

Unit 1 レࣝࢠーの

ABC 

本テ࢟ストの予習の方を学ぶ。テ࢟ストの内

容が理解でき、本文で用ࢀࡉた専㛛用語ࡸ

ることができる。ᚋ⪅について࠼をぬ࣒࢜ࢹ

 。せることができるࡉンテンスに適用ࢭ短いࡣ

2 週 Unit 2 ࢘ンࢻフー

 のᗈがり࣒

テ࢟ストの内容が理解でき、本文で用ࢀࡉた

専㛛用語࣒࢜ࢹࡸをぬ࠼ることができる。

ᚋ⪅についてࡣ短いࢭンテンスに適用ࡉせる

ことができる。 

3 週 Unit 3 㫽ンフ࢚ࣝン

の感ᰁのேからேࢨ

のྍ能ᛶ 

テ࢟ストの内容が理解でき、本文で用ࢀࡉた

専㛛用語࣒࢜ࢹࡸをぬ࠼ることができる。

ᚋ⪅についてࡣ短いࢭンテンスに適用ࡉせる

ことができる。 

4 週 Unit 4 なࡣࢳࣁࡐጼを

ᾘすのか㸽 

テ࢟ストの内容が理解でき、本文で用ࢀࡉた

専㛛用語࣒࢜ࢹࡸをぬ࠼ることができる。

ᚋ⪅についてࡣ短いࢭンテンスに適用ࡉせる

ことができる。 

5 週 Unit 5 ᡭだけで⾜࠺⫵

⸽⏕法 

テ࢟ストの内容が理解でき、本文で用ࢀࡉた

専㛛用語࣒࢜ࢹࡸをぬ࠼ることができる。

ᚋ⪅についてࡣ短いࢭンテンスに適用ࡉせる

ことができる。 

6 週 Unit 6 ኴ㝧⇕ㄪ理 

確ㄆテスト（➨１ᅇ） 

テ࢟ストの内容が理解でき、本文で用ࢀࡉた

専㛛用語࣒࢜ࢹࡸをぬ࠼ることができる。

ᚋ⪅についてࡣ短いࢭンテンスに適用ࡉせる

ことができる。 

7 週 Unit 7 ࣟࢡーンື物ࡣ

Ᏻ全か㸽 

テ࢟ストの内容が理解でき、本文で用ࢀࡉた

専㛛用語࣒࢜ࢹࡸをぬ࠼ることができる。

ᚋ⪅についてࡣ短いࢭンテンスに適用ࡉせる

ことができる。 

8 週 Unit 8 㣗ᩱ不㊊のᠱᛕ テ࢟ストの内容が理解でき、本文で用ࢀࡉた

専㛛用語࣒࢜ࢹࡸをぬ࠼ることができる。

ᚋ⪅についてࡣ短いࢭンテンスに適用ࡉせる

ことができる。 

9 週 Unit 9 ࢚ࣁがࢿࣔࣝࢧ

ラ⳦を፹㸽 

テ࢟ストの内容が理解でき、本文で用ࢀࡉた

専㛛用語࣒࢜ࢹࡸをぬ࠼ることができる。
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確ㄆテスト（➨２ᅇ） ᚋ⪅についてࡣ短いࢭンテンスに適用ࡉせる

ことができる。 

10 週 Unit 10 ⥙⭷のẼ テ࢟ストの内容が理解でき、本文で用ࢀࡉた

専㛛用語࣒࢜ࢹࡸをぬ࠼ることができる。

ᚋ⪅についてࡣ短いࢭンテンスに適用ࡉせる

ことができる。 

11 週 Unit 11 ᳃ᯘの未来ࡣ テ࢟ストの内容が理解でき、本文で用ࢀࡉた

専㛛用語࣒࢜ࢹࡸをぬ࠼ることができる。

ᚋ⪅についてࡣ短いࢭンテンスに適用ࡉせる

ことができる。 

12 週 Unit 12 ་⒪を㏻して

ᖹを⠏く 

確ㄆテスト（➨３ᅇ） 

テ࢟ストの内容が理解でき、本文で用ࢀࡉた

専㛛用語࣒࢜ࢹࡸをぬ࠼ることができる。

ᚋ⪅についてࡣ短いࢭンテンスに適用ࡉせる

ことができる。 

13 週 Unit 13 ◁₍を㣗い

Ṇめるにࡣ 

テ࢟ストの内容が理解でき、本文で用ࢀࡉた

専㛛用語࣒࢜ࢹࡸをぬ࠼ることができる。

ᚋ⪅についてࡣ短いࢭンテンスに適用ࡉせる

ことができる。 

14 週 Unit 14 」ᩘの⸆を᭹

用する༴㝤ᛶ 

テ࢟ストの内容が理解でき、本文で用ࢀࡉた

専㛛用語࣒࢜ࢹࡸをぬ࠼ることができる。

ᚋ⪅についてࡣ短いࢭンテンスに適用ࡉせる

ことができる。 

15 週 Unit 15 ࢜ࣂ⇞ᩱの

ཎᩱࡣ㸽 

確ㄆテスト（➨㸲ᅇ） 

テ࢟ストの内容が理解でき、本文で用ࢀࡉた

専㛛用語࣒࢜ࢹࡸをぬ࠼ることができる。

ᚋ⪅についてࡣ短いࢭンテンスに適用ࡉせる

ことができる。 

 

ホ౯合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力 100      100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 ᢏ⾡⪅理 

 
科目基礎情報 

科目番号 6Z003 科目区分 必修 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 全専攻 対象学年 ６ 

開設期 ᚋ期 週時限数 １ 

教科書／教材 ࠗᢏ⾡⪅理のୡ⏺ （࠘➨３∧）㸹⸨本 ⦅ⴭ㸭᳃出∧ 

担当者 ᒣཱྀ 英一，長㇂ᒣ ㇏，ᑠḈ ᪼ 

 
到達目標 

１．ලయ的な事を題ᮦにして，ᢏ⾡⪅理とࡣఱかについて説明できる。 
２．㐣ཤのኻᩋ事についてࠕᢏ⾡⪅理ࠖのどⅬからၥ題Ⅼを説明できる。 
３．ᢏ⾡⪅理ࠕࡣ⤯ᑐ的な正解がないၥ題ࠖである理⏤を説明できる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ලయ的な事を題ᮦに

して，ᢏ⾡⪅理に㛵

ッࣆまなトࡊまࡉるࢃ

を自らの❧ሙで考ࢡ

ントを用語を࣏，࠼

ࡗて説明できる。 

ලయ的な事を題ᮦ

にして，ᢏ⾡⪅理と

しているࡊఱをめࡣ

のかについて不༑分

ながら説明できる。 

ලయ的な事を題ᮦ

にして，ᢏ⾡⪅理に

ついて説明できない。 

評価項目２ 㐣ཤのኻᩋ事とᢏ⾡

⪅理の必せᛶの㛵ಀ

を説明できる。 

㐣ཤのኻᩋ事につ

いてၥ題Ⅼをࠕᢏ⾡⪅

理 のࠖどⅬから不༑

分ながら説明できる。 

㐣ཤのኻᩋ事でၥ

題Ⅼをࠕᢏ⾡⪅理ࠖ

のどⅬから説明でき

ない。 

評価項目３ ᢏ⾡⪅理がなࠕࡐ⤯

ᑐ的な正解がないၥ

題ࠖなのかをࠕᢏ⾡⪅

の♫的な㈐௵ࠖと㛵

㐃࡙けて論理的に説明

できる。 

ᢏ⾡⪅理ࠕࡣ⤯ᑐ的

な正解がないၥ題 でࠖ

ある理⏤を，不༑分な

がら説明できる。 

ᢏ⾡⪅理ࠕࡣ⤯ᑐ的

な正解がないၥ題 でࠖ

ある理⏤を説明でき

ない。 
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学科の到達目標項目との関係 

◎A-2(b)：ᢏ⾡⪅としての理ほを確❧できること． 

○A-1(a)：物事を多面的に考察できること． 

 
教育方法等 

概要 専㛛的知識ࡸᢏ⾡を学ぶ学⏕にとࡗて，そࢀが⌧ᐇのୡ⏺にのよ࠺なᙳ

㡪を࠼るのかを考࠼ることࡣ，㠀ᖖに㔜せな意味をᣢつ。この⛉┠でࡣ，

一⯡的なࠕ理 とࠖࡣ␗なる，専㛛的ᕤ業ᢏ⾡⪅ᩍ⫱の一㒊㛛としてのࠕᢏ

⾡⪅理ࠖを取りᢅ࠺。すなࡕࢃᢏ⾡的にྍ能か࠺かとい࠺ᇶ‽とࡣ別

に，♫ࡸබඹの⚟♴の面から見て，そࢀが࠺ാくのかとい࠺ᇶ‽があ

ること。また，ᚑ来ࡣᏑᅾしなかࡗたၥ題がテࢪࣟࣀࢡーのⓎᒎととࡶに

⏕み出ࢀࡉていることを意識し，そࢀらに࠺ᑐฎしていくのかとい࠺ᢏ

⾡⪅の㈐௵なについて，ලయ的な事を࠼て学ࢇでいく。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ᩍ⛉書を࣋ースにしたㅮ⩏ᙧᘧだが，ẖᅇのトࣆッࢡについて意見をồめ

ᑐヰᘧの授業をᒎ㛤する。㠀ᖖによる授業でࡣㅮ⩏ᙧᘧの，学⏕ഃが

意見をまとめⓎ⾲するグࣝーࣉウ㆟ᙧᘧࡶ予定している。日ᖖ的にࠕᢏ⾡

⪅理ࠖに直面している業の方 2 ྡを㠀ᖖㅮᖌとして㏄࠼，ᐇົのୖ

でのࠕᢏ⾡⪅理ࠖについての授業をお㢪いする。 

注意点 授業分ᢸࡣᒣཱྀが 9 ᅇ，㠀ᖖㅮᖌ 2 ྡが各 3 ᅇを分ᢸし，ィ 15 ᅇとな

る。ヨ㦂ࡣᐇせࡎレ࣏ート，グࣝーࣉウ㆟の㈉⊩ᗘなによࡗてホ౯

する。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

ᚋ期 

1 週 ᑟධ：ᢏ⾡⪅理とࡣ この授業全యのᯟ組みについて理解できる 

2 週 ᢏ⾡⪅理のどⅬ ⤒Ⴀ⪅のどⅬとのẚ㍑からᢏ⾡⪅理のどⅬ

とࡣのよ࠺なࡶのかを理解できる 

3 週 理と法̿ᢏ⾡⪅理

による考察の⠊ᅖ 

理と法の㐪いࡣఱか，コンࣉランスの２

つの解㔘を説明できる 

4 週 බ⾗のᏳ全，ᗣ，⚟ なࡐ理つ定が必せなのかを理解できる 

5 週 ㈝用౽┈分ᯒと〇㐀物

㈐௵法 

フ࢛ーࣆ࣭ࢻント事௳でၥ題になࡗたのࢇࡣ

なⅬか説明できる 

6 週 組⧊のၥ題 業理を考࠼る㝿に必せな࣏ントがఱか

を理解できる 

7 週 බ┈㏻報̿内㒊࿌Ⓨ ᫎ⏬࣋ࣝࢠࠕン࣭ࢦーࣝࠖࢻをඖにして内㒊

࿌Ⓨに㛵ࢃるၥ題を理解できる 
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8 週 ඃࢀたᢏ⾡⪅をめࡊし

て 
㞟ᅋᛮ考の意味とその࣓ࣜット࣭࣓ࣜࢹットを

理解できる 

9 週 Ᏻ全ᛶとࣜス１ࢡ Ᏻ全とࠕࡣ༴㝤ᛶࠖࣟࢮでࡣないとい࠺考࠼方

を理解できる 

10 週 Ᏻ全ᛶとࣜス２ࢡ フࢭ࢙ࣝーフがなࡐ必せなのかを説明でき

る 

11 週 Ᏻ全ᛶとࣜス３ࢡ ලయ的な事ᨾ事についてၥ題Ⅼのࣟࣉ

ーࢳを理解できる 

12 週 理ၥ題の≉ᚩ１ 理的なၥ題にᑐして」ᩘの解Ỵ⟇を考࠼る

ことができる 

13 週 理ၥ題の≉ᚩ２ ⥺ᘬきၥ題で必せな前ᥦࡣఱかを理解できる 

14 週 理ၥ題の≉ᚩ３ 合意のᙧ成のためにࡣఱが必せなのかを理解

できる 

15 週 まとめ 授業全యの㏻ࡌての取り組みをయ⣔的に考࠼

ることができる 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  20   80  100 

基礎的能力     80  80 

専門的能力        

分野横断的能力  20     20 
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教科名 Scientific and Technical English （⛉学ᢏ⾡英語） 
 
 

科目基礎情報 

科目番号 6Z004 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 全専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 Presenting Science 2nd Ed. 

担当者 Richard Grumbine 
 
 

到達目標 

１．increase technical vocabulary on technical subjects 
２．increase speaking fluency on technical subjects 
３．give affective short presentations on technical subjects 

 
 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 
標準的な到達レベル

の目安（可） 
未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ Student has a strong 
command of technical 
vocabulary 

Student has a strong 
command of basic 
vocabulary 

Student lacks even 
basic vocabulary 

評価項目２ Student can talk 
easily about their 
technical subject and 
field 
 

Student can speak 
but with some 
difficultly about 
their subject and 
field 

Student can not talk 
about technical 
subjects 

評価項目３ Student can give a 
strong presentation 
on their field or 
subject 

Student can give a 
middling 
presentation about 
their filed or subject 

Student is unable to 
make themselves 
understood in 
technical matters 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること． 

○A-1(a)：物事を多面的に考察できること． 
 

教育方法等 
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概要 Scientific and Technical English 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
Time will be divided between lecture/listening exercises and work on 
presentations 

注意点 Require basic command of English and knowledge of their technical 
specialty (TOEIC 400) 
Grades will be based on 2 presentations and textbook completion.  The 
first presentation (video) will count 38 points, the second presentation 
(poster) will count 50 points, and the textbook will be graded based on 
completion and will count 12 points.  60 points is passing. 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 Syllabus and class intro become familiar with class mechanics and 
methods/set up FB profile and join class page 

2 週 Unit 1 What’s your 
position? 

be able to use prepositions when talking 
about technical subjects / practice producing 
related sentences on FB page  

3 週 Unit 2 Precisely 
speaking 

learn to use measurements and numbers / 
practice producing related sentences on FB 
page  

4 週 Unit 3 Measuring the 
world 

be able to talk about measurements / 
practice producing related sentences on FB 
page  

5 週 Unit 4 What makes it 
happen 

learn to use cause and effect transitions / 
practice producing related sentences on FB 
page  

6 週 Unit 5 What’s the 
difference 

learn to compare and contrast / practice 
producing related sentences on FB page  

7 週 Unit 6 What this means 
is 

learning about definitions / practice 
producing related sentences on FB page  

8 週 Presentations 
(introducing your topic 
and methods) 

post 2-3 min video introducing your research 

9 週 Unit 7 First, be sure 
to… 

understanding and giving instructions / 
practice producing related sentences on FB 
page  

10 週 Unit 8 Step by Step describing / practice producing related 
sentences on FB page  

11 週 Unit 9 Let me explain explaining / practice producing related 
sentences on FB page  
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12 週 Unit 10 Make a record reporting information/results / practice 
producing related sentences on FB page  

13 週 Unit 11 Chance are… possibility and probability / practice 
producing related sentences on FB page  

14 週 Unit 12 Charting your 
presenation 

graphs and diagrams and posters / practice 
producing related sentences on FB page  

15 週 期ᮎヨ㦂 Poster Presentations 

16 週 テスト返却と解説  
 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合  88   12  100 

基礎的能力     12  12 

専門的能力        

分野横断的能力  88     88 
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教科名 ᆅ⌫⎔ቃとே㛫 
 
科目基礎情報 

科目番号 6Z005 科目区分 㑅ᢥ 
授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45 ） 

開設学科 全専攻 対象学年 ６ 

開設期 ᚋ期 週時限数 １ 

ཧ⪃教材 学テ࢟スト自↛ᆅ理学 ୗᕳ（ྂ書㝔） 
自↛ᆅ理学ᴫ論（ᮅ書ᗑ）㸭 ࡉࡸしいẼೃ学（ྂ書㝔） 

担当者 中ᓥ ὒ 
 
到達目標 

１．ୡ⏺のᆅయ構㐀を理解するためのࣉレートテࢡトニࢡス理論について説明できる。 
２．自↛⅏ᐖとしてのᆅ㟈について説明できる。 
３．Ẽ⌧㇟としてのẼೃの≉ᛶとே㛫⏕活との㛵ಀについて説明できる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ୡ⏺のᆅయ構㐀を理解

するためのࣉレートテ

ス理論についࢡトニࢡ

て用語を的確に用いて

Ⓨᒎ的な説明ができる。 

ୡ⏺のᆅయ構㐀を理

解するためのࣉレー

トテࢡトニࢡス理論

についてᇶ本的な説

明ができる。 

ୡ⏺のᆅయ構㐀を理

解するためのࣉレー

トテࢡトニࢡス理論

について論理的に説

明できない。 
評価項目２ 自↛⅏ᐖとしてのᆅ㟈

について用語を的確に

用いてⓎᒎ的な説明が

できる 

自↛⅏ᐖとしてのᆅ

㟈についてᇶ本的な

説明ができる 

自↛⅏ᐖとしてのᆅ

㟈について論理的に

説明できない。 

評価項目３ Ẽ⌧㇟としてのẼೃ

の≉ᛶとே㛫⏕活との

㛵ಀについて用語を的

確に用いてⓎᒎ的な説

明できる。 

Ẽ⌧㇟としてのẼ

ೃの≉ᛶとே㛫⏕活

との㛵ಀについてᇶ

本的な説明ができる。 

Ẽ⌧㇟としてのẼ

ೃの≉ᛶとே㛫⏕活

との㛵ಀについて論

理的に説明できない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎A—1(a)：物事を多面的に考察できること. 

○A—2(b)：ᢏ⾡⪅としての理ほを確❧できること. 
 
教育方法等 

概要 ᡃࠎを取りᕳく⎔ቃを構成する᭱ࡶᇶ本的なせ⣲ࡣ、ᡃࠎがᬽらしている✵

㛫をつくるᆅ⌫そのࡶのであ࠺ࢁ。ᆅ࣭Ỉ࣭Ẽとい࠺ᆅ⌫を構成する各

せ⣲がのよ࠺に⤖びついてᆅ⌫をつくࡗているのかを知ることがこの⛉┠

の┠ᶆの一つである。᭦に、自↛とே㛫の⤖びつきの中でே㛫がコントࣟー

ࣝすることが出来ない自↛⅏ᐖのとして、ᆅ㟈についてヲ⣽を学習する予
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定である。こࢀらの学習を㏻してᆅ⌫⎔ቃの中のே㛫の❧ሙを࠺ࡶ一ᗘ確ㄆ

し、ⓙࢇࡉが㌟につけよ࠺としているᕤ業ᢏ⾡のᆅ⌫⎔ቃにᑐする正しいᙺ

を考࠼るᇶ♏としてࡶらいたい。 
授業の進め方と 

授業内容・方法 
ᩍ⛉書のよ࠺な既Ꮡのᩍᮦࡣ用しないが、ᩍ⛉内容を説明するために必せ

な㈨ᩱをࣜࣉントᩍᮦとして㓄ᕸする。そのࣜࣉントの内容を説明するᙧᘧ

で授業を㐍めていく。 
注意点 この⛉┠でᢅ࠺内容の多くࡣ、自↛⛉学の分㔝にྵまࢀるࡶのとࡣい࠼ⓙࡉ

ຮࡸのである。ᬑẁの⏕活ࡶきく␗なるࡣでいるᕤ業ᢏ⾡とࢇがᬑẁ学ࢇ

ᙉの中で感ࡌている✵㛫ࡸ㛫のスケーࣝより᭦にきなスケーࣝをᣢࡗ

て、ᆅ⌫⎔ቃの理解にດめてࡶらいたい。また、授業でᢅ࠺内容の一㒊ࡣ、

本⛉で学習したᆅ理学でᢅࡗた内容とྠᵝの㒊分があるので、そࢀらのᩍᮦ

で習しておいてࡶらいたい。なお、自↛⅏ᐖに㛵する内容についてࡣ㛫

のไ⣙によりその一㒊しか授業で࠼ᢅࡣないため、そࢀ௨外でⓙࢇࡉに学ࢇ

でࡶらいたい内容についてࡣ、授業外学習としてレ࣏ートを課す予定である。 
 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1週 日本ิᓥのᇶ本的な構㐀 ࣉレートの構㐀をᇶ本にした日本ิᓥ࿘㎶の≉ᛶ

について理解できる。 
2週 ࣉレートとその⛣ື⌧㇟ ࣉレートの✀類とそࢀらの⛣ື⌧㇟について理解

できる。 
3週 ࣉレートቃ⏺の≉ᛶとᆅᙧ

（１） 
ᣑするࣉレートቃ⏺࿘㎶の≉ᛶとᆅᙧについて

理解できる。 
4週 ࣉレートቃ⏺の≉ᛶとᆅᙧ

（２） 
᮰するࣉレートቃ⏺࿘㎶の≉ᛶとᆅᙧについて

理解できる。 
5週 ࣝࣉー࣒テࢡトニࢡス ᆅ⌫内㒊の࣐ントࣝᒙのᣲືとࣉレートの活ືと

の㛵ಀについて理解できる。 
6週 自↛⅏ᐖとしてのᆅ㟈（１） ᆅ㟈と᩿ᒙ活ືの㛵ಀについて理解できる。 
7週 自↛⅏ᐖとしてのᆅ㟈（２） ᆅ㟈Ἴの✀類とその≉ᛶについて理解できる。 
8週 自↛⅏ᐖとしてのᆅ㟈（３） ᆅ㟈のࢠࣝࢿ࢚ーとືのそࢀࡒࢀの≉ᛶと㛵ಀ

について理解できる。 
9週 自↛⅏ᐖとしてのᆅ㟈（㸲） ᆅ㟈の✀類とそࢀࡒࢀの≉ᛶについて理解でき

る。 
10週 Ẽ⌧㇟としてのẼೃ Ẽの≉ᛶとẼೃとの㛵ಀについて理解できる。 
11週 Ẽ とその分ᕸ≉ᛶ Ẽ⌧㇟としてのẼ の≉ᛶとその分ᕸ≉ᛶにつ

いて理解できる。 
12週 Ẽのᚠ⎔とẼೃ≉ᛶ Ẽのᚠ⎔がつくる㢼とそのᙳ㡪によるẼೃ≉

ᛶについて理解できる。 
13週 㢼のᙧ成とẼೃ≉ᛶ 各ᆅᇦ≉ᛶの㢼のᙧ成の⫼ᬒとそࢀによるẼೃ≉

ᛶの㛵ಀについて理解できる。 
14週 Ẽೃとே㛫⏕活 そࢀࡒࢀのᆅᇦのẼೃ≉ᛶが、␗なるே㛫⏕活の

ᵝᘧをᙧ成する㛵ಀについて理解できる。 
15週 期ᮎヨ㦂 
16週 テスト返却と解説  
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評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 60    40  100 

基礎的能力 60    40  100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 ᛂ用解ᯒⅠ 

 
科目基礎情報 

科目番号 6Z006 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 全専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 ࣜࣉント等 

担当者 ᮧᒸ Ⰻ⣖ 

 
到達目標 

１．フー࢚ࣜ⣭ᩘ࣭ኚについて説明でき、そのィ⟬ができる。 
２．１次ඖのἼື方⛬ᘧ࣭⇕ఏᑟ方⛬ᘧのᑟ出について理解している。ኚᩘ分㞳法、フーࣜ

てグ㏙ࡗらのᚤ分方⛬ᘧによࢀらの解をồめることができる。こࢀ⣭ᩘ࣭ኚを用いてそ࢚

 。る⌧㇟について説明できるࢀࡉ
３．ᚤ分方⛬ᘧのᕵ⣭ᩘ解法を説明でき、そࢀを用いてᚤ分方⛬ᘧの一⯡解をồめることが

できる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ フー࢚ࣜኚ࣭㏫ኚ

に㛵㐃する㛵ಀᘧにつ

いて説明できる。 

フー࢚ࣜ⣭ᩘ࣭ ኚに

ついて説明でき、その

ィ⟬ができる。 

フー࢚ࣜ⣭ᩘ࣭ ኚに

ついて説明できない。

そのィ⟬ができない。 

評価項目２ １次ඖのἼື方⛬ᘧの

一⯡解であるࢲラン࣋

ーࣝの解をᑟ出でき

る。 
 

１次ඖのἼື方⛬

ᘧ࣭ ⇕ఏᑟ方⛬ᘧのᑟ

出について理解して

いる。ኚᩘ分㞳法、フ

ー࢚ࣜ⣭ᩘ࣭ ኚを用

いてそࢀらの解をồ

めることができる。こ

らのᚤ分方⛬ᘧにࢀ

よࡗてグ㏙ࢀࡉる⌧

㇟について説明でき

る。 

１次ඖのἼື方⛬

ᘧ࣭ ⇕ఏᑟ方⛬ᘧのᑟ

出について理解して

いない。ኚᩘ分㞳法、

フー࢚ࣜ⣭ᩘ࣭ ኚを

用いてそࢀらの解を

ồめることができな

い。こࢀらのᚤ分方⛬

ᘧによࡗてグ㏙ࢀࡉ

る⌧㇟について説明

できない。 

評価項目３ ᕵ⣭ᩘの᮰༙ᚄにつ ᚤ分方⛬ᘧのᕵ⣭ᩘ ᚤ分方⛬ᘧのᕵ⣭ᩘ
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いて理解し、ィ⟬でき

る。 
 
 

解法を説明でき、そࢀ

を用いてᚤ分方⛬ᘧ

の一⯡解をồめるこ

とができること。 

解法を説明できない。

そࢀを用いてᚤ分方

⛬ᘧの一⯡解をồめ

ることができない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-1(c)：ᕤ学のᇶ♏知識を専㛛にᛂ用できるまで理解できること． 

 
教育方法等 

概要  ೫ᚤ分方⛬ᘧࡣᖖᚤ分方⛬ᘧの多ኚᩘのᣑᙇとしてᩘ学的に⯆味῝

いࡤかりでࡣなく、多くの自↛⌧㇟が೫ᚤ分方⛬ᘧを用いてグ㏙ࢀࡉるこ

とを見てࡶ明らかなよ࠺に、ᗈく理ᕤ学において中心的な㔜せᛶをᣢࡗて

いる。 

 この⛉┠の➨１の┠ᶆࡣ、学⏕が理ᕤ学において᭱ࡶ㢖⦾にあらࢀࢃᛂ

用ୖ㠀ᖖに㔜せな意味をᣢつ２㝵の⥺ᙧ೫ᚤ分方⛬ᘧを理解することで

ある。௦⾲的な２㝵の⥺ᙧ೫ᚤ分方⛬ᘧであるἼື方⛬ᘧ࣭⇕ఏᑟ(ᣑᩓ)

方⛬ᘧ等がそのඖとなる物理⌧㇟からのよ࠺にしてᑟ出ࢀࡉるかを理

解し、そのୖでそࢀࡒࢀの೫ᚤ分方⛬ᘧの解のᣢつ定ᛶ的なᛶ㉁を理解す

ることである。 

 ➨２の┠ᶆࡣ、学⏕がኚᩘ分㞳法を用いて２㝵の೫ᚤ分方⛬ᘧのቃ⏺᮲

௳࣭ึ期᮲௳を‶㊊する解をồめることができることである。Ἴື方⛬

ᘧ࣭⇕ఏᑟ(ᣑᩓ)方⛬ᘧを解くሙ合にࡣ、本⛉㸲ᖺのࠕᛂ用ᩘ学２ࠖにお

いて学習したᖖᚤ分方⛬ᘧの解法に ຍ࠼てフー࢚ࣜ⣭ᩘ࣭ኚの知識ࡶ

必せとなり、学⏕ࡣフー࢚ࣜ⣭ᩘ࣭ኚに㛵する必せ᭱ప㝈の事㡯につい

て学習し、ᵝࠎな㛵ᩘのフー࢚ࣜ⣭ᩘのᑟ出ができること。１次ඖおよび

２次ඖのἼື方⛬ᘧの解として得らࢀたᅛ᭷ືをᅗ♧することにより、

学⏕ࡣἼື方⛬ᘧによࡗてグ㏙ࢀࡉている⌧㇟の理解を῝めること。 

 ➨３の┠ᶆࡣᕵ⣭ᩘ法の理解である。ᛂ用ୖ㔜せなᚤ分方⛬ᘧの中に

ồ✚法࣭₇⟬Ꮚ法により解くことができないሙ合および解がึ等㛵ᩘ、ࡣ

で⾲⌧できないሙ合がある。また、ᚤ分方⛬ᘧの解として㏆ఝ解がồめら

なሙ合のᚤ分方⛬ᘧの解法で࠺このよࡣ⏕ある。学ࡶ༑分なሙ合 ࡤࢀࢀ

あるᕵ⣭ᩘ法のᇶ本を理解し、ᚤ分方⛬ᘧのᕵ⣭ᩘ解をᑟ出できること。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ㅮ⩏ᙧᘧによる授業およびၥ題₇習 

内容の理解と定╔をࡣかるため、₇習ၥ題を適ᐅレ࣏ートとして解⟅࣭ᥦ

出してࡶらいます。 

注意点 ᭷明㧗専のᩘ学 ➨１ࠥ㸲ᕳの内容を理解している必せがあります。 
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授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 授業のᴫせ説明  
2 週 フー࢚ࣜ⣭ᩘの定⩏ ࣭定⩏にしたがࡗて、⡆単な࿘期㛵ᩘにᑐして

フー࢚ࣜ⣭ᩘをồめることができる。 

3 週 フー࢚ࣜవᘻ⣭ᩘ࣭正ᘻ

⣭ᩘ、一⯡の࿘期㛵ᩘの

フー࢚ࣜ⣭ᩘ 

࣭അ㛵ᩘ࣭ወ㛵ᩘにᑐしてフー࢚ࣜవᘻ⣭ᩘ࣭

正ᘻ⣭ᩘをồめることができる。 

࣭一⯡の࿘期㛵ᩘにᑐしてフー࢚ࣜ⣭ᩘをồめ

ることができる。 

4 週 ㏆ఝᘧとしてのフーࣜ

多㡯ᘧ、」⣲ᙧᘧのフ࢚

ー࢚ࣜ⣭ᩘ 

࣭フー࢚ࣜ多㡯ᘧが᭱ᑠ法の意味で᭱Ⰻの

㏆ఝᘧであることを理解する。 

࣭⡆単な࿘期㛵ᩘにᑐして」⣲ᙧᘧのフー࢚ࣜ

⣭ᩘをồめることができる。 

5 週 フー࢚ࣜኚの定⩏、フ

ー࢚ࣜవᘻኚ࣭正ᘻኚ

 

࣭定⩏にしたがࡗて、⡆単な࿘期㛵ᩘにᑐして

フー࢚ࣜኚをồめることができる。 

࣭അ㛵ᩘ࣭ወ㛵ᩘにᑐしてフー࢚ࣜవᘻኚ࣭

正ᘻኚをồめることができる。 

6 週 フー࢚ࣜኚのᛶ㉁ ࣭ フー࢚ࣜኚのᛶ㉁を理解し，用できる。 

࣭ フー࢚ࣜኚのたたみこみ✚分定理を理解

する。 

7 週 ೫ᚤ分方⛬ᘧᴫ説 ࣭೫ᚤ分方⛬ᘧにᇶ本事㡯を理解する。 

࣭೫ᚤ分方⛬ᘧの一⯡解について理解する。 

8 週 中㛫ヨ㦂  
9 週 テスト返却と解説 

１次ඖἼື方⛬ᘧのᑟ

出࣭ኚᩘ分㞳解 

࣭ ᘻのᚤᑠືをグ㏙する㐠ື方⛬ᘧから１

次ඖἼື方⛬ᘧがᑟかࢀることを理解する。 

࣭ ೫ᚤ分方⛬ᘧのኚᩘ分㞳解による解法を理

解する。 

࣭ ቃ⏺᮲௳を‶たすᅛ᭷㛵ᩘをồめることが

できる。 

10 週 ึ期᮲௳を‶たす１次

ඖἼື方⛬ᘧの解 
࣭ึ期᮲௳のフー࢚ࣜ⣭ᩘよりึ期᮲௳を‶た

す１次ඖἼື方⛬ᘧの解が得らࢀることを理

解する。 

11 週 １次ඖ⇕ఏᑟ方⛬ᘧの

ᑟ出࣭ኚᩘ分㞳解 
࣭物యに出ධりする⇕量がಖᏑすることから、

１次ඖ⇕ఏᑟ方⛬ᘧがᑟかࢀることを理解す

る。 
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12 週 ↓㝈長のᲬの⇕ఏᑟ ࣭↓㝈長のᲬの１次ඖ⇕ఏᑟ方⛬ᘧにᑐするフ

ー࢚ࣜኚを用いた解法を理解する。 

࣭ึ期᮲௳がࢹラッࢱࣝࢹࢡ㛵ᩘで࠼らࢀ

たሙ合について理解する。 

13 週 ᕵ⣭ᩘのᛶ㉁࣭ᕵ⣭ᩘ法 ࣭ᕵ⣭ᩘのᛶ㉁を理解する。 

࣭ᕵ⣭ᩘ法によるᚤ分方⛬ᘧの解法を理解す

る。 

14 週 ᕵ⣭ᩘ法 ࣭ᕵ⣭ᩘ法を用いてᚤ分方⛬ᘧの一⯡解がồめ

らࢀる。 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト返却と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 60    40  100 

基礎的能力 60    40  100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 ᛂ用解ᯒ II 

 
科目基礎情報 

科目番号 6Z007 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単，15/45） 

開設学科 全専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 ᇶ♏⛉学のためのᩘ学的ᡭ法（　⳹ᡣ：ᑠ田ᇉ Ꮥ） 

担当者 Ⲩᮌ ┾ 

 
到達目標 

１．物理⌧㇟を方⛬ᘧとしてᩘ学的に⾲⌧することができる。 
２．ᩘ学的に⾲⌧ࢀࡉた方⛬ᘧの解をồめることができる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 㠀⥺ᙧの物理⌧㇟を方

⛬ᘧとしてᩘ学的に⾲

⌧できる。 

物理⌧㇟を方⛬ᘧと

してᩘ学的に⾲⌧す

ることができる。 

ᩘ学的⾲⌧（方⛬ᘧ）

が理解できない。 

評価項目２ 方⛬ᘧの解と物理的⌧

㇟の適合ᛶについて説

明できる。 

ᩘ学的に⾲⌧ࢀࡉた

方⛬ᘧの解をồめる

ことができる。 

ᩘ学的⾲⌧としての

方⛬ᘧの解をồめる

ことができない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-1(c)：ᕤ学のᇶ♏知識を専㛛にᛂ用できるまで理解できること． 

 
教育方法等 

概要 ᇶ♏⛉学のためのᩘ学的ᡭ法について学びます。ᕤ学，理学における⌧

㇟を理解するにࡣ，ᩘ学のᡭ法が不ྍ欠です。ここでࡣ，ᩘ学のࡦと

つのまとまࡗた分㔝の⤂をするのでࡣなく，力学， ⇕⌧㇟，㟁☢Ẽ

なのලయ的な⌧㇟に，そࢀを解ᯒするのに必せとࢀࡉるᩘ学のᡭ法

をᑟධすることによࡗて，ᩘ学を物理的，ᕤ学的⌧㇟を理解するୖで

必せなࡶのとして㌟につけることが出来るよ࠺になることをめࡊしま

す。 
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授業の進め方と 

授業内容・方法 
授業ᙧᘧとなりますので、ࣀートを取ࡗて習に用してୗࡉい。ᚋ༙、

授業内容に㛵㐃した₇習ၥ題を考࠼てみます。 

注意点 ᭷明㧗専のᩘ学 1㹼4ᕳの内容を理解している必せがあります。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 㐠ືとᚤ分方⛬ᘧ ⌧㇟をᩘ学的方⛬ᘧに⾲⌧できる。 

2 週 ᚤ分方⛬ᘧの解法 ᚤ分方⛬ᘧのồ✚的解法ができる。 

3 週 3 次ඖの㐠ືと方⛬ᘧ 㐃❧ᚤ分方⛬ᘧのồ✚的解法ができる。 

4 週 力ሙと࣏テンシࣕࣝ ࢡ࣋トࣝሙとス࢝ラーሙの㛵ಀが理解できる 

5 週 㧗次の೫ᚤ分、全ᚤ分 多ኚᩘ㛵ᩘのᚤ分ができる。 

6 週 多ኚᩘ㛵ᩘのᴟ್ၥ題 多ኚᩘ㛵ᩘのᚤ分のᛂ用ができる。 

7 週 ࢡ࣋ト್ࣝ㛵ᩘのᚤ分 ࢡ࣋ト್ࣝ㛵ᩘのᚤ分ができる。 

8 週 㠀⥺ᙧ㛵ᩘの⥺ᙧ 㠀⥺ᙧ㛵ᩘの⥺ᙧが理解できる。 

9 週 多ኚᩘ㛵ᩘのᒎ㛤 多ኚᩘ㛵ᩘのᒎ㛤ができる。 

10 週 りᏊの㠀⥺ᙧື 㠀⥺ᙧၥ題の⥺ᙧの必せᛶが理解できる。 

11 週 ῶ⾶ືの方⛬ᘧ ⥺ᙧᩧ次ᚤ分方⛬ᘧが解くことができる。 

12 週 ᙉไືの方⛬ᘧ ⥺ᙧ㠀ᩧ次ᚤ分方⛬ᘧが解くことができる。 

13 週 㐃成ືの方⛬ᘧ 㐃❧⥺ᙧᚤ分方⛬ᘧが解くことができる。 

14 週 ᑐ⛠స用⣲とᅛ᭷್ స用⣲とᅛ᭷ࢡ࣋トࣝの㛵ಀが理解できる。 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト返却と解説 理解できていない所を࢙ࢳッࢡして確ㄆす

る。 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70    30  100 

基礎的能力 70    30  100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 ᛂ用ᩘ理 I 

 
科目基礎情報 

科目番号 6Z008 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 全専攻 対象学年 ６ 

開設期 ᚋ期 週時限数 １ 

教科書／教材 ึ等多ኚ量解ᯒ㸹Ṋ⸨┾ⴭ࣭ᮅ書ᗑ 

担当者 すᒣ  

 
฿㐩┠ᶆ 
１．㔜解ᯒ分ᯒのᡭ法を適用できる。 
２．成分分ᯒのᡭ法を適用できる。 
３．ᅉᏊ分ᯒのᡭ法を適用できる。 
㸲．ุ別分ᯒのᡭ法を適用できる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 㔜解ᯒ分ᯒのᡭ法を

説明できる。 
㔜解ᯒ分ᯒのᡭ法を

適用できる。 
㔜解ᯒ分ᯒのᡭ法を

適用できない。 

評価項目２ 成分分ᯒのᡭ法を

説明できる。 
成分分ᯒのᡭ法を

適用できる。 
成分分ᯒのᡭ法を

適用できない。 

評価項目３ ᅉᏊ分ᯒのᡭ法を説

明できる。 
ᅉᏊ分ᯒのᡭ法を適

用できる。 
ᅉᏊ分ᯒのᡭ法を適

用できない。 

評価項目㸲 ุ別分ᯒのᡭ法を説

明できる。 
ุ別分ᯒのᡭ法を適

用できる。 
ุ別分ᯒのᡭ法を適

用できない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-1(c)：ᕤ学のᇶ♏知識を専㛛にᛂ用できるまで理解できること． 

 
教育方法等 

概要  ᕤ学的学ၥを考࠼るୖでࡣ，ᐇ㦂ࡸㄪᰝ◊✲なにより多くのࢹーࢱを

得る．そこからḧしい事ᐇまたࡣ情報を得よ࠺とする．そのとき多くのせ

ᅉが⤡みあࡗているために，得たい情報がすࡄに得らࢀないሙ合が多い．
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そこで，ḧしい情報を⤫ィ学ୖ᰿ᣐのあるࡶのとして得るために多ኚ量解

ᯒの理論とᡭ法を習得する．また，そのことにより，ᐇ㊶的㧗ᗘᢏ⾡⪅と

してのࡶのの見方のᖜをᗈࡆることができる． 

 このㅮ⩏でࡣ，多ኚ量解ᯒのᡭ法のࡕ࠺次の㸲つのᡭ法，ࢹーࢱのࡕ࠺

１つのኚᩘを２つ௨ୖのኚᩘの１次ᘧで⾲ࢃす㔜ᅇᖐ分ᯒ，」ᩘのኚᩘを

つ⤫ィ的情報をせ⣙している１次⤖合ࡶらのኚᩘがࢀからそࢱーࢹつࡶ

のኚᩘをసる成分分ᯒ，ࢹーࢱのᶆ‽得ⅬをいくつかのᅉᏊ得Ⅼの１次

⤖合で⾲すᅉᏊ分ᯒ，２つの⩌をࡶつࢹーࢱにᒓするࡶのがࡕらの⩌の

 ．るのかをุ別するุ別分ᯒ，についてその理論を㏙ࡶ

また，こࢀらのᡭ法をⰍࠎなࢹーࢱに適用できることを┠ᶆとする． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

ᡭ法を適用する㝿に必せな知識をレ࣏ートで⿵いながら，ㅮ⩏でࡣ理論的

なヰをする． 

注意点 ᭷明㧗専のᩘ学 ➨１ࠥ㸲ᕳまでの内容を理解している必せがあります． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

ᚋ期 

1 週 授業のᴫせ説明、予ഛ知
識 

このㅮ⩏での⾜ิに㛵する予ഛ知識をᢲ࠼ࡉ
る。 

2 週 予ഛ知識 このㅮ⩏での⤫ィ学に㛵する予ഛ知識をᢲࡉ
 。る࠼

3 週 ᅇᖐ分ᯒ 単ᅇᖐ分ᯒのᡭ法を理解し、Ỵ定ಀᩘの意味
を理解する。 

4 週 ᅇᖐ分ᯒ ೫┦㛵ಀᩘの意味を理解する。 

5 週 ᅇᖐ分ᯒ 㔜ᅇᖐ分ᯒのᡭ法を理解し、Ỵ定ಀᩘの意味
を理解する。 

6 週 ᅇᖐ分ᯒのᑠテスト  

7 週 成分分ᯒ 成分分ᯒにᡭ法を理解し、ᐤ⋡の意味を
理解する。 

8 週 成分分ᯒ ᶆ‽得Ⅼにᑐする成分分ᯒにᡭ法を理解す
る。 

9 週 成分分ᯒのᑠテスト  

10 週 ᅉᏊ分ᯒ ⊂自ᅉᏊ得Ⅼのᛶ㉁を理解する。また、ࢹー
の┦㛵⾜ิとᅉᏊ㈇Ⲵ量との㛵ಀを理解すࢱ
る。 

11 週 ᅉᏊ分ᯒ ᅉᏊ㈇Ⲵ量とᅉᏊ得Ⅼをồめることができ
る。 

12 週 ᅉᏊ分ᯒのᑠテスト  

13 週 ุ別分ᯒ 内分ᩓと外分ᩓをồめることができ、┦㛵ẚ
を理解できる。 

14 週 ุ別分ᯒ ุ別分ᯒのᡭ法を理解できる。 

15 週 ุ別分ᯒのᑠテスト  

 

23



 
 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合   60    40  100 

基礎的能力   60    40  100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 ⌧௦物理 

 

科目基礎情報 

科目番号 6Z009 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 全専攻 対象学年 ６ 

開設期 ᚋ期 週時限数 １ 

教科書／教材 ᩍ⛉書：ඵᆏಖ能（ⴭ）ࠗ ᨺ㟁ࣉラ࣐ࢬᕤ学࠘ ᳃出∧ 

ᩍ ᮦ：自సࣜࣉント 

担当者 ➉内 ኵ 

 

到達目標 

１．物理ᩘ学および㟁☢Ẽ学のᇶ本的な事㡯について説明できる． 

 ．のᇶ本的ᛶ㉁について説明できる࣐ࢬラࣉ．２

 ．中の⌧㇟に㛵するᇶ本的な事㡯について説明できる࣐ࢬラࣉ．３

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 

 

物理ᩘ学および㟁☢Ẽ

学について，説明とィ

⟬が正確にできる． 

物理ᩘ学および㟁☢

Ẽ学について，説明と

ィ⟬ができる． 

物理ᩘ学および㟁☢

Ẽ学について，説明と

ィ⟬ができない． 

評価項目２ 

 

のᛶ㉁につい࣐ࢬラࣉ

て，正確に説明できる． 

のᛶ㉁につ࣐ࢬラࣉ

いて，ᴫせが説明でき

る． 

のᛶ㉁につ࣐ࢬラࣉ

いて，説明できない． 

評価項目３ 

 

中のືとἼ࣐ࢬラࣉ

ືについて，説明とィ

⟬が正確にできる． 

中のືと࣐ࢬラࣉ

Ἴືについて，ᴫせが

説明できる． 

中のືと࣐ࢬラࣉ

Ἴືについて，説明で

きない． 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎B-1(c)：ᕤ学のᇶ♏知識を専㛛にᛂ用できるまで説明できること． 

○C-1(d-3)：⌧≧を㐍ᒎࡉせるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできること． 

 

教育方法等 

概要 ࣉラࠕࡣ࣐ࢬ物㉁の➨ 4 の≧ែࠖとࡶࢀࡤ，正のⲴ㟁⢏Ꮚ（正࢜ン）
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と㈇のⲴ㟁⢏Ꮚ（㟁Ꮚࡸ㈇࢜ン）をྵみつつ，全యとして㟁Ẽ的にࡰ

中ᛶのẼయを♧す．ࣉラ࣐ࢬ中でࡣⲴ㟁⢏Ꮚの㛫にࢡーࣟン力がാき，

ᵝࠎな⌧㇟が確ㄆできる． 

 本⛉┠でᩘࡣ学的理解を῝めながら，㟁☢ሙ中のⲴ㟁⢏Ꮚのືきの物理

的な࣓ーࡸࢪ，㞟ᅋ㐠ືとしてのࣉラ࣐ࢬのる⯙い等を理解し，ࣉラ

に㛵するᇶ♏からᛂ用までのᇶ本ᴫᛕを定ᛶ的࣭定量的に習得するこ࣐ࢬ

とを┠ᶆとする． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

ㅮ⩏中心の授業を⾜࠺．定期ヨ㦂（学ᖺᮎヨ㦂）の成⦼ 60%，ᑠテストの

成⦼ 30%，課題のᥦ出および解⟅≧ἣ 10%のẚ⋡で⥲合的にホ౯し，60%

௨ୖの得Ⅼ⋡で┠ᶆ㐩成とみなす． 

注意点  

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

ᚋ期 

1 週 ࣭⛉┠ᴫせ説明 

（ᩍ⛉書 ᗎ❶） 

 ♏のᇶ࣐ࢬラࣉ࣭

 ．ఱか説明できるࡣと࣐ࢬラࣉ

2 週 （ᩍ⛉書 ➨ 1 ❶） 

࣭物理ᩘ学 

物理で用するᩘ学（物理ᩘ学）のᇶ♏が説

明できる． 

3 週 ࣭物理ᩘ学 物理で用するᩘ学（物理ᩘ学）のᇶ♏が説

明できる． 

4 週 ࣭₇習 物理ᩘ学に㛵するၥ題の解法を説明できる． 

5 週 ࣭㟁☢Ẽ学 㟁☢Ẽ学のᇶ♏について説明できる． 

6 週 ࣭㟁☢Ẽ学 㟁☢Ẽ学のᇶ♏について説明できる． 

7 週 ࣭₇習 㟁Ẽ☢Ẽ学に㛵するၥ題の解法を説明でき

る． 

8 週 （ᩍ⛉書 ➨ 2 ❶） 

࣭㟁㞳Ẽయ中の⾪✺⌧㇟ 

速ᗘ分ᕸ㛵ᩘについて説明できる． 

9 週 ࣭㟁㞳Ẽయ中の⾪✺⌧㇟ 速ᗘ分ᕸ㛵ᩘについて説明できる． 

10 週 （ᩍ⛉書 ➨ 5 ❶） 

 のᛶ㉁࣐ࢬラࣉ࣭

長について説明でࣂࢹືおよび࣐ࢬラࣉ

きる． 

11 週 ࣭ࣉラ࣐ࢬのᛶ㉁ ὶయ方⛬ᘧࡸ㍺㏦ಀᩘについて説明できる． 

12 週 （ᩍ⛉書 ➨ 6 ❶） 

 中のືとἼື࣐ࢬラ࣭ࣉ

中の㟁☢Ἴに㛵するᘧがᑟ出でき࣐ࢬラࣉ

る． 

13 週 ࣭ࣉラ࣐ࢬ中のືとἼື ࣉラ࣐ࢬ中の㟁☢Ἴについて説明できる． 
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14 週 （ᩍ⛉書 ➨ 8 ❶） 

࣭ᨺ㟁ࣉラ࣐ࢬのᛂ用 

᰾⼥合Ⓨ㟁のᴫせについて説明できる． 

15 週 ࣭期ᮎヨ㦂 

16 週 ࣭テスト返却と解説  

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 60    40  100 

基礎的能力 60    40  100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 ⌧௦学 

 

科目基礎情報 

科目番号 6Z010 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 全専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 㓄ࣜࣉント 

担当者 ᯇᑿ 明ὒ 

 

到達目標 

 。ン⤖合、ඹ᭷⤖合、㔠ᒓ⤖合の㐪いを理解している࢜．１

２．⡆単な分Ꮚのᙧ≧を予できる。 

３．㌟㏆な学⌧㇟に⯆味をᣢࡕ、ㄪることができる。 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 

⤖ン⤖合、ඹ᭷࢜

合、㔠ᒓ⤖合の㐪いを

理解し、正しく説明で

きる。 

⤖ン⤖合、ඹ᭷࢜

合、㔠ᒓ⤖合の㐪いを

理解している。 

⤖ン⤖合、ඹ᭷࢜

合、㔠ᒓ⤖合の㐪いを

理解していない。 

評価項目２ 
⡆単な分Ꮚのᙧ≧を

正しく予できる。 

⡆単な分Ꮚのᙧ≧を

予できる。 

⡆単な分Ꮚのᙧ≧を

予できない。 

評価項目３ 

㌟㏆な学⌧㇟に⯆

味をᣢࡕ、その⌧㇟の

面ⓑࡉをఏ࠼ること

ができる。 

㌟㏆な学⌧㇟に⯆

味をᣢࡕ、ㄪること

ができる。 

㌟㏆な学⌧㇟に⯆

味をᣢてない。また、

ㄪることができな

い。 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎B-1(c)：ᕤ学のᇶ♏知識を専㛛にᛂ用できるまで理解できること． 

 ．A-2(b)：ᢏ⾡⪅としての理ほを確❧できることࠐ

 

教育方法等 

概要 

本ㅮ⩏でࡣ、᭱ึに学⤖合論のᇶ本となるཎᏊ౯⤖合法と分Ꮚ㌶㐨法

を理解し、⡆単な分Ꮚのᙧ≧ࡸᛶ㉁を予測できるよ࠺になることを┠ᶆと

する。次に、学のᇶ♏知識をቑࡸしᇶ本的考࠼方を学び、㌟のᅇりの⌧
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㇟に⯆味をᣢࡕ、⌧௦のめࡊましい学のⓎᒎにᑐして、ᢏ⾡⪅としての

考࠼方をしࡗかりᣢつことを┠ᶆとする。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

学⤖合のཎ理についての理解ᗘを確ㄆするために、ㅮ⩏の᭱ึに前ᅇ

分の内容についてᑠテストを⾜ࡉ。࠺らに理解を῝めるために、課題を課

す。ᐇ㦂でࡣ、㓟ᛶ㞵にᑐするᅵተの⦆⾪స用についてㄪる。ᚋ༙のト

を᥈し、Ⓨ⾲ᙧᘧで学࣐ㅮ⪅自㌟が学に㛵するテーཷ、ࡣスでࢡッࣆ

のᙺについて理解を῝める。テー࣐、レ࣓ࢪの成ᗘ、のཷㅮ⪅の

ᛂによりホ౯する。 

注意点 学Ⅰの学⤖合の内容を習しておくこと。 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 
࣭シラࣂス説明 

࣭学⤖合（１） 

ン⤖合、ඹ᭷⤖合の≉ᚩを、⡆単に説࣭࢜

明できるよ࠺になること。 

2 週 
࣭学⤖合（２） 

࣭ᑠテスト（１） 

࣭㔠ᒓ⤖合、㓄位⤖合、Ỉ⣲⤖合の≉ᚩを、

⡆単に説明できるよ࠺になること。 

࣭ཎᏊの㟁Ẽ㝜ᛶᗘの㐪いから、分Ꮚのᴟᛶ

を説明できるよ࠺になること。 

3 週 
࣭学⤖合（３） 

࣭ᑠテスト（２） 

࣭量Ꮚᩘの意味を理解すること。࣎ーࢹࣔ

ࣝとࢠࣝࢿ࢚ー‽位を理解し、ཎᏊ㌶㐨のᙧ

≧を書けるよ࠺になること。 

4 週 
࣭学⤖合（㸲） 

࣭ᑠテスト（３） 

࣭パࣜ࢘のཎ理、フントのつ๎を説明できる

よ࠺になること。 

5 週 
࣭学⤖合（㸳） 

࣭ᑠテスト（㸲） 

࣭ཎᏊ౯を理解し、ΰ成㌶㐨のᙧ≧を書ける

よ࠺になること。 

࣭分Ꮚのᙧ≧をΰ成㌶㐨の考࠼方で説明でき

るよ࠺になること。 

6 週 
࣭学⤖合（６） 

࣭ᑠテスト（㸳） 

࣭分Ꮚ㌶㐨法により、等᰾ཎᏊ分Ꮚの⤖合

のᙉࡉ、㓟⣲分Ꮚのᖖ☢ᛶを説明できるよ࠺

になること。 

7 週 
࣭分Ꮚのບ㉳と⦆（１） 

࣭ᑠテスト（６） 

࣭ගと分Ꮚの┦స用について説明できるよ

 。になること࠺

8 週 
࣭分Ꮚのບ㉳と⦆（２） 

࣭ᑠテスト（㸵） 

࣭分Ꮚのບ㉳㐣⛬と⦆㐣⛬を説明できるよ

 。になること࠺

9 週 
࣭学ᐇ㦂(㓟ᛶ㞵にᑐ

するᅵተの⦆⾪స用) 

࣭ᅵተの意外なാきをᐇ㦂によりయ㦂し、自

↛のίస用について㛵心をࡶてるよ࠺にな
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ること。 

10 週 
࣭トࣆッࢡス（１） 

࣭ᑠテスト（㸶） 

࣭Ⓨ⾲⪅がᥦ౪するヰ題に㛵心をᣢࡕ、自分

の考࠼をᣢてるよ࠺になること。 

11 週 ࣭トࣆッࢡス（２） 
࣭Ⓨ⾲⪅がᥦ౪するヰ題に㛵心をᣢࡕ、自分

の考࠼をᣢてるよ࠺になること。 

12 週 ࣭トࣆッࢡス（３） 
࣭Ⓨ⾲⪅がᥦ౪するヰ題に㛵心をᣢࡕ、自分

の考࠼をᣢてるよ࠺になること。 

13 週 ࣭トࣆッࢡス（㸲） 
࣭Ⓨ⾲⪅がᥦ౪するヰ題に㛵心をᣢࡕ、自分

の考࠼をᣢてるよ࠺になること。 

14 週 ࣭トࣆッࢡス（㸳） 
࣭Ⓨ⾲⪅がᥦ౪するヰ題に㛵心をᣢࡕ、自分

の考࠼をᣢてるよ࠺になること。 

15 週 ࣭トࣆッࢡス（６） 
࣭Ⓨ⾲⪅がᥦ౪するヰ題に㛵心をᣢࡕ、自分

の考࠼をᣢてるよ࠺になること。 

 

評価割合 

 ᐃ期試験 発表 相互評価 態度 
ポートフ

ォリオ 
その他 合計 

総合評価割合  15 15  70  100 

基礎的能力     70  70 

専門的能力        

分野横断的能力  15 15    30 
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教科名 合ྠ≉別ᐇ㦂

科目基礎情報 

科目番号 6Z011 科目区分 必修 

授業形式 ᐇ㦂 単位数 １（学修単位，45/45） 

開設学科 全専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 1.5 

教科書／教材 授業中に㓄するテ࢟スト

担当者 各ᢸᙜᩍဨ

到達目標 

１．⌜ဨと༠力し，ィ⏬的にᐇ㦂を㐙⾜することができる。ࡉらに，出㌟学⛉のᐇ㦂でࡣᣦ

ᑟ⪅的見ᆅでᐇ㦂を㐙⾜することができる。

２．学㝿的知識を理解し，ᐇ㊶࣭活用することができる。

３．ᐇ㦂した内容および⤖ᯝを報࿌書にまとめ，期㝈までにᥦ出することができる。

㸲．ᐇ㦂の意ᅗする課題を自ら理解し，論理的に報࿌書にグ㍕することができる。

評価（ルーブリック） 

理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

ホ౯㡯┠１ ✚ᴟ的に⌜ဨと༠力

し，ィ⏬的にᐇ㦂を㐙

⾜することができる。

らに，出㌟学⛉のᐇࡉ

㦂でࡣ✚ᴟ的にᣦᑟ⪅

的見ᆅでᐇ㦂を㐙⾜す

ることができる。

⌜ဨと༠力し，ィ⏬的

にᐇ㦂を㐙⾜するこ

とができる。ࡉらに，

出㌟学⛉のᐇ㦂でࡣ

ᣦᑟ⪅的見ᆅでᐇ㦂

を㐙⾜することがで

きる。

⌜ဨと༠力し，ィ⏬的

にᐇ㦂を㐙⾜するこ

とができない。出㌟学

⛉のᐇ㦂でࡣᣦᑟ⪅

的見ᆅでᐇ㦂を㐙⾜

することができない。 

ホ౯㡯┠２ 学㝿的知識を理解し，

✚ᴟ的にᐇ㊶࣭活用す

ることができる。

学㝿的知識を理解し，

ᐇ㊶࣭ 活用することが

できる。

学㝿的知識を理解し，

ᐇ㊶࣭ 活用することが

できない。

ホ౯㡯┠３ ᐇ㦂した内容および⤖

ᯝを論理的な日本語で

報࿌書にまとめ，期㝈

までにᥦ出することが

できる。

ᐇ㦂した内容および

⤖ᯝを報࿌書にまと

め，期㝈までにᥦ出す

ることができる。

ᐇ㦂した内容および

⤖ᯝを報࿌書にまと

め，期㝈までにᥦ出す

ることができない。

ホ౯㡯┠㸲 ᐇ㦂の意ᅗする課題を ᐇ㦂の意ᅗする課題 ᐇ㦂の意ᅗする課題
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自ら理解し，論理的ᛮ

考をຍ࠼た࠼࠺で報࿌

書に⾲⌧することがで

きる。 

を自ら理解し，論理的

に報࿌書にグ㍕する

ことができる。 

を自ら理解し，論理的

に報࿌書にグ㍕する

ことができない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-3(d-2)：ᐇ㦂࣭ᐇ習等を確ᐇにᐇ㊶できること． 

○B-4(d-1)：ᕤ学の学㝿的知識を専㛛知識に活用できる⛬ᗘに習得すること． 

 
教育方法等 

概要  本ᰯでࡣ，本⛉ 4 ᖺ次から専攻⛉ 2 ᖺ次までの 4 ᖺ㛫に┦ᙜする学習࣭

ᩍ⫱にᑐして，一㈏した 1 つのᩍ⫱ࣟࣉグラ࣒としてࠕ」合⏕⏘システ࣒

ᕤ学ࠖをタ定している。本ࣟࣉグラ࣒でࡣ，ᕤ業⏕⏘活ື（ᶵᲔ࣭㟁Ẽ࣭

㟁Ꮚ情報࣭物㉁࣭ᘓ⠏）におけるㅖ課題を自らⓎ᥀し，多ゅ的などⅬから

ၥ題を解Ỵし，ࡶの࡙くりを⾜࠺能力を⫱成することを┠ᣦしている。そ

のために本⛉ 5 学⛉の≉長を࣋ースとして，各学⛉のᇶ♏ᐇ㦂をすての

専攻⛉⏕が学習することにより，専㛛ᢏ⾡の῝ࡉだけでなくᕤ学分㔝にお

けるᢏ⾡のᖜのᗈࡉを㌟につけることができる。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
 そࢀࡒࢀの学⛉のᇶ♏ᐇ㦂(ᕤసᐇ習ྵࡶむ)を，の 4 学⛉の出㌟学⏕

にᑐして⾜࠺。なお，自分の出㌟学⛉が⾜࠺ᐇ㦂にᙜたࡗてࡣ，出㌟学⛉

学⏕ࡣ，ᢸᙜᩍဨのࢳューࢱーとして，各ᢸᙜᩍဨの⿵బをめる。 

注意点  本ᐇ㦂で5，ࡣ 学⛉を㡰次ᕠり，各学⛉で用意したᐇ㦂を⾜࠺。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 A:࢚ンࢪンの分解組❧

B:ᮦᩱヨ㦂 
C:⇕㟁ᑐの᳨定 

A:࢚ンࢪンの分解組❧をすることで構㐀ࡸ組

❧ᢏ法を考察し理解できる． 
B:ᮦᩱのᶵᲔ的≉ᛶをヨ㦂⤖ᯝから考察し理

解できる． 
C:⇕㟁ᑐの᳨定を正しくできる． 

2 週 A:࢚ンࢪンの分解組❧

B:ᮦᩱヨ㦂 
C:⇕㟁ᑐの᳨定 

A:࢚ンࢪンの分解組❧をすることで構㐀ࡸ組

❧ᢏ法を考察し理解できる． 
B:ᮦᩱのᶵᲔ的≉ᛶをヨ㦂⤖ᯝから考察し理

解できる． 
C:⇕㟁ᑐの᳨定を正しくできる． 

3 週 A:࢚ンࢪンの分解組❧ A:࢚ンࢪンの分解組❧をすることで構㐀ࡸ組
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B:ᮦᩱヨ㦂 
C:⇕㟁ᑐの᳨定 

❧ᢏ法を考察し理解できる． 
B:ᮦᩱのᶵᲔ的≉ᛶをヨ㦂⤖ᯝから考察し理

解できる． 
C:⇕㟁ᑐの᳨定を正しくできる． 

4 週 A：ࢧーࣔ࣎ーࢱの≉ᛶ 
B：㧗ᅽỈ㖟ⅉの≉ᛶヨ

㦂 

A：ὶ┦ࢧーࣔ࣎ーࢱのఏ㐩㛵ᩘをồめ，

その≉ᛶが理解できる。 
B：㧗ᅽỈ㖟ⅉの≉ᛶヨ㦂を㏻して，Ỉ㖟ⅉの

≉ᛶを理解できる。 

5 週 A：CR Ⓨᅇ㊰ 
B：Ẽ中ⅆⰼᨺ㟁≉ᛶ 

A：CR Ⓨᅇ㊰について理解し，測定できる。 
B：㧗㟁ᅽᐇ㦂のᇶ♏である✵Ẽ中におけるᨺ

㟁≉ᛶを理解するととࡶに，ᴟᛶຠᯝについて

理解できる。 

6 週 A：࣌࢜ンࣉの≉ᛶ 
B：直ὶ分ᕳ㟁ືᶵ 

A：࣌࢜ンࣉの≉ᛶについて理解し，測定で

きる。 
B：直ὶ分ᕳ㟁ືᶵの㉳ື方法，速ᗘไᚚ方法，

ᅇ㌿方ྥの㌿について理解できる。 

7 週 UNIX シンの࣐ࣂーࢧ

用 
Web であるࣂーࢧ UNIX シンにࣟグ࣐ࣂーࢧ

ンし、ᇶ本的な UNIX コ࣐ンࢻを࠺ことが

できる 

8 週 Web స成(1) HTMLࢪー࣌ ゝ語で Web  をグ㏙できるࢪー࣌

9 週 Web స成(2) Javascriptࢪー࣌ ゝ語を用いてືきのある Web ー࣌

 をグ㏙できるࢪ

10 週 ཱྀ⭍⣽⬊からの DNA の

ᢳ出 
⣽⬊から DNA がᢳ出できることを理解でき

る． 

11 週 ࣝコーࣝࢼࢤࣟࣄࢹ

ーࢮ㑇ఏᏊの PCR によ

るቑᖜ 

PCR 法でㄪたい㑇ఏᏊがቑᖜできることを

理解できる． 

12 週 㟁ẼὋືによるቑᖜ⏘

物の分㞳࣭分ᯒ 
ቑᖜ⏘物を分ᯒすることで㑇ఏᏊのኚ␗がㄪ

 ．ることを理解できるࢀら

13 週 コンࣜࢡートのㄪ合タ

ィおよびᡴタ‽ഛ 
コンࣜࢡートのㄪ合タィを理解できる．およ

び，コンࣜࢡートのᡴタ‽ഛを理解できる． 

14 週 コンࣜࢡートのㄪ合タ

ィにおけるྵỈ⿵正お

よびᡴタ 

コンࣜࢡートのㄪ合タィにおけるྵỈ⿵正を

理解できる．および，コンࣜࢡートのᡴタを理

解できる． 

15 週 コンࣜࢡートの 1 週ᙉ

ᗘ 
コンࣜࢡートの 1 週ᙉᗘ（ᅽ⦰ᙉᗘおよび

ᙉᗘ）を理解できる． 
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16 週 レ࣏ート返却と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     100  100 

分野横断的能力        
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教科名 㐀タィ合ྠ₇習 

 
科目基礎情報 

科目番号 6Z012 科目区分 必修 

授業形式 ₇習 単位数 ２（学修単位，30/45） 

開設学科 全専攻 対象学年 ６ 

開設期 ᚋ期 週時限数 ２ 

教科書／教材 なし 

担当者 ᆏ本 Ṋྖ，Ἠ ᘯ，内ᾏ ㏻ᘯ，田中 Ὀᙪ，ᒾୗ ຮ 

 
到達目標 

１．こࢀまで㌟にけた専㛛分㔝に㛵する⛉学ᢏ⾡の知識ࡸ情報を活用して，ၟရᨵၿᥦ

とそのࢨࢹンができる 
２．㈝用および㛫的なไ⣙のࡶとで，ᨵၿၟရのタィから〇సまでをィ⏬的にᐇできる 
３．本⛉での所ᒓ学⛉を㉸࠼たࢳー࣒⦅成の中で，分㔝の学⏕と༠力しながら，こࢀまで

自らが学ࢇだ知識を活かしてࢳー࣒に㈉⊩できる 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ᥦするၟရᨵၿࡣそ

の必せᛶを᭷してお

り，ᐇ⌧がྍ能である． 

ᥦするၟရᨵၿࡣ

その必せᛶがㄆめら

ᐇ⌧ྍ能ᛶがあ，ࢀ

る． 

ᥦするၟရᨵၿࡣ

その必せᛶがㄆめら

 ．ないࢀ

評価項目２ 取り組ࢇだၟရの内容

にᑐして，〇సしたၟ

ရの成ᗘが㧗い． 

取り組ࢇだၟရの内

容にᑐして，〇సした

ၟရの成ᗘがጇᙜ

である． 

取り組ࢇだၟရの内

容にᑐする〇సした

ၟရの成ᗘが得ら

 ．ていないࢀ

評価項目３ 分㔝の学⏕と༠力

し，自分の既Ꮡ知識を

活かしてࢳー࣒に㈉⊩

できる． 

分㔝の学⏕と༠力

し，ࢳー࣒に㈉⊩でき

る． 

分㔝の学⏕と༠力

ができない． 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎C-2(e)(h)(i)：ᵝࠎなၥ題にᑐฎできるࢨࢹン能力を習得すること． 
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◎A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること． 

 ．B-4(d-1)：ᕤ学の学㝿的知識を専㛛知識に活用できる⛬ᗘに習得することࠐ

 ．せるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできることࡉC-1(d-3)(d-4)：⌧≧を㐍ᒎࠐ

 
教育方法等 

概要  本⛉┠で，学⏕ၟࠕࡣရᨵၿᥦ࣭〇సࠖを⾜࠺．既Ꮡのၟရの欠Ⅼを

いࢁいࢁなゅᗘから᳨ウし，ఱらかの方法でᨵၿをຍ࠼てよりⰋいၟရを

ᥦ࣭〇సする．本⛉┠でࡣ，自ら㐍ࢇで未知のၥ題を解Ỵする意ḧ，能

力，㐀力およびグࣝーࣉで༠力し，ヰ合ࡗて物事を解Ỵする能力，ࣉレ

 ．しいてࡗンテーション能力等を㣴ࢮ

授業の進め方と 

授業内容・方法 
本⛉┠ࡣ PBL⛉┠としてࡶ位⨨けらࢀるため，学⏕がయ的にィ⏬し，

㐍めていくことが≉に㔜せである．また，本⛉での所ᒓ学⛉を㉸࠼たࢳー

せ࣭సࢃ合ࡕ成で授業に取り組む．そのため，授業㛫外におけるᡴ⦆࣒

業等の㛫タ定࣭ィ⏬を࠺まく࣓ࢪࢿ࣐ントする必せがある．本授業で㐍

めるࢡ࢙ࢪࣟࣉトࡣきく 3 つのẁ㝵に分けらࢀる． 

１．課題の説明，ࢡ࢙ࢪࣟࣉトの‽ഛ࣭タィẁ㝵 

２．〇ရの〇సを⾜࠺ẁ㝵 

 ンテーションの‽ഛとᐇࢮレࣉ．３

 なお，➨ 1ᅇ┠の授業ࡣ前期（ኟఇみ前）にᐇする．このよ࠺なၟရ

ᨵၿᥦなのࡣࢹ，ᚋ期に授業を㛤ጞしてすࡄに出てくる

⡆単なࡶのでࡣない．こࢀまでの学⏕のせᮃを㋃ま࠼，ኟఇみ前に⌜分け

を⾜い，ኟఇみ期㛫中にࢹを考࠼ることができるよ࠺にする．➨

１ᅇ┠の授業の日についてࡣ各学⛉のᢸᙜᩍဨより事前に㐃⤡をする． 

 また，ࣉレࢮンテーション᭱ࡣ⤊Ⓨ⾲௨外にࡶ，中㛫Ⓨ⾲を⾜࠺．なお，

ᖺ 12 ᭶にࡣ，シン࣏࢞ー࣏ࣝࣜテࢡニッࢡ（SP）学⏕が本ᰯをゼၥし

ており，㒔合が合ࡤ࠼，SP 学⏕の英語でのⓎ⾲ࡸ SP 学⏕とのὶをᐇ

する．このことࡶ㋃ま࠼，英語による授業説明をᐇすることࡶある． 

注意点 本学の２ᖺ次（ΰ合学⣭）に，ᕤ学ᇶ♏Ϫの⛉┠でこの✀の課題を⾜ࡗ

たが，本⛉┠でࡣ，そࢀをࡉらにⓎᒎࡉせており，前㏙したよ࠺に PBL ⛉

┠として位⨨࡙けらࢀる．前ᥦとなる知識のᣦ定ࡣないが，各学⏕がこࢀ

までにᇵࡗた専㛛知識，および，㐀力，ၥ題解Ỵ能力等が，ࢡ࢙ࢪࣟࣉ

トを㐍めるୖで㔜せとなる． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

ᚋ期 1 週 ࢲ࢞ンス࣭ ⌜分け（前期） 授業の㐍め方を理解できる． 
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2 週 ၟရᨵၿのⓎ⾲ 1 Ⓨ⾲，の᳨ウをできる． 

3 週 ၟရᨵၿのⓎ⾲ 2 Ⓨ⾲，を᳨ウ࣭ ලయを⾜࠺ことができる．  

4 週 の᳨ウ，物ရ㉎ධ，〇స

స業 
を᳨ウ࣭ ලయを⾜࠺ととࡶに，物ရ㉎ධ，

〇సの᳨ウを⾜できる． 

5 週 の᳨ウ，物ရ㉎ධ，〇స

స業 
を᳨ウ࣭ ලయを⾜࠺ととࡶに，物ရ㉎ධ，

〇సస業を㐍めることができる．  

6 週 〇సస業 〇సస業を㐍めることができる． 

7 週 ၟရᨵၿの中㛫Ⓨ⾲ 中㛫Ⓨ⾲での説明ができる． 

8 週 〇సస業 〇సస業を㐍めることができる． 

9 週 〇సస業 〇సస業を㐍めることができる． 

10 週 〇సస業 〇సస業を㐍めることができる． 

11 週 〇సస業 〇సస業を㐍めることができる． 

12 週 〇సస業 〇సస業を㐍めることができる． 

13 週 〇సస業 〇సస業を㐍めることができる． 

14 週 〇సస業࣭᭱⤊Ⓨ⾲‽ഛ 〇సస業を㐍めるととࡶに，᭱ ⤊Ⓨ⾲の‽ഛに

取り組むことができる． 

15 週 ᭱⤊Ⓨ⾲ ᭱⤊Ⓨ⾲において〇సしたၟရの説明がで

きる． 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  15 5  20 60 100 

基礎的能力        

専門的能力     20  20 

分野横断的能力  15 5   60 80 
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教科名 ᕤ業ᇶ♏力学 

 

科目基礎情報 

科目番号 6Z013 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 ⏕⏘情報システ࣒ᕤ学専攻

（㟁Ẽᕤ学⣔，㟁Ꮚ情報ᕤ

学⣔），ᛂ用物㉁ᕤ学専攻 

対象学年 ６ 

開設期 ᚋ期 週時限数 １ 

教科書／教材 ཧ考㈨ᩱ：᪂⦅ᶵᲔᕤ学ㅮᗙ 8 ᕤ業力学 

（ⴭ⪅：㕥ᮌᖾ୕か，出∧♫：コࣟࢼ♫） 

担当者 ⠛㷂 Ⅿ 

 

到達目標 

１．専㛛的な用語ࡸ⌧㇟を英語⾲グྵࡶめて理解して，説明することができる． 

２．㟼力学の⌧㇟を理解して，ᕤ学におけるၥ題に適用することができる． 

３．ື力学の⌧㇟を理解して，ᕤ学におけるၥ題に適用することができる． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 専㛛的な用語の英語⾲

グを理解し，用語を的

確に説明できる． 

専㛛的な用語の英語

⾲グができ，⊂自の理

解で用語を説明でき

る． 

専㛛的な用語の英語

⾲グができࡎ，用語を

説明できない． 

評価項目２ 㟼力学の⌧㇟を理解

し，ᕤ学の分㔝にᛂ用

できる． 

ᇶ本的な㟼力学の⌧

㇟を理解し，࠼らࢀ

た⌧㇟に適用できる． 

ᇶ本的な㟼力学の⌧

㇟を理解できࡎ，࠼

らࢀたၥ題に࠺こ

とができない． 

評価項目３ ື力学の⌧㇟を理解

し，ᕤ学の分㔝にᛂ用

できる． 

ᇶ本的なື力学の⌧

㇟を理解し，࠼らࢀ

た⌧㇟に適用できる． 

ᇶ本的なື力学の⌧

㇟を理解できࡎ，࠼

らࢀたၥ題に࠺こ

とができない． 

 

学科の到達目標項目との関係 
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◎B-1(c)：ᕤ学のᇶ♏知識を専㛛にᛂ用できるまで理解できること． 

○B-4(d-1)：ᕤ学の学㝿的知識を専㛛知識に活用できる⛬ᗘに習得すること． 

 

教育方法等 

概要 ㅮ⩏で内容をㅮ⩏し，確ㄆおよびⓎᒎၥ題をㅮ⩏中，レ࣏ートで解く． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

板書によるㅮ⩏を⾜な࠺．ㅮ⩏中の内容を確ㄆするために，ᣦ定ࢀࡉたレ

 ．࠺ートを解いてẖ㛫の習を⾜な࣏

注意点 物理学のᇶ本をᕤ学に適ᛂࡉせるため，そのᇶ本とᩘ学を理解しておく． 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

ᚋ期 

1 週 力とࣔー࣓ント 力，ࣔー࣓ントを理解し，࠺ことができる． 

2 週 力のつりあい 力とࣔー࣓ントのつりあいを理解できる． 

3 週 ๛యにാく力とトラス ๛యにാく力を理解し，トラスにᛂ用できる． 

4 週 㔜心 ᖹ面ᅗᙧの㔜心を理解できる． 

5 週 㔜心 ❧యの㔜心，物యのᏳ定を理解できる． 

6 週 ᦶ᧿ すりᦶ᧿を理解できる． 

7 週 ᦶ᧿ こࢁがりᦶ᧿，ࣝ࣋トのᦶ᧿を理解できる． 

8 週 直⥺㐠ື ᐇ㝿の直⥺㐠ື⌧㇟に考࠼方を用できる． 

9 週 ᭤⥺㐠ື 㐠ືࡸᨺ物㐠ືを理解できる． 

10 週 力と㐠ື 㐠ື方⛬ᘧを各⌧㇟に用できる． 

11 週 ័ᛶ力とᅇ㌿㐠ື ᅇ㌿㐠ືの考࠼方を理解できる． 

12 週 事，ࢠࣝࢿ࢚，ື力 事，ࢠࣝࢿ࢚，ື力を理解できる． 

13 週 㐠ື量と力✚ 㐠ື量と力✚を理解できる． 

14 週 ⾪✺ ⾪✺⌧㇟を理解することができる． 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト返却と解説  

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 

基礎的能力        

専門的能力 70    20  90 

分野横断的能力 10      10 

39



 

40



教科名 ᐇ用情報ฎ理 

 
科目基礎情報 

科目番号 6Z014 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 授業࣭₇習 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 全専攻（⏕⏘システ࣒ᕤ学

専攻㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔を㝖

く） 

対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 ᢸᙜᩍဨより㓄するࣜࣉント 
ット♫を⏕きるための情報理㸹情報ᩍ⫱学◊✲(IEC)࣭情ࢿーࢱン

報理ᩍ⫱◊✲グࣝーࣉ㸭ᐇᩍ出∧ 

担当者 Ⳣ 明 

 
到達目標 

１. ㈐௵をᣢࡗて情報をᢅ࠺能力として、情報理の㔜せᛶを説明できる 
２. 情報を活用する能力として、文書స成ࢯフトのᛂ用᧯సができる 
３. 情報を活用する能力として、⾲ィ⟬ࢯフトのᛂ用᧯సができる 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ㈐௵をᣢࡗて情報をᢅ

能力として、情報理࠺

の㔜せᛶを説明でき、ࢿ

ット⿕ᐖなのをᣲ

を説明て㜵Ṇ⟇なࡆ

することができる。 

㈐௵をᣢࡗて情報を

能力として、情報࠺ᢅ

理の㔜せᛶを説明

できる。 

㈐௵をᣢࡗて情報を

能力として、情報࠺ᢅ

理の㔜せᛶを説明

できない。 

評価項目２ 文書స成ࢯフトのᛂ用

᧯సができ、自分でᕤኵ

をした౽な文書をస

成することができる。 

文書స成ࢯフトのᛂ

用᧯సができる。 
文書స成ࢯフトのᛂ

用᧯సができない。 

評価項目３ ⾲ィ⟬ࢯフトのᛂ用᧯

సができ、自分でᕤኵを

した౽なシートをస

成することができる。 

⾲ィ⟬ࢯフトのᛂ用

᧯సができる。 
⾲ィ⟬ࢯフトのᛂ用

᧯సができない。 
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学科の到達目標項目との関係 

◎B-1(c)：ᕤ学のᇶ♏知識を専㛛にᛂ用できるまで理解できること． 

○B-4(d-1)：ᕤ学の学㝿的知識を専㛛知識に活用できる⛬ᗘに習得すること． 

 
教育方法等 

概要 ᐇ用情報ฎ理ࡣ，本⛉の所ᒓが㟁Ꮚ情報ᕤ学⛉௨外の専攻⛉⏕をᑐ㇟と

する．本授業ࡣ本⛉の情報ฎ理ᇶ♏(情報ࣜテラシー)のᛂ用に位⨨けら

 ．るࢀ
⌧ᅾ，ㄡࡶが情報システ࣒を࠼るよ࠺になり，࢟ー࣎ーࢻ᧯సࡸン

ᙜ↛のこととࡣをᣢつことࣝ࢟ットを活用した情報᳨⣴࣭分ᯒのスࢿーࢱ

みなࢀࡉるよ࠺になࡗている．♫(≉に業)でࡉ，ࡣらに㧗ᗘな内容を

理解し，㧗ᗘな情報ฎ理を⾜࠺ことがồめらࢀている．また，情報ฎ理に

㛵するၥ題ࡶたびたびⓎ⏕し，正しい情報システ࣒の取りᢅいࡸ情報の

用࣭⟶理に㛵するุ᩿力ࡶồめらࢀている． 
こ࠺した情報システ࣒用⎔ቃの㧗ᗘにకい，本授業でࡣ情報理お

よび㧗ᗘな情報ࣜテラシーのスࣝ࢟の習得を┠的とする．この┠的を㐩成

するために次の 2 つの授業┠ᶆをᥖࡆる． 
➨ 1 の┠ᶆࡣ，㈐௵をᣢࡗて情報をᢅ࠺能力を㣴࠺ことである．そのた

めに，本授業でࡣ，情報理(情報を取りᢅ࠺㝿のὀ意ࡸ情報に㛵する法ไ

ᗘ，ࣝーࣝࢼ࣐ࡸー，トラࣝࣈのᑐ⟇な)を学習する． 
➨ 2 の┠ᶆࡣ，より㧗ᗘな情報ฎ理を⾜࠺ために必せな知識ࡸᢏ⾡を習

得することである．そのために，本授業でࡣ，文書స成ࢯフトࡸ⾲ィ⟬ࢯ

フトの中⣭㹼ୖ⣭レࣝ࣋の用法を学習する． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
情報理に㛵してࡣㅮ⩏を中心とし、文書స成ࢯフト࣭⾲ィ⟬ࢯフトの学

習に㛵してࡣᐇ習࣭₇習を中心として授業を⾜₇。࠺習において，各自の

㐍む࣌ースによࡗてࡣ㛫外に取り組む必せがある。 

注意点 コンࣆューࢱおよび Windows の᧯స，MS-Word，MS-Excel のᇶ本᧯స

を࣐スࢱーしていることがᮃましい。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 文書స成ࢯフトのᛂ用

᧯స 1 
テ࢟スト࣎ッࢡスを用して⾲をస成するこ

とができる。 
ス報࿌書のとしてႠ業᭶報の文書のࢿࢪࣅ

テンࣉレートをస成することができる。 
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2 週 文書స成ࢯフトのᛂ用

᧯స 2 
フ࢛ー࣒を用して㟁Ꮚ的なンケート用⣬

をస成することができる。 

3 週 文書స成ࢯフトのᛂ用

᧯స 3 
ᕪし㎸み༳ๅを用した文書をస成すること

ができる。 

4 週 文書స成ࢯフトのᛂ用

᧯స 4 
長文レ࣏ートのస成に㛵して、見出しのタ定ࡸ

┠次のస成࣭᭦᪂を⾜࠺ことができる。 

5 週 文書స成ࢯフトのᛂ用

᧯స 5 
長文レ࣏ートのస成に㛵して、࣊ッ࣭ࢲフッࢱ

のస成、ཧ考文⊩ࣜストのస成を⾜࠺ことがで

きる。 

6 週 文書స成ࢯフトのᛂ用

᧯స 6 
文書స成ࢯフトのᶵ能を活用して文❶のᰯ正

స業を⾜࠺ことができる。 
文書స成ࢯフトのᶵ能を活用して⤫一的なᅗ

⾲の␒ྕけを⾜࠺ことができる。 

7 週 情報理（情報の正しい

取ᢅい） 
ಶே情報と知的㈈⏘に㛵して理解し、取りᢅい

方法を理解することができる。 
ーをࢼ࣐ットにおけるコミュニケーションࢿ

理解することができる。 

8 週 情報理（情報に㛵する

法ᚊ） 
情報♫で⏕活する࠼࠺でὀ意すきⅬを理

解することができる。 
情報࢟ࢭュࣜテにかࢇして㔜せᛶを理解す

ることができる。 

9 週 ⾲ィ⟬ࢯフトのᛂ用᧯

స 1 
㛵ᩘを用してィ⟬をᐇ⾜するシートをస成

することができる。 

10 週 ⾲ィ⟬ࢯフトのᛂ用᧯

స 2 
᮲௳き書ᘧࣘࡸーࢨ定⩏の⾲♧ᙧᘧな、シ

ートୖに౽な⾲をస成することができる。 

11 週 ⾲ィ⟬ࢯフトのᛂ用᧯

స 3 
」ᩘのࣈッࢡにΏるࢹーࢱを᧯సすることが

できる。 

12 週 ⾲ィ⟬ࢯフトのᛂ用᧯

స 4 
⾲ィ⟬ࢯフトを用いたࢹー࣋ࢱースᶵ能のᐇ

⌧法を理解し、シートをస成࣭活用することが

できる。 

13 週 ⾲ィ⟬ࢯフトのᛂ用᧯

స 5 
ットグラフをస成す࣎ࣆとࣝࣈットテー࣎ࣆ

ることができる。 

14 週 ⾲ィ⟬ࢯフトのᛂ用᧯

స 6 
ࣟࢡ࣐、のかを理解しࡶな࠺のよࡣとࣟࢡ࣐

をస成することができる。 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト返却と解説  
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評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 

基礎的能力 70    10  80 

専門的能力        

分野横断的能力 10    10  20 
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教科名 ᶵᲔシステ࣒せ⣲ 

 
科目基礎情報 

科目番号 6Z015 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 全専攻（⏕⏘情報システ࣒

ᕤ学専攻ᶵᲔᕤ学⣔を㝖

く） 

対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 ᩍဨస成ᩍᮦ 

担当者 ᇼ田 ※ 

 
到達目標 

１．自ືᶵᲔの，ᶵ⣲，ᶵ構，ື力，ࢳࢡュ࢚ーࢱ，ไᚚを理解し，説明できる． 
２．自ືᶵᲔに㛵する力学，㡰㐠ື学，㏫㐠ື学を理解し，ᶵᲔせ⣲の㌶㊧をᥥいてそのື

సについてィ⟬できる． 
３．自ືᶵᲔを用いた㹄㹋㹁⏕⏘システ࣒に㛵する⏕⏘⟶理࣭Ᏻ全⟶理について理解し，説

明できる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 自ືᶵᲔの，ᶵ⣲，ᶵ

構，ື力，ࢳࢡュ࢚

ーࢱ，ไᚚを理解し，

正しい語ྃを用いて

ヲ⣽に説明できる．  

自ືᶵᲔの，ᶵ⣲，

ᶵ構，ື力，ࢳࢡ

ュ࢚ーࢱ，ไᚚを理

解し，説明できる． 
 

自ືᶵᲔの，ᶵ⣲，ᶵ

構，ື力，ࢳࢡュ࢚

ーࢱ，ไᚚを理解して

いない．説明ࡶできな

い． 

評価項目２ 自ືᶵᲔに㛵する力

学，㡰㐠ື学，㏫㐠ື

学を理解し，ᶵᲔせ⣲

の㌶㊧がヲ⣽にᥥけ

てそのືసについて

ᩘᘧを用いてồめる

ことができる．  

自ືᶵᲔに㛵する力

学，㡰㐠ື学，㏫㐠

ື学を理解し，ᶵᲔ

せ⣲の㌶㊧がᥥけて

そのືసについてồ

めることができる． 
 

自ືᶵᲔに㛵する力

学，㡰㐠ື学，㏫㐠ື

学を理解していない．

ᶵᲔせ⣲の㌶㊧がᥥ

けࡎ，そのືసについ

てồめること 
ができない． 

評価項目３ 自ືᶵᲔを用いた㹄

㹋㹁⏕⏘システ࣒に

自ືᶵᲔを用いた㹄

㹋㹁⏕⏘システ࣒に

自ືᶵᲔを用いた㹄

㹋㹁⏕⏘システ࣒に
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㛵する⏕⏘⟶理࣭Ᏻ全

⟶理について理解し，

正しい語ྃを用いて

ヲ⣽に説明できる． 

㛵する⏕⏘⟶理࣭Ᏻ

全⟶理について理解

し，説明できる． 
 

㛵する⏕⏘⟶理࣭Ᏻ全

⟶理について理解し

ていない．説明できな

い． 
 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-4(d-1)：ᕤ学の学㝿的知識を専㛛知識に活用できる⛬ᗘに習得すること． 

 
教育方法等 

概要 ⏘業ᶵᲔࢠࣝࢿ࢚ࡣーを࠼らࢀ予めタ定ࢀࡉたไᚚによࡗて自ື的

に⏕⏘活ືを⾜࠺．このᶵᲔࡣせ⣲としてのᶵ⣲から構成ࢀࡉたシステ࣒

であり，またこのᶵᲔ自యࡶ㹄㸿システ࣒の構成せ⣲となࡗている．ᶵᲔ

システ࣒せ⣲ࡣ⏘業ᶵᲔについて，構成せ⣲からᶵᲔ自యの㐠ື，そのᶵ

Ეがせ⣲として組み㎸まࢀる自ື⏕⏘タഛ（㹄㹋㹁）について学ぶࡶの

である．本⛉┠で１，ࡣ）ᶵ⣲の✀類とാき，２）ᶵ構の✀類とືき，３）

ᶵ構をືかすࢠࣝࢿ࢚ー，ࢳࢡュ࢚ーࢱ，ไᚚのしくみ，㸲）ᶵᲔの力

学，㸳）ᶵᲔの㡰㐠ື学，６）ᶵᲔの㏫㐠ື学，㸵）ᶵᲔの㞟合と⏕⏘の

組み，㸶）㹄㹋㹁⏕⏘システ࣒，㸷）⏕⏘⟶理，10）Ᏻ全⟶理について

学ぶ．また，こࢀらの㡯┠に㛵㐃するᛂ用力を㌟にける． 

 
授業の進め方と 

授業内容・方法 
授業㛫の前༙ࡣㅮ⩏を⾜い，ᚋ༙₇ࡣ習を⾜₇．࠺習ࡣಶேまたࡣグࣝ

ーࣉ単位で⾜₇．࠺習ၥ題ࡣ前༙のㅮ⩏内容について自ら考࠼て習して

 ．あるࡶのでᩍᮦの用ࡶ࠺らࡶ

注意点 本⛉ 5ᖺ次までのᩘ学ࡸ物理の知識を᭷することがᮃましい． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 ᶵ⣲の✀類とാき ᶵᲔせ⣲，構㐀せ⣲，ᶵ⣲ྠኈの┦㐠ືに 
について理解し，説明できる． 

2 週 ᶵ構の✀類とືき（１） ᅇ㌿࣭直⥺㐠ືのしくみとᅇ㌿㹼直⥺㐠ືの

ኚのしくみについて理解し，説明できる． 

3 週 ᶵ構の✀類とືき（１） ᅇ㌿㹼」㞧な㐠ືのኚのしくみについて

理解し，説明できる． 

4 週 ᶵ構をືかすࢠࣝࢿ࢚

ー，ࢳࢡュ࢚ーࢱ，ไ

ᚚのしくみ 

ື力※࣭ࢳࢡュ࢚ーࢱの✀類と≉ᚩ，シーケ

ンスไᚚについて理解し，説明できる． 
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5 週 ᶵᲔの力学 㔮合い，ኚᙧ，ᑑについて理解し，ィ⟬でき

る 

6 週 ᶵᲔの㡰㐠ື学（１） ᶵᲔ㐠ືの㌶㊧をᥥくことがでる．  

7 週 ᶵᲔの㡰㐠ື学（２） ୕ゅ㛵ᩘ࣐ࡸトࣜッࢡスをࡗて，その㌶㊧に

ついてᩘ学的にィ⟬できる． 

8 週 ࠙前期中㛫ヨ㦂ࠚ  
9 週 ᶵᲔの㏫㐠ື学（１） ᶵᲔ㐠ືの㌶㊧をᥥくことができる． 

10 週 ᶵᲔの㏫㐠ື学（２） ୕ゅ㛵ᩘ࣐ࡸトࣜッࢡスをࡗて，その㌶㊧に

ついてᩘ学的にィ⟬できる． 

11 週 ᶵᲔの㞟合と⏕⏘の

組み 
ຍᕤࡸ組❧をᐇ⌧するᶵᲔの直ิ，୪ิ⤖合 
のしくみついて理解し，説明できる． 
 

12 週 㹄㹋㹁⏕⏘システ࣒ ᶵᲔの直ิ，୪ิ⤖合によࡗて⾜ࢀࢃる⏕⏘の

ຠ⋡について理解し，説明できる． 

13 週 ⏕⏘⟶理 㹄㹋㹁⏕⏘システ࣒が⤫合した㹄㸿システ࣒

においてᮦᩱ，⇞ᩱᢞධから不Ⰻရ．ᨾ㞀ᑐ⟇

を⤒てຍᕤ〇ရのᡶい出しまでのຠ⋡的な⏕

⏘యไについて理解し，説明できる． 

14 週 Ᏻ全⟶理 㹄㸿システ࣒がཬࡰす⎔ቃࡸே的⿕ᐖとᕤሙ

としてのᑐ⟇ࡸ㓄៖について理解し，説明でき

る． 

15 週 期ᮎヨ㦂  
16 週 テスト返却と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70    30  100 

基礎的能力        

専門的能力 70    30  100 

分野横断的能力        
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教科名 ࣓࢝トࣟニࢡスᴫ論 

 

科目基礎情報 

科目番号 6Z016 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 ⏕⏘情報システ࣒ᕤ学専攻

（㟁Ẽᕤ学⣔，㟁Ꮚ情報ᕤ

学⣔） 

対象学年 ６ 

開設期 ᚋ期 週時限数 １ 

教科書／教材 ᩍ⛉書なし，ㅮ⩏㈨ᩱ等 

http://orchid.me.ariake-nct.ac.jp/~haramaki/ 

担当者 ཎᵞ 真ஓ 

 

到達目標 

１． ࣟ 力，ิ⾜ࣅットの㐠ື学である，㡰㐠ື学，㏫㐠ື学，㛵⠇速ᗘ㸫ᡭඛ速ᗘ，ࣖコ࣎

㸫トࣝࢡが理解できる． 

２． ࣟ のࢱー࢚ュࢳࢡ，ーࢧンࢭ，࣒ࢬニ࢝ットのな࣓࣎ットの㐠ືไᚚに必せなࣟ࣎

せ⣲ᢏ⾡が理解できる． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安（不

可） 

評価項目１ ࣟ࣎ットの㐠ື学であ

る，㡰㐠ື学，㏫㐠ື学，

㛵⠇速ᗘ㸫ᡭඛ速ᗘ，ࣖ

コࣅ⾜ิ，力㸫トࣝࢡに

ついて適切な語ྃ，ᩘᘧ

を用いて説明できる． 

ットの㐠ື学であ࣎ࣟ

る，㡰㐠ື学，㏫㐠ື学，

㛵⠇速ᗘ㸫ᡭඛ速ᗘ，ࣖ

コࣅ⾜ิ，力㸫トࣝࢡに

ついて理解できる． 

ットの㐠ື学であ࣎ࣟ

る，㡰㐠ື学，㏫㐠ື学，

㛵⠇速ᗘ㸫ᡭඛ速ᗘ，ࣖ

コࣅ⾜ิ，力㸫トࣝࢡに

ついて理解できない． 

評価項目２ ࣟ࣎ットの㐠ືไᚚに

必せなࣟ࣎ットのな

，ーࢧンࢭ，࣒ࢬニ࣓࢝

のせ⣲ࢱー࢚ュࢳࢡ

ᢏ⾡について適切な語

ྃ，ᩘᘧを用いて説明で

きる．  

ットの㐠ືไᚚに࣎ࣟ

必せなࣟ࣎ットのな

，ーࢧンࢭ，࣒ࢬニ࣓࢝

のせ⣲ࢱー࢚ュࢳࢡ

ᢏ⾡について理解でき

る． 

ットの㐠ືไᚚに࣎ࣟ

必せなࣟ࣎ットのな

，ーࢧンࢭ，࣒ࢬニ࣓࢝

のせ⣲ࢱー࢚ュࢳࢡ

ᢏ⾡について理解でき

ない． 
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学科の到達目標項目との関係 

◎B-4(d-1)：ᕤ学の学㝿的知識を専㛛知識に活用できる⛬ᗘに習得すること． 

 

教育方法等 

概要 ࣟࢡ࣐コンࣆューࢱに௦⾲ࢀࡉる࢚レࢡトࣟニࢡスのⓎᒎによࡗて，こ

ますますࡣᶵᲔ，ࢀࡉのが㟁ᏊไᚚࡶていたࡗまでᶵᲔᢏ⾡のみに㢗ࢀ

㧗ᛶ能，ンテ࢙ࣜࢪント，システ࣒ࢀࡉている．ᚑࡗて，ᶵᲔの

㛤Ⓨ，タィにおいてࡣᚑ来のᶵᲔᕤ学の㡿ᇦだけでࡣ解Ỵできࡎ，ᶵᲔᕤ

学，㟁Ꮚᕤ学，情報ᕤ学を⼥合した，つまり࣓࢝トࣟニࢡスのほⅬからᶵ

Ეの㛤Ⓨタィを⾜ࢃなけࡤࢀ，᭱適なᶵᲔをసり出すことࡣできない．≉

にࣟ࣎ットᕤ学ࡣᶵᲔᕤ学，㟁Ẽ࣭㟁Ꮚᕤ学，コンࣅュー࢚ࢱ学，情報ᕤ

学な学⛉を㉺࠼てᗈい分㔝の◊✲⪅の⯆味のᑐ㇟となࡗて┒ࢇに◊✲

⩏ている．そこで本ㅮࢀࡉ適用な分㔝ࠎᵝࡶており，また⏘業⏺でࢀࡉ

で࣓࢝ࡣトࣟニࢡスᢏ⾡の௦⾲的なシステ࣒であるࣟ࣎ット，ᗈく⏘業⏺

で用いらࢀている多㛵⠇ࣟ࣎ットをᑐ㇟に，にࣟ࣎ットの㐠ື学ၥ題を

学び，㐠ືไᚚに㛵㐃した࣓࢝トࣟニࢡスᢏ⾡を学ぶ． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

ᗙ学による授業．また，ㅮ⩏内容をよく理解するために，ཎ๎的に授業ẖ

に授業内容に㛵するレ࣏ートを課す．なお，レ࣏ート課題，授業㓄ᕸ㈨

ᩱ，出ᖍ⡙，レ࣏ート成⦼，㐃⤡事㡯等ࡣୗグ URL（ID，Psw ࡣ授業で㐃

⤡）にあるので，予習，習等の学習にᙺ❧てる． 

http://orchid.me.ariake-nct.ac.jp/~haramaki/ 

注意点 本⛉のᩘ学で学ࢇできたࢡ࣋トࣝ，⾜ิを理解しておくこと． 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

ᚋ期 

1 週 ࣓࢝トࣟニࢡス

ᴫ説 

スについて語※，Ṕྐ，定ࢡトࣟニ࣓࢝，ンスࢲ࢞

⩏，ຠᯝ，せ⣲，ᛂ用が理解できる． 

2 週 ࣟ࣎ットᴫ説 ࣟ࣎ットのṔྐ，文，ᢏ⾡，定⩏，ᇶ本構成せ⣲，

ᅗグྕ，㐠ື学について理解ができる． 

3 週 自⏤ᗘ 自⏤ᗘ，ᑐഅ，物యの自⏤ᗘ，長⣔，各次ඖでのࣜ

ンࢡの自⏤ᗘ，ࣟ࣎ットの自⏤ᗘ，ே㛫の⭎の自⏤ᗘ

について理解ができる． 

4 週 ᗙᶆኚ ࣟ࣎ットのᗙᶆ⣔，各✀のᗙᶆኚと㛵ಀᘧが理解で

きる． 

5 週 ྠ次ኚ⾜ิ，

㡰㐠ື学 

ྠ次ኚ⾜ิのཎ理，ᗙᶆኚの⤖合，多㛵⠇ࣟ࣎ッ

トの各ྠ次ኚ⾜ิが理解できる． 
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6 週 ጼໃ⾲⌧ ࣟ࣎ットのጼໃ⾲⌧，࢜ラーゅ，ࣟー࣭ࣝࣆッ࣭ࢳ

ࣚーゅについて理解できる． 

7 週 ࣖコࣅ⾜ิ 㛵⠇ゅ速ᗘとᡭඛ速ᗘの㛵ಀ，㛵⠇トࣝࢡとᡭඛ力の

㛵ಀ，௬事のཎ理，ࣖコࣅ⾜ิが理解できる． 

8 週 ㏫㐠ື学 ㏫㐠ື学の✀類，解ᯒᡭ法，ࣖコࣅ⾜ิを用いた㏫㐠

ື学が理解ができる． 

9 週 ᩘ್ィ⟬による

㏫㐠ື学 

ࣖコࣅ⾜ิを用いた㏫㐠ື学ၥ題について Excel を用

いたᩘ್解法が理解できる． 

10 週 ື力学 １㍈ࣟ࣎ットのື力学ࣔࣝࢹ，័ᛶࣔー࣓ント，⢓ᛶ

ᦶ᧿，ῶ速ẚとの各パラ࣓ーࢱの㛵ಀが理解できる． 

11 週 ࣔーࢱのᩘ学ࣔ

 ࣝࢹ

ࣔーࢱ各㒊のᩘ学ࣔࣟࣈ，ࣝࢹッࢡ⥺ᅗ，ఏ㐩㛵ᩘ，

㟼≉ᛶが理解できる． 

12 週 ࣔーࢱ≉ᛶ ࣔーࢱ㟼≉ᛶを用いた各✀ࣔーࢱ≧ែが理解できる． 

13 週 ࣔーࢱによる力

ไᚚ 

ࣔーࢱの㟁Ẽ的，ᶵᲔ的定ᩘ，㟁ὶフーࣂࢻッࢡ

について理解ができる 

14 週 ࣟーࣜࢱー࢚ン

コーࢲ 

ࣟーࣜࢱー࢚ンコーࢲのືసཎ理，出力ಙྕ，位⨨ไ

ᚚ，分解能，速ᗘ᳨出が理解できる． 

15 週 前期ᮎヨ㦂  

16 週 テスト返却と解

説 

 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70    30  100 

基礎的能力 10    5  15 

専門的能力 50    20  70 

分野横断的能力 10    5  15 
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教科名 㟁Ẽ㟁Ꮚᕤ学ᴫ論 

 
科目基礎情報 

科目番号 6Z017 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 ᛂ用物㉁ᕤ学専攻，ᘓ⠏学

専攻 
対象学年 ６ 

開設期 ᚋ期 週時限数 １ 

教科書／教材 授業中に用する㈨ᩱとしてࣜࣉントを適ᐅ㓄する． 

担当者 ᳃ᒣ ㈡文 

 
到達目標 

１．㟁☢Ẽ学のᇶ♏を説明できる． 
 ．ーࣝ௦ᩘを用いてィ⟬できるࣈ．２
３．組合せᅇ㊰をタィできる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 㟁☢Ẽ学のᇶ本的な定

理を理解し，ᛂ用ၥ題

を解くことができる． 

㟁☢Ẽ学のᇶ本的な

定理を理解し，ㅖ量を

ィ⟬できる． 

㟁☢Ẽ学のᇶ本的な

定理を用いて，ㅖ量を

ィ⟬できない． 

評価項目２ ࣈーࣝ௦ᩘのᇶ本法๎

を理解し，適切に論理

㛵ᩘを⡆単できる． 

ーࣝ௦ᩘのᇶ本法ࣈ

๎を理解し，単⣧な論

理㛵ᩘを⡆単でき

る． 

単⣧な論理㛵ᩘを⡆

単できない． 

評価項目３ ᵝࠎな組合せᅇ㊰をタ

ィできる． 
単⣧な組合せᅇ㊰を

タィできる． 
単⣧な組合せᅇ㊰を

タィできない． 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-4(d-1)：ᕤ学の学㝿的知識を専㛛知識に活用できる⛬ᗘに習得すること． 

 
教育方法等 

概要 ᛂ用物㉁ᕤ学専攻，ᘓ⠏学専攻にあࡗてࡣ，そࢀࡒࢀの分㔝についてよ

り㧗ᗘの専㛛知識を㌟につけるだけでなく，㟁Ẽ࣭㟁Ꮚᕤ学なのの分
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㔝の知識をᗈく学ぶことがồめらࢀている．授業でࡣ，㟁Ẽ࣭㟁Ꮚᕤ学の

分㔝におけるᇶ本的な事㡯について解説する． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
にᗙ学中心のㅮ⩏を⾜い，適ᐅ，理解ᗘを確ㄆするための₇習を⾜࠺． 

注意点 ヨ㦂によりホ౯する．ただし，レ࣏ートおよびᑠテストを⾜ࡗたሙ合にࡣ

その成⦼および取り組みに㛵してࡶຍ味する． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

ᚋ期 

1 週 真✵中の㟼㟁⏺ 㟁Ⲵ，㟁⏺，㟁位，㟁Ẽ力⥺なのᴫᛕを理解

し，ࢡーࣟンの法๎࢘࢞ࡸスの定理なを用い

てᇶ本的なㅖ量のィ⟬ができる． 

2 週 ᑟయ⣔と㟼㟁⏺ 㟼㟁⏺中のᑟయにおける㟁⏺ࡸ㟁位および㟼

㟁容量ࡸコンࢹンࢧ，㟁⏺のࢠࣝࢿ࢚ーを理解

し，ィ⟬できる． 

3 週 ㄏ㟁య ㄏ㟁యおよび分ᴟと分ᴟ㟁Ⲵについて理解で

きる． 

4 週 㟁ὶとᢠᅇ㊰ 㟁ὶ，㉳㟁力，ᢠについて理解し，ᇶ本的な

ㅖ量，ᢠᅇ㊰のィ⟬ができる． 

5 週 㟁ὶと☢Ẽ ☢⏺に㛵するᇶ本的なㅖ量，㟁ὶと☢Ẽの㛵ಀ

を理解し，ィ⟬できる．ࣟーレンࢶ力，㟁☢力

について理解し，ィ⟬できる．ン࣌ーࣝの法

を理解し，ᇶ本的ーࣝの法๎なࣂࢧ࢜ࣅ，๎

なㅖ量のィ⟬ができる． 

6 週 ☢ᛶయ ☢ᛶయ，☢Ẽᅇ㊰について理解し，ィ⟬ができ

る． 

7 週 㟁☢ㄏᑟ フラࢹーの㟁☢ㄏᑟの法๎，フレミングの法

๎を理解し，ᇶ本的なㅖ量のィ⟬ができる．自

ᕫㄏᑟ，┦ㄏᑟについて理解できる． 

8 週 ᢠᅇ㊰ 㟁ᅽ※と㟁ὶ※を理解できる．࢜ー࣒の法๎を

用いて，ᅇ㊰のィ⟬ができる．ᢠᅇ㊰におけ

る合成ᢠのィ⟬ができる． 

9 週 㞟合論࣭題論理 㞟合論および題理論を理解し，そ࣋ࢀࡒࢀン

ᅗおよび真理್⾲をࡗてド明できる． 

10 週 ࣈーࣝ௦ᩘ ࣈーࣝ௦ᩘのᇶ本法๎を理解し，ࣈーࣝ௦ᩘを

ࡗた⡆単ࡸド明ができる． 
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11 週 ᇶ本論理₇⟬と論理グ

ྕ 
ᇶ本論理₇⟬を理解し，論理グྕをࡗて⡆単

な組合せᅇ㊰をタィできる． 

12 週 ᶆ‽ᙧと真理್⾲ ᶆ‽ᙧと真理್⾲の㛵ಀを理解し，そࢀࡒࢀ┦

に⾲⌧できる． 

13 週 ࣀࣝ࢝ーᅗを用いた⡆

単 
ーᅗを理解し，論理㛵ᩘを⡆単できࣀࣝ࢝

る． 

14 週 組合せᅇ㊰（ຍ⟬ჾ） ༙ຍ⟬ჾ，全ຍ⟬ჾを理解し，タィできる． 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト返却と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 

基礎的能力        

専門的能力 80    20  100 

分野横断的能力        

 
 

53



教科名 情報システ࣒ 

 
科目基礎情報 

科目番号 6Z018 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位,15/45） 

開設学科 全専攻（⏕⏘情報システ࣒

ᕤ学専攻㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔を

㝖く） 

対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 㓄ࣜࣉント 

担当者 ᳃ ⤀ኴᮁ 

 
到達目標 

１．コンࣆューࢱ用ᢏ⾡を考៖したࣜテラシーを㌟に╔けること 
２．コンࣆューࢱ用ᢏ⾡の⫼ᬒとなるᇶ♏知識を理解すること 
３．ィ⟬ᶵのシステ࣒構成ࡸ㛤ⓎのṔྐについて理解すること 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ コンࣆューࢱ用ᢏ

⾡を考៖したࣜテラ

シーを㌟に╔けて༑

分に活用出ること 

コンࣆューࢱ用ᢏ

⾡を考៖したࣜテラ

シー㌟に╔けてるこ

と 

コンࣆューࢱ用ᢏ

⾡を考៖したࣜテラ

シー㌟に╔けてるこ

とができない 

評価項目２ コンࣆューࢱ用ᢏ

⾡の⫼ᬒとなるヲ⣽

なᇶ♏知識を理解す

ること 

コンࣆューࢱ用ᢏ

⾡の⫼ᬒとなるᇶ♏

知識を理解すること 

コンࣆューࢱ用ᢏ

⾡の⫼ᬒとなるᇶ♏

知識を理解すること

ができない 

評価項目３ ィ⟬ᶵのシステ࣒構

成ࡸ㛤ⓎのṔྐにつ

いてヲ⣽に理解する

こと 

ィ⟬ᶵのシステ࣒構

成ࡸ㛤ⓎのṔྐにつ

いて理解すること 

ィ⟬ᶵのシステ࣒構

成ࡸ㛤ⓎのṔྐにつ

いて理解することが

できない 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-4(d-1)：ᕤ学の学㝿的知識を専㛛知識に活用できる⛬ᗘに習得すること． 
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○B-1(c)：ᕤ学のᇶ♏知識を専㛛にᛂ用できるまで理解できること． 

 
教育方法等 

概要 コンࣆューࢱに㛵するより用ࢼࣈ知識を得るととࡶに、より㧗いࣜテラ

シーを㌟に╔ける。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ヨ㦂の成⦼をࡣホ౯⤊᭱。࠺⾜ントを㓄ᕸしてㅮ⩏ᙧᘧで授業をࣜࣉ

70%、レ࣏ートのホ౯を 30%とする。 

注意点 レ࣏ートࡣ LaTeX によࡗてస成します。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 LaTeX についての解説 LaTeX とい࠺システ࣒を理解すること 

2 週 LaTeX による文書స成

１ 
LaTeX で文❶が書けるよ࠺になること 

3 週 LaTeX による文書స成

２ 
LaTeX で文❶が書けるよ࠺になること 

4 週 LaTeX による文書స成

３ 
LaTeX で文❶が書けるよ࠺になること 

5 週 コンࣆューࢱのṔྐ コンࣆューࢱ㛤ⓎとⓎᒎのṔྐを理解するこ

と 

6 週 ᩘయ⣔ コンࣆューࢱ内㒊でのᩘ್の取りᢅいを理解

すること 

7 週 文Ꮠコーࢻ 文Ꮠコーࢻの考࠼方を理解すること 

8 週 ᇶ本論理ࢤート ᇶ本論理ࢤートと組み合ࢃせᅇ㊰を理解する

こと 

9 週 コンࣆューࢱー࢟テ

 １ࣕࢳࢡ
コンࣆューࢱの CPU に㛵する理解を῝める

こと 

10 週 コンࣆューࢱー࢟テ

 １ࣕࢳࢡ
ᶵᲔ語とࢭンࣜࣈゝ語に㛵する理解を῝め

ること 

11 週 コンࣆューࢱー࢟テ

 ２ࣕࢳࢡ
コンࣆューࢱの࿘㎶⨨に㛵する知識と理解

を῝めること 

12 週 ࢯフト࢙࢘と࣌࢜レ

ーテングシステ１࣒ 
のᇶ♏知識を㌟に࣒ングシステレーテ࣌࢜

╔けて理解すること 

13 週 ࢯフト࢙࢘と࣌࢜レ

ーテングシステ２࣒ 
のᶵ能について理࣒ングシステレーテ࣌࢜

解すること 
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14 週 ࢯフト࢙࢘と࣌࢜レ

ーテングシステ３࣒ 
グラミングゝ語に㛵する理解を῝めるこࣟࣉ

と 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト返却と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70    30  100 

基礎的能力        

専門的能力 70    30  100 

分野横断的能力        
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教科名 ᆅᇦ༠ാ≉論 

 

科目基礎情報 

科目番号 6Z019 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位，15/45） 

開設学科 全専攻 対象学年 ６ 

開設期 ㏻ᖺ 週時限数 １ 

教科書／教材 必せにᛂࡌ，㓄． 

担当者 ᢸᙜᩍဨ 

 

到達目標 

１．㉳業およびࣈランࢻᡓ␎について説明できる． 

２．知㈈と≉チについて説明できる． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベ

ルの目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 

 

㉳業およびࣈランࢻᡓ

␎について༑分説明で

きる． 

㉳業およびࣈラン

ᡓ␎について説ࢻ

明できる． 

㉳業およびࣈランࢻ

ᡓ␎について説明で

きない． 

評価項目２ 

 

知㈈と≉チについて༑

分説明できる． 

知㈈と≉チについ

て説明できる． 

知㈈と≉チについて

説明できない． 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎B-4(d-1)：ᕤ学の学㝿的知識を専㛛知識に活用できる⛬ᗘに習得すること． 

○A-1(a)：物事を多面的に考察できること． 

 

教育方法等 

概要 本⛉┠ࠕ，ࡣᆅ⌫的ど㔝と国㝿ᛶをഛ࠼たᢏ⾡⪅ 専㛛知識と多ᵝᛶ࣭ࠕࠖ，

学㝿ᛶをഛ࠼たᢏ⾡⪅ たᢏ⾡⪅ࠖを㣴成すると࠼ᐇ㊶力と㐀ᛶをഛࠕࠖ，

い࠺学習࣭ᩍ⫱┠ᶆを，࿘㎶ᆅᇦとの㛵ࢃりの中でのᐇ㊶を㏻して，㐩成

するために㛤ㅮࢀࡉたࡶのである． 

本⛉┠でࡣ，ᆅඖ自యࡸ業で活㌍できるよ࠺なᆅᇦの課題解Ỵをᢸ

国㝿♫で自考࣭自❧できるேᮦをᐇ㊶的に⫱てることをࡸேᮦ、ᆅᇦ࠺

┠ᶆとしている．≉に，㉳業，ࣈランࢻᡓ␎，知㈈ࡸ≉チについての知識
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を㌟につける． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

ㅮ⩏ࡣ長期ఇᬤ中に㞟中ㅮ⩏で⾜い，定期的に課題を࠼る．  

注意点 㓄する㈨ᩱをい，予習しておくこと． 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

㏻年 

1 週 ㉳業およびࣈランࢻᡓ

␎について 1 

㉳業およびࣈランࢻᡓ␎について説明できる。 

2 週 ㉳業およびࣈランࢻᡓ

␎について 2 

㉳業およびࣈランࢻᡓ␎について説明できる。 

3 週 ㉳業およびࣈランࢻᡓ

␎について 3 

㉳業およびࣈランࢻᡓ␎について説明できる。 

4 週 ㉳業およびࣈランࢻᡓ

␎について 4 

㉳業およびࣈランࢻᡓ␎について説明できる。 

5 週 ㉳業およびࣈランࢻᡓ

␎について 5 

㉳業およびࣈランࢻᡓ␎について説明できる。 

6 週 ㉳業およびࣈランࢻᡓ

␎について 6 

㉳業およびࣈランࢻᡓ␎について説明できる。 

7 週 ㉳業およびࣈランࢻᡓ

␎について 7 

㉳業およびࣈランࢻᡓ␎について説明できる。 

8 週 ㉳業およびࣈランࢻᡓ

␎について 8 

㉳業およびࣈランࢻᡓ␎について説明できる。 

9 週 ㉳業およびࣈランࢻᡓ

␎について 9 

㉳業およびࣈランࢻᡓ␎について説明できる。 

10 週 知㈈および≉チについ

て 1 

知㈈および≉チについて説明できる。 

11 週 知㈈および≉チについ

て 2 

知㈈および≉チについて説明できる。 

12 週 知㈈および≉チについ

て 3 

知㈈および≉チについて説明できる。 

13 週 知㈈および≉チについ

て 4 

知㈈および≉チについて説明できる。 

14 週 知㈈および≉チについ

て 5 

知㈈および≉チについて説明できる。 
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15 週 知㈈および≉チについ

て 6 

知㈈および≉チについて説明できる。 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     80  80 

分野横断的能力     20  20 
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教科名 生産情報システム特別研究Ⅰ 

 

科目基礎情報 

科目番号 6S001 科目区分 必修 

授業形式 実験・演習 単位数 6（学修単位、45/45） 

開設学科 生産情報システム工学専攻 対象学年 6 

開設期 通年 週時限数 前期 3・後期 3 

教科書／教材 各担当教員から指示する 

担当者 各担当教員 

 

到達目標 

１．（研究への取組）研究の内容を理解し計画を立てて行うことができる。 

２．（成果発表）発表資料をわかりやすく作成し、説明・質疑応答を適切に行うことができ

る。 

※下記ルーブリックは簡易版であり、別途示す評価基準により適正に評価を行う。 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 研究の社会的意義を

理解し、研究記録を漏

れなく記載する倫理

観を持ち組むことが

できる。 

研究内容を理解で

き、計画を立てて取

り組むことができ

る。 

研究内容が理解でき

ず、計画を立てるこ

とができない。 

評価項目２ 発表要旨を一般的な

形式を守って作成し

ており、論理展開が明

瞭で、わかりやすい内

容で説明できる。ま

た、質問者の意図を的

確にとらえることが

でき、応答が明確であ

る。 

発表要旨を一般的な

形式を守って作成し

ており、研究目的と

説明の関連が明確

で、質問者の意図を

的確にとらえること

ができる。 

発表要旨を一般的な

形式を守って作成し

ておらず、研究目的

と説明の関連が不

明。 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎A-3(f):日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること。 
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◎C-1(d-3)現状を進展させるための課題の探求・理解が自らできること。 

◎C-2(e)様々な問題に対処できるデザイン能力を習得すること。 

○B-2(d-1)(g)：工学の専門知識を深く理解できること。 

○B-3(d-2)：実験・実習等の内容を確実に実践できること。 

○C-2(h):様々な問題に対処できるデザイン能力を習得すること。 

 

教育方法等 

概要 日本は技術立国を目指して努力し、「世界の工場」「技術大国」として世

界に貢献してきた。しかし今日、日本の産業技術は大きな転換期にあると

いわれている。すなわち今までの大量生産技術が有効である時代は過ぎ

ようとしている。これからの技術者は「もの」を安価に大量生産すること

ではなくて、「新しい何かをいかに、廃棄の環境への配慮もしてつくるか」

という、これまでにも増して「課題発見解決型技術者」であることが求め

られている。新しい何かをつくるためには独創力を発揮できる能力を身

につける必要がある。 

   

授業の進め方と 

授業内容・方法 

特別研究Ⅰでは担当教員の示すテーマを基に研究をすすめる。高等専

門学校本科で得た学識や技術を基礎として、さらに広く深く専門知識を

得るとともにその総合化と深化を図り、より高度で実践的に考察する能

力を身につけることを目標とする。 

 また研究の過程における研究者間の討論や成果の発表に際して、自己

の主張を的確に相手に伝えることのできる能力を身につけることを目的

とする。 

 

注意点 独創的なアイデアは限られた時間や場所で浮かぶものではない。日常

生活の中でも常にヒントとなるものがないか探す習慣を身につける必要

がある。また研究実験は限られた時間で終わらず、長時間集中して連続的

に行うことが必要なことも多い。各自で効果のある特別研究計画を立て

てほしい。 

※研究への取組・成果発表を評価し、全ての項目において 60％以上を合

格とする。 

 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 1週 ガイダンス 各研究室の特別研究の内容を理解できる。 
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2週 研究の計画 研究テーマに関する課題を理解できる。 

3週 研究の計画 研究テーマとおおよその研究計画が決定でき

る。 

4週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

5週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

6週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

7週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

8週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

9週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

10週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

11週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

12週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

13週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

14週 中間発表準備 口頭発表により研究の経過を論理的に伝える

ことができる。 

15週 中間発表準備 口頭発表により研究の経過を論理的に伝える

ことができる。 

後期 

1週 卒業研究中間発表会 口頭発表により研究の経過を論理的に伝える

ことができる 

2週 研究の再検討 中間発表での質疑応答をふまえ、研究内容の

再検討・修正ができる。 

3週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

4週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 
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5週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

6週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

7週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

8週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

9週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

10週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

11週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

12週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

13週 研究の実施 研究背景の調査、実験等を行い、実験結果の検

討および考察ができる。 

14週 特別研究最終発表会の

準備 

口頭発表のための資料を作成できる。 

15週 特別研究最終発表会 口頭発表により研究の結果を論理的に伝える

ことができる。 

 

 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  50   50  100 

基礎的能力        

専門的能力  50   50  100 

分野横断的能力        
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教科名 ⏕⏘情報システ࣒ᢏ⾡英語 

 
科目基礎情報 

科目番号 6S002 科目区分 必修 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位, 30/45） 

開設学科 ⏕⏘情報システ࣒ᕤ学専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 ２ 

教科書／教材 授業中に㓄するテ࢟スト 

担当者 各ᢸᙜᩍဨ 

 
到達目標 

１．ᕤ学一⯡，自↛⛉学またࡣ専㛛分㔝に㛵する書⡠ࡸ文⊩の内容を理解し，文❶読解能力

を習得できる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ᕤ学一⯡，自↛⛉学ま

たࡣ専㛛分㔝に㛵する

書⡠ࡸ文⊩の内容を理

解し，正しい語ྃを

用してヲ⣽に説明でき

る． 

ᕤ学一⯡，自↛⛉学ま

たࡣ専㛛分㔝に㛵す

る書⡠ࡸ文⊩の内容

を理解し，説明でき

る． 

ᕤ学一⯡，自↛⛉学ま

たࡣ専㛛分㔝に㛵す

る書⡠ࡸ文⊩の内容

を理解していない．あ

るいࡣ説明できない． 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)：ᕤ学の専㛛知識を῝く理解できること． 

○A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること． 

 
教育方法等 

概要 ᕤ学ࡸ自↛⛉学ࡣ国㝿的な学ၥであり，その◊✲成ᯝのⓎ⾲ࡣ英語で書

かࢀた論文によࡗて⾜ࢀࢃることが㏻ᖖである．したがࡗて，ᢏ⾡的な英

語の文書を正しく理解し，かつຠᯝ的に書く英語力を㌟につけることࡣᢏ

⾡⪅にとࡗて必せなࡶのとなࡗている． 

⏕⏘情報システ࣒ᢏ⾡英語でࡣ各ᢸᙜᩍဨによࡗて࠼らࢀたᩍᮦを

い，ᕤ学，自↛⛉学分㔝でᐇ㝿に用いらࢀるᢏ⾡英語について₇習ᙧᘧ
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で学習する．こࢀにより，本⛉で学習した英語のᇶ♏的な読解力およびస

文力をࡉらにྥୖࡉせ，ᢏ⾡文⊩なの専㛛的な࢟ࢻュ࣓ント読解࣭స文

能力を修得することを┠ᶆとする． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
 ᕤ学一⯡，自↛⛉学またࡣ専㛛分㔝に㛵する書⡠ࡸ文⊩についての文❶

読解能力を，₇習内容およびレ࣏ートでホ౯する． 

注意点 こࢀまでに㌟につけてきた英語知識をࡶとに，ᢏ⾡文⊩を理解する．ま

た，取りᢅ࠺内容について専㛛的なせ⣲をྵむため，ᕤ学のᇶ♏知識を必

せとする． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 各ᢸᙜᩍဨが‽ഛする

ᩍᮦを用して，₇習を

中心としたࢮミᙧᘧの

授業を⾜࠺．授業ࡣ各ᢸ

ᙜᩍဨのィ⏬にᚑࡗて

  ．࠺⾜

各専㛛分㔝の授業内容を理解できる． 

2 週 

3 週 

4 週 

5 週 

6 週 

7 週 

8 週 

9 週 

10 週 

11 週 

12 週 

13 週 

14 週 

15 週 

16 週 レ࣏ート返却と解説 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     100  100 

分野横断的能力        
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教科名 ⏕⏘情報システ࣒≉別ᐇ㦂 

 
科目基礎情報 

科目番号 6S003 科目区分 必修 

授業形式 ᐇ㦂 単位数 １（学修単位，45/45） 

開設学科 ⏕⏘情報システ࣒ᕤ学専攻 対象学年 ６ 

開設期 ᚋ期 週時限数 1.5 

教科書／教材 各ᢸᙜᩍဨがそࢀࡒࢀᣦ♧ 

担当者 各ᢸᙜᩍဨ 

 
到達目標 

１．⌜ဨと༠力し，ィ⏬的にᐇ㦂を㐙⾜することができる。 
２．専㛛⛉┠で学ࢇだ知識を理解し，ᐇ㊶࣭活用することができる。 
３．ᐇ㦂した内容および⤖ᯝを報࿌書にまとめ，期㝈までにᥦ出することができる。 
㸲．ᐇ㦂の意ᅗする課題を自ら理解し，論理的に報࿌書にグ㍕することができる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ✚ᴟ的に⌜ဨと༠力

し，ィ⏬的にᐇ㦂を㐙

⾜することができる。 

⌜ဨと༠力し，ィ⏬的

にᐇ㦂を㐙⾜するこ

とができる。 

⌜ဨと༠力し，ィ⏬的

にᐇ㦂を㐙⾜するこ

とができない。 

評価項目２ 専㛛⛉┠で学ࢇだ知識

を理解し，✚ᴟ的にᐇ

㊶࣭活用することがで

きる。 

専㛛⛉┠で学ࢇだ知

識を理解し，ᐇ㊶࣭活

用することができる。 

専㛛⛉┠で学ࢇだ知

識を理解し，ᐇ㊶࣭活

用することができな

い。 

評価項目３ ᐇ㦂した内容および⤖

ᯝを論理的な日本語で

報࿌書にまとめ，期㝈

までにᥦ出することが

できる。 

ᐇ㦂した内容および

⤖ᯝを報࿌書にまと

め，期㝈までにᥦ出す

ることができる。 

ᐇ㦂した内容および

⤖ᯝを報࿌書にまと

め，期㝈までにᥦ出す

ることができない。 

評価項目㸲 ᐇ㦂の意ᅗする課題を

自ら理解し，論理的ᛮ

考をຍ࠼た࠼࠺で報࿌

書に⾲⌧することがで

きる。 

ᐇ㦂の意ᅗする課題

を自ら理解し，論理的

に報࿌書にグ㍕する

ことができる。 

ᐇ㦂の意ᅗする課題

を自ら理解し，論理的

に報࿌書にグ㍕する

ことができない。 
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学科の到達目標項目との関係 

◎B-3(d-2)：ᐇ㦂࣭ᐇ習等を確ᐇにᐇ㊶できること． 

○B-2(d-1)：ᕤ学の専㛛知識を῝く理解できること． 

 
教育方法等 

概要  本ᐇ㦂の┠ᶆࡣ，そࢀࡒࢀの本⛉のよりᛂ用的な内容のᐇ㦂を⾜࠺こと

で，⏕⏘情報システ࣒ᕤ学分㔝におけるᢏ⾡のᖜのᗈࡉと῝ࡉをවࡡഛ࠼

たᢏ⾡⪅の⫱成をᅗることにある。 
 このために，出㌟学⛉の本⛉で⾜ࡗたᐇ㦂を᭦にⓎᒎࡉせた，㧗ᗘな内

容のテー࣐について⾜ࡶ࠺のである。したがࡗて，理解を῝めるためにࡣ，

本⛉でのᕤ学的ᇶ♏知識と専攻⛉においてᇵ࠺ᛂ用的知識との⼥合が㔜

せであり，よりⓎᒎ的なຮᙉが必せとなる。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
 本ᐇ㦂でࡣ，そࢀࡒࢀの出㌟学⛉ࡈとに⌜分けし，ࡉらに必せにᛂࡌて

⣽かく⌜分けを⾜࠺。また，ᐇ㦂テーࡶ࣐そࢀࡒࢀの出㌟学⛉ࡈとにタ定

する。 

注意点  授業㛫内にࡶ、ᐇ㦂⤖ᯝの࣏ント࢙ࢳࡣッࢡするが、その、ᐇ㦂

レ࣏ートస成のとࢇについてࡣ、全ᐇ㦂㡯┠とࡶ、㛫外の学習とな

る。 

ホ౯方法のヲ⣽ࡣ次の㏻りとする。 

 ᐇした㡯┠のレ࣏ートの出来ල合をୖグホ౯㡯┠について࢙ࢳッࢡ

し，10Ⅼ‶Ⅼでホ౯する。 

M：ᥦ出㐜ࢀ（ᥦ出期㝈ᚋ１週㛫௨内）ࡣ 4 Ⅼ௨ୖῶⅬし，ᥦ出期㝈ᚋ１

週㛫を㉺࠼てᥦ出，ཪࡣ未ᥦ出のሙ合ࡣそのᐇ㦂テーࡣ࣐㸮Ⅼする．  

E：ただし，1 ㏻でࡶ未ᥦ出のレ࣏ートがあࡗたሙ合に30，ࡣ Ⅼ未‶とす

る。 

I：ᥦ出期㝈を㉸࠼てᥦ出ࢀࡉたレ࣏ートのホ౯ࡣ 0Ⅼとする。 

こࢀらのテー࣐のすてのⅬᩘを⥲合して 100Ⅼ‶Ⅼに⟬する。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

ᚋ期 

1 週 M：㸵つのᐇ㦂テー࣐に

㛵するᴫせ説明とὀ意 
E：㐃⥆㛫ไᚚᐇ㦂１ 
 
 

M：㸵つのᐇ㦂テー࣐のᴫ␎が理解できる。 
 
E：直ὶ㟁ືᶵ速ᗘ PI ไᚚ⣔を㐃⥆㛫の≧

ែ方⛬ᘧで⾲⌧できる。また，SCILAB の㐃⥆

㛫⣔ࣟࣉグラミングを理解できる。 
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I：情報理論の᳨ド１ 
 

I：本⛉で学習した内容を理解して、そࢀをࡶ

とにしたࢯフト࢙࢘が㛤Ⓨできる。 

2 週 M：࣓࢝トࣟᛂ用ᐇ㦂１ 
 
 
 
 
 
E：㐃⥆㛫ไᚚᐇ㦂２ 
 
I：情報理論の᳨ド 2 
 

M：ᵝࠎな分㔝でࢀࢃているࣝࢱࢪࢹಙྕ

ฎ理ᢏ⾡のᇶ本ฎ理の一つである㞳ᩓフーࣜ

⣭ᩘを，LabVIEW࢚ を用いてᐇ㝿にࣟࣉグラ

࣒ 㛤 Ⓨ し ， ಙ ྕ ฎ 理 の ᇶ ♏ を 修 得       

する事で，ᐇ㝿のಙྕを解ᯒすることができ

る。 
E：直ὶ㟁ືᶵ速ᗘ PI ไᚚ⣔を SCILAB でࣉ

ࣟグラ࣒し，㐃⥆㛫ไᚚ⣔をホ౯できる。 
I：本⛉で学習した内容を理解して、そࢀをࡶ

とにしたࢯフト࢙࢘が㛤Ⓨできる。 

3 週 M：࣓࢝トࣟᛂ用ᐇ㦂２ 
 
 
 
 
 
E：㞳ᩓ㛫ไᚚᐇ㦂１ 
 
 
I：情報理論の᳨ド 3 
 

M：ᵝࠎな分㔝でࢀࢃているࣝࢱࢪࢹಙྕ

ฎ理ᢏ⾡のᇶ本ฎ理の一つである㞳ᩓフーࣜ

⣭ᩘを，LabVIEW࢚ を用いてᐇ㝿にࣟࣉグラ

࣒ 㛤 Ⓨ し ， ಙ ྕ ฎ 理 の ᇶ ♏ を 修 得       

する事で，ᐇ㝿のಙྕを解ᯒすることができ

る。 
E：直ὶ㟁ືᶵ速ᗘ PI ไᚚ⣔を㞳ᩓ㛫の≧

ែ方⛬ᘧで⾲⌧できる。また，SCILAB の㞳ᩓ

㛫⣔ࣟࣉグラミングを理解できる。 
I：本⛉で学習した内容を理解して、そࢀをࡶ

とにしたࢯフト࢙࢘が㛤Ⓨできる。 

4 週 M：ไᚚシミュレーࢱᐇ

㦂１ 
 
M：X ⥺ᛂ力測定１ 
 
 
E：㞳ᩓ㛫ไᚚᐇ㦂２ 
 
I：ගࢹスࢡのグ㘓ᒙに

㛵するㄪᰝ 1 
 

M：ไᚚ⣔シミュレーションࢯフト MATLAB
㸤SIMLINK によるᇶ♏的なコンࣆューࢱシ

ミュレーションができる。 
M：X ⥺によるᛂ力測定法のཎ理を理解でき、

ᶆ‽᭤ࡆヨ㦂∦なを用いて、2ȟ-sin2ȯ⥺ᅗ

をస成し、ṧ␃ᛂ力をィ⟬できる。 
E：直ὶ㟁ືᶵ速ᗘ PI ไᚚ⣔を SCILAB でࣉ

ࣟグラ࣒し，㞳ᩓ㛫ไᚚ⣔をホ౯できる。 
I：一⯡的なගࢹスࢡの✀類，構㐀，書き㎸

みཎ理について理解するととࡶに，レーࢨーග

を用いた⡆単なᐇ㦂にてගࢹスࢡのトラッ

 。ることができるࡶ✚を見ࢳッࣆࢡ
5 週 M：ไᚚシミュレーࢱᐇ M：ไᚚ⣔シミュレーションࢯフト MATLAB
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㦂２ 
 
M：X ⥺ᛂ力測定２ 
 
E：㧗㟁ᅽ࣭㟁ὶ測定

法１ 
I：ගࢹスࢡのグ㘓ᒙに

㛵するㄪᰝ 2 

㸤SIMLINK によるᇶ♏的なコンࣆューࢱシ

ミュレーションができる。 
M：⁐᥋㒊のṧ␃ᛂ力を測定し、⇕ᒚṔとṧ␃

ᛂ力とを㛵㐃けて説明できる。 
E：㧗㟁ᅽࡸ㟁ὶの௦⾲的な測定方法につい

て理解できる。 
I：㉮ᰝᆺࣟࣉーࣈ㢧ᚤ㙾（SPM）のືసཎ理

と用方法を理解し，ගࢹスࢡのグ㘓ᒙをീ

として得ることができる。 
6 週 M：ไᚚシミュレーࢱᐇ

㦂１ 
 
M：X ⥺ᛂ力測定１ 
 
 
E：㧗㟁ᅽ࣭㟁ὶ測定

法２ 
 
I：ගࢹスࢡのグ㘓ᒙに

㛵するㄪᰝ 3 

M：ไᚚ⣔シミュレーションࢯフト MATLAB
㸤SIMLINK によるᇶ♏的なコンࣆューࢱシ

ミュレーションができる。 
M：X ⥺によるᛂ力測定法のཎ理を理解でき、

ᶆ‽᭤ࡆヨ㦂∦なを用いて、2ȟ-sin2ȯ⥺ᅗ

をస成し、ṧ␃ᛂ力をィ⟬できる。 
E：ὶ㧗㟁ᅽ，直ὶ㧗㟁ᅽ，ンパࣝス㧗㟁

ᅽ，ンパࣝス㟁ὶを測定することができ

る。 
I：前ᐇ㦂で得たࢹーࢱをࢯフト࢙࢘により

解ᯒし，トラッࣆࢡッࢹࡸࢳーࢱ書き㎸み⟠所

等をྵめた，ගࢹスࢡのグ㘓ᒙについてより

ヲ⣽な情報を得ることができる。 
7 週 M：ไᚚシミュレーࢱᐇ

㦂２ 
 
M：X ⥺ᛂ力測定２ 
 
E：ࣉラ࣐ࢬᐇ㦂１ 
 
I：コンࣆューࢿࢱット࣡

ーࢡᐇ㦂 

M：ไᚚ⣔シミュレーションࢯフト MATLAB
㸤SIMLINK によるᇶ♏的なコンࣆューࢱシ

ミュレーションができる。 
M：⁐᥋㒊のṧ␃ᛂ力を測定し、⇕ᒚṔとṧ␃

ᛂ力とを㛵㐃けて説明できる。 
E：ᨺ㟁における物理⌧㇟，ࣉラ࣐ࢬの⏕成法，

᥈㔪法について理解できる。 
I：各✀のࢿット࣡ーࢡコ࣐ンࢻをᐇ⾜し、ࢿ

ット࣡ーࢡの≧ែ等をᢕᥱできる。 
8 週 M：ὶయᐇ㦂(速ᗘ分ᕸと

ᦶ᧿ᅽ力ᦆኻの測定)１ 
 
 
 

M：ᐇ㦂⨨に組み㎸まࢀている測定ᶵჾの⢭

ᗘࡸチ容⠊ᅖを考៖してᐇ㦂᮲௳をタ定し、

⟶内の速ᗘ分ᕸとᦶ᧿ᅽ力ᦆኻを正確にᏳ全

に測定し、理論್とのẚ㍑をおこな࠺ことがで

きる。 
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㹋：㹐㹎㹋ᐇ㦂１ 
E：ࣉラ࣐ࢬᐇ㦂２ 
 
 
I：コンࣆューࢿࢱット࣡

ーࢡᐇ㦂 

㹋：RP ᢏ⾡とࡣఱかを理解し，説明できる。 
E：పẼᅽグࣟーᨺ㟁の㟁ὶ㟁ᅽ≉ᛶヨ㦂およ

び᥈㔪ࣟࣉーࣈを用いたࣉラ࣐ࢬィ測ができ

る。 
I：ࢯケットを用いたࢿット࣡ーࣟࣉࢡグラ࣒

をᐇ⾜し、ࣟࣉグラ࣒の内容を解ᯒできる。 
9 週 M：ὶయᐇ㦂(速ᗘ分ᕸと

ᦶ᧿ᅽ力ᦆኻの測定)２ 
 
 
 
㹋：㹐㹎ᐇ㦂２ 
E：直ὶ㟁※の≉ᛶおよ

びᏳ定ᅇ㊰ 
I：コンࣆューࢿࢱット࣡

ーࢡᐇ㦂 

M：ᐇ㦂⨨に組み㎸まࢀている測定ᶵჾの⢭

ᗘࡸチ容⠊ᅖを考៖してᐇ㦂᮲௳をタ定し、

⟶内の速ᗘ分ᕸとᦶ᧿ᅽ力ᦆኻを正確にᏳ全

に測定し、理論್とのẚ㍑をおこな࠺ことがで

きる。 
㹋：RP ᢏ⾡を用いてࣔࣝࢹのస成ができる。 
E：直ὶ㟁※の≉ᛶおよびᏳ定ᅇ㊰について

理解し，測定できる。 
I：コンࣆューࢿࢱット࣡ーࢡに㛵する事㡯に

ついてㄪᰝし、レ࣏ートとしてまとめること。 

10 週 M：ὶయᐇ㦂(速ᗘ分ᕸと

ᦶ᧿ᅽ力ᦆኻの測定)１ 
 
 
 
㹋：㹐㹎㹋ᐇ㦂１ 
E：ࣝࢱࢪࢹ IC による

 ᅇ㊰ࢱン࢘࢝
I：⏬ീฎ理₇習 1 

M：ᐇ㦂⨨に組み㎸まࢀている測定ᶵჾの⢭

ᗘࡸチ容⠊ᅖを考៖してᐇ㦂᮲௳をタ定し、

⟶内の速ᗘ分ᕸとᦶ᧿ᅽ力ᦆኻを正確にᏳ全

に測定し、理論್とのẚ㍑をおこな࠺ことがで

きる。 
㹋：RP ᢏ⾡とࡣఱかを理解し，説明できる。 
E：ࣝࢱࢪࢹ IC による࢘࢝ンࢱᅇ㊰につい

て理解し，測定できる。 
I： コンࣆューୖࢱで⏬ീをᢅ࠺ときの一⯡的

なࢹーࢱ構㐀を理解できる． 
⏬ീ内の௵意の位⨨の⏬⣲の್を取得する方

法を理解できる． 

11 週 M：ὶయᐇ㦂(速ᗘ分ᕸと

ᦶ᧿ᅽ力ᦆኻの測定)２ 
 
 
 
㹋：㹐㹎ᐇ㦂２ 
E：LC フࢱࣝの≉ᛶ 
 

M：ᐇ㦂⨨に組み㎸まࢀている測定ᶵჾの⢭

ᗘࡸチ容⠊ᅖを考៖してᐇ㦂᮲௳をタ定し、

⟶内の速ᗘ分ᕸとᦶ᧿ᅽ力ᦆኻを正確にᏳ全

に測定し、理論್とのẚ㍑をおこな࠺ことがで

きる。 
㹋：RP ᢏ⾡を用いてࣔࣝࢹのస成ができる。 
E：LC フࢱࣝの≉ᛶについて理解し，測定

できる。 
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I：⏬ീฎ理₇習 2 I：⏬⣲の明るࡉによࡗて⏬ീを್⏬ീにす

る方法をᐇできる． 
್⏬ീ内のࢬࣀのᛶ㉁を理解し，ࢬࣀ㝖

ཤのᡭ法をᐇできる．． 

12 週 M：㹄㹃㹋による㔠ᆺ 

ᗘ解ᯒ１ 
 
E：Ἴᙧ整ᙧᅇ㊰ 
I：⏬ീฎ理₇習 3 

M：᭷㝈せ⣲法とࡣのよ࠺な解ᯒ法かを理解

し，⇕ఏᑟ方⛬ᘧをのよ࠺に㞳ᩓするかを

説明できる。 
E：Ἴᙧ整ᙧᅇ㊰について理解し，測定できる。 
I：࣓ࢹンフ࣭ࢱࣝᖹᆒ್フࢱࣝをᐇ

できる． 

13 週 M：㹄㹃㹋による㔠ᆺ 

ᗘ解ᯒ２ 
E：ᛂ用ࣟࣉグラミング

１ 
 
I：ࣟ࣍グラフー法₇習

１ 

M： ᗘ解ᯒࣟࣉグラ࣒をᐇ⾜し，解ᯒ⤖ᯝを

まとめ，ホ౯できる。 
E：Processing によるࣟࣉグラミングを理解

し，ンࢱラࢡテࣈなࣟࣉグラ࣒をస成でき

る。 
I：レーࢨをᢅ࠺ときの一⯡的なᏳ全ᑐ⟇をㅮ

 ．を用できるࢨながら、レーࡌ
テ࢟ストにしたがࡗて、㜵ྎୖでࣟ࣍グラフ

 ．方法と理論を理解できる࠺⾜ー法ᐇ㦂を

14 週 M：ఏ⇕ᕤ学ᩘ್ᐇ㦂１ 
 
 
E：ᛂ用ࣟࣉグラミング

２ 
 
I：ࣟ࣍グラフー法₇習

2 

M：ᨺ⇕フンに㛵するఏ⇕⌧㇟のᩘ್ィ⟬法

を理解し，ᐇ㝿に⾲ィ⟬ࢯフト࢚࢘を 
用いたィ⟬ができる。 
E：Web ラ等の࿘㎶ᶵჾとの㐃ᦠを理解࣓࢝

し，そࢀらを用いたࣟࣉグラミングを理解でき

る。 
I：ࣟ࣍グラフー法ᐇ㦂を⾜いフୖ࣒ࣝに

ᢞᙳしてᙳを⾜い、⌧ീ、定╔なのฎ理が

できる． 
できた⏬ീのࢬࣀをῶらすよ࠺なᑐ⟇を⾜

い、ᨵၿができる． 

15 週 M：ఏ⇕ᕤ学ᩘ್ᐇ㦂２ 
 
 
E：ᛂ用ࣟࣉグラミング

３ 
 

M：ᨺ⇕フンに㛵するఏ⇕⌧㇟のᩘ್ィ⟬法

を理解し，ᐇ㝿に⾲ィ⟬ࢯフト࢚࢘を 
用いたィ⟬ができる。 
E：こࢀまで理解した内容をࡶとに，そࢀらを

ᛂ用したసရを考࠼，Processing によりᐇ⌧で

きる。 
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I：ࣟ࣍グラフー法₇習

3 
I：成したࣟ࣍グラ࣒にレーࢨගを↷ᑕして、

ീを⏕できる． 
⏕⏬ീを解ᯒして考察できる． 

16 週   

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     100  100 

分野横断的能力        
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教科名 ᇶ♏タィ≉別₇習 

 
科目基礎情報 

科目番号 6S004 科目区分 必修 

授業形式 ᐇ㦂࣭₇習 単位数 ２（学修単位，30/45） 

開設学科 ⏕⏘情報システ࣒ᕤ学専攻 対象学年 ６ 

開設期 ㏻ᖺ 週時限数 １ 

教科書／教材  
担当者 ᒾ本 㐩ஓ，ཎᵞ 真ஓ，ụஅୖ 正ே，▼ ᬛኈ，ᯇ㔝 ဴஓ，▼ᕝ ὒᖹ 

 
到達目標 

１．ᶵᲔ࣭㟁Ẽ࣭㟁Ꮚ࣭情報ᕤ学の知識を活用して適切にᐇ㦂₇ࡸ習を㐙⾜できること（前

期）． 
２．各ᕤ学⣔ΰ合のグࣝーࣉに分かࢀ，ඹ㏻な課題に取り組み，య的にᐇ㦂を㐙⾜できる

こと（ᚋ期）． 

３．レ࣏ート࣭ไస物が適切にస成できること（前ᚋ期ඹ㏻）． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 各専攻の知識を活用し

て適切にᐇ㦂₇ࡸ習を

㐙⾜でき，かつ，考察࣭

᳨ウするୖで必せ༑分

な⤖ᯝ࣭⤖論をᑟくこ

とができる． 

各専攻の知識を活用

して適切にᐇ㦂₇ࡸ

習を㐙⾜できる． 

各専攻の知識を活用

したᐇ㦂₇ࡸ習を㐙

⾜できない． 

評価項目２ ࠼らࢀたඹ㏻課題を

解Ỵするためのᐇ㦂

⨨，ィ測ไᚚࣟࣉグラ

，をᕤ学的に理解し࣒

య的かつ適切に㐙⾜

することができる． 

࠼らࢀたඹ㏻課題

を解Ỵするためのᐇ

㦂⨨，ィ測ไᚚࣟࣉ

グラ࣒をయ的に㐙

⾜することができる． 

࠼らࢀたඹ㏻課題

を解Ỵするためのᐇ

㦂⨨，ィ測ไᚚࣟࣉ

グラ࣒をయ的に㐙

⾜できない． 

評価項目３ レ࣏ート࣭ไస物が一

⯡的なᙧᘧでస成で

き，タィᢏ⾡にᑐする

♫的⫼ᬒを㋃ま࠼た

レ࣏ート࣭ ไస物が一

⯡的なᙧᘧでస成で

きる． 

レ࣏ート࣭ ไస物が一

⯡的なᙧᘧでస成で

きない． 
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考察ができる． 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎C-1(d-3)：⌧≧を㐍ᒎࡉせるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできること． 

○B-2(d-1)：ᕤ学の専㛛知識を῝く理解できること． 

○B-3(d-2)：ᐇ㦂࣭ᐇ習等の内容を理解࣭ᐇ⾜࣭考察できること． 

○C-2(e)(h)：ᵝࠎなၥ題にᑐฎできるࢨࢹン能力を習得すること． 

 
教育方法等 

概要 ᶵᲔᕤ学⣔，㟁Ẽᕤ学⣔，㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔の各分㔝でಶࠎに学習したᇶ本

的事㡯を᭷ᶵ的に⤖びつけᐇ㝿にᛂ用できるタィ能力を㣴࠺． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ᶵᲔᕤ学⣔，㟁Ẽᕤ学⣔，㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔の各分㔝のせ⣲的テー࣐につい

て，ᐇ㝿に༶したタィ࣭₇習を⾜࠺． 

 

(前期) 各⣔で用意したテー࣐について₇習を⾜࠺． 

[ᶵᲔᕤ学⣔] 

コンไᚚのᇶ本タィを題と₇習によりᐇ㊶学習࣐コンを用いて࣐

する． 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

㟁Ẽ࣭㟁Ꮚᅇ㊰に㛵する₇習を⾜࠺．また，ᐇ㦂ࢹーࢱの解ᯒ法ࡸᐇ㦂ィ

⏬法，ィ測ᢏ⾡についてㅮ⩏および₇習を⾜࠺．  

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

㟁Ꮚᅇ㊰のᇶ本的ᅇ㊰について，㟁Ꮚᅇ㊰ᐇ習⨨を用いて₇習を⾜࠺． 

 

（ᚋ期）⏕⏘情報システ࣒専攻⛉合ྠで₇習を⾜࠺． 

ᚋ期でࡣ各専㛛分㔝で学習したᇶ本的かつඹ㏻的事㡯であるไᚚᕤ学を

用いて，各専㛛分㔝を᭷ᶵ的に⤖びつけたไᚚ₇習課題にᣮᡓする．ඛࡎ， 

用するᐇ㦂システ࣒の各⨨のᇶ♏的事㡯を₇習を㏻して学び，こࢀを

ࢹースとしてᇶ♏的，ᛂ用的な各ไᚚ課題についてไᚚ⣔タィをᐇᶵࣔ࣋

ࣝを用いて₇習を⾜࠺．適ᐅ，各ไᚚ課題にᑐしてレ࣏ートを課す． 

 

（前期࣭ᚋ期）ホ౯について 

レ࣏ート（あるいࡣไస物）によりホ౯する．࠼らࢀた課題の᥈✲࣭理

解の㐩成ᗘおよびၥ題にᑐฎできるࢨࢹン能力をレ࣏ートでホ౯し，レ

ートによるᐇ㦂，ไస物等の内容説明の⡆₩で分かり᫆いグ㏙，考察等࣏

の⛬ᗘࡶホ౯する． 
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注意点 (前期) 

[ᶵᲔᕤ学⣔] 

ᶵᲔᇶ♏タィࡸᶵᲔᇶ♏〇ᅗの知識を᭷していること．また，࣓࢝トࣟ

 ．すいࡸ㟁Ẽ㟁Ꮚᅇ㊰の知識があると理解しࡸスࢡ
[㟁Ẽᕤ学⣔] 
㟁Ẽ㟁Ꮚᅇ㊰のᇶ♏知識を᭷していること． 
[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 
㟁Ꮚᅇ㊰および㟁Ꮚィ測のᇶ♏知識を᭷していること． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 [ᶵᲔᕤ学⣔] 

 ♏コンのᇶ࣐

 

 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

ᅇ㊰のᇶ♏(1) 

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

㟁Ꮚィ測のᇶ♏(1) 
 

[ᶵᲔᕤ学⣔] 

コンの構成せ⣲とそのാきが理解できる࣐

こと．また，࣐コンのືసの組みが理解で

きること． 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

ᐇ用的な㟁Ẽᅇ㊰ィ⟬ができること． 

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

㛫㍈࣭㟁ᅽ㍈࣭࿘Ἴᩘ㍈での㟁Ẽ㟁Ꮚィ測の

ᇶ♏を理解できること． 

2 週 [ᶵᲔᕤ学⣔] 

 ス₇習(1)ࢡト࣓ࣟ࢝

 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

ᅇ㊰のᇶ♏(2) 

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

㟁Ꮚィ測のᇶ♏(2) 

[ᶵᲔᕤ学⣔] 

㟁Ꮚ㒊ရとᅇ㊰ᅗグྕの㛵ಀが理解できるこ

と． 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

ᐇ用的な㟁Ẽᅇ㊰ィ⟬ができること． 

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

各ࠎのィ測ᶵჾの≉ᚩを理解し適切にィ測で

きること． 

3 週 [ᶵᲔᕤ学⣔] 

 ス₇習(2)ࢡト࣓ࣟ࢝

 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

༙ᑟయᕤ学のᇶ♏(1) 

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

㟁Ꮚࣂࢹスのᇶ♏(1) 

[ᶵᲔᕤ学⣔] 

を用いて，⡆単なᅇ㊰をస成でࢻー࣎ࢻレッࣈ

きること． 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

༙ᑟయᕤ学のᇶ♏ၥ題が解けること． 

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

ཷື⣲Ꮚのᇶ本的≉ᛶをィ測により理解でき

ること． 
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4 週 [ᶵᲔᕤ学⣔] 

 のᇶ♏(1)࣒グラࣟࣉ

 [㟁Ẽᕤ学⣔] 

༙ᑟయᕤ学のᇶ♏(2) 

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

㟁Ꮚࣂࢹスのᇶ♏(2) 

[ᶵᲔᕤ学⣔] 

 ．が理解できることࢀ㛤Ⓨのὶ࣒グラࣟࣉ

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

༙ᑟయᕤ学のᇶ♏ၥ題が解けること． 

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

能ື⣲Ꮚのᇶ本的≉ᛶをィ測により理解でき

ること． 

5 週 [ᶵᲔᕤ学⣔] 

 のᇶ♏(2)࣒グラࣟࣉ

 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

ᇶ本ቑᖜᅇ㊰ 

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

㟁Ꮚᅇ㊰のᇶ♏(1) 

[ᶵᲔᕤ学⣔] 

㛤Ⓨに必せなࢶーࣝの用方法，ὀ意Ⅼが理解

できること． 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

ᇶ本的なቑᖜᅇ㊰のィ⟬ができること． 

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

DC-DCコンࣂーࢱなの㟁Ꮚᅇ㊰を理解できる

こと． 

6 週 [ᶵᲔᕤ学⣔] 

ࣉ ࣟ グ ラ ミ ン グ ₇ 習 

(1) 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

ቑᖜᅇ㊰ 

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

㟁Ꮚᅇ㊰のᇶ♏(2) 

[ᶵᲔᕤ学⣔] 

A/D，D/A のᶵ能が理解できること．また，A/D，

D/Aをࡗたࣟࣉグラ࣒が理解できること． 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

 ．のቑᖜᅇ㊰のィ⟬ができることࠎ✀

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

フࢱࣝᅇ㊰の✀類と≉長を理解できること． 

7 週 [ᶵᲔᕤ学⣔] 

ࣉ ࣟ グ ラ ミ ン グ ₇ 習 

(2) 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

 (1)ࣉン࣌࢜

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

㟁Ꮚᅇ㊰のᇶ♏(3) 

[ᶵᲔᕤ学⣔] 

ᶍᆺ用ࢧーࣔ࣎ーࢱไᚚのࣟࣉグラ࣒が理解

できること． 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

 ．に㛵するၥ題が解けることࣉン࣌࢜

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

フࢱࣝᅇ㊰を構成しィ測により理解できる

こと． 

8 週 [ᶵᲔᕤ学⣔] 

ᇶ本タィ 

 

 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

 (2)ࣉン࣌࢜

[ᶵᲔᕤ学⣔] 

コンを用し࣐とࢱー࢚ュࢳࢡとࢧンࢭ

たసရについて，ື సࡸᛶ能なのᇶ本ᵝを

Ỵ定できること． 

 [㟁Ẽᕤ学⣔] 

 ．に㛵するၥ題が解けることࣉン࣌࢜
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[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

解ᯒとタィの㐪い 
[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

タィᵝのỴめ方を理解し解ᯒとタィの㐪い

を理解できること． 

9 週 [ᶵᲔᕤ学⣔] 

ヲ⣽タィ 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

Ⓨᅇ㊰ 

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

㟁Ꮚᅇ㊰タィ(1) 

[ᶵᲔᕤ学⣔] 

సရの構成㒊ရࡸヲ⣽な構㐀をỴ定できる． 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

Ⓨᅇ㊰に㛵するၥ題が解けること． 

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

自ら考࠼た課題をᇶにタィᵝをỴ定できる

こと．（：㟁ụ 1 本で LED をⅬ⁛ࡉせるᅇ

㊰） 

10 週 [ᶵᲔᕤ学⣔] 

課題〇స(1) 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

ᐇ㦂ࢹーࢱの解ᯒ法(1) 

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

㟁Ꮚᅇ㊰タィ(2) 

[ᶵᲔᕤ学⣔] 

ヲ⣽タィをඖにタィᅗをస成できる． 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

ᐇ㦂ࢹーࢱの解ᯒ法について理解できること． 

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

定ᩘタィができること 

11 週 [ᶵᲔᕤ学⣔] 

課題〇స(2) 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

ᐇ㦂ࢹーࢱの解ᯒ法(2) 

 

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

㟁Ꮚᅇ㊰タィ(3) 
 

[ᶵᲔᕤ学⣔] 

タィ書にᇶ࡙きసရをィ⏬的に〇సできる． 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

ᐇ㦂ࢹーࢱの解ᯒ法について理解し，࠼らࢀ

たࢹーࢱをࡶとに⤫ィฎ理ができること． 

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

ᵝを‶たす定ᩘの⤠り㎸みができること． 

 

12 週 [ᶵᲔᕤ学⣔] 

課題〇స(3) 

 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

ᐇ㦂ィ⏬法(1) 

 

 

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

㟁Ꮚᅇ㊰タィ(4) 
 

[ᶵᲔᕤ学⣔] 

タィ書にᇶ࡙きసရをィ⏬的に〇సできる．ま

た，不ල合に適切にᑐᛂできる． 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

フッシࣕーの 3 ཎ๎および一次ඖ㓄⨨ᐇ㦂

におけるࢹーࢱ構㐀ࣔࣝࢹについて理解でき

ること． 

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

タィしたᅇ㊰を適切な方法でィ測しࢹーࢱ整

理ができること． 

13 週 [ᶵᲔᕤ学⣔] [ᶵᲔᕤ学⣔] 
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課題〇స(4) 

 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

ᐇ㦂ィ⏬法(2) 

 

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

㟁Ꮚᅇ㊰タィ(5) 
 

タィ書にᇶ࡙きసရをィ⏬的に〇సできる．ま

た，不ල合に適切にᑐᛂできる． 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

⤫ィ的᳨定について理解し，࠼らࢀたࢹーࢱ

の᳨定ができること． 

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

タィしたᅇ㊰の≉ᚩなを適切に㈨ᩱにまと

めることができること． 

14 週 [ᶵᲔᕤ学⣔] 

ືస確ㄆ࣭ホ౯ 

 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

ᐇ㦂ィ⏬法(3) 

 

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

 ンテーションࢮレࣉ

[ᶵᲔᕤ学⣔] 

自らタ定したᇶ本ᵝを‶㊊しているか࠺

か，ືస確ㄆを⾜いホ౯できる．  

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

ඖ㓄⨨ᐇ㦂について理解し，࠼らࢀたࢹー

 ．の解ᯒができることࢱ

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

自らタィしたᅇ㊰を適切に説明できること． 

15 週 [ᶵᲔᕤ学⣔] 

課題Ⓨ⾲ 

 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

ィ測とࢹーࢱฎ理 

 

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

習とまとめ 
 

[ᶵᲔᕤ学⣔] 

自らタィ࣭〇సしたసရの構㐀ືࡸసについて

適切に説明できること． 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

PC を用いたィ測ᡭ法とࢹーࢱฎ理について理

解できること． 

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

ンテーションの㉁ᛂ⟅をྵめて適ࢮレࣉ

切にタィの成ᯝをまとめることができること． 

ᚋ期 

1 週 用いるไᚚシステ࣒の

ᇶ♏ 

࣒ンス，授業ᴫせ，₇習で用いるシステࢲ࢞

の構成が理解できる． 

2 週 Arduino，MATLAB につい

て 

Arduino， ArduinoIDE， MATLAB， Simulink，

ArduinoIOのᴫせが理解できる． 

3 週 ࣝࢱࢪࢹධ力，ࣟࢼ

グධ出力について 

ArduinoIOと MATLAB Script㸭Simulink を用い

たࣝࢱࢪࢹ㸭ࣟࢼグධ出力㛵ಀが理解で

きる． 

4 週 DC ࣔーࢱの速ᗘไᚚ 1 ไᚚᅇ㊰を〇సし，そのືసが理解できる．  

5 週 DC ࣔーࢱの速ᗘไᚚ 2 Pไᚚによるไᚚࣔࣝࢹཬびᐇᶵไᚚが理解で

きる． 

6 週 DC ࣔーࢱの速ᗘไᚚ 3 PI ไᚚによるไᚚࣔࣝࢹ，ᐇᶵไᚚが理解で
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きる． 

7 週 DC ࣔーࢱの速ᗘไᚚ 4 㝈⏺感ᗘ法による PI ไᚚࢤンの⟬出ཬびそ

のࣔࣝࢹ，ᐇᶵไᚚが理解できる． 

8 週 DC ࣔーࢱの速ᗘไᚚ 5 システྠ࣒定によりࣔࣝࢹパラ࣓ーࢱをྠ定

し，そのྠ定ᐇ㦂が理解できる． 

9 週 DC ࣔーࢱの速ᗘไᚚ 6 ᒁ㓄⨨法による PI ไᚚࢤンのタィཬびࣔࢹ

ࣝとᐇᶵᐇ㦂が理解できる． 

10 週 DC ࣔーࢱの速ᗘไᚚ 7 ᒁ㓄⨨による PI ไᚚࢤンのタィཬびࣔࣝࢹ

とᐇᶵᐇ㦂が理解できる． 

11 週 Ball&Beamのไᚚᐇ㦂 1 Ball&Beamᐇ㦂⨨の〇సが理解できる． 

12 週 Ball&Beamのไᚚᐇ㦂 2 Ball&Beamᐇ㦂⨨の〇సが理解できる． 

13 週 Ball&Beamのไᚚᐇ㦂 3 ㊥㞳ࢭンࢧーのධ出力≉ᛶを測定し，㏆ఝᘧの

パラ࣓ーࢱ⟬出が理解できる． 

14 週 Ball&Beamのไᚚᐇ㦂 4 PI ไᚚࢤンのタィཬびࣔࣝࢹとᐇᶵᐇ㦂が

理解できる． 

15 週 Ball&Beamのไᚚᐇ㦂 5 PI ไᚚࢤンのタィཬびࣔࣝࢹとᐇᶵᐇ㦂が

理解できる． 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     100  100 

分野横断的能力        
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教科名 ≉別ᐇ習Ⅰ 

 

科目基礎情報 

科目番号 6S005 科目区分 必修 

授業形式 ᐇ習 単位数 ２ 

開設学科 ⏕⏘情報システ࣒ᕤ学専攻 対象学年 ６ 

開設期 ㏻ᖺ 週時限数  

教科書／教材 ᐇ習⌧ሙにて㓄ࢀࡉる㈨ᩱ 

担当者 ༡ 明ᏹ，ሯ本 ಇ，▼ᕝ ὒᖹ 

 

到達目標 

１．ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀた課題にᑐし，その本㉁を理解できること． 

２．ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀた課題にᑐし，自ら取り組み，ᐇ習⌧ሙに

おいて⤒㦂するᐇົୖの課題を解Ỵし，適切にᑐᛂすることができること． 

３．ᐇ習の成ᯝをཱྀ㢌Ⓨ⾲およびレ࣏ートで説明できる． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，その本㉁を

明確に理解できること． 

ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，その本㉁を

理解できること． 

ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，その本㉁を

理解できない． 

評価項目２ ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，య的に取

り組むことができ，ᐇ習

⌧ሙにおいて⤒㦂する

ᐇົୖの課題を解Ỵす

るための適切なᑐᛂが

できること． 

ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，取り組むこ

とができ，ᐇ習⌧ሙにお

いて⤒㦂するᐇົୖの

課題を解Ỵするための

ᑐᛂができること． 

ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，自ら取り組

むことができない． 

評価項目３ ᐇ習の成ᯝをཱྀ㢌Ⓨ⾲

およびレ࣏ートでヲ⣽

に説明できること． 

ᐇ習の成ᯝをཱྀ㢌Ⓨ⾲

およびレ࣏ートで説明

できること． 

ᐇ習の成ᯝをཱྀ㢌Ⓨ⾲

およびレ࣏ートで説明

できない． 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎C-1(d-4)：⌧≧を㐍ᒎࡉせるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできること． 

○A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること. 

○B-2(d-1)：ᕤ学の専㛛知識を῝く理解できること. 

○C-1(d-3)：⌧≧を㐍ᒎࡉせるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできること. 
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教育方法等 

概要 専攻⛉を修する学⏕ࡣ，ᑗ来的にࡣ，多くの業においてᢏ⾡⪅とし

てാくྍ能ᛶが㧗い．学外でᐇ習をయ㦂することで，業におけるᢏ⾡⪅

のᙺࡸᐇົ内容をᐇ㝿に見⪺し，また一㒊をయ㦂することによࡗて，学

ᰯのຮ学でࡣ得ることが㞴しいᢏ⾡⪅になるために必せな情報を得るこ

とができる．また，⌧ሙのᚑ業ဨと᥋することにより，業ே，♫ேと

しての心構࠼を㌟につけることࡶできる．つまり，業ேと一⥴にᩘ日㛫，

⏕活をඹにすることにより，事の分㔝，各ᢸᙜ㒊㛛のᙺ┠，Ᏺらࡤࡡな

らないつᚊ，そして⌧ᅾの業で⾜ࢀࢃているᢏ⾡Ỉ‽な多ᙬな情報が

得らࢀる．まࡉに͆ⓒ⪺一見にዴか͇ࡎである．また，その情報から┬み

て，，学ᰯで学習しておくきことが明確にᢕᥱできるとᛮࢀࢃる．自

分のᑗ来の㐍㊰あるいࡣのよ࠺なᢏ⾡分㔝に㐍࠺ࡶとしているのかを

見ᴟめるためにࡶ，そࢀにࢃࡉࡩしいᐇ習ඛを㛤ᣅする必せがある．業

ഃのཷけධࡶࢀᵝࠎな≧ἣࡸ事情をᢪ࠼ているので，᪩めにコンࢡࢱトを

取り，ᐇ習ඛをỴ定する必せがある． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

ὴ㐵ඛにてᐇ習を⾜࠺．期㛫ࡣ 10日௨ୖである． 

ẖ日のᐇ習にࡣ，しࡗかり‽ഛをして⮫むこと． 

注意点 本⛉ 4ᖺ次でࡣ，ᇶ♏的な学習య㦂に力Ⅼが⨨かࢀているため，༑分な

学外ᐇ習の㛫を取ることができなかࡗたが，専攻⛉でࡣᛂ用力を㌟につ

けるためにࡶ，本ᩍ⛉を必修として位⨨けている．本⛉で学ࢇだことお

よび専攻⛉で学習していることを，ᐇ㝿の⌧ሙでᐇ㊶的に学習することに

意⩏がある．また，専攻⛉修ᚋ，ᐇ♫でົするሙ合のᐇົの内容を

知ることによࡗて，専攻⛉で学ぶ学ၥの必せᛶ，㔜せᛶをㄆ識してࡶら࠺

ためのືᶵけとしてࡶ意味があり，学ᰯでࡣ学びことが㞴しいᐇ♫の

事の✀ࠎな内容，そࢀにᑐする業の取り組み方，組⧊のᐇែなを考

察ࡉせることに意味がある． 

 

ホ౯方法ࡣᐇ習報࿌書および報࿌でのⓎ⾲により，௨ୗの㡯┠につい

て⥲合的にホ౯する．ただし，必せにᛂࡌてཷけධࢀඛからのホ౯ࡶຍ味

する． 

ձᐇ習で࠼らࢀた課題にᑐして，その本㉁が♧ࢀࡉたか． 

ղᐇ習で࠼らࢀた課題にᑐして，自ら取り組ࢇだことが♧ࢀࡉていた

か． 

ճⓎ⾲㈨ᩱࡣ適切にస成ࢀࡉていたか． 
մᐇ習内容等を説明することができたか． 
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յ㉁にᑐするᛂ⟅ࡣ適切であࡗたか． 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期ࡶ

ࡣࡃࡋ

ᚋ期 

1 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，Ᏻ全ᩍ⫱，ࢲ࢞ンスの

内容等が理解できること． 

2 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

3 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

4 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

5 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

6 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

7 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

8 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

9 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

10 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

11 週 
報࿌書స成 ᐇ習成ᯝについて，レ࣏ートにまとめること

ができること． 

12 週 
報࿌書స成 ᐇ習成ᯝについて，レ࣏ートにまとめること

ができること． 

13 週 
Ⓨ⾲㈨ᩱస成 ᐇ習成ᯝについて，Ⓨ⾲のための㈨ᩱをస成

できること． 

14 週 
Ⓨ⾲㈨ᩱస成 ᐇ習成ᯝについて，Ⓨ⾲のための㈨ᩱをస成

できること． 

15 週 Ⓨ⾲ ᐇ習成ᯝについて，Ⓨ⾲㈨ᩱをいཱྀ㢌で説

明でき，㉁にᑐしてᛂᑐできること． 
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評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  50   50  100 

基礎的能力        

専門的能力  50   50  100 

分野横断的能力        
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教科名 ࢠࣝࢿ࢚ーኚᕤ学 

 

科目基礎情報 

科目番号 6S006 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 ⏕⏘情報システ࣒ᕤ学専攻 対象学年 ６ 

開設期 ᚋ期 週時限数 １ 

教科書／教材 ᣦ定なし 

担当者 ྜྷ田 正㐨 

 

到達目標 

１．各✀ࢠࣝࢿ࢚ー※に㛵するᇶ♏知識を理解し，説明できる． 

 ．ーኚに㛵するၥ題について，ㄪᰝし，Ⓨ⾲できるࢠࣝࢿ࢚．２

３．ㄪᰝし，Ⓨ⾲した内容について，レ࣏ートにまとめ，ᥦ出できる． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 各✀ࢠࣝࢿ࢚ー※に

㛵するᇶ♏知識をᗈ

⠊ᅖに理解し，ヲ⣽に

説明できる． 

各✀ࢠࣝࢿ࢚ー※に

㛵するᇶ♏知識を理

解し，そのᴫせを説明

できる． 

各✀ࢠࣝࢿ࢚ー※に

㛵するᇶ♏知識を理

解できࡎ，説明できな

い． 

評価項目２ ࢠࣝࢿ࢚ーኚに㛵

するၥ題について，自

らのどⅬでㄪᰝし，⚽

㐓なⓎ⾲ᢏ⾡でⓎ⾲

できる． 

ーኚに㛵ࢠࣝࢿ࢚

するၥ題について，ㄪ

ᰝし，Ⓨ⾲できる． 

ーኚに㛵ࢠࣝࢿ࢚

するၥ題について，ㄪ

ᰝできࡎ，Ⓨ⾲できな

い． 

評価項目３ ㄪᰝし，Ⓨ⾲した内容

について，的確にレ࣏

ートにまとめ，ᥦ出で

きる． 

ㄪᰝし，Ⓨ⾲した内容

について，レ࣏ートに

まとめ，ᥦ出できる． 

ㄪᰝし，Ⓨ⾲した内容

について，レ࣏ートに

まとめることができ

 ．ᥦ出できない，ࡎ

 

学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)：ᕤ学の専㛛知識を῝く理解できること． 

 

教育方法等 

概要 ே類が⠏きあࡆてきた⤒῭♫ࡣ，⛉学ᢏ⾡のⓎᒎに㈇࠺とこࢁがであ

り，こࡣࢀ㇏かなࢠࣝࢿ࢚ー౪⤥がᇶ┙にあࡗたからである．ࢠࣝࢿ࢚ー

，ーࢠࣝࢿ࢚ー，学ࢠࣝࢿ࢚⇕，ࢀࡉ⩏学ၥୖ，事をする能力と定，ࡣ
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᰾ࢠࣝࢿ࢚ー，力学ࢠࣝࢿ࢚ー，㟁Ẽࢠࣝࢿ࢚ーおよびගࢠࣝࢿ࢚ーな

࢚㛫のኚを✀ྠࡣーの␗✀あるいࢠࣝࢿ࢚らのࢀのᙧែをとる．こࠎ✀

ーᙧែを得ࢠࣝࢿ࢚すいࡸなሙ面でいࠎᵝࡣーኚといい，ே類ࢠࣝࢿ

るため，このࢠࣝࢿ࢚ーኚᢏ⾡をⓎᒎࡉせてきた．しかし，᭱㏆ࣝࢿ࢚

ࢠࣝࢿ࢚┬ࡸーの᭷ຠ用ࢠࣝࢿ࢚，ࢀࡉࣉッࢬーࣟࢡー༴ᶵၥ題がࢠ

ーの必せᛶがᙉㄪࢀࡉるよ࠺になり，≉にࢠࣝࢿ࢚ー㈨※のஈしいࢃが国

においてࡣ，᪂ࢠࣝࢿ࢚ー※の㛤Ⓨととࡶに㧗ᗘなࢠࣝࢿ࢚ーኚᢏ⾡の

㐍Ṍが必せ不ྍ欠の課題となࡗている．また，ࢠࣝࢿ࢚ーኚにక࠺⎔ቃ

ởᰁࡶ⌧௦♫でࡣ㑊けて㏻ࢀない㔜せなၥ題であり，ᢏ⾡⪅ࡣᆅ⌫的ほ

Ⅼに❧ࡗて，᭱⤊的に᭷用なᙧで用できるࢠࣝࢿ࢚ー量をቑࡸすດ力を

しなけࡤࢀならない． 

本⛉┠でࢠࣝࢿ࢚，ࡣーኚᕤ学の全⯡にࢃたࡗて，ᇶ♏知識を㌟にけ，

なᅇ⟅をᥦࣝࢼࢪࣜ࢜にᑐするࢀらに，自ら課題をタ定してㄪᰝし，そࡉ

出できる能力を㣴࠺ことを┠ᶆとしている．このよ࠺な㐣⛬を⤒て，ࢿ࢚

ーࢠࣝࢿ࢚たࢀーኚᕤ学にᑐする⣲㣴を῝め，ᆅ⌫⎔ቃをど㔝にධࢠࣝ

ኚᢏ⾡を㛤Ⓨできる 

ᇶ♏知識の修得を᭱⤊┠ᶆとする．  

授業の進め方と 

授業内容・方法 

 ㅮ⩏を中心とし，ᩘᅇの授業ࡈとに授業内容のまとめをレ࣏ートとして

ᥦ出してࡶら࠺． 

注意点 ⇕力学の知識を᭷することがᮃましい． 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

ᚋ期 

1 週 
ーኚᕤ学ࢠࣝࢿ࢚

のᑟධ 

ーኚᕤ学を学習する意⩏とその学ࢠࣝࢿ࢚

習内容を理解できる． 

2 週 ▼⇞ᩱ ᢸᙜ分㔝のⓎ⾲ができ，㉁ᛂ⟅ができる 

3 週 
ཎᏊ力ࢠࣝࢿ࢚ー(᰾分

) 

ᢸᙜ分㔝のⓎ⾲ができ，㉁ᛂ⟅ができる 

4 週 ᆅ⇕ࢠࣝࢿ࢚ー ᢸᙜ分㔝のⓎ⾲ができ，㉁ᛂ⟅ができる 

5 週 ኴ㝧⇕ࢠࣝࢿ࢚ー ᢸᙜ分㔝のⓎ⾲ができ，㉁ᛂ⟅ができる 

6 週 Ỉ力ࢠࣝࢿ࢚ー ᢸᙜ分㔝のⓎ⾲ができ，㉁ᛂ⟅ができる 

7 週 㢼力ࢠࣝࢿ࢚ー ᢸᙜ分㔝のⓎ⾲ができ，㉁ᛂ⟅ができる 

8 週 Ἴ力ࢠࣝࢿ࢚ー ᢸᙜ分㔝のⓎ⾲ができ，㉁ᛂ⟅ができる 

9 週 ᾏὒ⇕ࢠࣝࢿ࢚ー ᢸᙜ分㔝のⓎ⾲ができ，㉁ᛂ⟅ができる 

10 週 
ཎᏊ力ࢠࣝࢿ࢚ー（᰾⼥

合） 

ᢸᙜ分㔝のⓎ⾲ができ，㉁ᛂ⟅ができる 
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11 週 ᆅ⌫ ᬮၥ題 ᢸᙜ分㔝のⓎ⾲ができ，㉁ᛂ⟅ができる 

12 週 直᥋Ⓨ㟁 1（⇕㟁Ⓨ㟁） ᢸᙜ分㔝のⓎ⾲ができ，㉁ᛂ⟅ができる 

13 週 直᥋Ⓨ㟁 2（ኴ㝧㟁ụ） ᢸᙜ分㔝のⓎ⾲ができ，㉁ᛂ⟅ができる 

14 週 
直᥋Ⓨ㟁 3（㟁☢ὶయⓎ

㟁） 

ᢸᙜ分㔝のⓎ⾲ができ，㉁ᛂ⟅ができる 

15 週 直᥋Ⓨ㟁 4（⇞ᩱ㟁ụ） ᢸᙜ分㔝のⓎ⾲ができ，㉁ᛂ⟅ができる 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  80   20  100 

基礎的能力        

専門的能力  80   20  100 

分野横断的能力        
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教科名 ᛂ用ὶయᕤ学 

 
科目基礎情報 

科目番号 6S007 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位, 15/45） 

開設学科 ⏕⏘情報システ࣒ᕤ学専攻 対象学年 ６ 

開設期 ᚋ期 週時限数 １ 

教科書／教材 なし 

担当者 ᆤ᰿ ᘯ明 

 
到達目標 

１．単┦ὶに㛵するᇶ本的事㡯，Ẽᾮ┦ὶに㛵するᇶ本的事㡯，ẼἻのᣲືとୖ᪼速ᗘを

理解し，説明できる． 
２．Ẽᾮ┦ὶのὶືࣔࢻ࣎，ࣝࢹ⋡の推⟬法，ᦶ᧿ᅽ力ᦆኻの推⟬法を理解し，説明で

きる． 
３．単┦ὶ，Ẽᾮ┦ὶ，ẼἻのᣲືとୖ᪼速ᗘ，Ẽᾮ┦ὶのὶືࣔࢻ࣎，ࣝࢹ⋡の推

⟬法，ᦶ᧿ᅽ力ᦆኻの推⟬法に㛵する事をィ⟬できる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 単┦ὶに㛵するᇶ本的

事㡯，Ẽᾮ┦ὶに㛵

するᇶ本的事㡯，ẼἻ

のᣲືとୖ᪼速ᗘを理

解し，正しい語ྃを

用してヲ⣽に説明でき

る． 

単┦ὶに㛵するᇶ本

的事㡯，Ẽᾮ┦ὶに

㛵するᇶ本的事㡯，Ẽ

Ἳのᣲືとୖ᪼速ᗘ

を理解し，説明でき

る． 

単┦ὶに㛵するᇶ本

的事㡯，Ẽᾮ┦ὶに

㛵するᇶ本的事㡯，Ẽ

Ἳのᣲືとୖ᪼速ᗘ

を理解していない．あ

るいࡣ説明できない． 

評価項目２ Ẽᾮ┦ὶのὶືࣔࢹ

，の推⟬法⋠ࢻ࣎，ࣝ

ᦶ᧿ᅽ力ᦆኻの推⟬法

を理解し，正しい語ྃ

を用してヲ⣽に説明

できる． 

Ẽᾮ┦ὶのὶືࣔ

⟭の推⋠ࢻ࣎，ࣝࢹ

法，ᦶ᧿ᅽ力ᦆኻの推

⟬法を理解し，説明で

きる． 

Ẽᾮ┦ὶのὶືࣔ

⟭の推⋠ࢻ࣎，ࣝࢹ

法，ᦶ᧿ᅽ力ᦆኻの推

⟬法を理解していな

い．あるいࡣ説明でき

ない． 

評価項目３ 単┦ὶ，ẼἻのᣲືと

ୖ᪼速ᗘ，ࢻ࣎⋡，

単┦ὶ，ẼἻのᣲືと

ୖ᪼速ᗘ，ࢻ࣎⋡，

単┦ὶ，ẼἻのᣲືと

ୖ᪼速ᗘ，ࢻ࣎⋡，
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ᦶ᧿ᅽ力ᦆኻ等に㛵す

るのよ࠺なᛂ用で

 ．正しくィ⟬できるࡶ

ᦶ᧿ᅽ力ᦆኻ等に㛵

する事をィ⟬でき

る． 

ᦶ᧿ᅽ力ᦆኻ等に㛵

する事をィ⟬でき

ない． 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)：ᕤ学の専㛛知識を῝く理解できること． 

 
教育方法等 

概要 本⛉で学ࢇだỈ力学およびὶయᕤ学ࡣᐇ㝿に多くᛂ用ࢀࡉている．本⛉

┠でࡣලయ的なᛂ用の一つとして，㌟㏆に多く用いらࢀている⟶㊰⥙に

ついて知ࡗておくことࡣ᭷意⩏である．また，本⛉で学ࢇだỈ力学および

ὶయᕤ学ࡣᾮయあるいࡣẼయが単⊂でὶࢀる単┦ὶに㛵するࡶのである．

ࢹ㛵㐃ᶵჾから㟁Ꮚࢠࣝࢿ࢚ཎᏊ⅔等のᆺࡸの学ᶵჾラーな࣎

ス等のᑠᆺ෭却ᶵჾまでのᖜᗈい分㔝においてẼయとᾮయの┦がࣂ

ඹᏑしてὶࢀるẼᾮ┦ὶとࢀࡤるὶࢀがみらࢀる．こࢀらの⨨のィ

タィおよび㐠㌿方法においてẼᾮ┦ὶのὶື࣭ఏ⇕≉ᛶを知ることࡸ⏬

 ．ᇶ本的に㔜せであるࡣ

 本⛉┠でࡣ，ୗグに♧すよ࠺なẼᾮ┦ὶを学ぶୖでᇶ♏となる単┦

ὶに㛵する事㡯を学びことができる．また，Ẽᾮ┦ὶに㛵する事㡯を学

び，Ẽᾮ┦ὶにᑐする取りᢅいを理解するととࡶに単┦ὶの取りᢅいと

の㐪いを理解することができる． 

1) 単┦ὶに㛵するᇶ本的事㡯 

2) Ẽᾮ┦ὶに㛵するᇶ本的事㡯 

3) ẼἻのᣲືとୖ᪼速ᗘ 

4) Ẽᾮ┦ὶのὶືࣔࣝࢹ 

 の推⟬法⋠ࢻ࣎ (5

6) ᦶ᧿ᅽ力ᦆኻの推⟬法 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
 ㅮ⩏を中心とし，1 ᅇの授業ࡈとに前ᅇの習を⾜ࡗてから次の内容の

学習にධる．また，ある⛬ᗘ学習したⅬでレ࣏ートをᥦ出する． 

注意点 本⛉で学ࢇだỈ力学，ὶయᕤ学，⇕力学および⇕ᕤ学の知識があると理解

しࡸすい． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

ᚋ期 
1 週 単┦ὶのᇶ本的事㡯ձ 単┦ὶのᇶ本的事㡯を理解できる 

2 週 単┦ὶのᇶ本的事㡯ղ 単┦ὶのᇶ本的事㡯を理解できる 
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3 週 単┦ὶのᇶ本的事㡯ճ 単┦ὶのᇶ本的事㡯を理解できる 

4 週 ΰ┦ὶ ΰ┦ὶのᇶ本事㡯を理解できる 

5 週 Ẽᾮ┦ὶの⌧㇟ Ẽᾮ┦ὶ⌧㇟ࡣのよ࠺な⌧㇟かを理解し，

その⌧㇟でఱがၥ題になるかをᢕᥱできる 

6 週 Ẽᾮ┦ὶで用いらࢀ

る用語 

Ẽᾮ┦ὶで用いらࢀる用語(みかけ速ᗘ、࣎

 を理解できる(な⋠ࢻ

7 週 ὶືᵝᘧ Ẽᾮ┦ὶのὶືᵝᘧ，β ┦およびᙧែを理解

できる 

8 週 ࠙ᚋ期中㛫ヨ㦂ࠚ  

9 週 ẼἻのᣲືとୖ᪼速ᗘ ẼἻのᣲືと単一ẼἻのୖ᪼速ᗘࡣのよ࠺

になるかを理解し，その推⟬ができる 

10 週 ὶືࣔࣝࢹ Ẽᾮ┦ὶの✀ࠎのὶືᙧែに適用ࢀࡉるὶ

のがあり，その取ࡶな࠺のよとしてࣝࢹࣔື

りᢅいがのよ࠺になるかを理解できる 

11 週 ࢻ࣎⋡のᐇ測方法 ࢻ࣎⋡のᐇ測方法としてのよ࠺な方法が

あるかを理解できる 

12 週 ࢻ࣎⋡の推⟬方法 ࢻ࣎⋡の推⟬方法としてのよ࠺な方法が

あるかを理解し，推⟬できる 

13 週 ᦶ᧿ᅽ力ᦆኻの推⟬方

法ձ 

Ẽᾮ┦ὶのᦶ᧿ᅽ力ᦆኻを推⟬するᘧとし

てのよ࠺なࡶのがあるかを理解できる 

14 週 ᦶ᧿ᅽ力ᦆኻの推⟬方

法ղ 

Ẽᾮ┦ὶのᦶ᧿ᅽ力ᦆኻを推⟬できる 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト返却と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70    30  100 

基礎的能力        

専門的能力 70    30  100 

分野横断的能力        
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教科名 ⢭ᐦຍᕤ学 

 
科目基礎情報 

科目番号 6S008 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 ⏕⏘情報システ࣒ᕤ学専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 ⢭ᐦຍᕤ学（コࣟࢼ♫） 

担当者 明▼ ๛ 

 
到達目標 

１．⢭ᐦにならないཎᅉを理解し，説明できる 
２．切ࢀลᙧ≧とそのຠᯝ、各✀ᙧ≧をຍᕤするためのᕤලと⢭ᐦにຍᕤするための᮲௳を

理解し，説明できる 
３．㧗⢭ᗘの㐠ືを得るためのᇶ本ཎ理、㧗⢭ᗘ直⥺㐠ືᶵ構と構㐀、㧗⢭ᗘᅇ㌿ᶵ構と構

㐀について理解し，説明できる 
㸲．ᙧ≧ࡸ㐠ື⢭ᗘの測定方法、修正ຍᕤ方法とそのຠᯝ、および㐠ືไᚚの方法について

理解し，説明できる 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ⢭ᐦにならないཎᅉを
多方面から理解し，説
明できる 

⢭ᐦにならないཎᅉ

を理解し，説明できる 
⢭ᐦにならないཎᅉ

を理解できない 

評価項目２ 切ࢀลᙧ≧とそのຠ
ᯝ、各✀ᙧ≧をຍᕤす
るためのᕤලと⢭ᐦに
ຍᕤするための᮲௳に
ついて切๐理論をྵめ
て理解し，説明できる 

切ࢀลᙧ≧とそのຠ
ᯝ、各✀ᙧ≧をຍᕤす
るためのᕤලと⢭ᐦ
にຍᕤするための᮲
௳を理解し，説明でき
る 
 

切ࢀลᙧ≧とそのຠ
ᯝ、各✀ᙧ≧をຍᕤす
るためのᕤලと⢭ᐦ
にຍᕤするための᮲
௳を理解できない 
 

評価項目３ 㧗⢭ᗘの㐠ືを得るた
めのᇶ本ཎ理、㧗⢭ᗘ
直⥺㐠ືᶵ構と構㐀、
㧗⢭ᗘᅇ㌿ᶵ構と構㐀
について理解し，ᐇ㝿
のᕤసᶵᲔにᛂ用ࢀࡉ
ていることをྵめて説
明できる 

㧗⢭ᗘの㐠ືを得る
ためのᇶ本ཎ理、㧗⢭
ᗘ直⥺㐠ືᶵ構と構
㐀、㧗⢭ᗘᅇ㌿ᶵ構と
構㐀について，理解
し，説明できる 

㧗⢭ᗘの㐠ືを得る
ためのᇶ本ཎ理、㧗⢭
ᗘ直⥺㐠ືᶵ構と構
㐀、㧗⢭ᗘᅇ㌿ᶵ構と
構㐀について，理解で
きない 
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評価項目㸲 ᙧ≧ࡸ㐠ື⢭ᗘの測定
方法、修正ຍᕤ方法と
そのຠᯝ、および㐠ື
ไᚚの方法について理
解し，ලయ的なをྵ
めて説明できる 

ᙧ≧ࡸ㐠ື⢭ᗘの測
定方法、修正ຍᕤ方法
とそのຠᯝ、および㐠
ືไᚚの方法を理解
し，説明できる 

ᙧ≧ࡸ㐠ື⢭ᗘの測
定方法、修正ຍᕤ方法
とそのຠᯝ、および㐠
ືไᚚの方法を理解
できない 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)：ᕤ学の専㛛知識を῝く理解できること． 

 
教育方法等 

概要 ⌧ᅾ、᭱ඛ➃のຍᕤᢏ⾡ࡣ⢭ᗘにおいてࡶ、ࡶののきࡉにおいてࢼࡶ
⢭ᗘのྥࡶてきている。ᚋࡗー(1000000 分の１mm)のୡ⏺にධࢱー࣓ࣀ
 。࠺ࢁになるであ࠺すくຍᕤできるよࡸき、よりた⥆ࡣୖ
そࡶࠕ、ࡣࢀのࠖを⢭ᐦにつくるに࠺ࡣすࡤࢀよいか、ࡶࠕの࡙くりࠖの
ᐇ㝿でㄗᕪࡣこに⏕ࡌるのか、ࡉらにㄗᕪのཎᅉを明らにでき，そのᑐ
⟇の考࠼方を学習したᛂ用力のあるᢏ⾡⪅によࡗて、⢭ᗘྥୖにᑐするၥ
題が解Ỵࢀࡉていくことが期ᚅできるからである。 

本⛉┠ࡣこのよ࠺なၥ題解Ỵ能力を㌟につけることを┠的とする。 
本⛉で学ࢇできた⢭ᐦなຍᕤ法(⢭ᐦຍᕤ)、ᙧ≧⢭ᗘの⾲♧法(ᶵᲔタ

ィ〇ᅗ)、⢭ᐦな測定法(ィ測ไᚚ)の知識を⥲合し、ࡉらにᕤసᶵᲔのあ
るき᮲௳を学び、͆ ⢭ᐦにຍᕤする͇ とい࠺ことを⥲合的に考࠼ること
ができるᛂ用力を㌟につけることを┠的とする。 
࠺のよࡣ⢭ᐦにならないཎᅉに、ࡣの㡯┠でࠖࡣ⢭ᐦにຍᕤするにࠕ

なࡶのがあるか、ล物のᣢつきᛶ㉁、ᕤసᶵᲔのᣢつきᛶ㉁、および
ィ測修正ຍᕤの㔜せᛶを学ぶ。 
ลᙧ≧とそのຠᯝ、各✀ᙧ≧をຍᕤすࢀ切、ࡣ⢭ᐦຍᕤᕤලࠖの㡯で ࠕ
るためのᕤලと⢭ᐦにຍᕤするための᮲௳、および◒⢏ຍᕤについて学
ぶ。 
、㧗⢭ᗘの㐠ືを得るためのᇶ本ཎ理、ࡣ⢭ᐦຍᕤᕤసᶵᲔࠖの㡯でࠕ

㧗⢭ᗘ直⥺㐠ືᶵ構と構㐀、㧗⢭ᗘᅇ㌿ᶵ構と構㐀について学ぶ。 
㐠ື⢭ᗘの測定方法、修正ࡸ≦ᙧ、ࡣ⢭ᐦຍᕤにおけるィ測ࠖの㡯でࠕ

ຍᕤ方法とそのຠᯝ、および㐠ືไᚚの方法について学ぶ。 
 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ㅮ⩏を中心とし，ㅮ⩏内容の理解を῝めるために，ある⛬ᗘ学習したᚋに

₇習課題を課し，ᥦ出する 

注意点 本⛉で習得したࠕ⢭ᐦຍᕤࠖの知識を理解しておくこと 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 ᗎ論 ຍᕤ⢭ᗘྥୖのṔྐ的知識を得ること。ㄗᕪ

の✀類について理解し、説明できる 

2 週 ⢭ᐦにຍᕤするにࡣ ⢭ᐦにຍᕤするためのᅉᏊを説明できる 

3 週 ຍᕤᕤල（１） 切ࢀลᙧ≧のᛶ能ཬࡰすຠᯝについて理解

できる 
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4 週 ຍᕤᕤල（２） ✀ࠎのᇶ本的ᙧ≧を⢭ᐦにຍᕤするために必

せなᕤලの᮲௳と、そࢀをල⌧するための

ᕤලᙧ≧ࡸᮦᩱについて理解できる 

5 週 ຍᕤᕤල（３） ✀ࠎのᇶ本的ᙧ≧を⢭ᐦにຍᕤするために必

せなᕤලの᮲௳と、そࢀをල⌧するための

ᕤලᙧ≧ࡸᮦᩱについて理解できる 

6 週 ຍᕤᕤල（㸲） ◒▼ຍᕤの⢭ᐦຍᕤのຠᯝを理解できる 

7 週 ຍᕤᕤල（㸳） ◒⢏ຍᕤの⢭ᐦຍᕤのຠᯝを理解できる 

8 週 ᕤసᶵᲔ（１） 㧗⢭ᗘ㐠ືを得るためのᇶ本ཎ理を理解でき

る 

9 週 ᕤసᶵᲔ（２） 㧗⢭ᗘ㐠ືを得るためのᇶ本ཎ理を理解でき

る 

10 週 ᕤసᶵᲔ（３） 㧗⢭ᗘᅇ㌿ᶵ構とᐇ㝿の構㐀を理解できる 

11 週 ᕤసᶵᲔ（㸲） ᕤసᶵᲔ本యの構㐀を理解できる 

12 週 測定法（１） 測定⢭ᗘにおけるㄗᕪについて理解できる 

13 週 測定法（２） ᙧ≧測定の方法を理解できる 

14 週 測定法（３） 修正ຍᕤの㔜せᛶを理解できる 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト返却と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 90    10  100 

基礎的能力        

専門的能力 90    10  100 

分野横断的能力        
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教科名 ᶵᲔシステ࣒ไᚚ

科目基礎情報 

科目番号 6S009 科目区分 㑅ᢥ

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45 ） 

開設学科 ⏕⏘情報システ࣒ᕤ学専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 ไᚚᕤ学：㇏ᶫᢏ࣭㧗専 PJ（ᐇᩍ出∧） 

担当者 ᰗཎ ⪷

到達目標 

１． ᶵᲔ⣔の物理ࣔࣝࢹを理解できること．

２．ఏ㐩㛵ᩘにࡶと࡙くྂไᚚと、≧ែኚᩘにࡶと࡙く⌧௦ไᚚとの㐪いを、せな物理

．ることࢀらて㏙ࡌを㏻ࣝࢹࣔ

３． ㏆ᖺのᶵᲔシステ࣒についてᵝࠎなไᚚᐇの知識を得ること．

評価（ルーブリック） 

理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ࡸࡸ」㞧なᶵᲔ⣔の物

理ࣔࣝࢹをᑟ出でき

る．

ᶵᲔ⣔の物理ࣔࣝࢹ

をᑟ出できる．

ᶵᲔ⣔の物理ࣔࣝࢹ

をᑟ出できる．

評価項目２ ఏ㐩㛵ᩘにࡶと࡙くྂ

ไᚚと、≧ែኚᩘに

と࡙く⌧௦ไᚚとのࡶ

㐪いを、ࡸࡸ」㞧な物

理ࣔࣝࢹを㏻ࡌて㏙

らࢀる．

ఏ㐩㛵ᩘにࡶと࡙く

ྂไᚚと、≧ែኚᩘ

にࡶと࡙く⌧௦ไᚚ

との㐪いを、せな物

理ࣔࣝࢹを㏻ࡌて㏙

．るࢀら

㐩㛵ᩘにࡶと࡙くྂ

ไᚚと、≧ែኚᩘに

と࡙く⌧௦ไᚚとࡶ

の㐪いを、せな物理

て㏙ࡌを㏻ࣝࢹࣔ

らࢀない．

評価項目３ ㏆ᖺのᶵᲔシステ࣒に

ついてᵝࠎなไᚚᐇ

の知識をᖜᗈく得てい

る，

㏆ᖺのᶵᲔシステ࣒

についてᵝࠎなไᚚ

ᐇの知識を得てい

る，

㏆ᖺのᶵᲔシステ࣒

についてᵝࠎなไᚚ

ᐇの知識を得てい

ない．

学科の到達目標項目との関係 

◎B-1(c)：ᕤ学のᇶ♏知識を専㛛にᛂ用できるまで理解できること． 
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tanaka
タイプライターテキスト



 ．せるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできることࡉC-1(d-3)：⌧≧を㐍ᒎࠐ

 
教育方法等 

概要 ㏆ᖺのᶵᲔシステ࣒の知能をᨭ࠼ているไᚚについて、そのไᚚ⣔タィ

をᐇ㝿の◊✲事なから学習します． 

学習でྍࡣ能な㝈り、ලయ的なᶵᲔシステ࣒をᥦ♧したり，᧯సしながら，

解説、そしてᥦ♧したシステ࣒のࣔࣝࢹにᑐするไᚚ₇習を⾜い理解を῝

めます。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ㅮ⩏と₇習を⾜いレ࣏ートをホ౯する． 

注意点  

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

ᚋ期 

1 週 ୪㐍㐠ືࣔࣝࢹにおけ

る≧ែ方⛬ᘧ 
୪㐍㐠ືにおけるᶵᲔ⣔ไᚚࣔࣝࢹの≧ែ方

⛬ᘧをᑟき出せる． 

2 週 ᅇ㌿㐠ືࣔࣝࢹにおけ

る≧ែ方⛬ᘧ 
ᅇ㌿㐠ືにおけるᶵᲔ⣔ไᚚࣔࣝࢹの≧ែ方

⛬ᘧをᑟき出せる． 

3 週 ࣉラント⣔ࣔࣝࢹにお

ける≧ែ方⛬ᘧ 
⇕，ὶయを取りᢅࣉ࠺ラント⣔ไᚚࣔࣝࢹの≧

ែ方⛬ᘧをᑟき出せる． 

4 週 ≧ែ方⛬ᘧの解 ≧ែ㑄⛣⾜ิについて理解し≧ែ方⛬ᘧの解

をᑟき出せる． 

5 週 ఏ㐩㛵ᩘからの≧ែ方

⛬ᘧ 
ྂไᚚ理論によるఏ㐩㛵ᩘから≧ែ方⛬ᘧ

をᑟき出せる． 

6 週 ≧ែ方⛬ᘧからのఏ

㐩㛵ᩘ 
≧ែ方⛬ᘧからのఏ㐩㛵ᩘ ≧ ែ 方

⛬ᘧからఏ㐩㛵ᩘをᑟき出せる． 

7 週 ྍไᚚᛶとྍほ測ᛶ ྍไᚚᛶ，ྍほ測ᛶについて理解し用でき

る． 

8 週 レࢠュレーࢱไᚚとト

ラッ࢟ングไᚚ 
レࢠュレーࢱไᚚとトラッ࢟ングไᚚのᇶ本

知識が理解できる． 

9 週 ≧ែ方⛬ᘧによるレࢠ

ュレーࢱไᚚ１ 
≧ែフーࣂࢻッࢡไᚚにおけるレࢠュレー

 ．ไᚚについてᇶ♏知識を理解できるࢱ

10 週 ≧ែ方⛬ᘧによるレࢠ

ュレーࢱไᚚ 2 
≧ែフーࣂࢻッࢡไᚚにおけるレࢠュレー

 ．ไᚚについてᴟ㓄⨨法を理解できるࢱ

11 週 ≧ែ方⛬ᘧによるトラ ≧ែフーࣂࢻッࢡไᚚにおけるトラッ࢟ン
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ッ࢟ングไᚚ グไᚚについて理解できる． 

12 週 ࢨࣈ࢜ーࣂによる出力

フーࣂࢻッࢡไᚚ 
ไᚚにࢡッࣂࢻーによる出力フࣂーࢨࣈ࢜

ついて理解できる． 

13 週 ◊✲事⤂ 1 ᶵᲔ⣔ࢧー࣎ไᚚに㛵する᭱㏆の◊✲事を

学ぶ． 

14 週 ◊✲事⤂２ ᶵᲔ⣔のࢭࣟࣉスไᚚに㛵する᭱㏆の◊✲事

を学ぶ． 

15 週 ◊✲文⊩᳨⣴ ᭱᪂の◊✲事を各自の課題にᛂࡌて᳨⣴し

知識を得る． 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     100  100 

分野横断的能力        
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教科名 パ࣡ー࢚レࢡトࣟニࢡス≉論 

 
科目基礎情報 

科目番号 6S010 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 ⏕⏘情報システ࣒専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 ᩍ⛉書：᭱᪂パ࣡ー࢚レࢡトࣟニࢡスධ㛛㸹 ᑠᒣ⣧ 㸭ᮅ書ᗑ 
ཧ考書：パ࣡ー࢚レࢡトࣟニࢡスධ㛛㸹 㔝中సኴ㑻 㸭ᮅ書ᗑ 
   㟁Ẽ学学ㅮᗙ パ࣡ースッࢳングᕤ学㸹 㔠 ᮾᾏ㸭㟁Ẽ学 

担当者 Ἠ ᘯ 

 
到達目標 

１．AC-DC ኚ⨨を説明できる。 
２．DC-DC ኚ⨨を説明できる。 
３．DC-AC ኚ⨨を説明できる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ♧ࢀࡉた AC-DC ኚ

⨨のᇶ本ཎ理をヲ⣽

に説明できる。 

たAC-DCኚࢀࡉ♧

⨨のᇶ本ཎ理を説

明できる。 

たAC-DCኚࢀࡉ♧

⨨のᇶ本ཎ理を説

明できない。 

評価項目２ ♧ࢀࡉた DC-DC ኚ

⨨のᇶ本ཎ理をヲ⣽

に説明できる。 

たࢀࡉ♧ DC-DC ኚ

⨨のᇶ本ཎ理を

説明できる。 

たࢀࡉ♧ DC-DC ኚ

⨨のᇶ本ཎ理を

説明できない。 

評価項目３ ♧ࢀࡉた DC-AC ኚ

⨨のᇶ本ཎ理をヲ⣽

に説明できる。 

たDC-ACኚࢀࡉ♧

⨨のᇶ本ཎ理を説

明できる。 

たDC-ACኚࢀࡉ♧

⨨のᇶ本ཎ理を説

明できない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)：ᕤ学の専㛛知識を῝く理解できること． 

 
教育方法等 

概要  ᭱ึの㟁力用༙ᑟయスッࢳとしてࣜࢧスࢱがⓎ明ࢀࡉた。そのᚋ、
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こࢀよりࡉらにⓎᒎし、よりいࡸすい各✀ࣉࢱのスッࢳングࣂࢹ

ス、たとࡤ࠼、パ࣡ートランࢪスࢱ、パ࣡ーMOSFET、IGBT、GTO ࢧ

スࣂࢹングࢳッらスࢀた。一方において、そࢀࡉが㛤Ⓨなࢱスࣜ

をไᚚするために IC、LSI なの༙ᑟయ、ならびにパ࣡ー࢚レࢡトࣟニࢡ

ス⨨全యを㐠用࣭ไᚚするためのࣟࢡ࣐コンࣆューࢱなのᢏ⾡が㐍

Ṍして、パ࣡ー࢚レࢡトࣟニࢡスᢏ⾡があらࡺる分㔝にᛂ用ࢀࡉるよ࠺に

なࡗてきた。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
 本授業で5、ࡣ ᖺのパ࣡ー࢚レࢡトࣟニࢡスで学習した内容をඖに、㟁

力用༙ᑟయを用いたไᚚ⣔の解ᯒᡭ法を学習する。このとき、㟁力ኚ

⨨のᇶ本である DC-AC、DC-DC、DC-AC ኚ⨨に㛵する内容をࢮミᙧ

ᘧとㅮ⩏により授業を⾜࠺。 

注意点  㟁力ኚ⨨のືసを理解すること等、ホ౯㡯┠にグ㍕した内容の理解

と習得のᗘ合いをホ౯するヨ㦂でホ౯する。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 パ࣡ー࢚レࢡトࣟニࢡ

スと㟁力用༙ᑟయ 
㟁力用༙ᑟయと㟁Ẽᶵჾに㛵する⏘業ᛂ用ᢏ

⾡のኚ㑄からパ࣡ー࢚レࢡトࣟニࢡスのᇶ♏

を説明できる。 

2 週 AC-DC ኚ⨨ 1 AC-DC ኚ⨨のᇶ本を説明できる。 

3 週 AC-DC ኚ⨨ 2 単┦整ὶᅇ㊰のືసཎ理を説明できる。 

4 週 AC-DC ኚ⨨ 3 ୕┦整ὶᅇ㊰のືసཎ理を説明できる。 

5 週 AC-DC ኚ⨨ 4 PWM 整ὶᅇ㊰のືసཎ理を説明できる。 

6 週 DC-DC ኚ⨨ 1 DC-DC ኚ⨨のᇶ本を説明できる。 

7 週 DC-DC ኚ⨨ 2 㝆ᅽࢳョッパᅇ㊰のືసཎ理を説明できる。 

8 週 DC-DC ኚ⨨ 3 ᪼ᅽࢳョッパᅇ㊰のືసཎ理を説明できる。 

9 週 DC-DC ኚ⨨ 4 ᪼㝆ᅽࢳョッパᅇ㊰のືసཎ理を説明できる。 

10 週 DC-AC ኚ⨨ 1 DC-AC ኚ⨨のᇶ本を説明できる。 

11 週 DC-AC ኚ⨨ 2 単┦ PWM ᅇ㊰のືసཎ理を説明ࢱーࣂン

できる。 

12 週 DC-AC ኚ⨨ 3 ୕┦ PWM ᅇ㊰のືసཎ理を説明ࢱーࣂン

できる。 

13 週 DC-AC ኚ⨨ 4 PWM  。ᅇ㊰のᛂ用を説明できるࢱーࣂン

14 週 ₇習 ₇習ၥ題を説明できる。 

15 週 期ᮎヨ㦂 
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16 週 テスト返却と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 㟁Ꮚ物ᛶᕤ学 

 
科目基礎情報 

科目番号 6S011 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 ⏕⏘情報システ࣒ᕤ学専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 ࠕ㟁Ꮚ物ᛶࠖᯇ⃝๛㞝ら / ᳃出∧ 

担当者 ᯇ㔝 ဴஓ 

 
到達目標 

１．⤖ᬗ内の㟁Ꮚのࡩるまいを説明できる． 
 ．にᇶ࡙きᅛయのᇶ本的㟁Ẽ≉ᛶを説明できるࢻンࣂーࢠࣝࢿ࢚．２
スのືసあࣂࢹ㟁Ꮚのᚤど的物理≉ᛶにᇶ࡙き⡆単な㟁Ꮚࡣあるいࢻンࣂーࢠࣝࢿ࢚．３

るいࡣ㟁Ꮚᮦᩱのᕧど的物理≉ᛶを説明できる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ⤖ᬗ内の㟁Ꮚのࡩるま

いを量Ꮚ力学ࡸ⤫ィ力

学を用いて的確に説明

できる． 

⤖ᬗ内の㟁Ꮚのࡩる

まいを説明できる． 
⤖ᬗ内の㟁Ꮚのࡩる

まいを説明できない． 

評価項目２ ࢠࣝࢿ࢚ーࣂンࢻにᇶ

࡙きᅛయのᵝࠎなᛶ㉁

を説明できる． 

にࢻンࣂーࢠࣝࢿ࢚

ᇶ࡙きᅛయのᇶ本的

㟁Ẽ≉ᛶを説明でき

る． 

にࢻンࣂーࢠࣝࢿ࢚

ᇶ࡙きᅛయのᇶ本的

㟁Ẽ≉ᛶを説明でき

ない． 

評価項目３ ࢠࣝࢿ࢚ーࣂンࢻある

いࡣ㟁Ꮚのᚤど的物理

≉ᛶにᇶ࡙きᵝࠎな㟁

Ꮚࣂࢹスのືసある

いࡣ㟁Ꮚᮦᩱのᕧど的

物理≉ᛶをࢃかりࡸす

く説明できる． 

あࢻンࣂーࢠࣝࢿ࢚

るいࡣ㟁Ꮚのᚤど的

物理≉ᛶにᇶ࡙き⡆

単な㟁Ꮚࣂࢹスの

ືసあるいࡣ㟁Ꮚᮦ

ᩱのᕧど的物理≉ᛶ

を説明できる． 

あࢻンࣂーࢠࣝࢿ࢚

るいࡣ㟁Ꮚのᚤど的

物理≉ᛶにᇶ࡙き⡆

単な㟁Ꮚࣂࢹスの

ືసあるいࡣ㟁Ꮚᮦ

ᩱのᕧど的物理≉ᛶ

を説明できない． 
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学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)：ᕤ学の専㛛知識を῝く理解 できること． 

 
教育方法等 

概要 㟁Ꮚ物ᛶᴫ論を学ぶ 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ㅮ⩏యで授業が⾜ࢀࢃる．ここでࡣにࣂンࣝࢹࣔࢻをᇶ♏としたᅛయ

⤖ᬗの物理的ᛶ㉁に㛵する理論を学ぶ．そのためのᇶ♏としての量Ꮚ力学

 ．るࢀࢃ⾜ࡶィ力学のᇶ♏に㛵する説明⤫ࡸ

注意点 物理学のᇶ♏的知識が必せである． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 㟁Ꮚ物ᛶとࡣ 㟁Ẽᢠの ᗘ౫Ꮡᛶにまつࢃるヰを㏻ࡌて

ᚤど的事㇟からᕧど的事㇟を物理的に理解す

ることの意味を理解する． 

2 週 量Ꮚ力学１ 㟁Ꮚ（⢏Ꮚ）のἼືᛶを知り，シュレࢹン࢞

ー方⛬ᘧの意味を説明できる． 

3 週 量Ꮚ力学２ 多㟁Ꮚ⣔でࡣパࣜ࢘のᚊが物ᛶにおいて

とてࡶ㔜せであることをㄆ識し，㟁Ꮚたࡕが≧

ែを༨᭷していくとい࠺ᴫᛕを説明できる． 

4 週 量Ꮚ力学３ ࿘期的࣏テンシࣕࣝ中の㟁Ꮚのࡩるまいをグ

㏙する方法を理解し，分ᩓ᭤⥺，᭷ຠ㉁量，≧

ែᐦᗘとࡣఱかを説明できる． 

5 週 ⤫ィ力学１ 位┦✵㛫，等㔜⋡௬定，࢚ントࣟࣆー，ࢶࣝ࣎

た⤫ィ力学のᇶ♏的ᴫᛕを説ࡗン分ᕸとい࣐

明できる． 

6 週 ⤫ィ力学２ フ࢙ࣝミ࣭ࢹラッࢡ分ᕸのᑟ出㐣⛬を理解

し，フ࢙ࣝミ‽位ࡸ≧ែ༨᭷確⋡（≧ែ༨᭷ಶ

ᩘの期ᚅ್）について説明できる． 

7 週 ࢠࣝࢿ࢚ーࣂンࢠࣝࢿ࢚ １ࢻーࣂンࢻ構㐀の⏤来，ࢠࣝࢿ࢚ーࣕࢠ

ッࣉが⏕ࡌる理⏤について説明できる． 

8 週 ࢠࣝࢿ࢚ーࣂン２ࢻ ⤖ᬗ内での㟁Ꮚの㐠ືに㛵する見ᆅからフ࢙

ࣝミ面，ᩓ⌧㇟について説明できる． 

9 週 㔠ᒓ，༙ᑟయ，⤯⦕య ࣂンࢻ構㐀を㟁Ꮚが≧ែ༨᭷している≧ἣか

らᅛయ⤖ᬗを㔠ᒓ，༙ᑟయ，⤯⦕యに分類でき

ることを説明できる． 
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10 週 ༙ᑟయ１ 真ᛶ༙ᑟయの㟁Ẽ≉ᛶを㔠ᒓのそࢀとẚ㍑し

ながら説明できる． 

11 週 ༙ᑟయ２ 不⣧物༙ᑟయにおけるフ࢙ࣝミ‽位の不⣧物

ᐦᗘ౫Ꮡᛶを理解し，そࢀにᇶ࡙きࣜࣕ࢟ᐦ

ᗘの ᗘ౫Ꮡᛶを説明できる． 

12 週 ༙ᑟయ３ ࣍ーࣝຠᯝを用して༙ᑟయの࣓ࣕࢪーࣕ࢟

 ．ఱかをุ定できる理⏤を説明できるࡣࣜ

13 週 ༙ᑟయ㸲 㹮㹬᥋合࢜ࢲーࢻのືసཎ理を説明できる． 

14 週 ☢ᛶయ 㟁Ꮚスࣆン，ᖖ☢ᛶ，ᙉ☢ᛶ，┦స用，

☢区といࡗた☢ᛶయに㛵するᇶ♏ᴫᛕを説明

できる． 

15 週 ㉸ఏᑟయ ࣐スࢼーຠᯝ，BCS 理論，➨ 2 ✀㉸ఏᑟయ

における㟁☢⌧㇟について⡆単な定ᛶ的説明

ができる． 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     100  100 

分野横断的能力        
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教科名 システ࣒情報ࣔࣝࢹ 

 
科目基礎情報 

科目番号 6S012 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 ⏕⏘情報システ࣒ᕤ学 対象学年 ６ 

開設期 ᚋ期 週時限数 １ 

教科書／教材 ࠕNature of Code: Processingでࡌࡣめる自↛⌧㇟のシミュレーションࠖ  

 ࣝࢱࢪࢹーン࣎ / ン࣐シフ࣭࢚ࣝニࢲ

担当者 ᯇ㔝 ဴஓ 

 
到達目標 

 ．を組むことができる࣒グラࣟࣉトᣦྥにᇶ࡙く⡆単なࢡ࢙ࢪࣈ࢜．１
を組むこと࣒グラࣟࣉトがືసする⡆単なࢡ࢙ࢪࣈ࢜トᣦྥにᇶ࡙き多ᩘのࢡ࢙ࢪࣈ࢜．２

ができる． 
を組む࣒グラࣟࣉトが┦స用する⡆単なࢡ࢙ࢪࣈ࢜トᣦྥにᇶ࡙き多ᩘのࢡ࢙ࢪࣈ࢜．３

ことができる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ࢡ࢙ࢪࣈ࢜トᣦྥにᇶ

࡙く㎸みධࡗたࣟࣉグ

ラ࣒を組むことができ

る． 

トᣦྥにࢡ࢙ࢪࣈ࢜

ᇶ࡙く⡆単なࣟࣉグ

ラ࣒を組むことがで

きる． 

トᣦྥにࢡ࢙ࢪࣈ࢜

ᇶ࡙く⡆単なࣟࣉグ

ラ࣒を組むことがで

きない． 

評価項目２ ࢡ࢙ࢪࣈ࢜トᣦྥにᇶ

࡙き多ᩘのࢡ࢙ࢪࣈ࢜

トがືసする㎸みධࡗ

たࣟࣉグラ࣒を組むこ

とができる． 

トᣦྥにࢡ࢙ࢪࣈ࢜

ᇶ࡙き多ᩘのࢪࣈ࢜

トがືసする⡆ࢡ࢙

単なࣟࣉグラ࣒を組

むことができる． 

トᣦྥにࢡ࢙ࢪࣈ࢜

ᇶ࡙き多ᩘのࢪࣈ࢜

トがືసする⡆ࢡ࢙

単なࣟࣉグラ࣒を組

むことができない． 

評価項目３ ࢡ࢙ࢪࣈ࢜トᣦྥにᇶ

࡙き多ᩘのࢡ࢙ࢪࣈ࢜

トが┦స用する㎸み

ධࡗたࣟࣉグラ࣒を組

むことができる． 

トᣦྥにࢡ࢙ࢪࣈ࢜

ᇶ࡙き多ᩘのࢪࣈ࢜

トが┦స用すࢡ࢙

る⡆単なࣟࣉグラ࣒

を組むことができる． 

トᣦྥにࢡ࢙ࢪࣈ࢜

ᇶ࡙き多ᩘのࢪࣈ࢜

トが┦స用すࢡ࢙

る⡆単なࣟࣉグラ࣒

を組むことができな

い． 
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学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)：ᕤ学の専㛛知識を῝く理解 できること． 

 
教育方法等 

概要 ࢡ࢙ࢪࣈ࢜トᣦྥࣟࣉグラミングのᇶ♏を学ぶ． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
解説と₇習を⾜࠺．ここでࡣ，Java  とつであるࡦースの㛤Ⓨ⎔ቃの࣋
Processing を用いてࢪࣅュࣝかつンࢱラࢡテࣈな物理シミュレー

ションࣟࣉグラ࣒をస成することを㏻ࡌてࢡ࢙ࢪࣈ࢜トᣦྥࣟࣉグラミ

ングのᇶ♏を㌟につける． 

注意点 構㐀ࣟࣉグラミングの知識が必せ． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

ᚋ期 

1 週 ࢡ࢙ࢪࣈ࢜トᣦྥ ࢡ࢙ࢪࣈ࢜トᣦྥࣟࣉグラミングとࡣఱかを，

≉に構㐀ࣟࣉグラミングとの㐪いにゝཬし

ながら，説明できる． 

2 週 ࢡラスとࢡ࢙ࢪࣈ࢜ト ࢙ࢪࣈ࢜ラスにᇶ࡙きࢡ．ラスを定⩏できるࢡ 1

ることを説明ࢀࡉート࢚ンシࢱンストがࢡ

できる． 

3 週 ࢡラスとࢡ࢙ࢪࣈ࢜ト トࢡ࢙ࢪࣈ࢜ラスにᇶ࡙きࢡラスを定⩏しࢡ 2

がンスࢱンシ࢚ートࢀࡉることをᐇ⌧する

⡆単なコーࢻを書ける． 

4 週 ࢡラスとࢡ࢙ࢪࣈ࢜ト 3 ᒓᛶと࣓ッࢻࢯの意味を理解する． 

5 週 ࢡラスとࢡ࢙ࢪࣈ࢜ト 4 」ᩘのᒓᛶと࣓ࢯッࢻをࡶつࢡ࢙ࢪࣈ࢜トを

用いるコーࢻを書ける． 

6 週 Vector ラスࢡ 1 Vector  ．ラスの内容を理解するࢡ

7 週 Vector ラスࢡ 2 Vector  ．を書けるࢻラスを活用したコーࢡ

8 週 ニュートン力学 1 ⡆単なᩘ್✚分法を理解する． 

9 週 ニュートン力学 2 ⡆単なᩘ್✚分法を用した力学シミュレー

ションコーࢻを書ける． 

10 週 ࢡ࢙ࢪࣈ࢜ト㓄ิ  ．トの㓄ิを理解するࢡ࢙ࢪࣈ࢜ 1

11 週 ࢡ࢙ࢪࣈ࢜ト㓄ิ トの㓄ิを用して多య⣔のシミࢡ࢙ࢪࣈ࢜ 2

ュレーションコーࢻをかける． 

12 週 㔜力とᢠ力 トにാく力学的స用のᐇ方法をࢡ࢙ࢪࣈ࢜ 1
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理解する． 

13 週 㔜力とᢠ力 2 力学的స用をཷけているࢡ࢙ࢪࣈ࢜ト㞟ᅋの

シミュレーションコーࢻを書ける． 

14 週 ࢡ࢙ࢪࣈ࢜ト㛫┦స

用 1 
࠺しあࡰトྠኈで力学的స用をཬࢡ࢙ࢪࣈ࢜

≧ἣをᐇする方法を理解する． 

15 週 ࢡ࢙ࢪࣈ࢜ト㛫┦స

用 2 
┦స用しあ࠺」ᩘのࢡ࢙ࢪࣈ࢜トのືసを

シミュレートするためのコーࢻを書ける． 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     100  100 

分野横断的能力        
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教科名 ࣒ࢬࣜࢦࣝ論 

 
科目基礎情報 

科目番号 6S013 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 ⏕⏘情報システ࣒ᕤ学専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 ࣒ࢬࣜࢦࣝとࢹーࢱ構㐀㸹▼⏿ Ύ㸭ᒾἼ書ᗑ 

担当者 Ⳣ 明 

 
到達目標 

 のィ⟬量について説明できる࣒ࢬࣜࢦࣝ .１
２. ᡭ㛫のかかるၥ題を解くᡭ法として、῝ࡉඃඛ᥈⣴࣭ᖜඃඛ᥈⣴のᡭ㡰を説明できる 
３. ᭱適ၥ題の解法として分ᯞ㝈定法、ື的ィ⏬法を説明できる 
㸲. ㏆ఝ࣒ࢬࣜࢦࣝについて、単⣧㈎ḧ法、ᤄධ法、ᒁ所᥈⣴法を説明できる 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ࣒ࢬࣜࢦࣝのィ⟬量

について᰿ᣐを♧して

説明できる。 

⟭のィ࣒ࢬࣜࢦࣝ

量について説明でき

る。 

⟭のィ࣒ࢬࣜࢦࣝ

量について説明でき

ない。 

評価項目２ ᡭ㛫のかかるၥ題を解

くᡭ法として、῝ࡉඃ

ඛ᥈⣴࣭ᖜඃඛ᥈⣴を

用して᥈⣴ࣟࣉグラ

 。をస成できる࣒

ᡭ㛫のかかるၥ題を

解くᡭ法として、̔̀ ࡉ

ඃඛ᥈⣴࣭ ᖜඃඛ᥈⣴

のᡭ㡰を説明できる。 

ᡭ㛫のかかるၥ題を

解くᡭ法として、̔̀ ࡉ

ඃඛ᥈⣴࣭ ᖜඃඛ᥈⣴

のᡭ㡰を説明できな

い。 

評価項目３ ᭱適ၥ題の解法とし

て分ᯞ㝈定法、ື的ィ

⏬法を説明でき、ࢼッ

ၥ題に適用しࢡッࢨࣉ

て解をồめることがで

きる。 

᭱適ၥ題の解法と

して分ᯞ㝈定法、ື 的

ィ⏬法を説明できる。 

᭱適ၥ題の解法と

して分ᯞ㝈定法、ື 的

ィ⏬法を説明できな

い。 

評価項目㸲 ㏆ఝ࣒ࢬࣜࢦࣝにつ

いて、単⣧㈎ḧ法、ᤄ

ධ法、ᒁ所᥈⣴法を説

㏆ఝ࣒ࢬࣜࢦࣝに

ついて、単⣧㈎ḧ法、

ᤄධ法、ᒁ所᥈⣴法を

㏆ఝ࣒ࢬࣜࢦࣝに

ついて、単⣧㈎ḧ法、

ᤄධ法、ᒁ所᥈⣴法を
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明でき、᭱適ၥ題の

ᕠᅇࢭーࣝス࣐ンၥ題

に適用して解をồめる

ことができる。 

説明できる。 説明できない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)：ᕤ学の専㛛知識を῝く理解できること． 

 
教育方法等 

概要 本授業の┠ᶆ࣒ࢬࣜࢦࣝ、ࡣに㛵する事について理解を῝めること

である。この┠ᶆを㐩成するために、ලయ的に次のことを⾜࠺。 
、ていないၥ題に㛵してࢀが知ら࣒ࢬࣜࢦࣝントでかつ㧗速な࢞レ࢚

ࡸのィ⟬量࣒ࢬࣜࢦࣝ NP 全ၥ題なのၥ題の分類について学ぶ。ཝ

ᐦ解をồめるのがᅔ㞴なၥ題にᑐしてࡣ、ጇᙜなィ⟬㛫で㏆ఝ解を得る

ための㏆ఝ࣒ࢬࣜࢦࣝとして、㈎ḧ法ࡸᒁ所᥈⣴法なの解法を理解す

る。᭱適ၥ題であるᕠᅇࢭーࣝス࣐ンၥ題をにとり、㏆ఝࢬࣜࢦࣝ

 。の適用について理解する࣒
᭱ᚋに、各✀࣒ࢬࣜࢦࣝに㛵する英文を読み㍯ㅮᙧᘧでⓎ⾲する。適

切なⓎ⾲㈨ᩱをస成し、理解ࡸࢀࡉすいⓎ⾲を┠ᣦして‽ഛを⾜࠺。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ㅮ⩏を中心とし、適ᐅ、ㅮ⩏内容に㛵する課題を出題する。また、῝ࡉඃ

ඛ᥈⣴ࡸᖜඃඛ᥈⣴でၥ題を解くࣟࣉグラ࣒をస成ࡉせる。授業㛫外に

₇習を⾜࠺㛫およびレ࣏ートస成㛫が必せとなる。ࡉらに、ࣜࢦࣝ

に㛵する英文を読むための㛫、Ⓨ⾲‽ഛの㛫、Ⓨ⾲㈨ᩱのస成࣒ࢬ

㛫が必せとなる。 

注意点 C ゝ語のࣟࣉグラミングに㛵する知識を᭷することがᮃましい。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 ࣒ࢬࣜࢦࣝのᇶ本的

事㡯 
 。のィ⟬量について理解できる࣒ࢬࣜࢦࣝ
O グ法を理解できる。 

2 週 ῝ࡉඃඛ᥈⣴（n ࢡ

ーンၥ題） 
n  。のか理解できるࡶな࠺のよࡣーンၥ題ࢡ
n ーンၥ題の解の⤠り㎸みについて理解でࢡ

きる。 

3 週 ῝ࡉඃඛ᥈⣴（n ࢡ

ーンၥ題） 
n ࣜࢦࣝඃඛ᥈⣴で解くࡉ῝ーンၥ題をࢡ

 。を理解できる࣒ࢬ

4 週 ᖜඃඛ᥈⣴（8 パࣝࢬ 8 パࣝࢬၥ題ࡣのよ࠺なࡶのか理解できる。 
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ၥ題） 8 パࣝࢬၥ題のよ࠺なၥ題ࡉ῝ࡣඃඛ᥈⣴でࡣ

解けないことを理解できる。 

5 週 ᖜඃඛ᥈⣴（8 パࣝࢬ

ၥ題） 
8 パࣝࢬၥ題をᖜඃඛ᥈⣴で解く࣒ࢬࣜࢦࣝ

を理解できる。 

6 週 ᖜඃඛ᥈⣴（8 パࣝࢬ

ၥ題） 
8 パࣝࢬၥ題をᖜඃඛ᥈⣴で解く࣒ࢬࣜࢦࣝ

を理解できる。 

7 週 ࢤー࣒のᮌの᥈⣴ ࢤー࣒のᮌとࡣのよ࠺なࡶのか理解できる。 
単⣧なࢤー࣒をにᣲࢤ、ࡆー࣒のᮌをࣟࣉグラ

 。で᥈⣴することができる࣒

8 週 ࢤー࣒のᮌの᥈⣴ 単⣧なࢤー࣒をにᣲࢤ、ࡆー࣒のᮌをࣟࣉグラ

 。で᥈⣴することができる࣒

9 週 ࢡラス P と NP ࢡラス P ラスࢡࡸ NP の意味を理解できる。 
NP 全ၥ題、NP ᅔ㞴ၥ題を理解できる。 

10 週 分ᯞ㝈定法（ࢼッࢨࣉ

ッࢡၥ題） 
のか理解できࡶな࠺のよࡣၥ題ࢡッࢨࣉッࢼ

る。 
分ᯞ㝈定法とࡣのよ࠺なᡭ法であるかを理解

できる。 
分ᯞ㝈定法を用いてࢼッࢨࣉッࢡၥ題を解くこ

とができる。 

11 週 ື的ィ⏬法（ࢼッࢨࣉ

ッࢡၥ題） 
ື的ィ⏬法とࡣのよ࠺なࡶのか理解できる。 
ື的ィ⏬法を用いてࢼッࢨࣉッࢡၥ題を解くこ

とができる。 

12 週 ᕠᅇࢭーࣝス࣐ンၥ題 ᕠᅇࢭーࣝス࣐ンၥ題ࡣのよ࠺なࡶのか理解

できる。 
ᕠᅇࢭーࣝス࣐ンၥ題を単⣧㈎ḧ法、ᤄධ法、ᒁ

所᥈⣴法で解けることを理解できる。 

13 週 ㍯ㅮのࣉレࢮンテーシ

ョン 
、た本を読みࢀに㛵して英語で書か࣒ࢬࣜࢦࣝ

 。すく説明できるࡸかりࢃ

14 週 ㍯ㅮのࣉレࢮンテーシ

ョン 
、た本を読みࢀに㛵して英語で書か࣒ࢬࣜࢦࣝ

 。すく説明できるࡸかりࢃ

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト返却と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 
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総合評価割合 60 15   25  100 

基礎的能力        

専門的能力 60 10   25  95 

分野横断的能力  5     5 
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教科名 ගᛂ用ᕤ学 

 
科目基礎情報 

科目番号 6S014 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 ⏕⏘情報システ࣒ᕤ学専攻 対象学年 ６ 

開設期 ᚋ期 週時限数 １ 

教科書／教材 ࠕග情報ᕤ学のᇶ♏ࠖྜྷᮧṊ ⴭ / コࣟࢼ♫ 

担当者 内ᾏ ㏻ᘯ 

 
到達目標 

１．ගのᇶ♏的ᛶ㉁を説明できる． 
２．ගἼのఏᦙを説明できる． 
３．⥺ᙧග学システ࣒のᇶ本≉ᛶを説明できる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ගのᇶ♏的ᛶ㉁を量Ꮚ

力学ࡸ㟁☢Ẽ学を用い

て的確に説明できる． 

ගのᇶ♏的ᛶ㉁を説

明できる． 
ගのᇶ♏的ᛶ㉁を説

明できない． 

評価項目２ 㟁☢Ẽ学にᇶ࡙きගἼ

のఏᦙのᵝࠎなᛶ㉁を

説明できる． 

㟁☢Ẽ学にᇶ࡙きග

Ἴのఏᦙのᇶ本的㟁

Ẽ≉ᛶを説明できる． 

㟁☢Ẽ学にᇶ࡙きග

Ἴのఏᦙのᇶ本的㟁

Ẽ≉ᛶを説明できな

い． 

評価項目３ フー࢚ࣜ分ග学にᇶ࡙

き⥺ᙧග学システ࣒の

ᇶ本≉ᛶをࢃかりࡸす

く説明できる． 

フー࢚ࣜ分ග学にᇶ

࡙き⡆単な⥺ᙧග学

システ࣒のᇶ本≉ᛶ

を説明できる． 

フー࢚ࣜ分ග学にᇶ

࡙き⡆単な⥺ᙧග学

システ࣒のᇶ本≉ᛶ

を説明できない． 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)：ᕤ学の専㛛知識を῝く理解できること． 

 
教育方法等 

概要 ග情報ᕤ学を学ぶ 
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授業の進め方と 

授業内容・方法 
ㅮ⩏యで授業が⾜ࢀࢃる．ここでࡣにග学をᇶ♏としたගἼのఏᦙの

物理的ᛶ㉁に㛵する理論を学ぶ．そのᛂ用として⥺ᙧග学システࡸ࣒ග情

報ฎ理のᇶ♏の説明ࢀࢃ⾜ࡶる． 

注意点 物理学のᇶ♏的知識が必せである． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

ᚋ期 

1 週 㟁☢Ἴの分類と⾲♧法 㟁☢Ἴの分類と⾲♧法を理解する． 

2 週 ೫ග ೫ගを理解する． 

3 週 ᒅᢡ⋡とගἼ ᒅᢡ⋡とගἼを理解する． 

4 週 ⤖ീ⣲Ꮚ ⤖ീ⣲Ꮚを理解する． 

5 週 ගἼのᖸ΅ ගἼのᖸ΅を理解する． 

6 週 フラ࢘ン࣍ーフᅇᢡ フラ࢘ン࣍ーフᅇᢡを理解する． 

7 週 フレࣝࢿᅇᢡ フレࣝࢿᅇᢡを理解する． 

8 週 ▴ᙧ㛤ཱྀによるᅇᢡ ▴ᙧ㛤ཱྀによるᅇᢡを理解する． 

9 週 ࣟ࣍グラフー法 ࣟ࣍グラフー法を理解する． 

10 週 ගἼのྍᖸ΅ᛶ ගἼのྍᖸ΅ᛶを理解する． 

11 週 ⥺ᙧග学システ࣒ ⥺ᙧග学システ࣒を理解する． 

12 週 ග学システ࣒の✵㛫࿘

Ἴᩘ≉ᛶ 
ග学システ࣒の✵㛫࿘Ἴᩘ≉ᛶを理解する． 

13 週 ⏬ീのຎとホ౯ ⏬ീのຎとホ౯を理解する． 

14 週 ⏬ീのඖ࣭修正 ⏬ീのඖ࣭修正を理解する． 

15 週 ⏬ീㄆ識 ⏬ീㄆ識を理解する． 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     100  100 

分野横断的能力        
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教科名 ᆅᇦ༠ാ₇習Ⅰ 

 
科目基礎情報 

科目番号 6S015 ⛉┠区分 㑅ᢥ 

授業形式 ₇習 単位ᩘ １（学修単位，45/45） 

開設学科 ⏕⏘情報システ࣒ᕤ学専攻 ᑐ㇟学ᖺ ６ 

開設期 ㏻ᖺ 週㝈ᩘ 1.5 

教科書／教材  

担当者 ༡ 明ᏹ，Ἠ ᘯ，▼ᕝὒ ᖹ 

 
到達目標 

１．ᕤ学のᇶ♏的な知識࣭ᢏ⾡を㥑してᐇ㦂をィ⏬࣭ᐇ⾜し，ࢹーࢱを正確に解ᯒし，ᕤ

学的に考察し説明できること。 

２．課題の各⌧ሙにおいて⤒㦂するᐇົୖの課題を，解Ỵのために必せなㄪᰝおよびᐇ㦂，

解ᯒなまでྵめた一㐃のస業をᐇし，解Ỵできること。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ᕤ学のᇶ♏的な知識࣭

ᢏ⾡を㥑して的確に

ᐇ㦂をィ⏬࣭ᐇ⾜し，

を正確に分ᯒࢱーࢹ

し，ᕤ学的に῝く考察

し説明できる。 

ᕤ学のᇶ♏的な知

識࣭ ᢏ⾡を㥑してᐇ

㦂をィ⏬࣭ᐇ⾜し，ࢹ

ーࢱを正確に分ᯒし，

ᕤ学的に考察し説明

できる。 

ᕤ学のᇶ♏的な知

識࣭ ᢏ⾡を㥑してᐇ

㦂をィ⏬࣭ ᐇ⾜できな

い。また，ࢹーࢱを正

確に分ᯒし，ᕤ学的に

考察し説明できない。 

評価項目２ 課題の各⌧ሙにおいて

⤒㦂するᐇົୖの課題

を，解Ỵのために必せ

なㄪᰝおよびᐇ㦂，解

ᯒなまでྵめた一㐃

のస業をయ的かつィ

⏬的にᐇし，適切に

解Ỵできること。 

課題の各⌧ሙにおい

て⤒㦂するᐇົୖの

課題を，解Ỵのために

必せなㄪᰝおよびᐇ

㦂，解ᯒなまでྵめ

た一㐃のస業をᐇ

し，解Ỵできること。 

課題の各⌧ሙにおい

て⤒㦂するᐇົୖの

課題を，解Ỵのために

必せなㄪᰝおよびᐇ

㦂，解ᯒなまでྵめ

た一㐃のస業をᐇ

できࡎ，解Ỵできな

い。 
 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-3(d-2)：ᐇ㦂࣭ᐇ習等を確ᐇにᐇ㊶できること． 
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◎C-1(d-3)：⌧≧を㐍ᒎࡉせるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできること． 

۵A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること． 

۵B-4(d-1)：ᕤ学の学㝿的知識を専㛛知識に活用できる⛬ᗘに習得すること． 

۵C-1(d-4)：⌧≧を㐍ᒎࡉせるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできること． 

۵C-2(e)(h)(i)：ᵝࠎなၥ題にᑐฎできるࢨࢹン能力を習得すること． 

 
教育方法等 

概要 本⛉┠ࠕ，ࡣᆅ⌫的ど㔝と国㝿ᛶをഛ࠼たᢏ⾡⪅ 専㛛知識と多ᵝᛶ࣭ࠕࠖ，

学㝿ᛶをഛ࠼たᢏ⾡⪅ たᢏ⾡⪅ࠖを㣴成すると࠼ᐇ㊶力と㐀ᛶをഛࠕࠖ，

い࠺学習࣭ᩍ⫱┠ᶆを，ᆅᇦ⏕との㛵ࢃりの中でのᐇ㊶を㏻して，㐩成

するために㛤ㅮࢀࡉたࡶのである。 

本ᰯの࿘㎶ᆅᇦࡣ，ᪧ⏘Ⅳᆅで㎰業を⏘業とし，ேཱྀῶᑡ࣭㧗㱋が

㐍ࢇでいる。したがࡗて，ᆅᇦ⏕ࡣᛴົな課題である。そこで，ᆅᇦ

⏕とい࠺課題を，本⛉┠でࡣ，〇㐀，ၟရ，㈍までの一㐃のᕤ⛬をᐇ

㊶することで，ᕤ学的࣭学㝿的に解Ỵする方法を᥈り，また㉳業のᥦを

 。ことにより，ᆅᇦに㈉⊩できるேᮦを⫱成することを┠ᶆとする࠺⾜

このよ࠺なほⅬにたࡗて，本⛉┠ࡣ，ᆅᇦ⏕とい࠺課題にᑐする解Ỵ

⟇をᥦする。 

 

[ᶵᲔᕤ学⣔] 

࣭ᢏ⾡⪅としてのどⅬから，ᆅᇦ課題を解Ỵするためのࢹを，ᆅᇦ

の方ࠎとのὶをしたㄪᰝ◊✲を⾜࠺事で，コミュニケーション，ၥ題

理解，専㛛ᕤ学知識との࣐ッࢳング等の能力を㣴࠺。 

࣭ㄪᰝ◊✲からᑟかࢀたᢳ㇟的〇ရニーࢬをよくྫྷ味してよりලయ的〇ရ

との意見を⾜いその確ㄆをࠎの⤠り㎸みを⾜い，ᆅᇦの方ࢹ

レࣉ，事で，論理的ᛮ考能力，㐀ᛶ，ᕤ学的ᛮ考，多ᵝᛶ，学㝿ᛶ࠺⾜

 。࠺ンテーション等の能力を㣴ࢮ

࣭〇ရタィおよび㛤Ⓨについてࡣ，ᐇ㝿に〇ရを用するேの❧ሙに❧ࡕ，

Ᏻ全でしかࡶ確ᐇに，ࡉらにຍᕤࡸ〇సの事を考៖したタィを⾜࠺事で，

ᐇ㊶的ᢏ⾡，ᢏ⾡⪅理等の能力を㣴࠺。 

 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

こࢀまでに学ࢇだ知識をࡶとに，㟁Ẽᕤ学のほⅬからᆅᇦ課題を解Ỵす

る方法を᥈り，ᆅᇦに㈉⊩できるேᮦを⫱成することを┠ᶆとする。ලయ

的な┠ᶆࡣ，௨ୗの 3 Ⅼである。 

࣭㉳業のᥦおよび解Ỵ⟇としてᥦする⨨のタィ࣭㛤Ⓨを自Ⓨ的࣭ィ
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⏬的に㐙⾜することができる。 

࣭ᆅᇦの課題とその解Ỵ⟇との㛵ಀを理解できる。 

࣭の分㔝との㐃ᦠを㏻して，学㝿的な解Ỵ⟇を理解できる。 

 

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

㏆ᖺ，情報♫のᛴ速な㐍ᒎにకい，⾜ᨻ࣭ᆅᇦ࣭⏘業⏺での情報㏻

ಙᢏ⾡の活用が✚ᴟ的に㐍めらࢀている。ᩓᅾする情報の㞟⣙と活用法

の᳨ウࡣあらࡺる分㔝においてᛴົとなࡗており，その௦⾲的なシステ࣒

である SNS（ࢯーシࣕࣝࢿット࣡ー࢟ングࢧーࣅス）をᇶ┙とした多くの

ントシ࣓ࢪࢿ࣐ࢶコンテン，ࡣー業がㄌ⏕している。本⛉┠でࣕࢳン࣋

ステ࣒（CMS）ࡸ e-Learning をྵむᗈ⩏の SNS とい࠺ᴫᛕを理解するとྠ

に，ࢯフト࢚࢘㛤Ⓨ࣭ࢧーࣂ構⠏ᡭ法を学び，その㐣⛬において，⌧

ᅾのࠕ㟁Ꮚ情報⣔㉳業ࠖに㛵する理解を῝める。 

 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ホ౯方法：ୖグ 2つのࠕ◎学習࣭ᩍ⫱฿㐩┠ᶆࠖそࢀࡒࢀにおいて，次の

㡯┠について，各⣔のᢸᙜᩍဨが 5 ẁ㝵でホ౯し，その全ᖹᆒをヱᙜする

◎┠ᶆのホ౯Ⅼとする。 

࣭Ⓨ⾲㈨ᩱࡸⓎ⾲内容の説明，ࡉらに㉁にᑐするᅇ⟅によࡗてホ౯する

（B-3(d-2)）。 

࣭課題解Ỵとの㛵ಀでᐇࢀࡉたㄪᰝࡣ適切であるか，ㄪᰝの⤖ᯝおよび

考察ࡣ適切であるか，య的࣭ィ⏬的にస業に取り組めたかをホ౯する

（C-1(d-3)）。 

また，ୖグࠕ○学習࣭ᩍ⫱฿㐩┠ᶆࠖに㛵する次のホ౯㡯┠を 5ẁ㝵でホ

౯する。 

࣭活ື報࿌書ཬび報࿌書ࡣ一⯡的な書き方にᚑࡗて書かࢀていたか

（A-3(f)）。 

࣭課題解Ỵに㝿し学㝿的࣭」合的な面からಠ▔的に専㛛知識を活用したか

（B-4(d-1)）。 

ᆅ࣭ᇦ課題の解Ỵをᥦ♧し、適切にᑐᛂすることができたか（C-1(d-4)）。 

たかࡗ⾜ン能力を活かした㆟論をࢨࢹで自Ⓨ的にィ⏬を❧てて࣒ーࢳ࣭

（C-2(e)(h)(i)）。 

ホ౯ᇶ‽：ୖグ 2 つのࠕ◎学習࣭ᩍ⫱฿㐩┠ᶆࠖそࢀࡒࢀのホ౯Ⅼがい

学習࣭ᩍ⫱฿㐩┠ᶆࠖに㛵するホ౯㡯┠をྵめ○ࠕ，௨ୖ，かつ 3 ࡶࢀࡎ

た全ホ౯㡯┠（4 㡯┠）のᖹᆒホ౯Ⅼが 3 ௨ୖを合᱁とする。 

注意点 本専攻⛉の学習࣭ᩍ⫱┠ᶆであるࠕᆅ⌫的ど㔝と国㝿ᛶをഛ࠼たᢏ⾡

⪅ ⪅⾡たᢏ࠼専㛛知識と多ᵝᛶ࣭学㝿ᛶをഛࠕࠖ， ᐇ㊶力と㐀ᛶをഛࠕࠖ、
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⪅⾡たᢏ࠼ ，ࠖを㣴成するୖでࡣ，⌧ᐇ的なၥ題を解Ỵするためのᥦを

ことが㔜せである。そこで，本⛉で修得した事をᇶ♏としつつ，そ࠺⾜

らをᛂ用しながら⌧ᐇ的なၥ題を解Ỵする方法を᥈ることができるよࢀ

 。ならないࡤࢀなけࢃな論理的ᛮ考能力を㣴࠺

 

[ᶵᲔᕤ学⣔] 

本⛉┠ࡣ本⛉で㛤ㅮࢀࡉているᕤ学ᇶ♏⣔，構㐀⣔，ຍᕤ⣔，ࢠࣝࢿ࢚

ー⣔，ไᚚ⣔の全てに㛵㐃し，そのᛂ用課題と位⨨࡙けらࢀるが，こࢀに

␃まらࡎ一⯡ᩍ⛉，分㔝の専㛛⛉┠そࢀにᩍ⛉┠外の内容ࡶ多くྵまࢀ

る。そのため，そࢀࡒࢀのၥ題解Ỵྥけて，学⏕自ら分㔝の✚ᴟ的

なࣟࣉーࢳが必せである。 

 

 。࠺⾜のㄪᰝ◊✲をࢹᆅᇦ課題を解Ỵする ڧ

  。をᥦするࢹᆅᇦ課題を解Ỵする ڧ

 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

⨨の㛤Ⓨ࣭〇సでࡣ，本⛉ 5ᖺ次に学ぶࠕ㟁Ꮚタィ࣭ࠖࠕ㟁Ẽタィࠖを

中心に，こࢀまでに学ࢇだ㟁Ẽᕤ学࣭㟁Ꮚᕤ学࣭情報ᕤ学の⛉┠全⯡との

㛵㐃が῝い。㉳業のᥦでࡣ，こࢀまでに学習した内容を᭷ᶵ的に⤖合し

た⥲合力が必せである。 

 

⾜㉳業のᥦを，ࡣᆅᇦに㈉⊩するために，⨨の㛤Ⓨ࣭〇స，また ڧ

 。࠺

 

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

本⛉┠ࡣ，本⛉࣭専攻⛉で習得するࣟࣉグラミングをࡌࡣめとする㟁

Ꮚ࣭情報⣔⛉┠のᐇ㊶として位⨨࡙けらࢀる。ᆅᇦに必せとࢀࡉる情報㏻

ಙᢏ⾡の活用法を考࠼ることにより，㟁Ꮚ情報ᕤ学の必せᛶ࣭㔜せᛶを学

ぶことができる。また，その成ᯝをᇶに，㛵㐃する専攻⛉⛉┠に⮫むこと

により，多ゅ的ど㔝からのᐇ㊶的な論理的ᛮ考能力を修得できる。 

 

㟁Ꮚ情報⣔㉳業に㛵する情報㞟᳨࣭ウを⾜いᆅᇦ課題解Ỵのためのシ

ステ࣒㛤Ⓨを⾜࠺。 

 。㟁Ꮚ情報⣔㉳業の⌧≧をᢕᥱする ڧ

 。活用の㛵ಀを理解するࣂーࢧ㛤Ⓨ࣭࢚࢘フトࢯ㉳業と ڧ

 。ᆅᇦ課題における㟁Ꮚ情報⣔㉳業のྍ能ᛶを◊✲する ڧ

115



 

ͤ授業ࡣᨺ課ᚋࡸ長期ఇᬤ中に⾜࠺。各専攻の授業ᢸᙜᩍဨのᣦ♧にᛂࡌ

て〇సの‽ഛࡸస業，レ࣏ートస成，Ⓨ⾲の‽ഛなを⾜࠺。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

㏻年 

1 週 ࢚ࣜ࢜ンテーション 本⛉┠の┠的と構成，㐍め方，ならびにホ౯方

法等を理解できる。 

2 週 ㄪᰝ࣭◊✲のᐇ 課題解Ỵのために必せなㄪᰝ◊✲を，య的な

取り組みにより㐙⾜できること。 

3 週 ㄪᰝ࣭◊✲のᐇ 課題解Ỵのために必せなㄪᰝ◊✲を，య的な

取り組みにより㐙⾜できること。 

4 週 ㄪᰝ࣭◊✲のᐇ 課題解Ỵのために必せなㄪᰝ◊✲を，య的な

取り組みにより㐙⾜できること。 

5 週 ㄪᰝ࣭◊✲のᐇ 課題解Ỵのために必せなㄪᰝ◊✲を，య的な

取り組みにより㐙⾜できること。 

6 週 ㄪᰝ࣭◊✲のᐇ 課題解Ỵのために必せなㄪᰝ◊✲を，య的な

取り組みにより㐙⾜できること。 

7 週 ㄪᰝ࣭◊✲のᐇ 課題解Ỵのために必せなㄪᰝ◊✲を，య的な

取り組みにより㐙⾜できること。 

8 週 ㄪᰝ࣭◊✲のᐇ 課題解Ỵのために必せなㄪᰝ◊✲を，య的な

取り組みにより㐙⾜できること。 

9 週 ㄪᰝ࣭◊✲のᐇ 課題解Ỵのために必せなㄪᰝ◊✲を，య的な

取り組みにより㐙⾜できること。 

10 週 ㄪᰝ࣭◊✲のᐇ 課題解Ỵのために必せなㄪᰝ◊✲を，య的な

取り組みにより㐙⾜できること。 

11 週 ㄪᰝ࣭◊✲のᐇ 課題解Ỵのために必せなㄪᰝ◊✲を，య的な

取り組みにより㐙⾜できること。 

12 週 ㄪᰝ࣭◊✲のᐇ 課題解Ỵのために必せなㄪᰝ◊✲を，య的な

取り組みにより㐙⾜できること。 

13 週 ཱྀ㢌Ⓨ⾲㈨ᩱのస成 ཱྀ㢌Ⓨ⾲のための㈨ᩱをస成できる。 

14 週 Ⓨ⾲ ཱྀ㢌Ⓨ⾲により課題解Ỵのための取り組み，⤖

ᯝを論理的にఏ࠼ることができる。 

15 週 報࿌書のస成 文❶により課題解Ỵのための取り組み，⤖ᯝを

論理的にఏ࠼ることができる。 
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評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  50   50  100 

基礎的能力        

専門的能力  50   50  100 

分野横断的能力        
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教科名 ᆅᇦ༠ാ₇習ϩ 

 
科目基礎情報 

科目番号 6S016 ⛉┠区分 㑅ᢥ 

授業形式 ₇習 単位ᩘ １（学修単位，45/45） 

開設学科 ⏕⏘情報システ࣒ᕤ学専攻 ᑐ㇟学ᖺ ６ 

開設期 ㏻ᖺ 週㝈ᩘ 1.5 

教科書／教材  

担当者 ༡ 明ᏹ，Ἠ ᘯ，▼ᕝ ὒᖹ 

 
到達目標 

１．ᕤ学のᇶ♏的な知識࣭ᢏ⾡を㥑してᐇ㦂をィ⏬࣭ᐇ⾜し，ࢹーࢱを正確に解ᯒし，ᕤ

学的に考察し説明できること。 

２．課題の各⌧ሙにおいて⤒㦂するᐇົୖの課題を，解Ỵのために必せなㄪᰝおよびᐇ㦂，

解ᯒなまでྵめた一㐃のస業をᐇし，解Ỵできること。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ᕤ学のᇶ♏的な知識࣭

ᢏ⾡を㥑して的確に

ᐇ㦂をィ⏬࣭ᐇ⾜し，

を正確に分ᯒࢱーࢹ

し，ᕤ学的に῝く考察

し説明できる。 

ᕤ学のᇶ♏的な知

識࣭ ᢏ⾡を㥑してᐇ

㦂をィ⏬࣭ᐇ⾜し，ࢹ

ーࢱを正確に分ᯒし，

ᕤ学的に考察し説明

できる。 

ᕤ学のᇶ♏的な知

識࣭ ᢏ⾡を㥑してᐇ

㦂をィ⏬࣭ ᐇ⾜できな

い。また，ࢹーࢱを正

確に分ᯒし，ᕤ学的に

考察し説明できない。 

評価項目２ 課題の各⌧ሙにおいて

⤒㦂するᐇົୖの課題

を，解Ỵのために必せ

なㄪᰝおよびᐇ㦂，解

ᯒなまでྵめた一㐃

のస業をయ的かつィ

⏬的にᐇし，適切に

解Ỵできること。 

課題の各⌧ሙにおい

て⤒㦂するᐇົୖの

課題を，解Ỵのために

必せなㄪᰝおよびᐇ

㦂，解ᯒなまでྵめ

た一㐃のస業をᐇ

し，解Ỵできること。 

課題の各⌧ሙにおい

て⤒㦂するᐇົୖの

課題を，解Ỵのために

必せなㄪᰝおよびᐇ

㦂，解ᯒなまでྵめ

た一㐃のస業をᐇ

できࡎ，解Ỵできな

い。 
 
 
学科の到達目標項目との関係 
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◎B-3(d-2)：ᐇ㦂࣭ᐇ習等を確ᐇにᐇ㊶できること． 

◎C-1(d-3)：⌧≧を㐍ᒎࡉせるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできること． 

۵A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること． 

۵B-4(d-1)：ᕤ学の学㝿的知識を専㛛知識に活用できる⛬ᗘに習得すること． 

۵C-1(d-4)：⌧≧を㐍ᒎࡉせるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできること． 

۵C-2(e)(h)(i)：ᵝࠎなၥ題にᑐฎできるࢨࢹン能力を習得すること． 

 
教育方法等 

概要 本⛉┠ࠕ，ࡣᆅ⌫的ど㔝と国㝿ᛶをഛ࠼たᢏ⾡⪅ 専㛛知識と多ᵝᛶ࣭ࠕࠖ，

学㝿ᛶをഛ࠼たᢏ⾡⪅ たᢏ⾡⪅ࠖを㣴成すると࠼ᐇ㊶力と㐀ᛶをഛࠕࠖ，

い࠺学習࣭ᩍ⫱┠ᶆを，ᆅᇦ⏕との㛵ࢃりの中でのᐇ㊶を㏻して，㐩成

するために㛤ㅮࢀࡉたࡶのである。 

本ᰯの࿘㎶ᆅᇦࡣ，ᪧ⏘Ⅳᆅで㎰業を⏘業とし，ேཱྀῶᑡ࣭㧗㱋が

㐍ࢇでいる。したがࡗて，ᆅᇦ⏕ࡣᛴົな課題である。そこで，ᆅᇦ

⏕とい࠺課題を，本⛉┠でࡣ，〇㐀，ၟရ，㈍までの一㐃のᕤ⛬をᐇ

㊶することで，ᕤ学的࣭学㝿的に解Ỵする方法を᥈り，また㉳業のᥦを

 。ことにより，ᆅᇦに㈉⊩できるேᮦを⫱成することを┠ᶆとする࠺⾜

このよ࠺なほⅬにたࡗて，本⛉┠ࡣ，ᆅᇦ⏕とい࠺課題にᑐする解Ỵ

⟇をᥦする。 

 

[ᶵᲔᕤ学⣔] 

࣭ᢏ⾡⪅としてのどⅬから，ᆅᇦ課題を解Ỵするためのࢹを，ᆅᇦ

の方ࠎとのὶをしたㄪᰝ◊✲を⾜࠺事で，コミュニケーション，ၥ題

理解，専㛛ᕤ学知識との࣐ッࢳング等の能力を㣴࠺。 

࣭ㄪᰝ◊✲からᑟかࢀたᢳ㇟的〇ရニーࢬをよくྫྷ味してよりලయ的〇ရ

との意見を⾜いその確ㄆをࠎの⤠り㎸みを⾜い，ᆅᇦの方ࢹ

レࣉ，事で，論理的ᛮ考能力，㐀ᛶ，ᕤ学的ᛮ考，多ᵝᛶ，学㝿ᛶ࠺⾜

 。࠺ンテーション等の能力を㣴ࢮ

࣭〇ရタィおよび㛤Ⓨについてࡣ，ᐇ㝿に〇ရを用するேの❧ሙに❧ࡕ，

Ᏻ全でしかࡶ確ᐇに，ࡉらにຍᕤࡸ〇సの事を考៖したタィを⾜࠺事で，

ᐇ㊶的ᢏ⾡，ᢏ⾡⪅理等の能力を㣴࠺。 

 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

こࢀまでに学ࢇだ知識をࡶとに，㟁Ẽᕤ学のほⅬからᆅᇦ課題を解Ỵす

る方法を᥈り，ᆅᇦに㈉⊩できるேᮦを⫱成することを┠ᶆとする。ලయ

的な┠ᶆࡣ，௨ୗの 3 Ⅼである。 
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࣭㉳業のᥦおよび解Ỵ⟇としてᥦする⨨のタィ࣭㛤Ⓨを自Ⓨ的࣭ィ

⏬的に㐙⾜することができる。 

࣭ᆅᇦの課題とその解Ỵ⟇との㛵ಀを理解できる。 

࣭の分㔝との㐃ᦠを㏻して，学㝿的な解Ỵ⟇を理解できる。 

 

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

㏆ᖺ，情報♫のᛴ速な㐍ᒎにకい，⾜ᨻ࣭ᆅᇦ࣭⏘業⏺での情報㏻

ಙᢏ⾡の活用が✚ᴟ的に㐍めらࢀている。ᩓᅾする情報の㞟⣙と活用法

の᳨ウࡣあらࡺる分㔝においてᛴົとなࡗており，その௦⾲的なシステ࣒

である SNS（ࢯーシࣕࣝࢿット࣡ー࢟ングࢧーࣅス）をᇶ┙とした多くの

ントシ࣓ࢪࢿ࣐ࢶコンテン，ࡣー業がㄌ⏕している。本⛉┠でࣕࢳン࣋

ステ࣒（CMS）ࡸ e-Learning をྵむᗈ⩏の SNS とい࠺ᴫᛕを理解するとྠ

に，ࢯフト࢚࢘㛤Ⓨ࣭ࢧーࣂ構⠏ᡭ法を学び，その㐣⛬において，⌧

ᅾのࠕ㟁Ꮚ情報⣔㉳業ࠖに㛵する理解を῝める。 

 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ホ౯方法：ୖグ 2つのࠕ◎学習࣭ᩍ⫱฿㐩┠ᶆࠖそࢀࡒࢀにおいて，次の

㡯┠について，各⣔のᢸᙜᩍဨが 5 ẁ㝵でホ౯し，その全ᖹᆒをヱᙜする

◎┠ᶆのホ౯Ⅼとする。 

࣭Ⓨ⾲㈨ᩱࡸⓎ⾲内容の説明，ࡉらに㉁にᑐするᅇ⟅によࡗてホ౯する

（B-3(d-2)）。 

࣭課題解Ỵとの㛵ಀでᐇࢀࡉたㄪᰝࡣ適切であるか，ㄪᰝの⤖ᯝおよび

考察ࡣ適切であるか，య的࣭ィ⏬的にస業に取り組めたかをホ౯する

（C-1(d-3)）。 

また，ୖグࠕ○学習࣭ᩍ⫱฿㐩┠ᶆࠖに㛵する次のホ౯㡯┠を 5ẁ㝵でホ

౯する。 

࣭活ື報࿌書ཬび報࿌書ࡣ一⯡的な書き方にᚑࡗて書かࢀていたか

（A-3(f)）。 

࣭課題解Ỵに㝿し学㝿的࣭」合的な面からಠ▔的に専㛛知識を活用したか

（B-4(d-1)）。 

ᆅ࣭ᇦ課題の解Ỵをᥦ♧し、適切にᑐᛂすることができたか（C-1(d-4)）。 

たかࡗ⾜ン能力を活かした㆟論をࢨࢹで自Ⓨ的にィ⏬を❧てて࣒ーࢳ࣭

（C-2(e)(h)(i)）。 

ホ౯ᇶ‽：ୖグ 2 つのࠕ◎学習࣭ᩍ⫱฿㐩┠ᶆࠖそࢀࡒࢀのホ౯Ⅼがい

学習࣭ᩍ⫱฿㐩┠ᶆࠖに㛵するホ౯㡯┠をྵめ○ࠕ，௨ୖ，かつ 3 ࡶࢀࡎ

た全ホ౯㡯┠（4 㡯┠）のᖹᆒホ౯Ⅼが 3 ௨ୖを合᱁とする。 

注意点 本専攻⛉の学習࣭ᩍ⫱┠ᶆであるࠕᆅ⌫的ど㔝と国㝿ᛶをഛ࠼たᢏ⾡
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⪅ ⪅⾡たᢏ࠼専㛛知識と多ᵝᛶ࣭学㝿ᛶをഛࠕࠖ， ᐇ㊶力と㐀ᛶをഛࠕࠖ、

⪅⾡たᢏ࠼ ，ࠖを㣴成するୖでࡣ，⌧ᐇ的なၥ題を解Ỵするためのᥦを

ことが㔜せである。そこで，本⛉で修得した事をᇶ♏としつつ，そ࠺⾜

らをᛂ用しながら⌧ᐇ的なၥ題を解Ỵする方法を᥈ることができるよࢀ

 。ならないࡤࢀなけࢃな論理的ᛮ考能力を㣴࠺

 

[ᶵᲔᕤ学⣔] 

本⛉┠ࡣ本⛉で㛤ㅮࢀࡉているᕤ学ᇶ♏⣔，構㐀⣔，ຍᕤ⣔，ࢠࣝࢿ࢚

ー⣔，ไᚚ⣔の全てに㛵㐃し，そのᛂ用課題と位⨨࡙けらࢀるが，こࢀに

␃まらࡎ一⯡ᩍ⛉，分㔝の専㛛⛉┠そࢀにᩍ⛉┠外の内容ࡶ多くྵまࢀ

る。そのため，そࢀࡒࢀのၥ題解Ỵྥけて，学⏕自ら分㔝の✚ᴟ的

なࣟࣉーࢳが必せである。 

 

ᆅᇦ༠ാ₇習ϩでࡣ、ᆅᇦ༠ാ₇習Ⅰでᥦした課題解Ỵのための

㉳業の，ࡣまた。࠺⾜ヨసをࡤࢀをᐇ⌧するᣦ㔪を得る。ྍ能であࢹ

ᥦを⾜࠺。 

 。の᳨ウࢹ課題解Ỵのための ڧ

 。のᣦ㔪を得るのᐇ⌧ࢹ ڧ

 。࠺⾜のၥ題のᢳ出をᐇ用 ڧ

 

[㟁Ẽᕤ学⣔] 

⨨の㛤Ⓨ࣭〇సでࡣ，本⛉ 5ᖺ次に学ぶࠕ㟁Ꮚタィ࣭ࠖࠕ㟁Ẽタィࠖを

中心に，こࢀまでに学ࢇだ㟁Ẽᕤ学࣭㟁Ꮚᕤ学࣭情報ᕤ学の⛉┠全⯡との

㛵㐃が῝い。㉳業のᥦでࡣ，こࢀまでに学習した内容を᭷ᶵ的に⤖合し

た⥲合力が必せである。 

 

⾜㉳業のᥦを，ࡣᆅᇦに㈉⊩するために，⨨の㛤Ⓨ࣭〇స，また ڧ

 。࠺

 

[㟁Ꮚ情報ᕤ学⣔] 

本⛉┠ࡣ，本⛉࣭専攻⛉で習得するࣟࣉグラミングをࡌࡣめとする㟁

Ꮚ࣭情報⣔⛉┠のᐇ㊶として位⨨࡙けらࢀる。ᆅᇦに必せとࢀࡉる情報㏻

ಙᢏ⾡の活用法を考࠼ることにより，㟁Ꮚ情報ᕤ学の必せᛶ࣭㔜せᛶを学

ぶことができる。また，その成ᯝをᇶに，㛵㐃する専攻⛉⛉┠に⮫むこと

により，多ゅ的ど㔝からのᐇ㊶的な論理的ᛮ考能力を修得できる。 
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㟁Ꮚ情報⣔㉳業に㛵する情報㞟᳨࣭ウを⾜いᆅᇦ課題解Ỵのためのシ

ステ࣒㛤Ⓨを⾜࠺。 

 。㟁Ꮚ情報⣔㉳業の⌧≧をᢕᥱする ڧ

 。活用の㛵ಀを理解するࣂーࢧ㛤Ⓨ࣭࢚࢘フトࢯ㉳業と ڧ

 。ᆅᇦ課題における㟁Ꮚ情報⣔㉳業のྍ能ᛶを◊✲する ڧ

 

ͤ授業ࡣᨺ課ᚋࡸ長期ఇᬤ中に⾜࠺。各専攻の授業ᢸᙜᩍဨのᣦ♧にᛂࡌ

て〇సの‽ഛࡸస業，レ࣏ートస成，Ⓨ⾲の‽ഛなを⾜࠺。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

㏻年 

1 週 ࢚ࣜ࢜ンテーション 本⛉┠の┠的と構成，㐍め方，ならびにホ౯方

法等を理解できる。 

2 週 ㄪᰝ࣭◊✲のᐇ 課題解Ỵのために必せなㄪᰝ◊✲を，య的な

取り組みにより㐙⾜できること。 

3 週 ㄪᰝ࣭◊✲のᐇ 課題解Ỵのために必せなㄪᰝ◊✲を，య的な

取り組みにより㐙⾜できること。 

4 週 ㄪᰝ࣭◊✲のᐇ 課題解Ỵのために必せなㄪᰝ◊✲を，య的な

取り組みにより㐙⾜できること。 

5 週 ㄪᰝ࣭◊✲のᐇ 課題解Ỵのために必せなㄪᰝ◊✲を，య的な

取り組みにより㐙⾜できること。 

6 週 ㄪᰝ࣭◊✲のᐇ 課題解Ỵのために必せなㄪᰝ◊✲を，య的な

取り組みにより㐙⾜できること。 

7 週 ㄪᰝ࣭◊✲のᐇ 課題解Ỵのために必せなㄪᰝ◊✲を，య的な

取り組みにより㐙⾜できること。 

8 週 ㄪᰝ࣭◊✲のᐇ 課題解Ỵのために必せなㄪᰝ◊✲を，య的な

取り組みにより㐙⾜できること。 

9 週 ㄪᰝ࣭◊✲のᐇ 課題解Ỵのために必せなㄪᰝ◊✲を，య的な

取り組みにより㐙⾜できること。 

10 週 ㄪᰝ࣭◊✲のᐇ 課題解Ỵのために必せなㄪᰝ◊✲を，య的な

取り組みにより㐙⾜できること。 

11 週 ㄪᰝ࣭◊✲のᐇ 課題解Ỵのために必せなㄪᰝ◊✲を，య的な

取り組みにより㐙⾜できること。 

12 週 ㄪᰝ࣭◊✲のᐇ 課題解Ỵのために必せなㄪᰝ◊✲を，య的な

取り組みにより㐙⾜できること。 

13 週 ཱྀ㢌Ⓨ⾲㈨ᩱのస成 ཱྀ㢌Ⓨ⾲のための㈨ᩱをస成できる。 
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14 週 Ⓨ⾲ ཱྀ㢌Ⓨ⾲により課題解Ỵのための取り組み，⤖

ᯝを論理的にఏ࠼ることができる。 

15 週 報࿌書のస成 文❶により課題解Ỵのための取り組み，⤖ᯝを

論理的にఏ࠼ることができる。 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  50   50  100 

基礎的能力        

専門的能力  50   50  100 

分野横断的能力        
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教科名 ≉別ᐇ習ϩ 

 

科目基礎情報 

科目番号 6S017 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 ᐇ習 単位数 1㹼4 

開設学科 ⏕⏘情報システ࣒ᕤ学専攻 対象学年 ６ 

開設期 ㏻ᖺ 週時限数  

教科書／教材 ᐇ習⌧ሙにて㓄ࢀࡉる㈨ᩱ 

担当者 ༡ 明ᏹ，ሯ本 ಇ，▼ᕝ ὒᖹ 

 

到達目標 

１．ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀた課題にᑐし，その本㉁を理解できること． 

２．ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀた課題にᑐし，自ら取り組み，ᐇ習⌧ሙに

おいて⤒㦂するᐇົୖの課題を解Ỵし，適切にᑐᛂすることができること． 

３．ᐇ習の成ᯝをཱྀ㢌Ⓨ⾲およびレ࣏ートで説明できる． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，その本㉁を

明確に理解できること． 

ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，その本㉁を

理解できること． 

ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，その本㉁を

理解できない． 

評価項目２ ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，య的に取

り組むことができ，ᐇ習

⌧ሙにおいて⤒㦂する

ᐇົୖの課題を解Ỵす

るための適切なᑐᛂが

できること． 

ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，取り組むこ

とができ，ᐇ習⌧ሙにお

いて⤒㦂するᐇົୖの

課題を解Ỵするための

ᑐᛂができること． 

ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，自ら取り組

むことができない． 

評価項目３ ᐇ習の成ᯝをཱྀ㢌Ⓨ⾲

およびレ࣏ートでヲ⣽

に説明できること． 

ᐇ習の成ᯝをཱྀ㢌Ⓨ⾲

およびレ࣏ートで説明

できること． 

ᐇ習の成ᯝをཱྀ㢌Ⓨ⾲

およびレ࣏ートで説明

できない． 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎C-1(d-4)：⌧≧を㐍ᒎࡉせるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできること． 

○A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること. 

○B-2(d-1)：ᕤ学の専㛛知識を῝く理解できること. 

○C-1(d-3)：⌧≧を㐍ᒎࡉせるための課題の᥈ồ㺃理解が自らできること. 
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教育方法等 

概要 専攻⛉を修する学⏕ࡣ，ᑗ来的にࡣ，多くの業においてᢏ⾡⪅とし

てാくྍ能ᛶが㧗い．学外でᐇ習をయ㦂することで，業におけるᢏ⾡⪅

のᙺࡸᐇົ内容をᐇ㝿に見⪺し，また一㒊をయ㦂することによࡗて，学

ᰯのຮ学でࡣ得ることが㞴しいᢏ⾡⪅になるために必せな情報を得るこ

とができる．また，⌧ሙのᚑ業ဨと᥋することにより，業ே，♫ேと

しての心構࠼を㌟につけることࡶできる．つまり，業ேと一⥴にᩘ日㛫，

⏕活をඹにすることにより，事の分㔝，各ᢸᙜ㒊㛛のᙺ┠，Ᏺらࡤࡡな

らないつᚊ，そして⌧ᅾの業で⾜ࢀࢃているᢏ⾡Ỉ‽な多ᙬな情報が

得らࢀる．まࡉに͆ⓒ⪺一見にዴか͇ࡎである．また，その情報から┬み

て，，学ᰯで学習しておくきことが明確にᢕᥱできるとᛮࢀࢃる．自

分のᑗ来の㐍㊰あるいࡣのよ࠺なᢏ⾡分㔝に㐍࠺ࡶとしているのかを

見ᴟめるためにࡶ，そࢀにࢃࡉࡩしいᐇ習ඛを㛤ᣅする必せがある．業

ഃのཷけධࡶࢀᵝࠎな≧ἣࡸ事情をᢪ࠼ているので，᪩めにコンࢡࢱトを

取り，ᐇ習ඛをỴ定する必せがある． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

ὴ㐵ඛにてᐇ習を⾜࠺．期㛫ࡣ 10日௨ୖである． 

ẖ日のᐇ習にࡣ，しࡗかり‽ഛをして⮫むこと． 

注意点 本⛉ 4ᖺ次でࡣ，ᇶ♏的な学習య㦂に力Ⅼが⨨かࢀているため，༑分な

学外ᐇ習の㛫を取ることができなかࡗたが，専攻⛉でࡣᛂ用力を㌟につ

けるためにࡶ，本ᩍ⛉を必修として位⨨けている．本⛉で学ࢇだことお

よび専攻⛉で学習していることを，ᐇ㝿の⌧ሙでᐇ㊶的に学習することに

意⩏がある．また，専攻⛉修ᚋ，ᐇ♫でົするሙ合のᐇົの内容を

知ることによࡗて，専攻⛉で学ぶ学ၥの必せᛶ，㔜せᛶをㄆ識してࡶら࠺

ためのືᶵけとしてࡶ意味があり，学ᰯでࡣ学びことが㞴しいᐇ♫の

事の✀ࠎな内容，そࢀにᑐする業の取り組み方，組⧊のᐇែなを考

察ࡉせることに意味がある． 

 

ホ౯方法ࡣᐇ習報࿌書および報࿌でのⓎ⾲により，௨ୗの㡯┠につい

て⥲合的にホ౯する．ただし，必せにᛂࡌてཷけධࢀඛからのホ౯ࡶຍ味

する． 

ձᐇ習で࠼らࢀた課題にᑐして，その本㉁が♧ࢀࡉたか． 

ղᐇ習で࠼らࢀた課題にᑐして，自ら取り組ࢇだことが♧ࢀࡉていた

か． 

ճⓎ⾲㈨ᩱࡣ適切にస成ࢀࡉていたか． 
մᐇ習内容等を説明することができたか． 
յ㉁にᑐするᛂ⟅ࡣ適切であࡗたか． 
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授業計画（２単位のሙ合/᭱㸲単位） 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期ࡶ

ࡣࡃࡋ

ᚋ期 

1 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，Ᏻ全ᩍ⫱，ࢲ࢞ンスの

内容等が理解できること． 

2 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

3 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

4 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

5 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

6 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

7 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

8 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

9 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

10 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

11 週 
報࿌書స成 ᐇ習成ᯝについて，レ࣏ートにまとめること

ができること． 

12 週 
報࿌書స成 ᐇ習成ᯝについて，レ࣏ートにまとめること

ができること． 

13 週 
Ⓨ⾲㈨ᩱస成 ᐇ習成ᯝについて，Ⓨ⾲のための㈨ᩱをస成

できること． 

14 週 
Ⓨ⾲㈨ᩱస成 ᐇ習成ᯝについて，Ⓨ⾲のための㈨ᩱをస成

できること． 

15 週 Ⓨ⾲ ᐇ習成ᯝについて，Ⓨ⾲㈨ᩱをいཱྀ㢌で説

明でき，㉁にᑐしてᛂᑐできること． 

 

評価割合 
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 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  50   50  100 

基礎的能力        

専門的能力  50   50  100 

分野横断的能力        
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教科名 ᛂ用物㉁ᕤ学≉別◊✲Ⅰ 

 
科目基礎情報 

科目番号 6C001 科目区分 必修 

授業形式 ᐇ㦂࣭₇習 単位数 ６（学修単位，45/45） 

開設学科 ᛂ用物㉁ᕤ学専攻 対象学年 ６ 

開設期 ㏻ᖺ 週時限数 4.5 

教科書／教材  
担当者 各ᢸᙜᩍဨ 

 
到達目標 

 ．ことができる࠺⾜の内容を理解し，自Ⓨ的にィ⏬を❧てて✲◊（の取組✲◊）．１
２．（成ᯝ報࿌書）◊✲の⌧≧࣭課題をᢕᥱし，適切な方法で⤖ᯝを得て考察を⾜࠺ことがで

き，ࡉらにࡣ適切な書ᘧで成ᯝ報࿌書をస成できる． 
３．（成ᯝⓎ⾲）Ⓨ⾲㈨ᩱをࢃかりࡸすくస成し，適切に説明することができる． 
ͤୗグࣝーࣜࣈッࡣࢡ⡆᫆∧であり，ᴫせに♧す(a)㹼(m)のほⅬでのヲ⣽なホ౯を⾜࠺． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１  ◊✲の♫的意⩏を

理解し，◊✲グ㘓を₃

なくグ㍕する理ほࢀ

をᣢࡕ，自Ⓨ的にィ⏬

を❧てて取り組むこと

ができる． 

◊✲の内容を理解

し，自Ⓨ的にィ⏬を❧

てて⾜࠺ことができ

る． 

 ◊✲内容が理解で

きࡎ，自Ⓨ的にィ⏬を

❧てることができな

い． 

評価項目２ ◊✲の⌧≧࣭課題を

ᢕᥱし，適切な方法で

⤖ᯝを得て考察を⾜࠺

ことができ，ᑗ来ᒎᮃ

．すことができる♧ࡶ

適切な書ᘧでࡣらにࡉ

成ᯝ報࿌書をస成でき

る． 

◊✲の⌧≧࣭ 課題を

ᢕᥱし，適切な方法で

⤖ᯝを得て考察を⾜

らにࡉ，ことができ࠺

適切な書ᘧで成ᯝࡣ

報࿌書をస成できる． 

◊✲の⌧≧࣭ 課題を

ᢕᥱし，適切な方法で

⤖ᯝを得て考察を⾜

ことができない．あ࠺

るいࡣ適切な書ᘧで

成ᯝ報࿌書をస成で

きない． 

評価項目３ Ⓨ⾲㈨ᩱをࢃかりࡸ

すくస成し，適切に説

Ⓨ⾲㈨ᩱをࢃかり

すくస成し，適切にࡸ

Ⓨ⾲㈨ᩱをࢃかりࡸ

すくస成し，適切に説
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明することができる

か，㉁にࡶ適切にᛂ

⟅できる． 

説明することができ

る． 
明することができな

い． 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること． 

◎C-1(d-3)：⌧≧を㐍ᒎࡉせるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできること． 

◎&-2(e)：ᵝࠎなၥ題にᑐฎできるࢨࢹン能力を習得すること． 

○B-2(d-1)(g)：ᕤ学の専㛛知識を῝く理解できること． 

○B-3(d-2)：ᐇ㦂࣭ᐇ習等の内容を確ᐇにᐇ㊶できること． 

○C-2(h)：ᵝࠎなၥ題にᑐฎできるࢨࢹン能力を習得すること． 

 
教育方法等 

概要 日本ࡣᢏ⾡❧国を┠ᣦしてດ力し，ࠕୡ⏺のᕤሙ ᢏ⾡国ࠖとしてୡࠕࠖ

⏺に㈉⊩してきた．しかし日，日本の⏘業ᢏ⾡ࡣきな㌿期にあると

いࢀࢃている．すなࡕࢃまでの量⏕⏘ᢏ⾡が᭷ຠである௦ࡣ㐣ࡂよ

のࠖをᏳ౯に量⏕⏘することでࡶࠕࡣ⪅⾡からのᢏࢀとしている．こ࠺

してつくるかࠖࡶの㓄៖᪂しいఱかをいかに，ᗫᲠの⎔ቃࠕ，なくてࡣ

とい࠺，こࢀまでにࡶቑしてࠕ課題Ⓨ見解Ỵᆺᢏ⾡⪅ࠖであることがồめ

らࢀている．᪂しいఱかをつくるためにࡣ⊂力をⓎできる能力を㌟に

つける必せがある．   

授業の進め方と 

授業内容・方法 
≉別◊✲Ⅰでࡣ各自のᣢつ◊✲テー࣐にᑐし，ᢸᙜᩍဨのୗで◊✲をす

すめる．㧗等専㛛学ᰯ本⛉で得た学識ࡸᢏ⾡をᇶ♏として，ࡉらにᗈく῝

く専㛛知識を得るととࡶにその⥲合と῝をᅗり，より㧗ᗘでᐇ㊶的に

考察する能力と⊂ᛶを㌟につけることを┠ᶆとする． 
 また◊✲の㐣⛬における◊✲⪅㛫のウ論ࡸ成ᯝのⓎ⾲に㝿して，自ᕫの

ᙇを的確に┦ᡭにఏ࠼ることのできる能力，◊✲成ᯝを成ᯝ報࿌書とし

てまとめるにあたり，論理的なグ㏙力を㌟につけることを┠的とする． 

注意点 ⊂的なࡣࢹ㝈らࢀた㛫ࡸሙ所でᾋかぶࡶのでࡣない．日ᖖ⏕

活の中でࡶᖖにࣄントとなるࡶのがないか᥈す習័を㌟につける必せが

ある．また◊✲ᐇ㦂ࡣ㝈らࢀた㛫で⤊ࢃらࡎ，長㛫㞟中して㐃⥆的に

多い．各自でຠᯝのある≉別◊✲ィ⏬を❧ててࡶことが必せなこと࠺⾜

しい． 
ͤୗグ各㡯┠全てが 60㸣௨ୖを合᱁とする． 
௨ୗの取組࣭論文࣭成ᯝⓎ⾲の 3 つの㡯┠を(a)㹼(m)のほⅬによࡗてホ౯

する． 
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の取組（40✲◊ Ⅼ）     
(a)◊✲に㛵する文⊩を読む等して，◊✲内容の理解にດめたか（10 Ⅼ） 
(b)自Ⓨ的に◊✲ィ⏬を❧て理ほをᣢࡗて◊✲を⾜ࡗたか（20 Ⅼ）． 
(c)ᢸᙜᩍဨがᣦ♧したࢨࢹン能力⫱成のための取組を⾜ࡗたか（10 Ⅼ）

成ᯝ報࿌書(30 Ⅼ)     
(d) 成ᯝ報࿌書ࡣ一⯡的な報࿌書の書き方にᚑࡗて書かࢀていたか（5Ⅼ）． 
(e) 成ᯝ報࿌書ࡣ，文❶ࢇࢁࡕࡶࡣ，ᅗ࣭⾲ࡸ構成࣭レ࢘トをྵめて，

適切に書かࢀていたか（5 Ⅼ）．    
(f)◊✲┠的ࡣ⌧≧の課題࣭ၥ題をᢕᥱし，ᚑ来の◊✲とのẚ㍑ྵࡶめて適

切にタ定ࢀࡉていたか（5 Ⅼ）．    
(g)◊✲の方法ࡣ適切であࡗたか（5 Ⅼ）．    
(h)◊✲方法にᚑい，◊✲⤖ᯝが適切に得らࢀているか（5 Ⅼ）．  
(i)◊✲⤖ᯝにᑐする考察ࡣ適切になࢀࡉたか（5 Ⅼ）．   
成ᯝⓎ⾲(30 Ⅼ)     
(j)Ⓨ⾲㈨ᩱࡣ一⯡的な書き方にᚑࡗて‽ഛࢀࡉていたか（5 Ⅼ） 
(k)Ⓨ⾲㈨ᩱࢃࡣかりࡸすくస成ࢀࡉていたか（5 Ⅼ）．   
(l)◊✲内容の説明ࡣ適切であࡗたか（10 Ⅼ）．    
(m)㉁にᑐするᛂ⟅ࡣ適切であࡗたか（10 Ⅼ）． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 ࢲ࢞ンス ≉別◊✲Ⅰの内容を理解できる． 

2 週 ◊✲のィ⏬ ◊✲テー࣐に㛵する課題を理解できる． 

3 週 ◊✲のィ⏬ ◊✲テー࣐とおおよその◊✲ィ⏬がỴ定でき

る． 

4 週 ◊✲のᐇ 自的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，ᐇ㦂等を⾜い、ᐇ㦂

⤖ᯝの᳨ウおよび考察ができる． 

5 週 ◊✲のᐇ 自的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，ᐇ㦂等を⾜い、ᐇ㦂

⤖ᯝの᳨ウおよび考察ができる． 

6 週 ◊✲のᐇ 自的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，ᐇ㦂等を⾜い、ᐇ㦂

⤖ᯝの᳨ウおよび考察ができる． 

7 週 ◊✲のᐇ 自的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，ᐇ㦂等を⾜い、ᐇ㦂

⤖ᯝの᳨ウおよび考察ができる． 

8 週 ◊✲のᐇ 自的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，ᐇ㦂等を⾜い、ᐇ㦂

⤖ᯝの᳨ウおよび考察ができる． 

9 週 ◊✲のᐇ 自的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，ᐇ㦂等を⾜い、ᐇ㦂
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⤖ᯝの᳨ウおよび考察ができる． 

10 週 ◊✲のᐇ 自的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，ᐇ㦂等を⾜い、ᐇ㦂

⤖ᯝの᳨ウおよび考察ができる． 

11 週 ◊✲のᐇ 自的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，ᐇ㦂等を⾜い、ᐇ㦂

⤖ᯝの᳨ウおよび考察ができる． 

12 週 ◊✲のᐇ 自的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，ᐇ㦂等を⾜い、ᐇ㦂

⤖ᯝの᳨ウおよび考察ができる． 

13 週 ◊✲のᐇ 自的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，ᐇ㦂等を⾜い、ᐇ㦂

⤖ᯝの᳨ウおよび考察ができる． 

14 週 ◊✲のᐇ 自的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，ᐇ㦂等を⾜い、ᐇ㦂

⤖ᯝの᳨ウおよび考察ができる． 

15 週 ◊✲のᐇ 自的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，ᐇ㦂等を⾜い、ᐇ㦂

⤖ᯝの᳨ウおよび考察ができる． 

ᚋ期 

1 週 ◊✲のᐇ 自的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，ᐇ㦂等を⾜い、ᐇ㦂

⤖ᯝの᳨ウおよび考察ができる． 

2 週 ◊✲のᐇ 自的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，ᐇ㦂等を⾜い、ᐇ㦂

⤖ᯝの᳨ウおよび考察ができる． 

3 週 ◊✲のᐇ 自的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，ᐇ㦂等を⾜い、ᐇ㦂

⤖ᯝの᳨ウおよび考察ができる． 

4 週 ◊✲のᐇ 自的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，ᐇ㦂等を⾜い、ᐇ㦂

⤖ᯝの᳨ウおよび考察ができる． 

5 週 ◊✲のᐇ 自的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，ᐇ㦂等を⾜い、ᐇ㦂

⤖ᯝの᳨ウおよび考察ができる． 

6 週 ◊✲のᐇ 自的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，ᐇ㦂等を⾜い、ᐇ㦂

⤖ᯝの᳨ウおよび考察ができる． 

7 週 ◊✲のᐇ 自的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，ᐇ㦂等を⾜い、ᐇ㦂

⤖ᯝの᳨ウおよび考察ができる． 

8 週 ◊✲のᐇ 自的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，ᐇ㦂等を⾜い、ᐇ㦂

⤖ᯝの᳨ウおよび考察ができる． 

9 週 ◊✲のᐇ 自的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，ᐇ㦂等を⾜い、ᐇ㦂

⤖ᯝの᳨ウおよび考察ができる． 

10 週 ◊✲のᐇ 自的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ，ᐇ㦂等を⾜い、ᐇ㦂

⤖ᯝの᳨ウおよび考察ができる． 

11 週 報࿌書のస成 文❶により◊✲の⤖ᯝを論理的にఏ࠼ること

ができる． 
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12 週 報࿌書のస成 文❶により◊✲の⤖ᯝを論理的にఏ࠼ること

ができる． 

13 週 ≉別◊✲ⅠⓎ⾲の‽ഛ ཱྀ㢌Ⓨ⾲のための㈨ᩱをస成できる． 

14 週 ≉別◊✲ⅠⓎ⾲の‽ഛ ཱྀ㢌Ⓨ⾲のための㈨ᩱをస成できる． 

15 週 ≉別◊✲ⅠⓎ⾲ ཱྀ㢌Ⓨ⾲により◊✲の⤖ᯝを論理的にఏ࠼る

ことができる．㉁に適切にᑐᛂできる． 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  30  40 30  100 

基礎的能力        

専門的能力  20  30 20  70 

分野横断的能力  10  10 10  30 
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教科名 ᛂ用物㉁ᕤ学ᢏ⾡₇習 

 

科目基礎情報 

科目番号 6C002 科目区分 必修 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，30/45） 

開設学科 ᛂ用物㉁ᕤ学専攻 対象学年 ６ 

開設期 ㏻ᖺ 週時限数 １ 

教科書／教材 [ᕝ℩ᢸᙜ分]  ⛉学ᢏ⾡論文࣭報࿌書の書き方と英語⾲⌧㸹⠛田⩏明㸭日

⯆⏬、㓄ᕸࣜࣉント 

[ᑠᯘᢸᙜ分]  Molecular Mechanisms of Photosynthesis㸹ROBERT E. 

BLANKENSHIP㸭Blackwell Science Ltd、各ேの≉別◊✲に῝く㛵㐃する᭱᪂

英論文 

担当者 ᕝ℩ Ⰻ一，ᑠᯘ 正ᖾ 

 

到達目標 

ᑠᯘᢸᙜ分࣭前期 

１ 専㛛分㔝のグ㏙を英語で⾲⌧できる。 

２ 専㛛分㔝のグ㏙のᒎ㛤を英語で⾲⌧できる。 

３ 専㛛分㔝の英語論文を⩻ヂし、その内容をࣉレࢮンテーションできる。 

㸲 ⏕物学の内容を理解できる 

ᕝ℩ᢸᙜ分࣭ᚋ期 

１ 専㛛分㔝のグ㏙を英語で⾲⌧できる。 

２ 専㛛分㔝のグ㏙のᒎ㛤を英語で⾲⌧できる。 

３ 専㛛分㔝の英語論文を⩻ヂし、その内容をࣉレࢮンテーションできる。 

 

評価（ルーブリック）（ᕝ℩担当分・ᚋ期） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 学習した専㛛分㔝の

グ㏙を英語でとࢇ

 。できる⌧⾲

専㛛分㔝のグ㏙を英

語でᴫࡡ⾲⌧できる。 

専㛛分㔝のグ㏙を英

語でとࢇ⾲⌧で

きない。 

評価項目２ 学習した専㛛分㔝の

グ㏙のᒎ㛤を英語で

 。できる⌧⾲ࢇと

専㛛分㔝のグ㏙のᒎ

㛤を英語でᴫࡡ⾲⌧

できる。 

専㛛分㔝のグ㏙のᒎ

㛤を英語でとࢇ

⾲⌧できない。 

評価項目３ 英語論文を⩻ヂでき、

その内容をࣉレࢮン

テーションできる。 

英語論文を⩻ヂし、そ

の内容をᴫࣉࡡレࢮ

ンテーションできる。 

英語論文を⩻ヂでき

ࢮレࣉその内容を、ࡎ

ンテーションできな

い。 
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ホ౯㡯┠㸲 英文で書かࢀた⏕物

学の内容を⩻ヂし、

その内容をᴫࡡ理解

し、説明できる。 

英文で書かࢀた⏕物

学の内容を⩻ヂし、

その内容をᴫࡡ理解

できる。 

英文で書かࢀた⏕物

学の内容を⩻ヂし、

その内容を理解でき

ない。 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)：ᕤ学の専㛛知識を῝く理解できること． 

○A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること． 

 

教育方法等 

概要  専攻⛉を修したᢏ⾡⪅にࡣ、専攻⛉で修得する῝い専㛛知識ࢁࡕࡶࡣ

ࣉ）⾡を適切に、正しく⤂するᢏࢀのこと、自らの意見をまとめ、そࢇ

レࢮンテーション能力）がᙉくồめらࢀている。ࣉレࢮンテーション能力

し、⧞り返しື⾜࠼なく、能ື的に考ࡣけでࢃ一ᮅ一ኤにయ得できる、ࡣ

、ンテーション能力とྠ等にࢮレࣉ、ていくことが㔜せである。㏆ᖺࡗ⾜

英語で書かࢀたࡶの（英語の文⊩をࡌࡣめとする英語の文書）を読み、理

解し、こࢀを日本語で、ሙ合によࡗてࡣ英語でⓎಙするᢏ⾡（英語能力）

、ンテーション能力とྠᵝ、英単語ࢮレࣉࡶている。英語能力ࢀࡉ㔜せどࡶ

英文法、英語⾲⌧を能ື的に取りධࢀ、英語を⧞り返しࡗていくことが

㔜せである。 

 また、専攻⛉でࡣ、本⛉で修得した知識࣭ᢏ⾡をⓎᒎ࣭῝していく必

せがある。一方で、本⛉でࡣ、物㉁コース࣭⏕物コースに分かࢀた学修が

あり、専攻⛉ධ学Ⅼでࡣ、のコースに㛵する学修が不༑分であること

ら本⛉でのコース未学ࢀこ、ࡣめない。専攻⛉での知識のⓎᒎ࣭῝ྰࡣ

修の専㛛知識の⿵とコース学修をⓎᒎ࣭῝ࡉせた専㛛知識の⼥合が不

ྍ欠である。本⛉┠でࡣ、いに学修が不༑分である専㛛知識の⿵と᭱

ඛ➃の専㛛知識の修得をୖ㏙のࣉレࢮンテーション能力࣭英語能力の修得

と合ࢃせて₇習ᙧᘧで⾜࠺。 

 本₇習でࡣ、学⣔（⏕物⣔）の事㇟をᕤ業的に用࣭ᒎ㛤するሙ合、

そࢀらの事㇟ࡣ学ࢭࣟࣉス，学システ࣒（⏕物ࢭࣟࣉス，⏕物システ

らを構成する１つࢀそࡣ࣒ス、システࢭࣟࣉらのࢀとして理解し、そ（࣒

１つの⣲ᛂを組❧࣭タィ࣭ไᚚしていくことでྍ能になることを英語で

書かࢀた文書（ᩍ⛉書ࡸ英論文）なをい理解する。ࡉらに、未学修の

物㉁コース、⏕物コースの学ࢭࣟࣉス࣭学システ࣒（⏕物ࢭࣟࣉス࣭

⏕物システ࣒）の専㛛知識ࡶ、既学修のඹ㏻の⛉┠の学修を⣲ࢭࣟࣉス࣭

⣲ᛂとすることでᐇ⌧していくことをయ得し、ྠに、ࣉレࢮンテーシ

ョン能力、英語能力とい࠺物㉁ᕤ学分㔝のᢏ⾡⪅に必せなᢏ⾡（ᛂ用物㉁
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ᕤ学ᢏ⾡）を㌟にける。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

[ᕝ℩ᢸᙜ分] 前༙ࡣᩍ⛉書で物㉁ᕤ学的内容、ᢏ⾡英語の単語ࡶ⌧⾲ࡸ

学ぶ。ᚋ༙ࡣ専㛛分㔝の英語論文を⩻ヂし、その内容のࣉレࢮンテーショ

ンを⾜࠺。 

[ᑠᯘᢸᙜ分] 前༙ࡣᩍ⛉書で⏕物学的内容を学ぶ。ᚋ༙ࡣ専㛛分㔝の

英語論文を⩻ヂし、その内容のࣉレࢮンテーションを⾜࠺。 

注意点 物㉁ᕤ学、⏕物学のᇶ♏知識を᭷することがᮃましい。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期（ᑠ

ᯘᢸᙜ） 

1 週 ࣉレࢮンテーション  
2 週 ࠕMolecular Mechanisms 

of Photosynthesisࠖの

⩻ヂとⓎ⾲ 

ග合成のࢠࣝࢿ࢚ー㈓ⶶについて理解し、説

明できる 
ග合成ჾᐁ、ග合成⣽⬊ᑠჾᐁについて理解

し、説明できる。 
ග合成のṔྐ、ึ期Ⓨ⏕について理解し、説

明できる。 
ග合成Ⰽ⣲の構㐀と分ග学について理解し、

説明できる。 

3 週 ࠕMolecular Mechanisms 

of Photosynthesisࠖの

⩻ヂとⓎ⾲ 

ー⛣ື㐣⛬についてࢠࣝࢿ࢚㘒యとࢼンテ

理解し、説明できる。 
ග合成ᛂ中心㘒యについて理解し、説明で

きる。 

4 週 ࠕMolecular Mechanisms 

of Photosynthesisࠖの

⩻ヂとⓎ⾲ 

㟁Ꮚ⛣ື⤒㊰と構成成分について理解し、説

明できる。 

5 週 ࠕMolecular Mechanisms 

of Photosynthesis IIࠖ

の⩻ヂとⓎ⾲ 

学ᾐ㏱ඹᙺと ATP 合成について理解し、説

明できる。 
Ⅳ⣲௦ㅰについて理解し、説明できる。 

6 週 ࠕMolecular Mechanisms 

of Photosynthesis IIࠖ

の⩻ヂとⓎ⾲ 

ග合成システ࣒のㄪ⠇について理解し、説明

できる。 
ග合成の㉳※と㐍について理解し、説明で

きる。 

7 週 中㛫ヨ㦂１  
8 週 専㛛分㔝の᭱᪂㛵㐃学

⾡論文（１） 

専㛛分㔝の論文を⩻ヂでき、その内容をࣉレ

 。ンテーションできるࢮ
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9 週 専㛛分㔝の᭱᪂㛵㐃学

⾡論文（１） 

専㛛分㔝の論文を⩻ヂでき、その内容をࣉレ

 。ンテーションできるࢮ

10 週 専㛛分㔝の᭱᪂㛵㐃学

⾡論文（１） 

専㛛分㔝の論文を⩻ヂでき、その内容をࣉレ

 。ンテーションできるࢮ

11 週 中㛫ヨ㦂２  
12 週 専㛛分㔝の᭱᪂㛵㐃学

⾡論文（２） 

専㛛分㔝の論文を⩻ヂでき、その内容をࣉレ

 。ンテーションできるࢮ

13 週 専㛛分㔝の᭱᪂㛵㐃学

⾡論文（２） 

専㛛分㔝の論文を⩻ヂでき、その内容をࣉレ

 。ンテーションできるࢮ

14 週 専㛛分㔝の᭱᪂㛵㐃学

⾡論文（２） 

専㛛分㔝の論文を⩻ヂでき、その内容をࣉレ

 。ンテーションできるࢮ

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト返却と解説  

ᚋ期（ᕝ

℩ᢸᙜ） 

1 週 ⾲題、ㅰ㎡、⤖論および

ཧ考文⊩の書き方 
⾲題、ㅰ㎡、⤖論およびཧ考文⊩の書き方を

説明できる。 

2 週 ┠的と◊✲㈝に㛵する

⾲⌧ 
┠的と◊✲㈝に㛵するグ㏙を英語で⾲⌧でき

る。 

3 週 ᐇ㦂とヨ㦂に㛵する⾲

⌧ 
ᐇ㦂とヨ㦂に㛵するグ㏙を英語で⾲⌧でき

る。 

4 週 ㄪᰝと᳨ウに㛵する⾲

⌧ 
ㄪᰝと᳨ウに㛵するグ㏙を英語で⾲⌧でき

る。 

5 週 ၥ題と⤖ᯝに㛵する⾲

⌧ 
ၥ題と⤖ᯝに㛵するグ㏙を英語で⾲⌧でき

る。 

6 週 題とཧ考文⊩に㛵す

る⾲⌧ 
題とཧ考文⊩に㛵するグ㏙を英語で⾲⌧で

きる。 

7 週 ᅗ⾲と真に㛵する⾲

⌧ 
ᅗ⾲と真に㛵するグ㏙を英語で⾲⌧でき

る。 

8 週 論㏙と⤖ᯝをᒎ㛤する

⾲⌧ 
論㏙と⤖ᯝをᒎ㛤するグ㏙を英語で⾲⌧でき

る。 

9 週 ≧ែとホ౯をᒎ㛤する

⾲⌧ 
≧ែとホ౯をᒎ㛤するグ㏙を英語で⾲⌧でき

る。 

10 週 自分の意見ࡸᙇをᒎ

㛤する⾲⌧ 
自分の意見ࡸᙇをᒎ㛤するグ㏙を英語で⾲

⌧できる。 

11 週 専㛛分㔝の英語論文の

⩻ヂとࣉレࢮンテーシ

英語論文１を⩻ヂでき、その内容をࣉレࢮン

テーションできる。 
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ョン１ 

12 週 専㛛分㔝の英語論文の

⩻ヂとࣉレࢮンテーシ

ョン２ 

英語論文１を⩻ヂでき、その内容をࣉレࢮン

テーションできる。 

13 週 専㛛分㔝の英語論文の

⩻ヂとࣉレࢮンテーシ

ョン３ 

英語論文２を⩻ヂでき、その内容をࣉレࢮン

テーションできる。 

14 週 専㛛分㔝の英語論文の

⩻ヂとࣉレࢮンテーシ

ョン㸲 

英語論文２を⩻ヂでき、その内容をࣉレࢮン

テーションできる。 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト返却と解説  

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70 30     100 

基礎的能力        

専門的能力 70 30     100 

分野横断的能力        
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教科名 ᛂ用物㉁ᕤ学≉別ᐇ㦂 I 

 

科目基礎情報 

科目番号 6C003 科目区分 必修 

授業形式 ᐇ㦂 単位数 １（学修単位，45/45） 

開設学科 ᛂ用物㉁ᕤ学専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 1.5 

教科書／教材 ᢸᙜᩍဨより㓄するࣜࣉント 

担当者  ࣭ᑠᯘ 正ᖾ࣭田中 ᗣ徳 

 

到達目標 

1 ᐇ㦂課題を理解し，ᕤ学のᇶ♏的な知識࣭ᢏ⾡を㥑してỴめらࢀた㛫内にィ⏬的にᐇ

㦂を⤊࠼，期㝈内に報࿌書をᥦ出できる 

2 得らࢀた成ᯝを正確に解ᯒし，ᕤ学的に考察できる 

3 日本語による文❶ࡸ、 ᅗ⾲を用いて論理的に説明できる 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安（不

可） 

評価項目１  事前に予習を⾜い，正

しくᶵჾを用してຠ

⋡的にᐇ㦂を⤊࠼、報࿌

書をᥦ出できる。 

 Ỵめらࢀた㛫内に

ィ⏬的にᐇ㦂を⤊࠼、期

㝈内に報࿌書をᥦ出で

きる。 

 Ỵめらࢀた㛫を

ᖜに㉸࠼てࡶᐇ㦂を⤊

期ࡣない、あるいࢀら࠼

㝈内に報࿌書をᥦ出で

きない。 

評価項目２  得らࢀた成ᯝを正確

に解ᯒし，ཧ考文⊩等か

らあらたな情報を㏣ຍ

して，ᕤ学的に῝く考察

できる。 

 得らࢀた成ᯝを正確

に解ᯒし，そࢀをᕤ学的

に考察できる。        

 得らࢀた成ᯝを正確

に解ᯒできない。        

評価項目 3  得らࢀた成ᯝを正し

い日本語による文❶ࡸ，

ゝいたいことが分かる

ᅗ⾲を用いて論理的に

説明できる  

 得らࢀた成ᯝを日本

語による文❶ࡸ、 ᅗ⾲

を用いて論理的に説明

できる  

 得らࢀた成ᯝを，日本

語による文❶ࡸ， ᅗ⾲

を用いて論理的に説明

できない  

 

学科の到達目標項目との関係 

◎B-3(d-2)：ᐇ㦂࣭ᐇ習等を確ᐇにᐇ㊶できること． 

 

教育方法等 
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概要  物㉁ᕤ学分㔝の各分㔝でᛂ用ࢀࡉている各専㛛分㔝のᐇ㦂を⾜い，ま

で学ࢇできた専㛛⛉┠のᛂ用ᛶ，ᐇ用ᛶを知り，ᛂ用物㉁ᕤ学に㛵して理

解できること。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

 本ᐇ㦂ࡣ専攻⛉ 2 ᖺ⏕のᛂ用物㉁ᕤ学ᐇ㦂 II とྠにᐇするため，

␗なる学ᖺと༠ാして⾜࠺ことが必せである。15 ᅇのᐇ㦂を，5 ᅇ�3 に

分け，3 ேのᩍဨで㡰にᐇする。1 ேのᢸᙜᩍဨの 5 ᅇのᐇ方法につ

いてࡣ，ᩍဨẖに␗なるため，ୗグをཧ↷すること。報࿌書のస成㛫ࡣ

ㅮ⩏㛫中にࡣあまりとࢀないので、㛫外に࠺⾜ࡶこと。 

࠙ᑠᯘᩍဨࠚ 

１週┠࢚ࣜ࢜ࡣンテーションをᐇする。2週┠௨㝆ࡣ，全యを 3㹼4ே

のグࣝーࣉに分けて⌜単位で⾜࠺。 

࠙ᩍဨࠚ 

１週┠࢚ࣜ࢜ࡣンテーションをᐇする。2 週┠௨㝆ࡣ，全యでᐇす

る。 

࠙田中ᩍဨࠚ 

 1 週┠࢚ࣜ࢜ࡣンテーションをᐇする。2 週┠௨㝆ࡣ，全యを 2 ⌜に

分け，1テー࣐ 2週のᐇ㦂を 2テー࣐ᐇする。 

注意点  こࢀまでに修得したすての⛉┠の知識と、ᐇ㦂、解ᯒのᡭ法を用いて

課題をᐇする。ホ౯ࡣ期㝈内にᥦ出ࢀࡉたレ࣏ートで⾜࠺。 

 なお，3ேのᩍဨの㡰ᗎࡣ，⾜事等の㒔合でኚ᭦するྍ能ᛶがある。 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 
（ᑠᯘᢸᙜ分：1Ѹ5 週） 

 ンテーション࢚ࣜ࢜

各ᐇ㦂の┠的，᧯స，ならびにᐇ㦂における

ὀ意事㡯を知る。 

2 週 ග合成⣽⳦のᇵ㣴 ⣽⳦のᇵ㣴方法について理解できる。 

3 週 
ග合成Ⰽ⣲の単㞳⢭〇 ග合成Ⰽ⣲の単㞳⢭〇方法について理解でき

る。 

4 週 

ග合成Ⰽ⣲の分ග測定 ග合成Ⰽ⣲の分ᯒ（分ගගᗘィ）について理

解できる。また、得らࢀたスࢡ࣌トࣝをホ౯

できる。 

5 週 

ග合成Ⰽ⣲の構㐀測定 ග合成Ⰽ⣲の分ᯒ（MALDI TOF/MS）について

理解できる。また、得らࢀたスࢡ࣌トࣝをホ

౯できる。 

6 週 
（ᢸᙜ分：6Ѹ10週） 

 ンテーション࢚ࣜ࢜

各ᐇ㦂の┠的，᧯స，ならびにᐇ㦂における

ὀ意事㡯を知る。 
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7 週 
 ト࣭➉Ⅳによるラ࢜ࢮ

CaCO3,Ca(OH)2のᢸᣢ 

ᢸᣢయ࣭ᢸᣢについて理解できる。ᢸᣢయの

ẚ⾲面✚、✵㝽⋡について理解する。 

8 週 
㏻ᾮによるᗫᾮ中の⬺

フッ⣲（１） 

㏻ᾮ速ᗘ、✵㛫速ᗘ、㏻ᾮのึ⃰ᗘ、㣬⃰

ᗘ、ᛂჾについて理解する。 

9 週 
㏻ᾮによるᗫᾮ中の⬺

フッ⣲（２） 

ᢸᣢయにᢸᣢࢀࡉた物㉁とフッ⣲のᛂにつ

いて理解できる。 

10 週 
㏻ᾮ前ᚋのフッ⣲⃰ᗘの

測定。 

㟁ᴟを用いて㏻ᾮ前ᚋのフッ⣲⃰ᗘを測定す

ることができる。⬺フッ⣲⋡の⟬出ができる。 

11 週 
（田中ᢸᙜ分：11Ѹ15週）

 ンテーション࢚ࣜ࢜

各ᐇ㦂の┠的，᧯స，ならびにᐇ㦂における

ὀ意事㡯を知る。 

12 週 
࠙テー࣐ 1 ITO⭷のస〇ࠚ

と≉ᛶ（➨ 1週） 

ITO⭷の合成法について理解できる。 

13 週 
࠙テー࣐ 1 ITO⭷のస〇ࠚ

と≉ᛶ（➨ 2週） 

ITO ⭷のな≉ᛶについて理解し，ᐇ㝿にホ

౯できる。 

14 週 
࠙テー࣐ き法にࡗめࠚ2

よるⷧ⭷のస〇（➨ 1週） 

㖡の㟁解࣓ッ࢟のస〇法を理解できる。また，

ሁ✚ຠ⋡をồめることができる。 

15 週 ࠙テー࣐ き法にࡗめࠚ2

よるⷧ⭷のస〇（➨ 2週） 

↓㟁解ニッケ࣓ࣝッ࢟のస〇法を理解でき

る。また，成⭷速ᗘをồめることができる。 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     100  100 

分野横断的能力        
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教科名 ᛂ用物㉁ᕤ学≉別₇習 

 

科目基礎情報 

科目番号 6C004 科目区分 必修 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，30/45） 

開設学科 ᛂ用物㉁ᕤ学専攻 対象学年 ６ 

開設期 ㏻ᖺ 週時限数 １ 

教科書／教材 [ᕝ℩ᢸᙜ分] 㓄ࣜࣉント 

[⸨本ᢸᙜ分] 㓄ࣜࣉント 

担当者 ᕝ℩ Ⰻ一，⸨本 ㍜ 

 

到達目標 

䠄⸨本ᢸᙜ分࣭前期） 

１ ᇶ本的な分ᯒᶵჾの測定⤖ᯝを用いて、その合物をྠ定できる。 

２ ௦⾲的な᭷ᶵேྡᛂについてそのᛂᶵ構を説明できる 

３ １と２を分かり᫆くࣉレࢮンテーションできる。 

（ᕝ℩ᢸᙜ分࣭ᚋ期） 

１ ᢏ⾡ኈ➨１次ヨ㦂（学㒊㛛）とྠ⛬ᗘの₇習ၥ題を解⟅できる。 

２ ᢏ⾡ኈ➨１次ヨ㦂（学㒊㛛）とྠ⛬ᗘの₇習ၥ題を解説できる。 

３ ₇習ၥ題の解⟅と解説を分かり᫆くࣉレࢮンテーションできる。 

 

評価（ルーブリック）（前期） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ᇶ本的な分ᯒᶵჾの

測定⤖ᯝを用いて、そ

の合物を正しくྠ

定できる。 

ᇶ本的な分ᯒᶵჾの

測定⤖ᯝを用いて、そ

の合物をᴫྠࡡ定

できる。 

ᇶ本的な分ᯒᶵჾの

測定⤖ᯝを用いて、そ

の合物をとࢇ

ྠ定できない。 

評価項目２ ௦⾲的な᭷ᶵேྡ

ᛂについてそのᛂ

ᶵ構を正しく説明で

きる。 

௦⾲的な᭷ᶵேྡ

ᛂについてそのᛂ

ᶵ構をᴫࡡ説明でき

る 

௦⾲的な᭷ᶵேྡ

ᛂについてそのᛂ

ᶵ構をとࢇ説明

できない。 

評価項目３ 合物のྠ定ࡸ、᭷ᶵ

ேྡᛂの論文に㛵

して分かり᫆くࣉレ

ンテーションできࢮ

る。 

合物のྠ定ࡸ、᭷ᶵ

ேྡᛂの論文に㛵

してᴫࣉࡡレࢮンテ

ーションできる。 

合物のྠ定ࡸ、᭷ᶵ

ேྡᛂの論文に㛵

してࣉレࢮンテーシ

ョンできない。 

 

評価（ルーブリック）（ᚋ期） 
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 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ₇習ၥ題をとࢇ

解⟅できる。 

₇習ၥ題をᴫࡡ解⟅

できる。 

₇習ၥ題をとࢇ

解⟅できない。 

評価項目２ ₇習ၥ題を正しく解

説できる。 

₇習ၥ題をᴫࡡ解説

できる。 

₇習ၥ題をとࢇ

解説できない。 

評価項目３ ₇習ၥ題の解⟅と解

説を分かり᫆くࣉレ

ンテーションできࢮ

る。 

₇習ၥ題の解⟅と解

説をᴫࣉࡡレࢮンテ

ーションできる。 

₇習ၥ題の解⟅と解

説をࣉレࢮンテーシ

ョンできない。 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)：ᕤ学の専㛛知識を῝く理解できること． 

 

教育方法等 

概要 専攻⛉の専㛛⛉┠をᒚ修するために5、ࡣ ᖺまでに修得したᇶ♏知識と

そࢀにᇶ࡙くᛂ用力が必せとなる。多くの₇習ၥ題を解くことより、こࢀ

までにࢃからなかࡗたၥ題Ⅼが明らかになるとྠに、解く㐣⛬でᛮ考能

力がカ⦎ࢀࡉる。ࡉらにࡣ、ຮ学のືᶵ࡙けがなࢀࡉ、᪂しいࢹ

ࡣᐤする。この⛉┠でࡶの成ᯝྥୖに✲◊ࡣる。このことࢀま⏕ࡶ 5

ᖺまでの専㛛ᇶ♏⛉┠を中心に、₇習を㏻してᇶ♏的な理論ཬびཎ理を習

得する。また自分の力で解いたၥ題を全ဨに説明し、⣡得してࡶら࠺カ⦎

を⾜࠺ことでࣉレࢮンテーション能力を㣴࠺。 

 前期でࡣ、᭷ᶵ合成により得らࢀた合物のᶵჾ分ᯒの⤖ᯝから、ྠ定

を⾜࠺。また、᭷ᶵ合成に㛵する英論文をまとめてࣉレࢮンを⾜࠺。その

㝿、≉にᛂᶵ構についてヲ⣽に説明を⾜࠺。᭱⤊的にそࢀらの内容につ

いてヨ㦂を⾜࠺。 

 ᚋ期でࡣᢏ⾡ኈ➨１次ヨ㦂（学㒊㛛）とྠ⛬ᗘの₇習ၥ題を解き、➨

１次ヨ㦂合᱁⪅とྠ⛬ᗘ௨ୖの学全⯡にரࡗた知識を習得する。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

[⸨本ᢸᙜ分] ある合物のᶵჾ分ᯒࢹーࢱを自Ꮿまたࡣᅗ書㤋でㄪᰝ

してその合物のྠ定を⾜い、その᰿ᣐをࣉレࢮンテーションにより説明

する。また英論文についてࡣ、ᐇ㦂方法ࡸᛂᶵ構についてㄪᰝし、ྠᵝ

にࣉレࢮンテーションを⾜࠺。 

[ᕝ℩ᢸᙜ分] まࡎ授業中に自力で₇習ၥ題を解⟅ࡉせ、そのᚋ、自Ꮿま

たࡣᅗ書㤋でㄪᰝし、次の授業で解⟅と解説のࣉレࢮンテーションを⾜

 。࠺

注意点 物㉁ᕤ学のᇶ♏知識を᭷することがᮃましい。 
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授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期（⸨

ᮏ担当） 

1 週 ᶵჾ分ᯒに㛵するࣉレ

 ンテーションࢮ

合物のྠ定に⮳ࡗた⤒⦋をࣉレࢮンテーシ

ョンによりࢃかりࡸすく説明できる。 

2 週 ྠୖ ྠୖ 

3 週 ྠୖ ྠୖ 

4 週 ྠୖ ྠୖ 

5 週 ྠୖ ྠୖ 

6 週 ྠୖ ྠୖ 

7 週 ྠୖ ྠୖ 

8 週 中㛫ヨ㦂  

9 週 ᭷ᶵ合成の英論文に㛵

するࣉレࢮンテーショ

ン 

᭷ᶵேྡᛂのᐇ㦂方法ࡸᛂᶵ構について

すく説明ࡸかりࢃンテーションによりࢮレࣉ

できる。 

10 週 ྠୖ ྠୖ 

11 週 ྠୖ ྠୖ 

12 週 ྠୖ ྠୖ 

13 週 ྠୖ ྠୖ 

14 週 ྠୖ ྠୖ 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト返却と解説  

ᚋ期（ᕝ

℩担当） 

1 週 ᢏ⾡ኈ➨１次ヨ㦂（学

㒊㛛）とྠ⛬ᗘの₇習ၥ

題の解⟅ 

６ၥの解⟅と解説のࣉレࢮンテーションがで

きる。 

2 週 ྠୖ ྠୖ 

3 週 ྠୖ ྠୖ 

4 週 ྠୖ ྠୖ 

5 週 ྠୖ ྠୖ 

6 週 ྠୖ ྠୖ 

7 週 ྠୖ ྠୖ 

8 週 ྠୖ ྠୖ 

9 週 ྠୖ ྠୖ 

10 週 ྠୖ ྠୖ 

11 週 ྠୖ ྠୖ 

12 週 ྠୖ ྠୖ 
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13 週 ྠୖ ྠୖ 

14 週 ྠୖ ྠୖ 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト返却と解説  

 

評価割合（前期） 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 60 30   10  100 

基礎的能力        

専門的能力 60 30   10  100 

分野横断的能力        

 

評価割合（ᚋ期） 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 75    25  100 

基礎的能力        

専門的能力 75    25  100 

分野横断的能力        
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教科名 ≉別ᐇ習Ⅰ 

 

科目基礎情報 

科目番号 6C005 科目区分 必修 

授業形式 ᐇ習 単位数 ２ 

開設学科 ᛂ用物㉁ᕤ学専攻 対象学年 ６ 

開設期 ㏻ᖺ 週時限数  

教科書／教材  

担当者 ⸨本 ㍜ 

 

到達目標 

１．ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀた課題にᑐし，その本㉁を理解できること． 

２．ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀた課題にᑐし，自ら取り組み，ᐇ習⌧ሙに

おいて⤒㦂するᐇົୖの課題を解Ỵし，適切にᑐᛂすることができること． 

３．ᐇ習の成ᯝをཱྀ㢌Ⓨ⾲およびレ࣏ートで説明できる． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安（不

可） 

評価項目１ ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，その本㉁を

明確に理解できること． 

ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，その本㉁を

理解できること． 

ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，その本㉁を

理解できない． 

評価項目２ ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，య的に取

り組むことができ，ᐇ習

⌧ሙにおいて⤒㦂する

ᐇົୖの課題を解Ỵす

るための適切なᑐᛂが

できること． 

ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，取り組むこ

とができ，ᐇ習⌧ሙにお

いて⤒㦂するᐇົୖの

課題を解Ỵするための

ᑐᛂができること． 

ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，自ら取り組

むことができない． 

評価項目３ ᐇ習の成ᯝをཱྀ㢌Ⓨ⾲

およびレ࣏ートでヲ⣽

に説明できること． 

ᐇ習の成ᯝをཱྀ㢌Ⓨ⾲

およびレ࣏ートで説明

できること． 

ᐇ習の成ᯝをཱྀ㢌Ⓨ⾲

およびレ࣏ートで説明

できない． 
 

学科の到達目標項目との関係 

◎C-1(d-4)：⌧≧を㐍ᒎࡉせるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできること． 

○A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること. 

○B-2(d-1)：ᕤ学の専㛛知識を῝く理解できること. 

○C-1(d-3)：⌧≧を㐍ᒎࡉせるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできること. 
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教育方法等 

概要 本⛉でࡣ、ᇶ♏的な学習に力Ⅼが⨨かࢀているため、༑分な学外ᐇ習の

㛫を取ることができなかࡗたが、専攻⛉でࡣᛂ用力を㌟につけるために

だことおよࢇを必修の≉別ᐇ習として位⨨けている．本⛉で学ࢀこ、ࡶ

び専攻⛉で学習していることを、ᐇ㝿の⌧ሙでᐇ㊶的に学習することに意

⩏がある．また、専攻⛉修ᚋ、ᐇ♫でົするሙ合のᐇົの内容を知

ることによࡗて、専攻⛉で学ぶ学ၥの必せᛶ、㔜せᛶをㄆ識してࡶら࠺た

めのືᶵけとしてࡶ意味があるし、学ᰯでࡣ学びにくいᐇ♫の事の

せࡉを考察にᑐする業の取り組み方、組⧊のᐇែなࢀな内容、そࠎ✀

ることに意味がある． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

ὴ㐵ඛにてᐇ習を⾜࠺．期㛫ࡣ 10日௨ୖである． 

ẖ日のᐇ習にࡣ，しࡗかり‽ഛをして⮫むこと． 

注意点 ホ౯方法ࡣᐇ習報࿌書および学外ᐇ習報࿌でのⓎ⾲により，௨ୗの㡯

┠について⥲合的にホ౯する．ただし，必せにᛂࡌてཷけධࢀඛからのホ

౯ࡶຍ味する． 

ձᐇ習で࠼らࢀた課題にᑐして，その本㉁が♧ࢀࡉたか． 

ղᐇ習で࠼らࢀた課題にᑐして，自ら取り組ࢇだことが♧ࢀࡉていた

か． 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

or 

ᚋ期 

1 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

2 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

3 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

4 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

5 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

6 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

7 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

8 週 ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ
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た課題を理解，取り組むことができること． 

9 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

10 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

11 週 
報࿌書స成 ⾜ࡗたᐇ習についてレ࣏ートにまとめること

ができる． 

12 週 
報࿌書స成 ⾜ࡗたᐇ習についてレ࣏ートにまとめること

ができる． 

13 週 
Ⓨ⾲㈨ᩱస成 ᐇ習内容についてⓎ⾲のための㈨ᩱがస成で

きる 

14 週 
Ⓨ⾲㈨ᩱస成 ᐇ習内容についてⓎ⾲のための㈨ᩱがస成で

きる 

15 週 Ⓨ⾲ ᐇ習内容をཱྀ㢌で説明でき，㉁にᑐしてᛂ

ᑐできること． 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  50   50  100 

基礎的能力        

専門的能力  50   50  100 

分野横断的能力        
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教科名 ᛂ用物理学 

 
科目基礎情報 

科目番号 6C006 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 ᛂ用物㉁ᕤ学専攻 対象学年 ６ 

開設期 ᚋ期 週時限数 ２ 

教科書／教材 ࣜࣉント㓄 

担当者 未定 

 
到達目標 

１．ගのἼと⢏Ꮚのᛶ㉁を説明できる． 
 ．を説明できるࣝࢹのỈ⣲ࣔー࣎．２
 ．ーを説明できるࢠࣝࢿ࢚方を理解し，単ືを用いてගの࠼グの考ࣝࣂンࢮࣁ．３

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ගのἼと⢏Ꮚのᛶ㉁が

説明でき，ࣉランࢡの

ᘧをᑟくことができ

る． 

ගのἼと⢏Ꮚのᛶ㉁

が説明できる． 
ගのἼと⢏Ꮚのᛶ㉁

が説明できない． 

評価項目２ ࣎ーの理論を説明で

き，Ỉ⣲ཎᏊのきࡉ

をᑟくことができる．

また，量Ꮚ᮲௳をᑟき

出すことができる． 

Ỉ⣲ཎᏊの࣎ー༙

ᚄを࣎ーの理論に

ᇶ࡙いてィ⟬できる． 

Ỉ⣲ཎᏊの࣎ー༙

ᚄを࣎ーの理論に

ᇶ࡙いてィ⟬できな

い． 

評価項目３ ࢮࣁンࣝࣂグの考࠼

方を理解し，単ືを

用いてගのᙉᗘとࢿ࢚

 ．ーを説明できるࢠࣝ

単ືを用いてගの

ᙉᗘとࢠࣝࢿ࢚ーを

ィ⟬できる． 

単ືを用いてගの

ᙉᗘとࢠࣝࢿ࢚ーを

ィ⟬できない． 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)：ᕤ学の専㛛知識を῝く理解できること． 

 

148



教育方法等 

概要 Bohr のཎᏊ構㐀理論がきくᒎ㛤ࢀࡉて，量Ꮚ論が学⌧㇟にᑐして

ᗈい適用ᛶをࡶつࡶのであることが一⯡にㄆめらࢀた．合物の⏕成⇕ࡸ

解㞳⇕のよ࠺な⇕学的ㅖ量を分ග学的方法によࡗてỴ定する㐨が，量Ꮚ

論によࡗて㛤かࢀた．そのᚋ，」㞧な合物の分Ꮚ構㐀について多くの知

見を量Ꮚ論がᥦ౪している．また，量Ꮚ論ࡣ⤫ィ力学の方法を㏻ࡌて⇕力

学と㐃ᦠし，そこに物理学の᪂しいయ⣔のᇶ♏が㛤かࢀている． 

 このㅮ⩏でࡣ，量Ꮚ論の᪂しいⓎᒎのୖに❧つことを┠的とするࡶので

前ᥦとなるᇶ♏を解説することを┠的としている．量Ꮚ力ࢁなく，むしࡣ

学がのよ࠺にしてㄌ⏕してきたかを一つ一つ⣽かく理解することで，量

Ꮚ論の考࠼方を知り，᭱⤊的にࡣ量Ꮚ力学あるいࡣ量Ꮚ学を自分でຮᙉ

できるよ࠺にすることが本ㅮ⩏の┠ᶆである． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
授業ࡣᇶ本的にㅮ⩏のᙧᘧをとるが，授業内容ࡣ授業ィ⏬に♧す㏻りで

ある．量Ꮚ論の考࠼方を知り，量Ꮚ力学あるいࡣ量Ꮚ学を自分でຮᙉで

きるよ࠺にすることが┠ᶆである．そのためにࡣ，予習と習をしࡗかり

  ．てくることが㔜せであるࡗࡸ

注意点  物理の㐠ື，単ື，Ἴືに㛵する知識とᩘ学の知識をせする． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

ᚋ期 

1 週 ගのᛶ㉁ ගがἼのᛶ㉁をࡶつことを説明できる． 

2 週 ✵Ὕ㍽ᑕ レࣜー࣭ࢪーンࢬのᘧと࢘ーンのᘧを用い

てࣉランࢡのᘧをㄏᑟできる． 

3 週 ࣉランࢡのᘧ ගがとびとびのࢠࣝࢿ࢚ーをࡗࡶていること

を説明できる． 

4 週 ග量Ꮚ説 ගの⢏Ꮚ説をග㟁ຠᯝとコンࣉトンຠᯝから

説明できる． 

5 週 ගのスࢡ࣌トࣝ ࣐ࣝࣂーのᘧとࣜࣜ࣋ࢻーのᘧを理解し，説明

できる． 

6 週 ཎᏊ構㐀 トࢯ࣒ン，長ᒸ༙ኴ㑻，ラࢨフ࢛ーࢻのཎᏊࣔ

 ．を理解し，ၥ題Ⅼを説明できるࣝࢹ

7 週 ࣎ーの理論 ࣎ーの理論を理解し，ࣜ ーのᘧと⤖びࣜ࣋ࢻ

つけて説明できる． 

8 週 中㛫ヨ㦂  
9 週 ྂ論と࣎ーの理論

からのගのࢠࣝࢿ࢚ー 
ྂ論と࣎ーの理論からのගのࢠࣝࢿ࢚ー

をᑟけ，説明できる． 
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10 週 ࣎ー༙ᚄ ࣎ーの理論にྂ論を用いてࣜࣜ࣋ࢻー定

ᩘ，Ỉ⣲ཎᏊの༙ᚄをィ⟬できる． 

11 週 量Ꮚ᮲௳ 単ືのࢠࣝࢿ࢚ーから量Ꮚ᮲௳をồめるこ

とができる． 

12 週 ྂ論からのගのᙉᗘ ྂ論を用いて，ගのᙉᗘをᑟき出すことがで

きる． 

13 週 量Ꮚ論を用いたගのᙉ

ᗘ 
方を理解し，ගのᙉᗘを࠼グの考ࣝࣂンࢮࣁ

ᑟき出すことができる． 

14 週 ගのࢠࣝࢿ࢚ー 単ືを用いてගのࢠࣝࢿ࢚ーをᑟき出すこ

とができる． 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト返却と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 ᭷ᶵ合成学 

 

科目基礎情報 

科目番号 6C007 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 ᛂ用物㉁ᕤ学専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 ᭷ᶵ合成のᡓ␎;C.L.ࣜ࢘スⴭ/学ྠே 

担当者 ⸨本 ㍜ 

 

到達目標 

１ 一⯡的な᭷ᶵ合成ᛂを理解し、説明できる。 

２ ᐁ能ᇶ㑅ᢥᛶを考៖して㏫合成解ᯒを⾜࠺ことができる。 

３ 位⨨㑅ᢥᛶ、❧య㑅ᢥᛶを考៖して㏫合成解ᯒを⾜࠺ことができる。 

 

評価（ルーブリック）（前期） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 一⯡的な᭷ᶵ合成

ᛂについて、正しく説

明できる。 

一⯡的な᭷ᶵ合成

ᛂについて、ᴫࡡ説明

できる。 

一⯡的な᭷ᶵ合成

ᛂについて、とࢇ

説明できる。 

評価項目２ ᐁ能ᇶ㑅ᢥᛶを考៖

して正しい㏫合成解

ᯒを⾜࠺ことができ

る。 

ᐁ能ᇶ㑅ᢥᛶをᴫࡡ

考៖した㏫合成解ᯒ

を⾜࠺ことができる。 

ᐁ能ᇶ㑅ᢥᛶを考៖

して㏫合成解ᯒを⾜

でࢇとことが࠺

きない。 

評価項目３ 位⨨㑅ᢥᛶ、❧య㑅ᢥ

ᛶを考៖して正しい

㏫合成解ᯒを⾜࠺こ

とができる。 

位⨨㑅ᢥᛶ、❧య㑅ᢥ

ᛶをᴫࡡ考៖した㏫

合成解ᯒを⾜࠺こと

ができる。 

位⨨㑅ᢥᛶ、❧య㑅ᢥ

ᛶを考៖して㏫合成

解ᯒを⾜࠺ことが

とࢇできない。 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)：ᕤ学の専㛛知識を῝く理解できること． 

 

教育方法等 

概要 ᭷ᶵ学のとࢇ全㡿ᇦのᇶ┙になるのࡣ≉定の合物をᕷ㈍のཎ

ᩱから合成することである。単⣧な 合物で࠼ࡉその合成⤒㊰ࡣ㏻ᖖい

くとおりࡶあり、の⤒㊰がよいかをุ᩿することࡣ㞴しい。㏫合成解

ᯒࡣ、このよ࠺な」㞧な᭷ᶵ合物をຠ⋡的に合成するためのᡭ法であ

151



る。  

本⛉┠でࡣ、㏫合成解ᯒを学ぶことによࡗて、単⣧な一⨨分Ꮚある

いࡣ⨨分Ꮚからࢪࢪࣜࣟࣆンࢻࣟ࢝ࣝのよ࠺な」㞧な分Ꮚまで

をྵむᖜᗈい分Ꮚのຠ⋡的な合成ᡓ␎のタィができるよ࠺になることを

┠ᶆとする。また、㏫合成解ᯒを学ぶ前に、᭷ᶵ学における 4つの㔜せ

なᛂ(ຍ、⬺㞳、⨨、㌿ ⛣)ࡸ᭷ᶵ合物のᇶ本的なᛶ㉁(ඹ㬆構㐀、

ㄏ㉳ຠᯝ)について習を⾜࠺。  

授業の進め方と 

授業内容・方法 

を用いたㅮ⩏をయとする。授業内容の理解ᗘを確ㄆするたࢱࢡ࢙ࢪࣟࣉ

めにᑠテストを⾜࠺。授業内容ࡣᩍ⛉書にἢࡗているので、必せにᛂࡌて

ᩍ⛉書に㏣グし、ࣀートࡣၥ題を解く㝿に用いる。 

注意点 ᭷ᶵ学のᇶ♏知識を᭷することがᮃましい。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 ᭷ᶵ学のᇶ♏ こࢀまでに習ࡗた᭷ᶵ学のᛂについて説

明できる。 

2 週 ㏫合成解ᯒの考࠼方と

方法 I 

一⯡的なシントンと合成等౯యを説明でき

る。 

3 週 ㏫合成解ᯒの考࠼方と

方法 II 

単⣧な合物について㏫合成解ᯒを⾜࠺こと

ができる。 

4 週 ₯ᅾᴟᛶとᐁ能ᇶ┦

ኚ I 

₯ᅾᴟᛶについて説明できる。 

5 週 ₯ᅾᴟᛶとᐁ能ᇶ┦

ኚ II 

₯ᅾᴟᛶをᣢつ合物について㏫合成解ᯒを

 。ことができる࠺⾜

6 週 ₯ᅾᴟᛶとᐁ能ᇶ┦

ኚ III 

ᐁ能ᇶ┦ኚについて説明できる。 

7 週 ㏫合成解ᯒのᡓ␎とィ

⏬ 

ຠ⋡のⰋい㏫合成解ᯒの方法を説明できる。 

8 週 中㛫ヨ㦂  

9 週 ᐁ能ᇶ㑅ᢥᛶとಖㆤᇶ I ಖㆤᇶのᴫᛕを説明できる。 

10 週 ᐁ能ᇶ㑅ᢥᛶとಖㆤᇶ

II 

ಖㆤᇶを用いた㏫合成解ᯒを説明できる。 

11 週 ᐁ能ᇶ㑅ᢥᛶとಖㆤᇶ

III 

ಖㆤᇶを用いた㏫合成解ᯒを説明できる。 

12 週 位⨨㑅ᢥᛶ I ࣝケンࡸⰾ㤶᪘の位⨨㑅ᢥ的な㏫合成解ᯒ

を説明できる。 
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13 週 位⨨㑅ᢥᛶ II Ș,ș-不㣬࣎ࣝ࢝ニࣝ合物の位⨨㑅ᢥ的

な㏫合成解ᯒを説明できる。 

14 週 ❧య㑅ᢥᛶ ❧య㑅ᢥ的な㏫合成解ᯒを説明できる。 

15 週 期ᮎヨ㦂  

16 週 テスト返却と㛤タ  

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 

基礎的能力        

専門的能力 80    20  100 

分野横断的能力        
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教科名 ᛂ用分ᯒ学 

 
科目基礎情報 

科目番号 6C008 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 ᛂ用物㉁ᕤ学専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 ᶫᘯ୕㑻らࠕ分ᯒ学ࠖ㸫⁐ᾮᛂをᇶ♏とする㸫、୕ඹ出∧ 

担当者   

 
到達目標 

1. Ỉ⁐ᾮ中の学ᖹ⾮を理解すること。 

2. 学✀について理解し、また、学✀の⃰ᗘ、分ᕸಀᩘをồめることができる。 

ΰ合㓟（ࣜ࢝ࣝ）、୧ᛶ物㉁と⦆⾪ᾮの pH 等に㛵するィ⟬ができる。 

3. ⁐ᾮ中の㝧࢜ン、㝜࢜ン⣔⤫定ᛶ分ᯒを理解すること。 

4. 㓟㑏ඖᖹ⾮と㓟㑏ඖ定を理解すること。 

5. ᾮ̿ᾮ分㓄ᖹ⾮を理解すること。 
 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安（不

可） 

評価項目１ Ỉ⁐ᾮ中の学ᖹ⾮ 

（物㉁、㟁Ⲵ、ࣟࣉトン

ᖹ⾮）、活量について説

明できる。正しくィ⟬が

できる。 

Ỉ⁐ᾮ中の学ᖹ⾮ 

（物㉁、㟁Ⲵ、ࣟࣉトン

ᖹ⾮）、活量について説

明できる。ィ⟬できる。 

Ỉ⁐ᾮ中の学ᖹ⾮ 

（物㉁、㟁Ⲵ、ࣟࣉトン

ᖹ⾮）、活量について説

明できない。ィ⟬できな

い。 

評価項目２ 学✀に㛵して理解で

きる。また、正しく⁐ᾮ

中の学✀の⃰ᗘ、分ᕸ

ಀᩘをồめることがで

きる。ΰ合㓟（࢝ࣝ

ࣜ）、୧ᛶ物㉁の pH್を

正しくồめることがで

きる。⦆⾪ᾮに㛵するィ

⟬ができる。 

学✀に㛵して理解す

る。また、⁐ᾮ中の学

✀の⃰ᗘ、分ᕸಀᩘをồ

めることができる。ΰ合

㓟（ࣜ࢝ࣝ）、୧ᛶ物

㉁の pH ್をồめること

ができる。⦆⾪ᾮに㛵す

るィ⟬ができる。 

学✀に㛵して理解で

きない。また、正しく⁐

ᾮ中の学✀の⃰ᗘ、分

ᕸಀᩘをồめることが

できない。ΰ合㓟（ࣝ

୧ᛶ物㉁の、（ࣜ࢝ pH

್を正しくồめること

ができない。⦆⾪ᾮに㛵

するィ⟬ができない。 

評価項目３ 㠀Ỉ⁐ᾮに㛵して理解

する。正しく㝧࢜ン、

㝜࢜ンの分ᒓを分け

ることができる。 

㠀Ỉ⁐ᾮに㛵して理解

する。㝧࢜ン、㝜࢜

ンの分ᒓを分けること

ができる。 

㠀Ỉ⁐ᾮに㛵して理解

することができない。㝧

ンの分ᒓ࢜ン、㝜࢜

を分けることができな

い。 

評価項目㸲 正しく㝧࢜ン、㝜࢜

ンの分ᒓを分けること

ができる。ࣝࢿンストᘧ

による㟁ụの㟁位をồ

㝧࢜ン、㝜࢜ンの分

ᒓを分けることができ

る。ࣝࢿンストᘧによる

㟁ụの㟁位をồめるこ

㝧࢜ン、㝜࢜ンの分

ᒓを分けることができ

ない。ࣝࢿンストᘧによ

る㟁ụの㟁位をồめる
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めることができる。㓟

㑏ඖᖹ⾮と㓟㑏ඖ

定について理解する。ま

た、㛵ಀするィ⟬が正し

くできる。 

とができる。㓟㑏ඖᖹ

⾮と㓟㑏ඖ定につ

いて理解する。また、㛵

ಀするィ⟬ができる。 

ことができない。㓟㑏

ඖᖹ⾮と㓟㑏ඖ定

について理解すること

ができない。また、㛵ಀ

するィ⟬ができない。 

評価項目㸳 ᾮ̿ᾮ分㓄ᖹ⾮につい

て理解する。また、正し

く㛵ಀするィ⟬ができ

る。 

ᾮ̿ᾮ分㓄ᖹ⾮につい

て理解する。また、㛵ಀ

するィ⟬ができる。 

ᾮ̿ᾮ分㓄ᖹ⾮につい

て理解することができ

ない。また、㛵ಀするィ

⟬ができない。 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)：ᕤ学の専㛛知識を῝く理解できること． 

 

教育方法等 

概要  ⁐ᾮ内ᛂにᇶ࡙く分ᯒ法について理解を῝める。すなࡕࢃ、⁐ᾮཬび

⁐ᾮ内ᛂの≉ᚩ、⁐ᾮ内学ᖹ⾮のᴫᛕ、各✀の学ᖹ⾮とその分ᯒ

学のᛂ用について理解を῝める。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

ㅮ⩏を中心とし，1 ᅇの授業ࡈとに授業内容のまとめ、⦎習ၥ題を課す。 

注意点 ప学ᖺのຮᙉした分ᯒ、᭷ᶵ、↓ᶵ、において習得した各専㛛知識のᇶ♏

を習する必せがある。 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

ᚋ期 

1 週 
学ᖹ⾮、活量 学ᖹ⾮について理解する。活量をồめるこ

とができる。 

2 週 
物㉁ᖹ⾮、㟁Ⲵᖹ⾮、ࣉ

ࣟトンᖹ⾮ 

物㉁ᖹ⾮、㟁Ⲵᖹ⾮、ࣟࣉトンᖹ⾮ᘧを書く

ことができる。 

3 週 
学✀と分ᕸಀᩘ 学✀について理解する。学✀の分ᕸಀᩘ

をồめることができる。 

4 週 
⁐ᾮ中の学✀の⃰ᗘ ⁐ᾮ中の学✀の⃰ᗘをồめることができ

る。 

5 週 
ΰ合㓟（ࣜ࢝ࣝ）、୧

ᛶ物㉁の pH ್ 

ΰ合㓟（ࣜ࢝ࣝ）、୧ᛶ物㉁の pH ್をồめ

ることができる。 

6 週 
㠀Ỉ定、Ỉᖹຠᯝ、 

♧ᕪຠᯝ 

㠀Ỉ定、Ỉᖹຠᯝ、♧ᕪຠᯝについて理

解する。 

7 週 
⦆⾪容量、⦆⾪ᾮ ⦆⾪容量について理解する。⦆⾪⁐ᾮに㛵す

るィ⟬ができる。 
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8 週 
分ᒓヨ⸆、㝧࢜ンの分

ᒓ法 

分ᒓヨ⸆について理解ができる。分ᒓヨ⸆に

よࡗて㝧࢜ンを分ᒓすることができる。 

9 週 
㝜࢜ンの分ᒓ法 分ᒓヨ⸆によࡗて㝧࢜ンを分ᒓすることが

できる。 

10 週 
㓟㑏ඖᖹ⾮の㟁位、㓟

㑏ඖᛂのᖹ⾮定ᩘ 

㓟㑏ඖᖹ⾮の㟁位、㓟㑏ඖᛂのᖹ⾮定

ᩘをồめることができる。 

11 週 

㟁ụの㉳㟁力、ࣝࢿンス

トᘧによる㟁ụの㟁位ィ

⟬ 

㟁ụの㉳㟁力について説明ができる。また、

ンストᘧによる㟁ụの㟁位ィ⟬ができࣝࢿ

る。 

12 週 㓟㑏ඖ定᭤⥺ 㓟㑏ඖ定᭤⥺をᥥくことができる。 

13 週 ᾮ̿ᾮ分㓄ᖹ⾮ ᾮ-ᾮᖹ⾮に㛵するィ⟬ができる。 

14 週 ࢟レートᢳ出 ࢟レートᢳ出のことが説明できる。 

15 週 ࠙学ᖺᮎテストࠚ 

16 週 テスト返却と解説 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 分Ꮚ構㐀解ᯒ学 

 
科目基礎情報 

科目番号 6C009 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 ᛂ用物㉁ᕤ学専攻 対象学年 ６ 

開設期 ᚋ期 週時限数 １ 

教科書／教材 ᩍ⛉書：なし（㓄ࣜࣉント等） 
ཧ考書：  
᭷ᶵ学のためのスࢡ࣌トࣝ解ᯒ法[➨ 2 ∧]㸹M. Hesse  か㸭学ྠே
➨]ース ᭷ᶵ学ᴫ説ࣝࣈ 2 ∧]㸹Paula Y. Bruice ⴭ㸭学ྠே 
ᅗ書㤋にあるᶵჾ分ᯒに㛵する書⡠等 

担当者 Ἑᖹ ⣖ྖ 

 
到達目標 

１．各分ᯒᶵჾのཎ理࣭⨨࣭ᛂ用について正しく説明することができる 

２．」ᩘの分ᯒᶵჾより得らࢀる多ᵝな情報を正しく解ᯒすることができる 

３．ィ⟬学的ᡭ法にて┠的分Ꮚの 3D  をస成し情報を得ることができるࣝࢹࣔ

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 各分ᯒᶵჾのཎ理࣭

⨨࣭ᛂ用について、

ン㈨ᩱを用いてࢮレࣉ

正しく説明することが

できる 

各分ᯒᶵჾのཎ理࣭ 

⨨࣭ᛂ用について、

ある⛬ᗘ説明するこ

とができる 

各分ᯒᶵჾのཎ理࣭ 

⨨࣭ ᛂ用について説

明することができな

い 

評価項目２ 」ᩘの分ᯒᶵჾより得

らࢀる多ᵝな情報を正

しく理解し、正確に解

ᯒすることができる 

」ᩘの分ᯒᶵჾより

得らࢀる情報をある

⛬ᗘ解ᯒすることが

できる 

分ᯒᶵჾより得らࢀ

る情報を解ᯒするこ

とができない 

評価項目３ ィ⟬学的ᡭ法を用い

て┠的分Ꮚの 3D ࢹࣔ

ࣝをస成し、分Ꮚࢧ

合ゅ࣭㟁Ⲵ等の⤖࣭ࢬ

正しい情報を得ること

ィ⟬学的ᡭ法を用

いて┠的分Ꮚの 3D ࣔ

⛬をస成し、あるࣝࢹ

ᗘの情報を得ること

ができる 

ィ⟬学的ᡭ法を用

いて┠的分Ꮚの情報

を得ることができな

い 
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ができる 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)：ᕤ学の専㛛知識を῝く理解できること． 

 
教育方法等 

概要 ཎᏊが多ᩘ⤖合してᙧ成ࢀࡉる分Ꮚࡣ、ཎᏊの✀類࣭࣭ࢬࢧ構成࣭❧

య構㐀なᵝࠎなせᅉによࡗてᶵ能ᛶがኚする。ᵝࠎなᶵ能ᛶᮦᩱࡸ་

⸆ရ等をタィする࠼࠺で、分ᏊがⓎ⌧するᶵ能をᢕᥱしておくことࡣ㠀ᖖ

に㔜せである。㏆ᖺの分ᯒᶵჾのⓎᒎࡣ┠ぬましいࡶのである一方、必せ

にᛂࡌて適した分ᯒᶵჾࡸ᮲௳࣭ᡭ法を㑅ᢥする必せがある。そのために

で用することが必せ不ྍ欠であ࠼࠺各✀分ᯒᶵჾのཎ理を理解した、ࡣ

り、ࡉらに得らࢀる⤖ᯝを正確に解ᯒできなけࡤࢀならない。 
 本⛉┠でࡣ、ᣦ定ࢀࡉた分ᯒᶵჾに㛵して自㌟でㄪてࣉレࢮンテーシ

ョンを⾜࠺。こࢀにより情報㞟࣭ࣉレࢮンテーション能力を㣴࠺。また、

ᵝࠎな分Ꮚ構㐀解ᯒのᡭ法およびཎ理を理解し、ᐇ㝿に得らࢀるスࢡ࣌ト

ࣝ等の⤖ᯝから分Ꮚ構㐀をỴ定する解ᯒᡭ法を習得する。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
板書中心 

注意点 本⛉┠でࡣᇶ♏学、物理、᭷ᶵ学、↓ᶵ学、⏕物学等の⥲合的なᇶ

♏࣭ᛂ用知識が必せとなる。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

ᚋ期 

1 週 ࢲ࢞ンス 本⛉┠の内容と┠ᶆを理解する。 
ンࢮレࣉ、ンする各✀分ᯒ⨨のᢸᙜࢮレࣉ

のὀ意Ⅼ等をᢕᥱする。 

2 週 ග学࣭㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾 ග学㢧ᚤ㙾と㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾のཎ理࣭ᛂ用を理解す

る。㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾に㛵してࡣ、その分類ࡸ≉ᚩに

ついてࡶ理解する。 

3 週 ィ⟬学（分Ꮚ㌶㐨法） ィ⟬学的ᡭ法である分Ꮚ㌶㐨法のཎ理を理

解する。ࢯフト࢙࢘を用いたィ⟬方法を習得

する。 

4 週 ィ⟬学（分Ꮚື力学

法） 
ィ⟬学的ᡭ法である分Ꮚື力学法のཎ理を

理解する。ࢯフト࢙࢘を用いたィ⟬方法を習

得する。 
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5 週 ࣉレࢮンテーション 1 ᢸᙜする分ᯒᶵჾについてࣉレࢮンテーショ

ンを⾜࠺。また、ࣉレࢮン⪅௨外の学⏕ࡣ㉁

を⾜࠺。 

6 週 ࣉレࢮンテーション 2 ᢸᙜする分ᯒᶵჾについてࣉレࢮンテーショ

ンを⾜࠺。また、ࣉレࢮン⪅௨外の学⏕ࡣ㉁

を⾜࠺。 

7 週 ࣉレࢮンテーション 3 ᢸᙜする分ᯒᶵჾについてࣉレࢮンテーショ

ンを⾜࠺。また、ࣉレࢮン⪅௨外の学⏕ࡣ㉁

を⾜࠺。 

8 週 ࣉレࢮンテーション 4 ᢸᙜする分ᯒᶵჾについてࣉレࢮンテーショ

ンを⾜࠺。また、ࣉレࢮン⪅௨外の学⏕ࡣ㉁

を⾜࠺。 

9 週 ࣉレࢮンテーション 5 ᢸᙜする分ᯒᶵჾについてࣉレࢮンテーショ

ンを⾜࠺。また、ࣉレࢮン⪅௨外の学⏕ࡣ㉁

を⾜࠺。 

10 週 ᭷ᶵ合物のスࢡ࣌ト

ࣝ解ᯒ 1 
NMR、MS、IR 等のスࢡ࣌トࣝ解ᯒ法を習得

する。 

11 週 ᭷ᶵ合物のスࢡ࣌ト

ࣝ解ᯒ 2 
NMR、MS、IR 等のスࢡ࣌トࣝ解ᯒ法を習得

する。 

12 週 ᭷ᶵ合物のスࢡ࣌ト

ࣝ解ᯒ㸩ࣉレࢮンテー

ション 1 

NMR、MS、IR 等のスࢡ࣌トࣝよりᑟいた᭷

ᶵ合物の分Ꮚ構㐀についてࣉレࢮンテーシ

ョンを⾜࠺。 

13 週 ᭷ᶵ合物のスࢡ࣌ト

ࣝ解ᯒ㸩ࣉレࢮンテー

ション 2 

NMR、MS、IR 等のスࢡ࣌トࣝよりᑟいた᭷

ᶵ合物の分Ꮚ構㐀についてࣉレࢮンテーシ

ョンを⾜࠺。 

14 週 ᭷ᶵ合物のスࢡ࣌ト

ࣝ解ᯒ㸩ࣉレࢮンテー

ション 3 

NMR、MS、IR 等のスࢡ࣌トࣝよりᑟいた᭷

ᶵ合物の分Ꮚ構㐀についてࣉレࢮンテーシ

ョンを⾜࠺。 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト返却と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70 30     100 

基礎的能力  15     15 
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専門的能力 70 15     85 

分野横断的能力        
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教科名 ᆅᇦ༠ാ₇習Ⅰ 

 
科目基礎情報 

科目番号 6C010 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 ₇習 単位数 １（学修単位，45/45） 

開設学科 ᛂ用物㉁ᕤ学専攻 対象学年 ６ 

開設期 ㏻ᖺ 週時限数 1.5 

教科書／教材 適ᐅࣜࣉント㓄 

担当者 出ཱྀ ᬛ 

 
到達目標 

１． ᕤ学のᇶ♏的な知識࣭ᢏ⾡を㥑して，ᆅᇦに内ᅾするၥ題をⓎ見し，その解Ỵに㈉⊩

できること． 

２．学習成ᯝを，ᅗ⾲を用いて論理的に説明できること． 

３．㝈らࢀた㛫の中で，課せらࢀた課題にᑐฎできること． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ᕤ学のᇶ♏的な知識࣭

ᢏ⾡を㥑して，ᆅᇦ

に内ᅾするၥ題を的確

にᤊ࠼，そのၥ題を解

Ỵできる方法をᥦで

きる． 

ᕤ学のᇶ♏的な知

識࣭ᢏ⾡を㥑して，

ᆅᇦに内ᅾするၥ題

をⓎ見し，その解Ỵを

解Ỵできる事業ィ⏬

をᥦできる． 

ᆅᇦに内ᅾするၥ題

をⓎ見できない．ࡶし

くࡣ，ᥦࢀࡉた事業

ィ⏬が，ᆅᇦのၥ題解

Ỵとࡣ↓㛵ಀである． 

評価項目２ 学習成ᯝを，適切なᅗ

⾲を用い，明ᛌかつ論

理的に説明できる． 

学習成ᯝを，ᅗ⾲を用

いて論理的に説明で

きる． 

学習成ᯝを，ᅗ⾲を用

いて論理的に説明す

ることができない． 
評価項目３ 㝈らࢀた㛫の中で，

課せらࢀた課題にᑐ

し，的確にᑐฎできる． 

㝈らࢀた㛫の中で，

課せらࢀた課題にᑐ

ฎできる． 

㝈らࢀた㛫の中で，

課せらࢀた課題にᑐ

ฎすることができな

い． 
 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-3(d-2)：ᐇ㦂࣭ᐇ習等を確ᐇにᐇ㊶できること． 
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◎C-1(d-3)：⌧≧を㐍ᒎࡉせるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできること． 

۵A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること． 

۵B-4(d-1)：ᕤ学の学㝿的知識を専㛛知識に活用できる⛬ᗘに習得すること． 

۵C-1(d-4)：⌧≧を㐍ᒎࡉせるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできること． 

۵C-2(e)(h)(i)：ᵝࠎなၥ題にᑐฎできるࢨࢹン能力を習得すること． 

 
教育方法等 

概要 本⛉┠ࠕ，ࡣᆅ⌫的ど㔝と国㝿ᛶをഛ࠼たᢏ⾡⪅ࠖ，ࠕ専㛛知識と多ᵝ

ᛶ࣭学㝿ᛶをഛ࠼たᢏ⾡⪅ࠖ，ࠕᐇ㊶力と㐀ᛶをഛ࠼たᢏ⾡⪅ࠖを㣴成

するとい࠺学習࣭ᩍ⫱┠ᶆを，ᆅᇦ⏕との㛵ࢃりの中でのᐇ㊶を㏻して，

㐩成するために㛤ㅮࢀࡉたࡶのである． 

 ᆅᇦࡣ，ᪧ ⏘Ⅳᆅで㎰業を⏘業とし，ேཱྀῶᑡ࣭㧗㱋が㐍ࢇでいる．

したがࡗて，ᆅᇦ⏕ࡣᛴົな課題である．そこで，ᆅᇦ⏕とい࠺課題

を，本⛉┠でࡣ，〇㐀，ၟရ，㈍までの一㐃のᕤ⛬をᐇ㊶することで，

ᕤ学的࣭学㝿的に解Ỵする方法を᥈り，また㉳業のᥦを⾜࠺ことにより，

ᆅᇦに㈉⊩できるேᮦを⫱成することを┠ᶆとする． 

 このよ࠺なほⅬにたࡗて，本⛉┠ࡣ，ᆅᇦ⏕とい࠺課題にᑐする解Ỵ

⟇をᥦする．ᆅᇦがかか࠼るࡉまࡊまな課題を解ỴするためにᆅᇦఫẸ

と༠ാで取り組むことで，コミュニケーション能力，課題᥈ồ能力ࡸ課題

解Ỵ能力を㣴࠺．また，課題についてࡣᕤ学的࣭学㝿的ᡭ法でᑐᛂするこ

とにより，論理的ᛮ考能力ࡸ㐀的ᛮ考能力を㣴࠺． 

学内外に࣏スࢱー等で成ᯝをⓎ⾲し，活Ⓨな意見を⾜࠺ことで学⏕

のࣉレࢮンテーション能力を㧗める． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
授業ࡣᨺ課ᚋࡶしくࡣ長期ఇᬤ中に⾜࠺．授業ᢸᙜᩍဨのᣦ♧にᛂࡌて

〇సの‽ഛࡸస業，レ࣏ートస成，Ⓨ⾲の‽ഛなを⾜࠺．≉に，ᆅᇦ

のၥ題を解Ỵする事業に✚ᴟ的に㛵ࢃる． 

注意点 本⛉┠ࡣ学㝿的⛉┠で，そこで必せになる知識࣭⤒㦂ࡣ学のᯟに␃ま

るࡶのでࡣない．したがࡗて，日ᖖの♫的ၥ題にࡶᖖ日㡭から┠をྥけ

ていることが必せである．≉に，ᆅ方㒔ᕷをめࡄるၥ題のㄆ識がồめら

 ．るࢀ

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

or 

ᚋ期 

1 週 ࢚ࣜ࢜ンテーション 本⛉┠の┠的と構成，㐍め方，ならびにホ౯方

法等を知る． 

2 週 テー࣐㑅定 自分が取り組みたいテー࣐のጇᙜᛶを説明で
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きる． 

3 週 テー࣐㑅定 自分が取り組みたいテー࣐のጇᙜᛶを説明で

きる． 

4 週 ᆅᇦのၥ題についての

理解を῝める活ື 
ᆅᇦのၥ題解Ỵをᅗる事業にཧ⏬し，ᆅᇦのၥ

題について῝く理解できる． 

5 週 ᆅᇦのၥ題についての

理解を῝める活ື                                               
ᆅᇦのၥ題解Ỵをᅗる事業にཧ⏬し，ᆅᇦのၥ

題について῝く理解できる． 

6 週 ᆅᇦのၥ題についての

理解を῝める活ື                                               
ᆅᇦのၥ題解Ỵをᅗる事業にཧ⏬し，ᆅᇦのၥ

題について῝く理解できる． 

7 週 ⌧≧ᢕᥱの成ᯝとᚋ

の取り組み方㔪の確ㄆ 
多面的に⌧≧を理解したୖで，ᚋの取り組み

方㔪を説明できる． 

8 週 ᆅᇦのၥ題解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬᳨ウ 
ᆅᇦに内ᅾするၥ題をⓎ見し，その解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬を考できる． 

9 週 ᆅᇦのၥ題解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬᳨ウ 
ᆅᇦに内ᅾするၥ題をⓎ見し，その解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬を考できる． 

10 週 ᆅᇦのၥ題解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬᳨ウ 
ᆅᇦに内ᅾするၥ題をⓎ見し，その解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬を考できる． 

11 週 㐍ᤖ≧ἣ確ㄆ ᳨ウを㐍めている事業ィ⏬のጇᙜᛶを説明で

きる．その一方で，ᙜヱィ⏬の不༑分なⅬをㄆ

識し，ᚋの方ྥᛶを正できる． 

12 週 ᆅᇦのၥ題解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬᳨ウ 
ᆅᇦに内ᅾするၥ題をⓎ見し，その解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬を考できる． 

13 週 ᆅᇦのၥ題解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬᳨ウ 
ᆅᇦに内ᅾするၥ題をⓎ見し，その解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬を考できる． 

14 週 ࣉレࢮンテーション㈨

ᩱ࡙くり 
どぬ的かつ論理的で，ࢃかりࡸすいࣉレࢮンテ

ーション㈨ᩱがస成できる． 

15 週 Ⓨ⾲と᭱⤊⥲ᣓ 論理的で，ࢃかりࡸすいࣉレࢮンテーションが

できる． 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力     20  20 

専門的能力     50  50 
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分野横断的能力     30  30 
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教科名 ᆅᇦ༠ാ₇習ϩ 

 
科目基礎情報 

科目番号 6C011 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 ₇習 単位数 １（学修単位，45/45） 

開設学科 ᛂ用物㉁ᕤ学専攻 対象学年 ６ 

開設期 ㏻ᖺ 週時限数 1.5 

教科書／教材 適ᐅࣜࣉント㓄 

担当者 出ཱྀ ᬛ 

 
到達目標 

１． ᕤ学のᇶ♏的な知識࣭ᢏ⾡を㥑して，ᆅᇦに内ᅾするၥ題をⓎ見し，その解Ỵに㈉⊩

できること． 

２．学習成ᯝを，ᅗ⾲を用いて論理的に説明できること． 

３．㝈らࢀた㛫の中で，課せらࢀた課題にᑐฎできること． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ᕤ学のᇶ♏的な知識࣭

ᢏ⾡を㥑して，ᆅᇦ

に内ᅾするၥ題を的確

にᤊ࠼，そのၥ題を解

Ỵできる方法をᥦで

きる． 

ᕤ学のᇶ♏的な知

識࣭ᢏ⾡を㥑して，

ᆅᇦに内ᅾするၥ題

をⓎ見し，その解Ỵを

解Ỵできる事業ィ⏬

をᥦできる． 

ᆅᇦに内ᅾするၥ題

をⓎ見できない．ࡶし

くࡣ，ᥦࢀࡉた事業

ィ⏬が，ᆅᇦのၥ題解

Ỵとࡣ↓㛵ಀである． 

評価項目２ 学習成ᯝを，適切なᅗ

⾲を用い，明ᛌかつ論

理的に説明できる． 

学習成ᯝを，ᅗ⾲を用

いて論理的に説明で

きる． 

学習成ᯝを，ᅗ⾲を用

いて論理的に説明す

ることができない． 
評価項目３ 㝈らࢀた㛫の中で，

課せらࢀた課題にᑐ

し，的確にᑐฎできる． 

㝈らࢀた㛫の中で，

課せらࢀた課題にᑐ

ฎできる． 

㝈らࢀた㛫の中で，

課せらࢀた課題にᑐ

ฎすることができな

い． 
 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-3(d-2)：ᐇ㦂࣭ᐇ習等を確ᐇにᐇ㊶できること． 
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◎C-1(d-3)：⌧≧を㐍ᒎࡉせるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできること． 

۵A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること． 

۵B-4(d-1)：ᕤ学の学㝿的知識を専㛛知識に活用できる⛬ᗘに習得すること． 

۵C-1(d-4)：⌧≧を㐍ᒎࡉせるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできること． 

۵C-2(e)(h)(i)：ᵝࠎなၥ題にᑐฎできるࢨࢹン能力を習得すること． 

 
教育方法等 

概要 本⛉┠ࠕ，ࡣᆅ⌫的ど㔝と国㝿ᛶをഛ࠼たᢏ⾡⪅ࠖ，ࠕ専㛛知識と多ᵝ

ᛶ࣭学㝿ᛶをഛ࠼たᢏ⾡⪅ࠖ，ࠕᐇ㊶力と㐀ᛶをഛ࠼たᢏ⾡⪅ࠖを㣴成

するとい࠺学習࣭ᩍ⫱┠ᶆを，ᆅᇦ⏕との㛵ࢃりの中でのᐇ㊶を㏻して，

㐩成するために㛤ㅮࢀࡉたࡶのである． 

 ᆅᇦࡣ，ᪧ ⏘Ⅳᆅで㎰業を⏘業とし，ேཱྀῶᑡ࣭㧗㱋が㐍ࢇでいる．

したがࡗて，ᆅᇦ⏕ࡣᛴົな課題である．そこで，ᆅᇦ⏕とい࠺課題

を，本⛉┠でࡣ，〇㐀，ၟရ，㈍までの一㐃のᕤ⛬をᐇ㊶することで，

ᕤ学的࣭学㝿的に解Ỵする方法を᥈り，また㉳業のᥦを⾜࠺ことにより，

ᆅᇦに㈉⊩できるேᮦを⫱成することを┠ᶆとする． 

 このよ࠺なほⅬにたࡗて，本⛉┠ࡣ，ᆅᇦ⏕とい࠺課題にᑐする解Ỵ

⟇をᥦする．ᆅᇦがかか࠼るࡉまࡊまな課題を解ỴするためにᆅᇦఫẸ

と༠ാで取り組むことで，コミュニケーション能力，課題᥈ồ能力ࡸ課題

解Ỵ能力を㣴࠺．また，課題についてࡣᕤ学的࣭学㝿的ᡭ法でᑐᛂするこ

とにより，論理的ᛮ考能力ࡸ㐀的ᛮ考能力を㣴࠺． 

学内外に࣏スࢱー等で成ᯝをⓎ⾲し，活Ⓨな意見を⾜࠺ことで学⏕

のࣉレࢮンテーション能力を㧗める． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
授業ࡣᨺ課ᚋࡶしくࡣ長期ఇᬤ中に⾜࠺．授業ᢸᙜᩍဨのᣦ♧にᛂࡌて

〇సの‽ഛࡸస業，レ࣏ートస成，Ⓨ⾲の‽ഛなを⾜࠺．≉に，ᆅᇦ

のၥ題を解Ỵする事業に✚ᴟ的に㛵ࢃる． 

注意点 本⛉┠ࡣ学㝿的⛉┠で，そこで必せになる知識࣭⤒㦂ࡣ学のᯟに␃ま

るࡶのでࡣない．したがࡗて，日ᖖの♫的ၥ題にࡶᖖ日㡭から┠をྥけ

ていることが必せである．≉に，ᆅ方㒔ᕷをめࡄるၥ題のㄆ識がồめら

 ．るࢀ

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

or 

ᚋ期 

1 週 ࢚ࣜ࢜ンテーション 本⛉┠の┠的と構成，㐍め方，ならびにホ౯方

法等を知る． 

2 週 テー࣐㑅定 自分が取り組みたいテー࣐のጇᙜᛶを説明で
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きる． 

3 週 テー࣐㑅定 自分が取り組みたいテー࣐のጇᙜᛶを説明で

きる． 

4 週 ᆅᇦのၥ題についての

理解を῝める活ື 
ᆅᇦのၥ題解Ỵをᅗる事業にཧ⏬し，ᆅᇦのၥ

題について῝く理解できる． 

5 週 ᆅᇦのၥ題についての

理解を῝める活ື                                               
ᆅᇦのၥ題解Ỵをᅗる事業にཧ⏬し，ᆅᇦのၥ

題について῝く理解できる． 

6 週 ᆅᇦのၥ題についての

理解を῝める活ື                                               
ᆅᇦのၥ題解Ỵをᅗる事業にཧ⏬し，ᆅᇦのၥ

題について῝く理解できる． 

7 週 ⌧≧ᢕᥱの成ᯝとᚋ

の取り組み方㔪の確ㄆ 
多面的に⌧≧を理解したୖで，ᚋの取り組み

方㔪を説明できる． 

8 週 ᆅᇦのၥ題解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬᳨ウ 
ᆅᇦに内ᅾするၥ題をⓎ見し，その解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬を考できる． 

9 週 ᆅᇦのၥ題解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬᳨ウ 
ᆅᇦに内ᅾするၥ題をⓎ見し，その解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬を考できる． 

10 週 ᆅᇦのၥ題解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬᳨ウ 
ᆅᇦに内ᅾするၥ題をⓎ見し，その解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬を考できる． 

11 週 㐍ᤖ≧ἣ確ㄆ ᳨ウを㐍めている事業ィ⏬のጇᙜᛶを説明で

きる．その一方で，ᙜヱィ⏬の不༑分なⅬをㄆ

識し，ᚋの方ྥᛶを正できる． 

12 週 ᆅᇦのၥ題解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬᳨ウ 
ᆅᇦに内ᅾするၥ題をⓎ見し，その解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬を考できる． 

13 週 ᆅᇦのၥ題解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬᳨ウ 
ᆅᇦに内ᅾするၥ題をⓎ見し，その解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬を考できる． 

14 週 ࣉレࢮンテーション㈨

ᩱ࡙くり 
どぬ的かつ論理的で，ࢃかりࡸすいࣉレࢮンテ

ーション㈨ᩱがస成できる． 

15 週 Ⓨ⾲と᭱⤊⥲ᣓ 論理的で，ࢃかりࡸすいࣉレࢮンテーションが

できる． 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力     20  20 

専門的能力     50  50 
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分野横断的能力     30  30 
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教科名 ≉別ᐇ習ϩ 

 

科目基礎情報 

科目番号 6C012 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 ᐇ習 単位数 1-4 

開設学科 ᛂ用物㉁ᕤ学専攻 対象学年 ６ 

開設期 ㏻ᖺ 週時限数  

教科書／教材  

担当者 ⸨本 ㍜ 

 

到達目標 

１．ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀた課題にᑐし，その本㉁を理解できること． 

２．ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀた課題にᑐし，自ら取り組み，ᐇ習⌧ሙに

おいて⤒㦂するᐇົୖの課題を解Ỵし，適切にᑐᛂすることができること． 

３．ᐇ習の成ᯝをཱྀ㢌Ⓨ⾲およびレ࣏ートで説明できる． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，その本㉁を

明確に理解できること． 

ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，その本㉁を

理解できること． 

ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，その本㉁を

理解できない． 

評価項目２ ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，య的に取

り組むことができ，ᐇ習

⌧ሙにおいて⤒㦂する

ᐇົୖの課題を解Ỵす

るための適切なᑐᛂが

できること． 

ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，取り組むこ

とができ，ᐇ習⌧ሙにお

いて⤒㦂するᐇົୖの

課題を解Ỵするための

ᑐᛂができること． 

ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，自ら取り組

むことができない． 

評価項目３ ᐇ習の成ᯝをཱྀ㢌Ⓨ⾲

およびレ࣏ートでヲ⣽

に説明できること． 

ᐇ習の成ᯝをཱྀ㢌Ⓨ⾲

およびレ࣏ートで説明

できること． 

ᐇ習の成ᯝをཱྀ㢌Ⓨ⾲

およびレ࣏ートで説明

できない． 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎C-1(d-4)：⌧≧を㐍ᒎࡉせるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできること． 

○A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること. 

○B-2(d-1)：ᕤ学の専㛛知識を῝く理解できること. 

○C-1(d-3)：⌧≧を㐍ᒎࡉせるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできること. 
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教育方法等 

概要 専攻⛉を修する学⏕ࡣ，ᑗ来的にࡣ，ᢏ⾡⪅としてࡣ業でാくྍ能

ᛶが㧗い．学外でᐇ習をయ㦂することで，業でのᢏ⾡⪅のᐇែ，すなࢃ

，てࡗᢏ⾡⪅のᐇົ内容をᐇ㝿に見⪺し，また一㒊をయ㦂することによࡕ

ᢏ⾡⪅とࡣのよ࠺なࡶのなのか学ᰯでࡣ得らࢀなかࡗた情報が得らࢀ

る．また，そのことにより業ே，♫ேとしての心構࠼を㌟につけるこ

とࡶできる．すなࡕࢃ業ேの一日の⏕活日⛬から事の分㔝，各ᢸᙜ㒊

㛛のᙺ┠，Ᏺらࡤࡡならないつᚊ，そして⌧ᅾの業で⾜ࢀࢃているᢏ⾡

Ỉ‽な多ᙬな情報が得らࢀる．まࡉに͆ⓒ⪺一見にዴか͇ࡎである．ま

たその情報から┬みていま学ᰯで学習しておくきことが明確にᢕᥱで

きるとᛮࢀࢃる．自分のᑗ来の㐍㊰あるいࡣのよ࠺なᢏ⾡分㔝に㐍࠺ࡶ

としているのか，そࢀにࢃࡉࡩしいᐇ習ඛを㛤ᣅする必せがある．業ഃ

のཷけධࡉࡶࢀまࡊまなᅔ㞴ࡸၥ題をᢪ࠼ているので，᪩めにᐇ習ඛのೃ

⿵をỴめ，業ഃとのコンࢡࢱトをとる必せがある． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

ὴ㐵ඛにてᐇ習を⾜࠺．ẖ日のᐇ習にࡣ，しࡗかり‽ഛをして⮫むこと． 

௨ୗ，ㅖὀ意をグす． 

࣭ᐇ習ࡣ専攻⛉ 2ᖺ㛫のࡕ࠺，ඛ方との༠㆟で適切なᐇ日を㑅び，ཎ  

 ๎として授業期㛫に⾜࠺. 

࣭ᐇ習ࡣ 45 㛫を１単位としてィ⟬し，᭱㸲単位までㄆめる. 

࣭ᐇ習ࡣ学ᰯを㏻して各業等に౫㢗し，ンࢱーンシッࣉ༠定を⤖ࢇで 

 .࠺⾜ 

注意点 ホ౯方法ࡣᐇ習報࿌書および学外ᐇ習報࿌でのⓎ⾲により，௨ୗの㡯

┠について⥲合的にホ౯する．ただし，必せにᛂࡌてཷけධࢀඛからのホ

౯ࡶຍ味する． 

ձᐇ習で࠼らࢀた課題にᑐして，その本㉁が♧ࢀࡉたか． 

ղᐇ習で࠼らࢀた課題にᑐして，自ら取り組ࢇだことが♧ࢀࡉていた

か． 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

or 

ᚋ期 

1 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

2 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

3 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 
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4 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

5 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

6 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

7 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

8 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

9 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

10 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

11 週 
報࿌書స成 ⾜ࡗたᐇ習についてレ࣏ートにまとめること

ができる． 

12 週 
報࿌書స成 ⾜ࡗたᐇ習についてレ࣏ートにまとめること

ができる． 

13 週 
Ⓨ⾲㈨ᩱస成 ᐇ習内容についてⓎ⾲のための㈨ᩱがస成で

きる 

14 週 
Ⓨ⾲㈨ᩱస成 ᐇ習内容についてⓎ⾲のための㈨ᩱがస成で

きる 

15 週 Ⓨ⾲ ᐇ習内容をཱྀ㢌で説明でき，㉁にᑐしてᛂ

ᑐできること． 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  50   50  100 

基礎的能力        

専門的能力  50   50  100 

分野横断的能力        
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教科名 ᘓ⠏学≉別◊✲Ⅰ 

 
科目基礎情報 

科目番号 6A001 科目区分 必修 

授業形式 ₇習࣭ᐇ㦂 単位数 ６（学修単位，45/45） 

開設学科 ᘓ⠏学専攻 対象学年 ６ 

開設期 ㏻ᖺ 週時限数 ㏻ᖺ 

教科書／教材 ◊✲課題にᛂࡌて各自㞟する. 

担当者 A ⛉ᢸᙜᩍဨ 

 
到達目標 

 ．ことができる࠺⾜の内容を理解し，自Ⓨ的にィ⏬を❧てて✲◊（の取組✲◊）．１
２．（成ᯝ報࿌書）◊✲の⌧≧࣭課題をᢕᥱし，適切な方法で⤖ᯝを得て考察を⾜࠺ことがで

き，ࡉらにࡣ適切な書ᘧで成ᯝ報࿌書をస成できる． 
３．（成ᯝⓎ⾲）Ⓨ⾲㈨ᩱをࢃかりࡸすくస成し，適切に説明することができる． 
ͤୗグࣝーࣜࣈッࡣࢡ⡆᫆∧であり，ᴫせに♧す(a)㹼(l)のほⅬでのヲ⣽なホ౯を⾜࠺． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ◊✲の♫的意⩏を

理解し，◊✲グ㘓を₃

なくグ㍕する理ほࢀ

をᣢࡕ，自Ⓨ的にィ⏬

を❧てて取り組むこと

ができる． 

◊✲の内容を理解

し，自Ⓨ的にィ⏬を❧

てて⾜࠺ことができ

る． 

◊✲内容が理解でき

❧自Ⓨ的にィ⏬を，ࡎ

てることができない． 

評価項目２ ◊✲の⌧≧࣭課題を

ᢕᥱし，適切な方法で

⤖ᯝを得て考察を⾜࠺

ことができ，ᑗ来ᒎᮃ

．すことができる♧ࡶ

適切な書ᘧでࡣらにࡉ

成ᯝ報࿌書をస成でき

る． 

◊✲の⌧≧࣭課題を

ᢕᥱし，適切な方法で

⤖ᯝを得て考察を⾜

らにࡉ，ことができ࠺

適切な書ᘧで成ᯝࡣ

報࿌書をస成できる． 

◊✲の⌧≧࣭課題

をᢕᥱし，適切な方

法で⤖ᯝを得て考察

を⾜࠺ことができな

い．あるいࡣ適切な

書ᘧで成ᯝ報࿌書を

స成できない． 

評価項目３ Ⓨ⾲㈨ᩱをࢃかりࡸ

すくస成し，適切に説

Ⓨ⾲㈨ᩱをࢃかり

すくస成し，適切にࡸ

Ⓨ⾲㈨ᩱをࢃかりࡸ

すくస成し，適切に説
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明することができる

か，㉁にࡶ適切にᛂ

⟅できる． 

説明することができ

る． 
明することができな

い． 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること． 

◎C-1(d-3)：⌧≧を㐍ᒎࡉせるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできること． 

◎&-2(e)：ᵝࠎなၥ題にᑐฎできるࢨࢹン能力を習得すること． 

○B-2(d-1)(g)：ᕤ学の専㛛知識を῝く理解できること． 

○B-3(d-2)：ᐇ㦂࣭ᐇ習等の内容を確ᐇにᐇ㊶できること． 

○C-2(h)：ᵝࠎなၥ題にᑐฎできるࢨࢹン能力を習得すること． 

 
教育方法等 

概要 日本ࡣᢏ⾡❧国を┠ᣦしてດ力し，ࠕୡ⏺のᕤሙ ᢏ⾡国ࠖとしてୡࠕࠖ

⏺に㈉⊩してきた．しかし日，日本の⏘業ᢏ⾡ࡣきな㌿期にあると

いࢀࢃている．すなࡕࢃまでの量⏕⏘ᢏ⾡が᭷ຠである௦ࡣ㐣ࡂよ

のࠖをᏳ౯に量⏕⏘することでࡶࠕࡣ⪅⾡からのᢏࢀとしている．こ࠺

してつくるかࠖࡶの㓄៖᪂しいఱかをいかに，ᗫᲠの⎔ቃࠕ，なくてࡣ

とい࠺，こࢀまでにࡶቑしてࠕ課題Ⓨ見解Ỵᆺᢏ⾡⪅ࠖであることがồめ

らࢀている．᪂しいఱかをつくるためにࡣ⊂力をⓎできる能力を㌟に

つける必せがある． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
≉別◊✲Ⅰでࡣ各自のᣢつ◊✲テー࣐にᑐし，ᢸᙜᩍဨのୗで◊✲をす

すめる．㧗等専㛛学ᰯ本⛉で得た学識ࡸᢏ⾡をᇶ♏として，ࡉらにᗈく῝

く専㛛知識を得るととࡶにその⥲合と῝をᅗり，より㧗ᗘでᐇ㊶的に

考察する能力と⊂ᛶを㌟につけることを┠ᶆとする． 
 また◊✲の㐣⛬における◊✲⪅㛫のウ論ࡸ成ᯝのⓎ⾲に㝿して，自ᕫの

ᙇを的確に┦ᡭにఏ࠼ることのできる能力，◊✲成ᯝを成ᯝ報࿌書とし

てまとめるにあたり，論理的なグ㏙力を㌟につけることを┠的とする． 

注意点 ⊂的なࡣࢹ㝈らࢀた㛫ࡸሙ所でᾋかぶࡶのでࡣない．日ᖖ⏕

活の中でࡶᖖにࣄントとなるࡶのがないか᥈す習័を㌟につける必せが

ある．また◊✲ᐇ㦂ࡣ㝈らࢀた㛫で⤊ࢃらࡎ，長㛫㞟中して㐃⥆的に

多い．各自でຠᯝのある≉別◊✲ィ⏬を❧ててࡶことが必せなこと࠺⾜

しい． 
 

ͤୗグ各㡯┠全てが 60㸣௨ୖを合᱁とする． 
௨ୗの取組࣭論文࣭成ᯝⓎ⾲の 3 つの㡯┠を(a)㹼(m)のほⅬによࡗてホ౯
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する． 
の取組（40✲◊ Ⅼ）     
(a)◊✲に㛵する文⊩を読む等して，◊✲内容の理解にດめたか（10 Ⅼ） 
(b)自Ⓨ的に◊✲ィ⏬を❧て理ほをᣢࡗて◊✲を⾜ࡗたか（20 Ⅼ）． 
(c)ᢸᙜᩍဨがᣦ♧したࢨࢹン能力⫱成のための取組を⾜ࡗたか（10 Ⅼ）

成ᯝ報࿌書(30 Ⅼ)     
(d) 成ᯝ報࿌書ࡣ一⯡的な報࿌書の書き方にᚑࡗて書かࢀていたか（5Ⅼ）． 
(e) 成ᯝ報࿌書ࡣ，文❶ࢇࢁࡕࡶࡣ，ᅗ࣭⾲ࡸ構成࣭レ࢘トをྵめて，

適切に書かࢀていたか（5 Ⅼ）．    
(f)◊✲┠的ࡣ⌧≧の課題࣭ၥ題をᢕᥱし，ᚑ来の◊✲とのẚ㍑ྵࡶめて適

切にタ定ࢀࡉていたか（5 Ⅼ）．    
(g)◊✲の方法ࡣ適切であࡗたか（5 Ⅼ）．    
(h)◊✲方法にᚑい，◊✲⤖ᯝが適切に得らࢀているか（5 Ⅼ）．  
(i)◊✲⤖ᯝにᑐする考察ࡣ適切になࢀࡉたか（5 Ⅼ）．   
成ᯝⓎ⾲(30 Ⅼ)     
(j)Ⓨ⾲㈨ᩱࡣ一⯡的な書き方にᚑࡗて‽ഛࢀࡉていたか（5 Ⅼ） 
(k)Ⓨ⾲㈨ᩱࢃࡣかりࡸすくస成ࢀࡉていたか（5 Ⅼ）．   
(l)◊✲内容の説明ࡣ適切であࡗたか（10 Ⅼ）．    
(m)㉁にᑐするᛂ⟅ࡣ適切であࡗたか（10 Ⅼ）． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 ◊✲活ື 自Ⓨ的にィ⏬を❧てて◊✲を㐍め，◊✲課題の

意⩏࣭内容を理解し，成ᯝをࢃかりࡸすくまと

め，説明できること。 

2 週 ྠୖ ྠୖ 

3 週 ྠୖ ྠୖ 

4 週 ྠୖ ྠୖ 

5 週 ྠୖ ྠୖ 

6 週 ྠୖ ྠୖ 

7 週 ྠୖ ྠୖ 

8 週 ྠୖ ྠୖ 

9 週 ྠୖ ྠୖ 

10 週 ྠୖ ྠୖ 

11 週 ྠୖ ྠୖ 

12 週 ྠୖ ྠୖ 
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13 週 ྠୖ ྠୖ 

14 週 ྠୖ ྠୖ 

15 週 ྠୖ ྠୖ 

ᚋ期 

1 週 ྠୖ ྠୖ 

2 週 ྠୖ ྠୖ 

3 週 ྠୖ ྠୖ 

4 週 ྠୖ ྠୖ 

5 週 ྠୖ ྠୖ 

6 週 ྠୖ ྠୖ 

7 週 ྠୖ ྠୖ 

8 週 ྠୖ ྠୖ 

9 週 ྠୖ ྠୖ 

10 週 ྠୖ ྠୖ 

11 週 ྠୖ ྠୖ 

12 週 ྠୖ ྠୖ 

13 週 ྠୖ ྠୖ 

14 週 ྠୖ ྠୖ 

15 週 ◊✲成ᯝのⓎ⾲ 成ᯝ報࿌書を適切にస成した࠼࠺で，Ⓨ⾲㈨ᩱ

をࢃかりࡸすくస成し，説明࣭㉁ᛂ⟅を適切

に⾜࠺ことができること。 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  30  40 30  100 

基礎的能力        

専門的能力  20  30 20  70 

分野横断的能力  10  10 10  30 
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教科名 ᘓ⠏学ᢏ⾡英語 

 
科目基礎情報 

科目番号 6A002 科目区分 必修 

授業形式 ₇習 単位数 ２（学修単位，30/45） 

開設学科 ᘓ⠏学専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 ２ 

教科書／教材 㑅定した英語文⊩のコࣆー等をᥦ౪する。 

担当者 ୗ田 ㄔஓ，⸨ཎ ࡦとみ 

 
到達目標 

１．ᢏ⾡論文等のㅮ読による読解力を習得できる。 
２．英語文⊩の理解と習得により、㧗ᗘな専㛛的知識を῝く理解できる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ᢏ⾡論文等のㅮ読によ

る読解力をより῝く習

得できる。 

ᢏ⾡論文等のㅮ読に

よる読解力を習得で

きる。 

ᢏ⾡論文等のㅮ読に

よる読解力を習得で

きない。 

評価項目２ 英語文⊩の理解と習得

により、㧗ᗘな専㛛的

知識を正しい語ྃを

用してより῝く理解で

きる。 

英語文⊩の理解と習

得により、㧗ᗘな専㛛

的知識を῝く理解で

きる。 

英語文⊩の理解と習

得により、㧗ᗘな専㛛

的知識を理解できな

い。 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)：ᕤ学の専㛛知識を῝く理解できること． 

 
教育方法等 

概要 ᕤ学およびᘓ⠏学のᢏ⾡ࡣ、国内のみならࡎ、ᙜ↛ながらᾏ外でྠに

㐍ᒎしており、ඛ➃のᢏ⾡㛤Ⓨを⾜ࡗていくにࡣ、ㅖ外国のᢏ⾡をいࡕ᪩

く修得する必せがある。⌧ᅾ、こࢀらのᢏ⾡論文ࡣ英語が多ᩘを༨めてい

る。そのため、ᾏ外の㞧ㄅࡸ◊✲報࿌書および英語によるᢏ⾡論文等をㅮ

読し理解する能力が必せとなる。 
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この⛉┠の┠ᶆࡣ、本⛉での英語の授業を㏻ࡌて修得した英語文⊩の読

解力を᭦にⓎᒎࡉせるととࡶに、㧗ᗘな専㛛的知識を習得できることであ

る。そのため、ᘓ⠏学ᢏ⾡英語でࡣ英語文⊩のヂを⾜い、᭱⤊的にヂ

した文⊩をレ࣏ートとしてまとめる。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
きくィ⏬࣭⎔ቃ⣔、構㐀࣭⏕⏘⣔の 2 つに分け、各⣔において㛵㐃のあ

る英語文⊩を用いて、ᢸᙜᩍဨがᣦᑟしていく。 

注意点 ≉別◊✲のテー࣐に㛵㐃した専㛛⛉┠ࡸᛂ用ᩘ学、⤫ィ学、ᛂ用物理学等

の知識が必せであるし、また文⊩を読み、論文をまとめるために必せな国

語力ࡸ英語力を必せとする。そのため、≉別◊✲テー࣐に㛵㐃した⛉┠の

予習および習が切となる。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 ࢲ࢞ンスおよび文⊩

㑅ᢥ 
授業のᴫせについて理解できる。また、⩻ヂす

る英語文⊩を㑅ᢥできる。 

2 週 ヂస業 
 

㑅ᢥした英語文⊩について内容を῝く理解で

きる。 

3 週 ヂస業 㑅ᢥした英語文⊩について内容を῝く理解で

きる。 

4 週 ヂస業 㑅ᢥした英語文⊩について内容を῝く理解で

きる。 

5 週 中㛫ᥦ出 㑅ᢥした英語文⊩について 30%௨ୖの内容を

῝く理解できる。 

6 週 ヂస業 㑅ᢥした英語文⊩について内容を῝く理解で

きる。 

7 週 ヂస業 㑅ᢥした英語文⊩について内容を῝く理解で

きる。 

8 週 ヂస業 㑅ᢥした英語文⊩について内容を῝く理解で

きる。 

9 週 ヂస業 㑅ᢥした英語文⊩について内容を῝く理解で

きる。 

10 週 中㛫ᥦ出 㑅ᢥした英語文⊩について 60%௨ୖの内容を

῝く理解できる。 

11 週 ヂస業 㑅ᢥした英語文⊩について内容を῝く理解で

きる。 

12 週 ヂస業 㑅ᢥした英語文⊩について内容を῝く理解で
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きる。 

13 週 ヂస業 㑅ᢥした英語文⊩について内容を῝く理解で

きる。 

14 週 ヂస業 㑅ᢥした英語文⊩について内容を῝く理解で

きる。 

15 週 ᭱⤊ᥦ出  
16 週 レ࣏ート返却と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     100  100 

分野横断的能力        
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教科名 ᘓ⠏タィ≉別₇習Ⅰ 

 
科目基礎情報 

科目番号 6A003 科目区分 必修 

授業形式 ₇習 単位数 ２ (学修単位，30/45) 

開設学科 ᘓ⠏学専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 ２ 

教科書／教材 ≉になし 

担当者 ୖཎ 修一，ᒸ ᩄ㑻 

 
到達目標 

１．コン࣌のᛂເにおいて、課題の理解࣭᥈ồができる。 
２．課題の解Ỵが⊂的であり、ᢏ⾡的にけできる。 
３. コンࣉࢭトとၥ題解Ỵ方法を明確にでき、ចきつけるࣉレࢮンテーションができる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ コン࣌において、よく

課題を理解し、適切な

᥈ồができる。 

コン࣌において、課題

の理解࣭᥈ồができ

る。 

コン࣌において、課題

の理解࣭ ᥈ồができな

い。 

評価項目２ 課題の解Ỵが⊂的で

あり、ᢏ⾡的にけ

できる。 

課題の解Ỵࡣだいた

い的をᑕており、ᢏ⾡

的にけできる。 

課題の解Ỵが的をᑕ

ておらࡎ、ᢏ⾡的に

けできない。 

評価項目３ コンࣉࢭトとၥ題解Ỵ

方法が明ᛌであり、ច

きつけるࣉレࢮンテー

ションができる。 

コンࣉࢭトとၥ題解

Ỵ方法が♧ࣉ、ࢀࡉレ

ンテーションがでࢮ

きる。 

コンࣉࢭトとၥ題解

Ỵ方法ࡣ明確でなく、

ンテーションࢮレࣉ

 。ຎるࡶ

 
学科の到達目標項目との関係 

◎C-1(d-3)：⌧≧を㐍ᒎࡉせるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできること． 

 
教育方法等 

概要 本⛉のࠕᘓ⠏タィ₇習ࠖおよびࠕ༞業タィࠖあるいࠕࡣ構㐀タィ₇習ࠖ、

せ、学外のࡉらにⓎᒎࡉて修得したᢏ⾡力をࡌタഛタィ₇習ࠖを㏻ࠕ
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学⏕ࡸ♫ேがཧຍするタィコン࣌にᛂເし、一⯡♫で㏻用するタィỈ

‽のᢏ⾡力を⋓得することが本ᩍ⛉の┠ᶆである。 

 ᥦࡣ取り組むコン࣌のテー࣐にᛂࡌながら、ᘓ⠏⏺の⌧≧と♫のື

ྥをὝ察して、ᑗ来に┠をྥけたⱝ⪅らしいክのある⊂的なࡶの、ある

いࡣᢏ⾡的にけのあるࡶのでなけࡤࢀならࡎ、コンࣉࢭトとၥ題解Ỵ

方法を明確にし、ࣉレࢮンテーションなに␃意した意ḧ的なసရをつく

りあࡆることが┠ᶆである。なお、コンࡣ࣌専㛛⣔により、ィ⏬⣔、構㐀

⣔、タഛ⣔より各ேが㑅ᢥし、そࢀࡒࢀがᣦ定するコン࣌にᛂເする。 

 ᑐ㇟とするコンࡣ࣌、ィ⏬⣔ࡣ日本ᘓ⠏学ദのタィコン࣌、構㐀⣔

前㏙の㧗専ࡣタഛ⣔、࣌ンコンࢨࢹ㧗専ദの全国㧗等専㛛学ᰯ構㐀ࡣ

ദないしタഛ⣔業࣭ᅋయദのタഛ⎔ቃ⣔ࢨࢹンコン࣌テション

である。ẖᖺ⾜ࢀࢃていること、そして、㧗専⏕ࡸ学⏕、学㝔⏕が

たるᑐ㇟になࡗており、㧗いレࣝ࣋のタィỈ‽がồめらࢀているためであ

る。ࢇࢁࡕࡶ、学⏕のᕼᮃによりのコン࣌のᛂເࡶㄆめるが、ୖグに

ࣝ࣋のレ࣌ならない。ᛂເしたいコンࡤࢀのでなけࡶ㉁のࡸたస業量ࡌ‽

がጇᙜか࠺かࡣ、専攻⛉⏕の⏦し出によりᢸᙜᩍဨでᑂ㆟する。 

 なお、ᙜヱコン࣌の⥾め切り日によࡗて、స業にてる期㛫ࡣኚືする

ྍ能ᛶがある。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
₇習中心 

注意点 本⛉のࠕᘓ⠏タィ₇習ࠖおよびࠕ༞業タィࠖ、ࠕ構㐀タィ₇習ࠖ、ࠕタഛ

タィ₇習ࠖで修得した能力をᇶ♏とするが、ࡉらに、こࢀまでの専㛛⛉┠

で学ࢇだ知識を⥲合することࡶࡣとより、ᘓ⠏業⏺ࡸ日本ᘓ⠏学でఱが

ồめらࢀているかをᖖに意識することが㔜せである。予習として、࢚ス࢟

スを㐍めてくること。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週  (1) 授業┠ᶆཬび内容

説明、コン࣌課題のウ㆟

とࢳー࣒分け  

コン࣌課題のỴ定とࢳー࣒Ỵ定 

2 週 (2) ㈨ᩱ㞟とࢹス

 ッション࢝

コン࣌課題を読み解き、㐣ཤのコン࣌課題を

㞟することができる。 

3 週 ྠୖ ྠୖ 

4 週 ྠୖ タィ課題が理解し、説明できる 

5 週 (3) ࣓ーࢹࢪス࢝

ッションとࣈレーンス

ᥦ࣓ーࢪをస成し、構を⦎ることがで

きる。 
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トーミング  

6 週 ྠୖ ྠୖ 

7 週 ྠୖ 構をまとめることができる。 

8 週 (4) 構の࢚ス࢟ス

ッシ࢝スࢹ、ࢡッ࢙ࢳ

ョン 

ලయ的なᙧにⴠとし、᳨ウし、修正することが

できる。 

9 週 ྠୖ ྠୖ 

10 週 (5) ᅗ面స成  ࣉレࢮンテーション用ᅗ面にୖࡆることが

できる。 

11 週 ྠୖ ྠୖ 

12 週 ᅗ面࢙ࢳッࢡと修正 ྠୖ 

13 週 ྠୖ ྠୖ 

14 週 ྠୖ ࣉレࢮンテーション用ᅗ面をつくることがで

きる。 

15 週 (6) సရのᥦ出とⓎ⾲ 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 

 

合計 

総合評価割合      100 100 

基礎的能力        

専門的能力      100 100 

分野横断的能力        
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教科名 ≉別ᐇ習Ⅰ 

 

科目基礎情報 

科目番号 6A004 科目区分 必修 

授業形式 ᐇ習 単位数 ２ 

開設学科 ᘓ⠏学専攻 対象学年 ６ 

開設期 ㏻ᖺ 週時限数  

教科書／教材  

担当者 ຍ⸨ ᾈྖ，ୗ田 ㄔஓ 

 

到達目標 

１．ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀた課題にᑐし，その本㉁を理解できること． 

２．ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀた課題にᑐし，自ら取り組み，ᐇ習⌧ሙに

おいて⤒㦂するᐇົୖの課題を解Ỵし，適切にᑐᛂすることができること． 

３．ᐇ習の成ᯝをཱྀ㢌Ⓨ⾲およびレ࣏ートで説明できる． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安（不

可） 

評価項目１ ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，その本㉁を

明確に理解できること． 

ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，その本㉁を

理解できること． 

ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，その本㉁を

理解できない． 

評価項目２ ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，య的に取

り組むことができ，ᐇ習

⌧ሙにおいて⤒㦂する

ᐇົୖの課題を解Ỵす

るための適切なᑐᛂが

できること． 

ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，取り組むこ

とができ，ᐇ習⌧ሙにお

いて⤒㦂するᐇົୖの

課題を解Ỵするための

ᑐᛂができること． 

ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，自ら取り組

むことができない． 

評価項目３ ᐇ習の成ᯝをཱྀ㢌Ⓨ⾲

およびレ࣏ートでヲ⣽

に説明できること． 

ᐇ習の成ᯝをཱྀ㢌Ⓨ⾲

およびレ࣏ートで説明

できること． 

ᐇ習の成ᯝをཱྀ㢌Ⓨ⾲

およびレ࣏ートで説明

できない． 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎C-1(d-4)：⌧≧を㐍ᒎࡉせるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできること． 

○A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること. 

○B-2(d-1)：ᕤ学の専㛛知識を῝く理解できること. 

○C-1(d-3)：⌧≧を㐍ᒎࡉせるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできること. 
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教育方法等 

概要 専攻⛉を修する学⏕ࡣ，ᑗ来的にࡣ，ᢏ⾡⪅としてࡣ業でാくྍ能

ᛶが㧗い．学外でᐇ習をయ㦂することで，業でのᢏ⾡⪅のᐇែ，すなࢃ

，てࡗᢏ⾡⪅のᐇົ内容をᐇ㝿に見⪺し，また一㒊をయ㦂することによࡕ

ᢏ⾡⪅とࡣのよ࠺なࡶのなのか学ᰯでࡣ得らࢀなかࡗた情報が得らࢀ

る．また，そのことにより業ே，♫ேとしての心構࠼を㌟につけるこ

とࡶできる．すなࡕࢃ業ேの一日の⏕活日⛬から事の分㔝，各ᢸᙜ㒊

㛛のᙺ┠，Ᏺらࡤࡡならないつᚊ，そして⌧ᅾの業で⾜ࢀࢃているᢏ⾡

Ỉ‽な多ᙬな情報が得らࢀる．まࡉに͆ⓒ⪺一見にዴか͇ࡎである．ま

たその情報から┬みていま学ᰯで学習しておくきことが明確にᢕᥱで

きるとᛮࢀࢃる．自分のᑗ来の㐍㊰あるいࡣのよ࠺なᢏ⾡分㔝に㐍࠺ࡶ

としているのか，そࢀにࢃࡉࡩしいᐇ習ඛを㛤ᣅする必せがある．業ഃ

のཷけධࡉࡶࢀまࡊまなᅔ㞴ࡸၥ題をᢪ࠼ているので，᪩めにᐇ習ඛのೃ

⿵をỴめ，業ഃとのコンࢡࢱトをとる必せがある． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

ὴ㐵ඛにてᐇ習を⾜࠺．期㛫ࡣ 10日௨ୖである． 

ẖ日のᐇ習にࡣ，しࡗかり‽ഛをして⮫むこと． 

注意点 本⛉でࡣ、ᇶ♏的な学習に力Ⅼが⨨かࢀているため、༑分な学外ᐇ習の

㛫を取ることができなかࡗたが、専攻⛉でࡣᛂ用力を㌟につけるために

だことおよࢇを必修の≉別ᐇ習として位⨨けている．本⛉で学ࢀこ、ࡶ

び専攻⛉で学習していることを、ᐇ㝿の⌧ሙでᐇ㊶的に学習することに意

⩏がある．また、専攻⛉修ᚋ、ᐇ♫でົするሙ合のᐇົの内容を知

ることによࡗて、専攻⛉で学ぶ学ၥの必せᛶ、㔜せᛶをㄆ識してࡶら࠺た

めのືᶵけとしてࡶ意味があるし、学ᰯでࡣ学びにくいᐇ♫の事の

せࡉを考察にᑐする業の取り組み方、組⧊のᐇែなࢀな内容、そࠎ✀

ることに意味がある． 

 

ホ౯方法ࡣᐇ習報࿌書および報࿌でのⓎ⾲により，௨ୗの㡯┠につい

て⥲合的にホ౯する．ただし，必せにᛂࡌてཷけධࢀඛからのホ౯ࡶຍ味

する． 

ձᐇ習で࠼らࢀた課題にᑐして，その本㉁が♧ࢀࡉたか． 

ղᐇ習で࠼らࢀた課題にᑐして，自ら取り組ࢇだことが♧ࢀࡉていた

か． 

ճⓎ⾲㈨ᩱࡣ適切にస成ࢀࡉていたか． 
մᐇ習内容等を説明することができたか． 
յ㉁にᑐするᛂ⟅ࡣ適切であࡗたか． 
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授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

or 

ᚋ期 

1 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

2 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

3 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

4 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

5 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

6 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

7 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

8 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

9 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

10 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

11 週 
報࿌書స成 ᐇ習成ᯝについて，レ࣏ートにまとめること

ができること． 

12 週 
報࿌書స成 ᐇ習成ᯝについて，レ࣏ートにまとめること

ができること． 

13 週 
Ⓨ⾲㈨ᩱస成 ᐇ習成ᯝについて，Ⓨ⾲のための㈨ᩱをస成

できること． 

14 週 
Ⓨ⾲㈨ᩱస成 ᐇ習成ᯝについて，Ⓨ⾲のための㈨ᩱをస成

できること． 

15 週 Ⓨ⾲ ᐇ習成ᯝについて，Ⓨ⾲㈨ᩱをいཱྀ㢌で説

明でき，㉁にᑐしてᛂᑐできること． 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート その他 合計 
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フォリオ 

総合評価割合  50   50  100 

基礎的能力        

専門的能力  50   50  100 

分野横断的能力        

 

 

185



教科名 ᘓ⠏㜵⅏システ࣒ᕤ学 

 
科目基礎情報 

科目番号 6A005 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45 ） 

開設学科 ᘓ⠏学専攻 対象学年 ６ 

開設期 ᚋ期 週時限数 １ 

教科書／教材 必せにᛂࡌてࣜࣉントを㓄するが，ୗグのཧ考書をあࢃせてཧ↷してḧし

い． 
ཧ考書： 

࣭ᘓ⠏構㐀ㅮᗙ ➨ 17 ᕳ ᘓ⠏ື学㸹田見 ᏹⴭ㸭コࣟࢼ♫ 

࣭᭱᪂ᘓ⠏学シࣜー9 ࢬ  ᭱᪂ ᘓ⠏⪏㟈構㐀解ᯒ㸹ᰘ田明徳ⴭ㸭᳃出

∧ 

࣭ᆅ㟈ືのスࢡ࣌トࣝ解ᯒධ㛛㸹ᓮ㡰ᙪⴭ㸭㮵ᓥ出∧ 

࣭⪏㟈ᕤ学ධ㛛㹙➨ 2 ∧㹛㸹ᖹ一⏨࣭Ỉ田ὒྖඹⴭ㸭᳃出∧ 

࣭ᆅ㟈ᕤ学ᴫ論㸹ඖ田ⰋᏕ࣭ⴗཎⰋඹⴭ㸭᳃出∧ 

࣭シࣜーࢬ㸺ᘓ⠏ᕤ学㸼ᘓ⠏のື ึṌから学ぶᘓ物のᦂࢀ㸹すᕝᏕኵ࣭

Ⲩᕝ࣭ஂ田❶࣭᭮田᭶ஓ࣭⸨ᇽ正႐ⴭ㸭ᮅ書ᗑ  

担当者 ᑠ㔝 ⪽Ꮚ 

 
到達目標 

1 ．ᆅ㟈ᛂ⟅解ᯒの理論を理解して，既Ꮡのࣟࣉグラ࣒を用できる． 
2 ．ᘓ⠏学の分㔝における㜵⅏ᢏ⾡なを理解できる． 
3 ．㜵⅏࣐ッࣉの意⩏を理解できる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ᆅ㟈ᛂ⟅解ᯒの理論を

理解して，既Ꮡのࣟࣉ

グラ࣒により⡆単なᆅ

㟈ᛂ⟅解ᯒができる．  

ᆅ㟈ᛂ⟅解ᯒの理論

を理解して，既Ꮡのࣉ

ࣟグラ࣒を用でき

る． 

ᆅ㟈ᛂ⟅解ᯒの理論

を理解できていない． 

評価項目２ ᘓ⠏学の分㔝における

㜵⅏ᢏ⾡なを説明で

きる． 

ᘓ⠏学の分㔝におけ

る㜵⅏ᢏ⾡なを理

解できる． 

ᘓ⠏学の分㔝におけ

る㜵⅏ᢏ⾡なを理

解できていない． 

評価項目３ 㜵⅏࣐ッࣉの意⩏を理 㜵⅏࣐ッࣉの意⩏を 㜵⅏࣐ッࣉの意⩏を
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解して，㜵⅏࣐ッࣉを

స成できる． 
理解できる． 理解できない． 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)：ᕤ学の専㛛知識を῝く理解できること． 

 
教育方法等 

概要 本⛉┠5 ➨，ࡣ 学ᖺ次に習得したᘓ⠏ື学に⥆くࡶのであり，ᘓ⠏構

㐀物のᆅ㟈ᛂ⟅解ᯒᡭ法，各✀⅏ᐖにᑐするᢏ⾡および㜵⅏࣐ッࣉについ

て理解できることを┠的としている． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ᆅ㟈ᛂ⟅解ᯒについてࡣ，ື論ࡸ解ᯒ方法について説明したのࡕに解ᯒ

をᐇする．各✀⅏ᐖにᑐするᢏ⾡についてࡣ，書⡠ࢧࣈ࢙࢘ࡸトから

各自でㄪたのࣉ，ࡕレࢮンテーションをస成࣭Ⓨ⾲する．㜵⅏࣐ッࣉに

ついてࡣ，ᑐ㇟とするሙ所でㄪᰝしたのࡕ，得らࢀた情報を用して࣐ッ

  ．をస成するࣉ

注意点 Ἴືなの物理的知識およびᘓ⠏ື学の知識を必せとする． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

ᚋ期 

1 週 ࢲ࢞ンス 本⛉┠の意⩏ࡸ㐍め方なについて説明する

ので，内容を理解できる．  

2 週 ᘓ⠏構㐀物のᆅ㟈ᛂ⟅

解ᯒ 1 
ᆅ㟈ᛂ⟅解ᯒを⤒㦂することにより，ᆅ㟈ᛂ⟅

解ᯒに㛵する知識ࡸそのᡭ法を習得できる．あ

グラミングにࣟࣉせて，FORTRAN によるࢃ

ついて習得できる． 

3 週 ᘓ⠏構㐀物のᆅ㟈ᛂ⟅

解ᯒ 2 
正ᘻἼによるᆅ㟈ᛂ⟅解ᯒを理解できる． 

4 週 ᘓ⠏構㐀物のᆅ㟈ᛂ⟅

解ᯒ 3 
正ᘻἼによるᆅ㟈ᛂ⟅解ᯒを理解できる． 

5 週 ᘓ⠏構㐀物のᆅ㟈ᛂ⟅

解ᯒ 4 
正ᘻἼによるᆅ㟈ᛂ⟅解ᯒを理解できる． 

6 週 ᘓ⠏構㐀物のᆅ㟈ᛂ⟅

解ᯒ 5 
ᆅ㟈Ἴによるᆅ㟈ᛂ⟅解ᯒを理解できる． 

7 週 ᘓ⠏構㐀物のᆅ㟈ᛂ⟅

解ᯒ 6 
ᆅ㟈Ἴによるᆅ㟈ᛂ⟅解ᯒを理解できる． 
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8 週 ᘓ⠏構㐀物のᆅ㟈ᛂ⟅

解ᯒ 7 
ᆅ㟈Ἴによるᆅ㟈ᛂ⟅解ᯒを理解できる． 

9 週 ᘓ⠏構㐀物のᆅ㟈ᛂ⟅

解ᯒ 8 
正ᘻἼおよびᆅ㟈Ἴによるᆅ㟈ᛂ⟅解ᯒ⤖ᯝ

をレ࣏ートにまとめることができる． 

10 週 ⪏㟈࣭ච㟈࣭ไ㟈࣭㜵㢼࣭

㜵㞷なのᢏ⾡ 1 
᭱᪂の⪏㟈࣭ච㟈࣭ไ㟈࣭㜵㢼࣭㜵㞷なの各

ᢏ⾡を各自でㄪᰝすることにより，ᘓ⠏学の分

㔝におけるそࢀらのᢏ⾡の㐍Ṍを理解できる．

得らࢀた情報をࡶとに，ࣉレࢮンテーションを

స成できる． 

11 週 ⪏㟈࣭ච㟈࣭ไ㟈࣭㜵㢼࣭

㜵㞷なのᢏ⾡ 2 
స成したࣉレࢮンテーションをⓎ⾲できる． 

12 週 㜵⅏࣐ッࣉのస成 1 㜵⅏࣐ッࣉのస成方法を理解できる． 

13 週 㜵⅏࣐ッࣉのస成 2 㜵⅏࣐ッࣉのస成意⩏を理解して，⌧ᆅをㄪᰝ

できる． 

14 週 㜵⅏࣐ッࣉのస成 3 㜵⅏࣐ッࣉのస成意⩏を理解して，⌧ᆅをㄪᰝ

できる． 

15 週 㜵⅏࣐ッࣉのస成 4 㞟したࢹーࢱをࡶとに，㜵⅏࣐ッࣉをస成で

きる． 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  15   85  100 

基礎的能力        

専門的能力  15   85  100 

分野横断的能力        
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教科名 ᒃఫᆅィ⏬論 

 
科目基礎情報 

科目番号 6A006 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 授業 単位数 ２(学修単位，15/45) 

開設学科 ᘓ⠏学専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 ࠕ㞟まࡗてఫむことࡣᴦしいࠖࢼ㸹ᘏ⸨Ᏻᘯⴭ㸭㮵ᓥ出∧ 

 必せにᛂࡌてᩍ⛉書௨外にࡶཧ考になる㈨ᩱを各自᥈してレ࣏ートする。 

担当者 ᒸ ᩄ㑻 

 
到達目標 

１．コー࣏ラテࣈ௨前の㞟合ఫᏯにおけるコミュニテᙧ成のᢏ法を説明できる。 

２．㞟ఫの意味、㞟ఫシステ࣒を説明できる。 
３．ᒃఫ⪅ཧຍの㞟ఫ-コー࣏ラテࣈఫᏯのありよ࠺を説明できる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ コー࣏ラテࣈ௨前の

㞟合ఫᏯにおけるコミ

ュニテᙧ成のᢏ法を

༑分に説明できる。 

コー࣏ラテࣈ௨前

の㞟合ఫᏯにおける

コミュニテᙧ成の

ᢏ法を説明できる。 

コー࣏ラテࣈ௨前

の㞟合ఫᏯにおける

コミュニテᙧ成の

ᢏ法を説明できない。 

評価項目２ 㞟ఫの意味、㞟ఫシス

テ࣒を༑分に説明でき

る。 

㞟ఫの意味、㞟ఫシス

テ࣒を説明できる。 
㞟ఫの意味、㞟ఫシス

テ࣒を説明できない。 

評価項目３ ᒃఫ⪅ཧຍの㞟ఫ-コ

ー࣏ラテࣈఫᏯのあ

りよ࠺を༑分に説明で

きる。 

ᒃఫ⪅ཧຍの㞟ఫ-コ

ー࣏ラテࣈఫᏯの

ありよ࠺を説明でき

る。 

ᒃఫ⪅ཧຍの㞟ఫ-コ

ー࣏ラテࣈఫᏯの

ありよ࠺を説明でき

ない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)：ᕤ学の専㛛知識を῝く理解できること． 

 
教育方法等 
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概要  こࢀまでの不≉定多ᩘとい࠺ィ⏬理ᛕによる、యなき、ᴟ論すࡤࢀ、

単なる࡙ࣔࣀくり的ᒃఫᆅィ⏬ࡣ⾜きワまり、ୡ⏺的にࡶ各ᆅで◚⥢をき

たしている。こࢀをᡴ㛤する方⟇としてࡣ、㞟ఫయをఱらかのᙧで⫱成

すること、つまり、ᒃఫ⪅がࢀだけᒃఫᆅのయになり࠺るかが㘽と考

ーとしての自ぬࢼランࣉこの㞟ఫయをᒃఫᆅィ⏬に取り㎸める、ࢀら࠼

をಁすことが本ᩍ⛉の┠ᶆである。そࡶそࡶ、ᘓ⠏ᢏ⾡⪅ࡣ用యのせ

ồをᤊ࠼、そࢀにᛂࡌた✵㛫を㐀することがであるが、ᐇ㝿にࡣ

用యのせồ自యが明確でないሙ合が多い。つまり、ゝい࠼ると用

య自యが⏕活を࣓ーࢪできていない。したがࡗて、こࢀまでのよ࠺に

用⪅の㢧ᅾしたせồをᤊ࠼て✵㛫を㐀するとい࠺論理でࡣᑐᛂしき

に₯ᅾ的せồをࡶらに一Ṍ論理を㐍めて用⪅ととࡉ、ておりࡗなくなࢀ

㢧ᅾࡉせる必せがある。  

 この₯ᅾ的せồを㢧ᅾࡉせるとい࠺ことࡣඹに⏕活をることに

かならない。したがࡗて、ᒃఫᆅィ⏬に㝈らࡎ、ᘓ⠏ᢏ⾡⪅ࡣ用యと

とࡶに⏕活をりୖࡆることに㛵ࢃらࡤࡡならなくなࡗており、この㈨㉁

を⫱成する意味ࡣきい。 

 㞟合ఫᏯのィ⏬ࡣすでに本⛉ 3ᖺのఫ⎔ቃィ⏬で学習しているが、そࢀ

㞟合ᙧᘧ、࠼までの㏆௦ఫᒃ理論にᇶ࡙きᒃఫ⪅の⏕活を㟼的にᤊࢀこࡣ

ࡣ⛉のである。本ᩍࡶを中心にした࠺ᘓ物のありよᖹ面࣭᩿面構成なࡸ

そのⓎᒎであるが、むしࢁ、ఫẸの㞟合⏕活(㞟ఫ)そのࡶのをၥ題にして

いる。その意味でࡣ、ᘓ⠏ィ⏬で学習したタについてࡶそのⓎᒎとし

て位⨨࡙けることができる。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
学⏕のレ࣏ート中心にࢮミᙧᘧで確ㄆしてࡺく。 

注意点 本⛉で学ࢇだఫ⎔ቃィ⏬の知識ࡣ前ᥦ᮲௳として必せである。ᘓ⠏のの

専㛛⛉┠の知識ࡣそࢀ必せなく、ேの㞟ᅋᙧ成をᑐ㇟とするので、む

しࢁ、ᩍ㣴の♫学、㒔ᕷ♫学、心理学なの知識を必せとし、また、

各ᆅのま࡙ࡕくり㐠ືのᐇ㊶なࡶཧ考になる。学⏕のレ࣏ートを中心

にࢮミᙧᘧで㐍めるので、必ࡎ予習し、レ࣏ートすること。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 [1] ࢚ࣜ࢜ンテーショ

ン 

 授業の┠ᶆとィ⏬を

説明し、授業の㐍め方を

授業の┠ᶆとィ⏬を理解し、説明できる。 
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Ỵめる。ᇶ本的にࡣ、学

⏕が分ᢸしたᩍ⛉書の

⠊ᅖをレ࣏ートにまと

めⓎ⾲し、そࢀについて

全ဨでウ論するᙧᘧを

とる。 

2 週 [2] こࢀまでの㞟合ఫ

Ꮿィ⏬のኚ㑄と฿㐩Ⅼ  

 こࢀまでの࡙ࣔࣀく

りに೫した㞟合ఫᏯィ

⏬について、㞟ఫయの

ᙧ成がの⛬ᗘ考࠼ら

ていたかをⅬ᳨すࢀ

る。 

タのẁ㝵的構成論、ఫᲷ㓄⨨、コࣔンス࣌ー

ス㓄⨨、㏻㊰ᙧᘧ、ఫᡞᖹ面について確ㄆでき

るが、⤖ᯝ的にそࢀら✵㛫のけのみでࡣ、

コミュニテᙧ成のయ的᮲௳の⫱成とい࠺

よりࡶ⏕活ၥ題のᾘᴟ的あるいࡣᅇ㑊的解Ỵ

しかࡶたらࡎࡉ、㞟ఫの࣏ࢧート的ᙺでしか

なかࡗたことを説明できる 

 
3 週 ྠୖ ྠୖ 

4 週 ྠୖ ྠୖ 

5 週 [3] 㞟ఫの意味とඹྠ

ᛶ  

 㞟ఫࡣே㛫が⋓得し

たఫ文であり、そのⰋ

㞟ఫのᴦし)ࡉとᅔ㞴ࡉ

ࡉしࢃ↹とࡉ )を考࠼

る。 

⤮本にみるఫ文の㐀と⌧ᐇとのࣕࢠッࣉ、

にጞまりミฎ理なࢦ、ット㣫⫱、⏕活㦁㡢࣌

ඹ᭷物の用方法な、ಶே⏕活がつไ的に༙

る中で、㞟ఫの⏕活ᵝᘧのࢀࡉᙉไ的に⟶理ࡤ

ඹ㏻ᛶを確❧することがồめらࢀていること、

また、㞟ఫのⰋࡉにࡣຓけ合いとしての┦ᢇ

ຓのഃ面と㞟ᅋでᬽらすᴦしࡉがあり、ඹఫの

ラフスࣝࢱを⦅み出す✚ᴟ的なែᗘが㔊

成ࡤࢀࢀࡉ、✵㛫構成せ⣲のᵝࠎな₇出(

け)の力をりて✀ࠎの㞟ᅋ的ᴦしࡉが₇出で

きることを知り、こࢀらを㋃ま࠼、ᚋのよ

ఫᏯの⟶理とコミュニテ)࣒な㞟ఫシステ࠺

ᙧ成)がồめらࢀるかを考࠼、説明できる。 

6 週 ྠୖ ྠୖ 

7 週 ྠୖ ྠୖ 

8 週 [4] ᒃఫ⪅ཧຍᆺとし

てのコー࣏ラテࣈఫ

Ꮿ  

 ఫẸཧຍᆺのᒃఫᆅィ

⏬の事としてコー࣏

ᒃఫయ┦、ᒃఫయとࣉランࢼー┦、ᒃ

ఫయとᆅᇦ┦のാきかけを学ぶ中からࣉ

ランࢼーと㞟ఫయとの㛵ࢃりを考࠼、説明で

きる。 
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ラテࣈఫᏯのᘓタ前

から❹ᕤᚋまでのᐇ㊶

を学習する。 

9 週 ྠୖ ྠୖ 

10 週 ྠୖ ྠୖ 

11 週 ྠୖ ྠୖ 

12 週 コー࣏ラテࣈఫᏯの

ᐇをㄪる。 
コー࣏ラテࣈఫᏯがᗈくᬑཬしつつあり、ま

た、ᵝࠎな✀類、ᙧᘧが⏕み出ࢀࡉていること

を理解し、説明できる。 

13 週 ྠୖ ྠୖ 

14 週 ྠୖ ྠୖ 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト返却と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 都市・空間デザイン論 
 
科目基礎情報 

科目番号 6A007 科目区分 選択 
授業形式 授業 単位数 ２（学修単位，15/45） 

開設学科 建築学専攻 対象学年 ６ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 適宜プリント配付 
副読本：J. ゲール著・北原訳『人間の街』鹿島出版，シビックプライド研
究会編著『シビックプライド２（国内編）都市と市民のかかわりをデザイン

する』，伊藤他『都市計画とまちづくりがわかる本』彰国社 
担当者 加藤 浩司 

 
到達目標 

１．サスティナブルデザインの重要性とそこで大切になる考え方について説明できること。 
２．自分の立場を明確にし，建築・都市のデザインをめぐる動向を説明できること。 
３．多様な主体による協働作業としての都市・地域デザインについて説明できること。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ サスティナブルデザイ

ンの重要性とそこで大

切になる考え方につい

て，的確かつ詳細に説

明できること。 

サスティナブルデザ

インの重要性とそこ

で大切になる考え方

について説明できる

こと。 

サスティナブルデザ

インの重要性とそこ

で大切になる考え方

について説明できな

い。 
評価項目２ 自分の立場を明確に

し，主体的な文献研究

等を通じて建築・都市

のデザインをめぐる動

向を深く理解し，説明

できること。 

自分の立場を明確に

し，建築・都市のデザ

インをめぐる動向を

説明できること。 

自分の立場を明確に

し，建築・都市のデザ

インをめぐる動向を

説明できない。 

評価項目３ 多様な主体による協働

作業としての都市・地

域デザインについて，

的確かつ詳細に説明で

多様な主体による協

働作業としての都

市・地域デザインにつ

いて説明できること。 

多様な主体による協

働作業としての都

市・地域デザインにつ

いて説明できない。 
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きること。 
 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)：工学の専門知識を深く理解できること． 

 
教育方法等 

概要 本科目では，これからの時代に呼応した豊かな都市空間を創造する方法

と，そこにおけるポイントを理解するため，以下の３点について授業を行

います。 
（１）課題１：サスティナブルデザイン事例研究 
 サスティナブルな都市づくりに貢献する都市デザイン事例，建築デザイ

ン事例についての研究を行い，各人の成果をもって受講者でディスカッシ

ョンを行う。 
 なお，サスティナブルデザインについて理解を深めることは，これから

の「都市・空間デザイン」を考えるうえでは欠かせない。 
（２）課題２：建築・都市のデザインに関する講演の聴講とそのまとめ 
 建築・都市のデザインをめぐる動向を理解するため，それに関わる専門

家の講演を聴講する。スケジュールの都合上，講演を聴講できない場合は，

建築・都市のデザインに関する DVDを見る。 
（３）課題３：都市・地域デザイン事例研究 
 多様な主体による協働作業として都市・地域デザインを捉え，事例研究

を行う。このことを通じて，多様な主体による協働作業として都市・地域

デザインの進め方と，その過程で大切になる視座とポイントを理解する。 
授業の進め方と 

授業内容・方法 
本科目では，授業時間外にデータ収集やまとめなどをしてもらい，授業

時間に，その内容についてのチェックを行う。そして，情報の補足・解説

と，受講者間での情報共有を図る。授業時間中に有意義な意見のやり取り

ができるよう，各自しっかりと準備をして授業に臨むこと。 
 また，本科目では，現地踏査や講演聴講のため，授業時間外を使って課

外活動に出かける（出かけてもらう）こともありえる。 

注意点 基本的に計画系分野の科目ですが，本科目の対象はその枠内にとどまる

ものではない。本科目が対象とする都市空間は，そこにある要素群や地域

の人々のくらしだけでなく，それらの背景にある歴史文化の蓄積なども含

めて多様な条件の上に成り立つものであり，その秩序を解読するには広い

視野と知識が必要だからである。 
こうした都市空間を扱う本科目は，これまで学んだ授業の成果はもちろ

ん，日常生活で得た知識・経験の上にも成り立つものである。 
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 本科目を履修した人には，引き続き「景観設計論（建築学専攻２年生対

象）」も履修することを期待する。 
 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1週 オリエンテーション 本科目の目的と構成，進め方，ならびに評価方

法等を知る。 
2週 サスティナブルデザイ

ン事例研究 
サスティナブルデザインの重要性とそこで大

切になる考え方について説明できること。 
3週 サスティナブルデザイ

ン事例研究（レポート発

表会） 

サスティナブルデザインの重要性とそこで大

切になる考え方について説明できること。 

4週 サスティナブルデザイ

ン事例研究（レポート発

表会） 

サスティナブルデザインの重要性とそこで大

切になる考え方について説明できること。 

5週 サスティナブルデザイ

ン事例研究（ディスカッ

ション） 

サスティナブルデザインの重要性とそこで大

切になる考え方について説明できること。 

6週 サスティナブルデザイ

ン事例研究（総括） 
サスティナブルデザインの重要性とそこで大

切になる考え方について説明できること。 
7週 建築・都市のデザインに

関する講演の聴講 
自分の立場を明確にし，建築・都市のデザイン

をめぐる動向を説明できること。 
8週 建築・都市のデザインに

関する講演の聴講（内容

についての情報共有） 

自分の立場を明確にし，建築・都市のデザイン

をめぐる動向を説明できること。 

9週 建築・都市のデザインに

関する講演の聴講（発表

会） 

自分の立場を明確にし，建築・都市のデザイン

をめぐる動向を説明できること。 

10週 都市・地域デザイン事例

研究（ビデオ講義：合意

形成の仕組み） 

多様な主体による協働作業としての都市・地域

デザインについて説明できること。 

11週 都市・地域デザイン事例

研究（ビデオ講義：コミ

ュニティ主体の開発） 

多様な主体による協働作業としての都市・地域

デザインについて説明できること。 

12週 都市・地域デザイン事例

研究（レクチャ：事例紹

多様な主体による協働作業としての都市・地域

デザインについて説明できること。 
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介） 
13週 都市・地域デザイン事例

研究（ミーティング） 
多様な主体による協働作業としての都市・地域

デザインについて説明できること。 
14週 都市・地域デザイン事例

研究（ミーティング） 
多様な主体による協働作業としての都市・地域

デザインについて説明できること。 
15週 発表会と最終総括 多様な主体による協働作業としての都市・地域

デザインについて説明できること。 
 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     90  90 

分野横断的能力     10  10 
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教科名 構㐀解ᯒ学 

 

科目基礎情報 

科目番号 6A008 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位，15/45） 

開設学科 ᘓ⠏学専攻 対象学年 ６ 

開設期 前期 週時限数 １ 

教科書／教材 ึめてのᘓ⠏構㐀タィ㸹㓄㈨ᩱおよびᘓ⠏のテ࢟スト⦅㞟ጤဨ，学ⱁ出

∧♫ 

担当者 ୖཎ 修一 

 

到達目標 

１．構㐀解ᯒࢯフト（ࢳ࣐ࣝフレー࣒）をい，構㐀物の解ᯒができる． 

２．構㐀解ᯒࢯフト（ࢳ࣐ࣝフレー࣒）をい，㧗専ࢨࢹコン（構㐀㒊㛛）ࣔࣝࢹのᙉᗘホ

౯ができる． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベ

ルの目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 

  

 

 

 

構㐀解ᯒࢯフト（࣐ࣝ

，をい（࣒フレーࢳ

構㐀物の解ᯒができ，

らにその⤖ᯝの意ࡉ

味を，専㛛用語を用い

的確に説明できる． 

構㐀解ᯒࢯフト

フレーࢳ࣐ࣝ）

をい，構㐀（࣒

物の解ᯒができ

る． 

構㐀解ᯒࢯフト（࣐ࣝ

，をい（࣒フレーࢳ

構㐀物の解ᯒがでな

い． 

評価項目２ 

 

 

 

構㐀解ᯒࢯフト（࣐ࣝ

，をい（࣒フレーࢳ

㧗専ࢨࢹコン（構㐀㒊

㛛）ࣔ のᙉᗘホ౯ࣝࢹ

ができ，ࡉらにその⤖

ᯝの意味を，専㛛用語

を用い的確に説明で

きる． 

構㐀解ᯒࢯフト

フレーࢳ࣐ࣝ）

をい，㧗専（࣒

コン（構㐀㒊ࢨࢹ

㛛）ࣔࣝࢹのᙉᗘ

ホ౯ができる． 

構㐀解ᯒࢯフト（࣐ࣝ

，をい（࣒フレーࢳ

㧗専ࢨࢹコン（構㐀㒊

㛛）ࣔ のᙉᗘホ౯ࣝࢹ

ができない． 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)：ᕤ学の専㛛分㔝を῝く理解できること． 
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教育方法等 

概要 ᘓ⠏構㐀ᢏ⾡⪅ࡣ，構㐀解ᯒࢯフトを的確に㐠用しなけࡤࢀならない。

その㝿必せとなることࡣ，ᐇ㝿の構㐀物の適切なࣔࣝࢹと，解ᯒ⤖ᯝの

適切なホ౯である。 

本授業でࡣ，構㐀解ᯒࢯフト（ࢳ࣐ࣝフレー࣒）をࡗて，構㐀物のᇶ

本的なᛶ≧を理解したୖで，㧗専ࢨࢹコン構㐀㒊㛛構㐀物を解ᯒし，その

⪏力をホ౯する。ࡉらに，ᐇ㦂⤖ᯝとẚ㍑することにより，よりよいࣔࢹ

ࣝ，ホ౯法を考࠼る。 

なお，ホ౯㡯┠ 1が前༙の授業内容，ホ౯㡯┠ 2がᚋ༙の授業内容であ

る．➹グヨ㦂ࡎࢃ⾜ࡣ，Ⓨ⾲とレ࣏ートの内容によࡗてホ౯し，ୗグ⥲合

ホ౯の合ィⅬが 60 Ⅼ௨ୖのሙ合，合᱁となる． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

構㐀解ᯒࢯフト（ࢳ࣐ࣝフレー࣒）の用ྍ能な⎔ቃを࠼る．またそ

の࣐ニュࣝを㓄する．授業でࡣ，そのࢯフト࢚࢘をࡗて，ಶேあ

るいࡣ 2 ே⛬ᗘのグࣝーࣉで各課題に取り組む． 

注意点 構㐀力学およびᮦᩱ力学の知識が必せである．構㐀解ᯒࢯフト（ࢳ࣐ࣝ

フレー࣒）の࣐ニュࣝを用いて，予習をすること． 

 

授業計画 

 週 授業内容࣭方法 ฿㐩┠ᶆ 

ᚋ期 

1 週 授業のᴫせ説明 授業のᴫせが理解できる． 

2 週 構㐀解ᯒࢯフト（ࢳ࣐ࣝ

フレー࣒）のᇶ♏ 1 

 ．のい方が理解できる࣒フレーࢳ࣐ࣝ

3 週 構㐀解ᯒࢯフト（ࢳ࣐ࣝ

フレー࣒）のᇶ♏ 2 

の題が解ᯒでき，その⤖ᯝ࣒フレーࢳ࣐ࣝ

をホ౯できる． 

4 週 構㐀解ᯒࢯフト（ࢳ࣐ࣝ

フレー࣒）のᇶ♏ 3 

㸳ᖺ⏕にᡭィ⟬で解いた㗰構㐀物（௨ୗ㗰

構㐀物）をࢳ࣐ࣝフレー࣒で解き，その⤖ᯝ

をẚ㍑できる． 

5 週 構㐀解ᯒࢯフト（ࢳ࣐ࣝ

フレー࣒）のᇶ♏ 4 

ྠୖのẚ㍑⤖ᯝをⓎ⾲できる． 

6 週 ೫心⋡，๛ᛶ⋡，ᗋ๛ᛶ

の₇習 1 

による解ᯒ⤖ᯝを用いて，೫࣒フレーࢳ࣐ࣝ

心⋡，๛ᛶ⋡，ᗋ๛ᛶの意味を理解できる． 

7 週 ೫心⋡，๛ᛶ⋡，ᗋ๛ᛶ

の₇習 2 

による解ᯒ⤖ᯝを用いて，೫࣒フレーࢳ࣐ࣝ

心⋡，๛ᛶ⋡，ᗋ๛ᛶのᙳ㡪をホ౯できる．  

8 週 ೫心⋡，๛ᛶ⋡，ᗋ๛ᛶ

の₇習 3 

による解ᯒ⤖ᯝを用いて，೫࣒フレーࢳ࣐ࣝ

心⋡，๛ᛶ⋡，ᗋ๛ᛶのᙳ㡪をⓎ⾲できる． 
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9 週 㧗専ࢨࢹコンの構㐀ࣔ

の解ᯒࣝࢹ 1 

ᐇ㦂⤖ᯝのある㧗専ࢨࢹコンの構㐀ࣔࣝࢹを

解ᯒᑐ㇟としてタ定し，その解ᯒࣔࣝࢹを構

⠏する． 

10 週 㧗専ࢨࢹコンの構㐀ࣔ

の解ᯒࣝࢹ 2 

 ．を解ᯒするࣝࢹࣔ

11 週 㧗専ࢨࢹコンの構㐀ࣔ

の解ᯒࣝࢹ 3 

解ᯒ⤖ᯝから，ࣔࣝࢹの᭱⪏力と◚ቯᶵ構

を定し，ᐇ㦂⤖ᯝとẚ㍑する． 

12 週 㧗専ࢨࢹコンの構㐀ࣔ

の解ᯒࣝࢹ 4 
ྠୖ． 

13 週 㧗専ࢨࢹコンの構㐀ࣔ

の解ᯒࣝࢹ 5 

解ᯒ⤖ᯝのⓎ⾲の‽ഛをする。 

14 週 㧗専ࢨࢹコンの構㐀ࣔ

の解ᯒࣝࢹ 6 

解ᯒ⤖ᯝを的確にⓎ⾲する． 

15 週 解ᯒ⤖ᯝレ࣏ートを修正し，ᥦ出する． 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  30   70  100 

基礎的能力        

専門的能力  20   50  70 

分野横断的能力  10   20  30 
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教科名 㕲➽コンࣜࢡート構㐀⪏㟈タィ論 

 

科目基礎情報 

科目番号 6A009 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位，15/45） 

開設学科 ᘓ⠏学専攻 対象学年 ６ 

開設期 ᚋ期 週時限数 １ 

教科書／教材 ⪏㟈構㐀のタィ㸹日本ᘓ⠏学㛵ᮾᨭ㒊，日本ᘓ⠏学㛵ᮾᨭ㒊Ⓨ⾜ 

担当者 ୖཎ 修一 

 

到達目標 

１．既 のᆅ㟈⿕ᐖについてまとめ，説明できる． 

２．㕲➽コンࣜࢡート構㐀の⪏㟈タィについてまとめ，説明できる． 

３．ᇶ♏構㐀，㠀構㐀㒊ᮦおよびᘓ⠏タഛの⪏㟈タィ，⪏㟈構㐀のṔྐについてまとめ，説

明できる． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目

安（不可） 

評価項目１ 

  

ᩍ⛉書に♧す，既 の

ᆅ㟈⿕ᐖについてまと

め，説明でき，㉁に

ᑐしてࡶ的確に返⟅で

きる． 

ᩍ⛉書に♧す，既 の

ᆅ㟈⿕ᐖについてま

とめ，説明できる． 

ᩍ⛉書に♧す，既 

のᆅ㟈⿕ᐖについ

てのまとめࡸ説明

ができない． 

評価項目２ 

 

ᩍ⛉書に♧す，㕲➽コ

ンࣜࢡート構㐀の⪏㟈

タィについてまとめ，

説明でき，㉁にᑐし

てࡶ的確に返⟅でき

る． 

ᩍ⛉書に♧す，㕲➽コ

ンࣜࢡート構㐀の⪏

㟈タィについてまと

め，説明できる． 

ᩍ⛉書に♧す，㕲➽

コンࣜࢡート構㐀

の⪏㟈タィについ

てのまとめࡸ説明

ができない． 

評価項目３ 

 

ᇶ♏構㐀，㠀構㐀㒊ᮦ

およびᘓ⠏タഛの⪏㟈

タィ，⪏㟈構㐀のṔྐ

についてまとめ，Ⓨ⾲

でき，㉁にᑐしてࡶ

的確に返⟅できる． 

ᇶ♏構㐀，㠀構㐀㒊ᮦ

およびᘓ⠏タഛの⪏

㟈タィ，⪏㟈構㐀のṔ

ྐについてまとめ，説

明できる． 

ᇶ♏構㐀，㠀構㐀㒊

ᮦおよびᘓ⠏タഛ

の⪏㟈タィ，⪏㟈構

㐀のṔྐについて

のまとめࡸⓎ⾲が

できない． 
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学科の到達目標項目との関係 

◎B-2(d-1)：ᕤ学の専㛛知識を῝く理解できること． 

 

教育方法等 

概要 ㏆ᖺのᆅ㟈⿕ᐖのቑຍから，㕲➽コンࣜࢡート構㐀物の⪏㟈タィࡣ♫

的にࡶ一ẁと㔜せになࡗてきている。そこで，本⛉のࠕ㕲➽コンࣜࢡート

構㐀ࠖのୖ⣭コースと位⨨けるこのコースでࡣ，௨ୗのことを┠ᶆに授

業を㐍める． 

1)既 のᆅ㟈⿕ᐖについてまとめ，説明できること． 

2)㕲➽コンࣜࢡート構㐀等の⪏㟈タィについてまとめ，説明できるこ

と． 

3）ᇶ♏構㐀，㠀構㐀㒊ᮦおよびᘓ⠏タഛの⪏㟈タィ，⪏㟈構㐀のṔྐ

についてまとめ，説明できること． 

➹グヨ㦂ࡎࢃ⾜ࡣ，Ⓨ⾲とレ࣏ートの内容によࡗてホ౯し，ୗグ⥲合ホ

౯の合ィⅬが 60Ⅼ௨ୖのሙ合，合᱁となる． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

授業ཷࡣㅮ⪅による㍯ㅮᙧᘧとする。ᩍ⛉書である日本ᘓ⠏学㛵ᮾᨭ

㒊ࠕ⪏㟈構㐀のタィࠖをい授業‽ഛする．Ⓨ⾲内容を，レ࣏ートとして

まとめ，Ⓨ⾲に㓄すること． 

注意点 構㐀力学，ᮦᩱ力学，構㐀ィ⏬，㕲➽コンࣜࢡート構㐀，㗰構㐀および

ᇶ♏構㐀なの知識が必せである．㛵ಀの㈨ᩱをい，予習しておくこと． 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

ᚋ期 

1 週 授業のᴫせ説明 この授業の┠ᶆࡸ㐍め方なについて説明す

る．㹐㹁構㐀⪏㟈タィに㛵する，各✀課題の

説明と㛵㐃㈨ᩱを⤂する。 

2 週 ᆅ㟈とᘓ⠏について ᆅ㟈とᘓ⠏について説明できる． 

3 週 既 のᆅ㟈⿕ᐖについ

て 1 

ᆅ┙の⿕ᐖとୗ㒊構㐀の⿕ᐖについて説明で

きる． 

4 週 既 のᆅ㟈⿕ᐖについ

て 2 

ୖ㒊構㐀の⿕ᐖについて説明できる． 

5 週 既 のᆅ㟈⿕ᐖについ

て 3 

㠀構㐀㒊ᮦの⿕ᐖとᘓ⠏タഛの⿕ᐖについて

説明できる． 

6 週 㕲➽コンࣜࢡート構㐀

の⪏㟈タィ 1 

㕲➽コンࣜࢡート構㐀の⪏力≉ᛶについて説

明できる． 
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7 週 㕲➽コンࣜࢡート構㐀

の⪏㟈タィ 2 

㕲➽コンࣜࢡート構㐀の⪏㟈タィの方法につ

いて説明できる． 

  

8 週 㕲➽コンࣜࢡート構㐀

の⪏㟈タィ 3 

㕲➽コンࣜࢡート構㐀の⪏㟈デ᩿について説

明できる． 

 

9 週 㕲➽コンࣜࢡート構㐀

の⪏㟈タィ 4 

㕲➽コンࣜࢡート構㐀の⪏㟈ᨵ修について説

明できる． 

10 週 ᇶ♏構㐀の⪏㟈タィ 1 ᇶ♏構㐀の⪏㟈タィについて説明できる． 

11 週 ᇶ♏構㐀の⪏㟈タィ 2 ྠୖ． 

12 週 㠀構㐀㒊ᮦの⪏㟈タィ 1 㠀構㐀㒊ᮦの⪏㟈タィについて説明できる． 

13 週 㠀構㐀㒊ᮦの⪏㟈タィ 2 ྠୖ． 

14 週 ᘓ⠏タഛの⪏㟈タィ ᘓ⠏タഛの⪏㟈タィについて説明できる． 

15 週 ⪏㟈構㐀のṔྐについて説明できる．   

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  30   70  100 

基礎的能力        

専門的能力  20   50  70 

分野横断的能力  10   20  30 
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教科名 ᆅᇦ༠ാ₇習Ⅰ 

 
科目基礎情報 

科目番号 6A010 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 ₇習 単位数 １（学修単位，45/45） 

開設学科 ᘓ⠏学専攻 対象学年 ６ 

開設期 ㏻ᖺ 週時限数 1.5 

教科書／教材 適ᐅࣜࣉント㓄 

担当者 A ⛉ᩍဨ 

 
到達目標 

１．ᕤ学のᇶ♏的な知識࣭ᢏ⾡を㥑してㄪᰝを⏬࣭ᐇ⾜し，ࢹーࢱを分ᯒし，ᕤ学的に

考察できること。 

２．学習成ᯝを，ᅗ⾲を用いて論理的に説明できること。 

３．㝈らࢀた㛫の中で，課せらࢀた課題にᑐฎできること。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ᕤ学のᇶ♏的な知識࣭

ᢏ⾡を㥑して的確に

ㄪᰝを⏬࣭ᐇ⾜し，

を正確に分ᯒࢱーࢹ

し，ᕤ学的に῝く考察

しできる。 

ᕤ学のᇶ♏的な知

識࣭ ᢏ⾡を㥑してㄪ

ᰝを⏬࣭ᐇ⾜し，ࢹ

ーࢱを分ᯒし，ᕤ学的

に考察できる。 

⏬࣭ ᐇしたㄪᰝの

内容，ࡶしくࡣ，得ら

の分ᯒにࢱーࢹたࢀ

㔜な欠㝗がある。 

評価項目２ 学習成ᯝを，適切なᅗ

⾲を用い，明ᛌかつ論

理的に説明できる。 

学習成ᯝを，ᅗ⾲を用

いて論理的に説明で

きる。 

学習成ᯝを，ᅗ⾲を用

いて論理的に説明す

ることができない。 
評価項目３ 㝈らࢀた㛫の中で，

課せらࢀた課題にᑐ

し，的確にᑐฎできる。 

㝈らࢀた㛫の中で，

課せらࢀた課題にᑐ

ฎできる。 

㝈らࢀた㛫の中で，

課せらࢀた課題にᑐ

ฎすることができな

い。 
 
学科の到達目標項目との関係 

◎B-3(d-2)：ᐇ㦂࣭ᐇ習等を確ᐇにᐇ㊶できること． 
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◎C-1(d-3)：⌧≧を㐍ᒎࡉせるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできること． 

۵A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること． 

۵B-4(d-1)：ᕤ学の学㝿的知識を専㛛知識に活用できる⛬ᗘに習得すること． 

۵C-1(d-4)：⌧≧を㐍ᒎࡉせるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできること． 

۵C-2(e)(h)(i)：ᵝࠎなၥ題にᑐฎできるࢨࢹン能力を習得すること． 

 
教育方法等 

概要 Ⲩᑿᕷᆅᇦ⏕事業でࡣ，まࡕなか◊✲ᐊを中心とし，多ୡ௦が⧊りな

す活き活きとしたコミュニテが⏕ࢀࡉつつある。そこで，本⛉┠でࡣ，

まࡕなか◊✲ᐊཬび࿘㎶の⎔ቃ整ഛについて考࠼る。 
 ලయ的にࡣ，まࡕなか◊✲ᐊཬび࿘㎶⎔ቃの≧ἣについてᐇ㊶的な課題

を見出すためのㄪᰝを⏬࣭ᐇする。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
授業ࡣ，ᨺ課ᚋࡸ長期ఇᬤ中に⾜࠺。授業ᢸᙜᩍဨのᣦ♧にᛂࡌて〇స

の‽ഛࡸస業，レ࣏ートస成，Ⓨ⾲の‽ഛなを⾜࠺。授業㛫外にࡶ，

✚ᴟ的に⌧ሙに㉱き，情報㞟活ືにດめること。 

注意点 本⛉┠ࡣ，ᘓ⠏⣔の⛉┠であるが，そこで必せになる知識࣭⤒㦂ࡣᘓ⠏

のᯟに␃まるࡶのでࡣない。ᚑࡗて，ᘓ⠏⏺のືきࢇࢁࡕࡶࡣ，日ᖖの♫

的ၥ題にࡶᖖ日㡭から┠をྥけていることが必せである。≉に，ᆅ方㒔

ᕷをめࡄるၥ題のㄆ識がồめらࢀる。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

 

前期 

or 

ᚋ期 

1 週 ࢚ࣜ࢜ンテーション 本⛉┠の┠的と構成，㐍め方，ならびにホ౯方

法等を知る。 

2 週 ㄪᰝᑐ㇟ᆅの⌧≧ ㄪᰝᑐ㇟ᆅの⌧≧を説明できること。 

3 週 まࡕなか◊✲ᐊをめࡄ

るືྥ 
まࡕなか◊✲ᐊをめࡄるືྥを説明できるこ

と。 

4 週 ᆅᇦのᅋయとのὶ ᆅᇦのᅋయとのὶを㏻ࡌて，Ⲩᑿᕷᆅᇦ⏕

事業について理解できること。 

5 週 ᆅᇦのᅋయとのὶ                                               ᆅᇦのᅋయとのὶを㏻ࡌて，Ⲩᑿᕷᆅᇦ⏕

事業について理解できること。 

6 週 ⌧≧ᢕᥱの成ᯝとᚋ

の取り組み方㔪の確ㄆ 
多面的に⌧≧を理解したୖで，ᚋの取り組み

方㔪を説明できること。 

7 週 ㄪᰝの⏬ 課題解Ỵのために必せなㄪᰝを，య的な取り

組みにより⏬できること。 

8 週 ㄪᰝの⏬ 課題解Ỵのために必せなㄪᰝを，య的な取り
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組みにより⏬できること。 

9 週 ㄪᰝの⏬ 課題解Ỵのために必せなㄪᰝを，య的な取り

組みにより⏬できること。 

10 週 ㄪᰝのᐇ 課題解Ỵのために必せなㄪᰝを，య的な取り

組みによりᐇできること。 

11 週 ࢹーࢱ分ᯒと考察 ㄪᰝで得たࢹーࢱを適切な方法で分ᯒし，適切

な方法で考察できること。 

12 週 ࢹーࢱ分ᯒと考察 ㄪᰝで得たࢹーࢱを適切な方法で分ᯒし，適切

な方法で考察できること。 

13 週 ࢹーࢱ分ᯒと考察 ㄪᰝで得たࢹーࢱを適切な方法で分ᯒし，適切

な方法で考察できること。 

14 週 ࣉレࢮンテーション㈨

ᩱ࡙くり 
どぬ的かつ論理的で，ࢃかりࡸすいࣉレࢮンテ

ーション㈨ᩱがస成できること。 

15 週 Ⓨ⾲と᭱⤊⥲ᣓ 論理的で，ࢃかりࡸすいࣉレࢮンテーションが

できること。 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     70  70 

分野横断的能力     30  30 
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教科名 ᆅᇦ༠ാ₇習ϩ 

 
科目基礎情報 

科目番号 6A011 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 ₇習 単位数 １（学修単位，45/45） 

開設学科 ᘓ⠏学専攻 対象学年 ６ 

開設期 ㏻ᖺ 週時限数 1.5 

教科書／教材 適ᐅࣜࣉント㓄 

担当者 A ⛉ᩍဨ 

 
到達目標 

１．ᕤ学のᇶ♏的な知識࣭ᢏ⾡を㥑して，ᆅᇦに内ᅾするၥ題をⓎ見し，その解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬を考できること。 

２．学習成ᯝを，ᅗ⾲を用いて論理的に説明できること。 

３．㝈らࢀた㛫の中で，課せらࢀた課題にᑐฎできること。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ᕤ学のᇶ♏的な知識࣭

ᢏ⾡を㥑して，ᆅᇦ

に内ᅾするၥ題を的確

にᤊ࠼，そのၥ題を解

Ỵするୖで，ᐇຠᛶの

㧗い事業ィ⏬を考で

きる。 

ᕤ学のᇶ♏的な知

識࣭ᢏ⾡を㥑して，

ᆅᇦに内ᅾするၥ題

をⓎ見し，その解Ỵに

㈉⊩する事業ィ⏬を

考できる。 

ᆅᇦに内ᅾするၥ題

をⓎ見できない。ࡶし

くࡣ，ᥦࢀࡉた事業

ィ⏬が，ᆅᇦのၥ題解

Ỵとࡣ↓㛵ಀである。 

評価項目２ 学習成ᯝを，適切なᅗ

⾲を用い，明ᛌかつ論

理的に説明できる。 

学習成ᯝを，ᅗ⾲を用

いて論理的に説明で

きる。 

学習成ᯝを，ᅗ⾲を用

いて論理的に説明す

ることができない。 
評価項目３ 㝈らࢀた㛫の中で，

課せらࢀた課題にᑐ

し，的確にᑐฎできる。 

㝈らࢀた㛫の中で，

課せらࢀた課題にᑐ

ฎできる。 

㝈らࢀた㛫の中で，

課せらࢀた課題にᑐ

ฎすることができな

い。 
 
学科の到達目標項目との関係 
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◎B-3(d-2)：ᐇ㦂࣭ᐇ習等を確ᐇにᐇ㊶できること． 

◎C-1(d-3)：⌧≧を㐍ᒎࡉせるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできること． 

۵A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること． 

۵B-4(d-1)：ᕤ学の学㝿的知識を専㛛知識に活用できる⛬ᗘに習得すること． 

۵C-1(d-4)：⌧≧を㐍ᒎࡉせるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできること． 

۵C-2(e)(h)(i)：ᵝࠎなၥ題にᑐฎできるࢨࢹン能力を習得すること． 

 
教育方法等 

概要 本⛉┠でࡣ，㌟㏆なᆅᇦのၥ題解Ỵをᅗる࠼࠺で᭷用な事業のᥦをᘓ

⠏学の❧ሙから⾜࠺。その㐣⛬でࡣ，ᐇ㝿に♫で㐍めらࢀている，ᆅᇦ

のၥ題解Ỵをᅗる事業に学⏕ㅖྩが自ら⋡ඛしてཧ⏬することをཎ๎と

する。そのࡡらいࡣ，ᐇ㊶を㏻ࡌて，ᆅᇦ♫がᢪ࠼るၥ題を的確に理解

するととࡶに，その解Ỵにࡣ，ఱが必せかをつかみとることにある。こࢀ

ら成ᯝを活かし，ᆅᇦのၥ題解Ỵをᅗる࠼࠺で᭷用な事業ィ⏬のᥦをᘓ

⠏学の❧ሙから⾜࠺。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
授業ࡣᨺ課ᚋࡸ長期ఇᬤ中に⾜࠺。授業ᢸᙜᩍဨのᣦ♧にᛂࡌて〇సの

‽ഛࡸస業，レ࣏ートస成，Ⓨ⾲の‽ഛなを⾜࠺。その，多ᵝな

యが㐍めるᆅᇦのၥ題を解Ỵする事業に✚ᴟ的に㛵ࢃること。 

注意点 本⛉┠ࡣ，ᘓ⠏⣔の⛉┠であるが，そこで必せになる知識࣭⤒㦂ࡣᘓ⠏

のᯟに␃まるࡶのでࡣない。ᚑࡗて，ᘓ⠏⏺のືきࢇࢁࡕࡶࡣ，日ᖖの♫

的ၥ題にࡶᖖ日㡭から┠をྥけていることが必せである。≉に，ᆅ方㒔

ᕷをめࡄるၥ題のㄆ識がồめらࢀる。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

or 

ᚋ期 

1 週 ࢚ࣜ࢜ンテーション 本⛉┠の┠的と構成，㐍め方，ならびにホ౯方

法等を知る。 

2 週 テー࣐㑅定 自分が取り組みたいテー࣐のጇᙜᛶを説明で

きる。 

3 週 テー࣐㑅定 自分が取り組みたいテー࣐のጇᙜᛶを説明で

きる。 

4 週 ᆅᇦのၥ題についての

理解を῝める活ື 
ᆅᇦのၥ題解Ỵをᅗる事業にཧ⏬し，ᆅᇦのၥ

題について῝く理解できること。 

5 週 ᆅᇦのၥ題についての

理解を῝める活ື                                               
ᆅᇦのၥ題解Ỵをᅗる事業にཧ⏬し，ᆅᇦのၥ

題について῝く理解できること。 

6 週 ᆅᇦのၥ題についての ᆅᇦのၥ題解Ỵをᅗる事業にཧ⏬し，ᆅᇦのၥ
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理解を῝める活ື                                               題について῝く理解できること。 

7 週 ⌧≧ᢕᥱの成ᯝとᚋ

の取り組み方㔪の確ㄆ 
多面的に⌧≧を理解したୖで，ᚋの取り組み

方㔪を説明できること。 

8 週 ᆅᇦのၥ題解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬᳨ウ 
ᆅᇦに内ᅾするၥ題をⓎ見し，その解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬を考できること。 

9 週 ᆅᇦのၥ題解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬᳨ウ 
ᆅᇦに内ᅾするၥ題をⓎ見し，その解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬を考できること。 

10 週 ᆅᇦのၥ題解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬᳨ウ 
ᆅᇦに内ᅾするၥ題をⓎ見し，その解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬を考できること。 

11 週 㐍ᤖ≧ἣ確ㄆ ᳨ウを㐍めている事業ィ⏬のጇᙜᛶを説明で

きること。その一方で，ᙜヱィ⏬の不༑分なⅬ

をㄆ識し，ᚋの方ྥᛶを正できること。 

12 週 ᆅᇦのၥ題解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬᳨ウ 
ᆅᇦに内ᅾするၥ題をⓎ見し，その解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬を考できること。 

13 週 ᆅᇦのၥ題解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬᳨ウ 
ᆅᇦに内ᅾするၥ題をⓎ見し，その解Ỵに㈉⊩

する事業ィ⏬を考できること。 

14 週 ࣉレࢮンテーション㈨

ᩱ࡙くり 
どぬ的かつ論理的で，ࢃかりࡸすいࣉレࢮンテ

ーション㈨ᩱがస成できること。 

15 週 Ⓨ⾲と᭱⤊⥲ᣓ 論理的で，ࢃかりࡸすいࣉレࢮンテーションが

できること。 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力     70  70 

分野横断的能力     30  30 
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教科名 ≉ูᐇ⩦ϩ 

 

科目基礎情報 

科目番号 6A012 科目区分 㑅ᢥ 

授業形式 ᐇ習 単位数 1-4 

開設学科 ᘓ⠏学専攻 対象学年 ６ 

開設期 ㏻ᖺ 週時限数  

教科書／教材  

担当者 ຍ⸨ ᾈྖ，ୗ田 ㄔஓ 

 

到達目標 

１．ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀた課題にᑐし，その本㉁を理解できること． 

２．ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀた課題にᑐし，自ら取り組み，ᐇ習⌧ሙに

おいて⤒㦂するᐇົୖの課題を解Ỵし，適切にᑐᛂすることができること． 

３．ᐇ習の成ᯝをཱྀ㢌Ⓨ⾲およびレ࣏ートで説明できる． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，その本㉁を

明確に理解できること． 

ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，その本㉁を

理解できること． 

ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，その本㉁を

理解できない． 

評価項目２ ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，య的に取

り組むことができ，ᐇ習

⌧ሙにおいて⤒㦂する

ᐇົୖの課題を解Ỵす

るための適切なᑐᛂが

できること． 

ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，取り組むこ

とができ，ᐇ習⌧ሙにお

いて⤒㦂するᐇົୖの

課題を解Ỵするための

ᑐᛂができること． 

ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࢀた

課題にᑐし，自ら取り組

むことができない． 

評価項目３ ᐇ習の成ᯝをཱྀ㢌Ⓨ⾲

およびレ࣏ートでヲ⣽

に説明できること． 

ᐇ習の成ᯝをཱྀ㢌Ⓨ⾲

およびレ࣏ートで説明

できること． 

ᐇ習の成ᯝをཱྀ㢌Ⓨ⾲

およびレ࣏ートで説明

できない． 

 

学科の到達目標項目との関係 

◎C-1(d-4)：⌧≧を㐍ᒎࡉせるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできること． 

○A-3(f)：日本語および外国語によるコミュニケーションを適切にできること. 

○B-2(d-1)：ᕤ学の専㛛知識を῝く理解できること. 

○C-1(d-3)：⌧≧を㐍ᒎࡉせるための課題の᥈ồ࣭理解が自らできること. 
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教育方法等 

概要 専攻⛉を修する学⏕ࡣ，ᑗ来的にࡣ，ᢏ⾡⪅として業でാくྍ能ᛶ

が㧗い．こࢀまでに学ࢇできたことを活かしつつ，よりయ的，ᐇ㊶的に，

学外でのᐇ習に取り組むことࡣ，ᵝࠎなሙ面で，かけが࠼のない㈈⏘にな

るࡎࡣである. 

本⛉┠ࡣ，≉定の期㛫に㝈るのでなく，ཷけධࢀඛとㄪ整をしながら，

日ᖖ的に学外でのᐇ習を⾜い，✚み㔜ࡡらࢀたその成ᯝについてホ౯する

 .のであるࡶ

授業の進め方と 

授業内容・方法 

ὴ㐵ඛにてᐇ習を⾜࠺．ẖ日のᐇ習にࡣ，しࡗかり‽ഛをして⮫むこと． 

௨ୗ，ㅖὀ意をグす． 

࣭ᐇ習ࡣ専攻⛉２ᖺ㛫のࡕ࠺，ඛ方との༠㆟で適切なᐇ日を㑅び，ཎ๎

として授業期㛫に⾜࠺. 

࣭ᐇ習ࡣ 45 㛫を１単位としてィ⟬し，᭱㸲単位までㄆめる. 

࣭ᐇ習ࡣ学ᰯを㏻して各業等に౫㢗し，ンࢱーンシッࣉ༠定を⤖ࢇで

 .࠺⾜

注意点 ≉別ᐇ習Ⅰࡣ必修であるが，本⛉┠ࡣ㑅ᢥである。ᒚ修にあたࡗてࡣ，

✚ᴟ的かつయ的な取り組みጼໃ，そしてィ⏬的に物事を㐍めることがで

きる力がồめらࢀる. 

ホ౯方法ࡣᐇ習報࿌書および報࿌でのⓎ⾲により，௨ୗの㡯┠につい

て⥲合的にホ౯する．ただし，必せにᛂࡌてཷけධࢀඛからのホ౯ࡶຍ味

する． 

ձᐇ習で࠼らࢀた課題にᑐして，その本㉁が♧ࢀࡉたか． 

ղᐇ習で࠼らࢀた課題にᑐして，自ら取り組ࢇだことが♧ࢀࡉていた

か． 

ճⓎ⾲㈨ᩱࡣ適切にస成ࢀࡉていたか． 
մᐇ習内容等を説明することができたか． 
յ㉁にᑐするᛂ⟅ࡣ適切であࡗたか． 

 

授業計画（２単位のሙ合㸭᭱㸲単位） 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

or 

ᚋ期 

1 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

2 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

3 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 
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4 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

5 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

6 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

7 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

8 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

9 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

10 週 
ὴ㐵ඛでのᐇ習 ᐇ習⌧ሙにおいて，⌧ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

た課題を理解，取り組むことができること． 

11 週 
報࿌書స成 ᐇ習成ᯝについて，レ࣏ートにまとめること

ができること． 

12 週 
報࿌書స成 ᐇ習成ᯝについて，レ࣏ートにまとめること

ができること． 

13 週 
Ⓨ⾲㈨ᩱస成 ᐇ習成ᯝについて，Ⓨ⾲のための㈨ᩱをస成

できること． 

14 週 
Ⓨ⾲㈨ᩱస成 ᐇ習成ᯝについて，Ⓨ⾲のための㈨ᩱをస成

できること． 

15 週 Ⓨ⾲ ᐇ習成ᯝについて，Ⓨ⾲㈨ᩱをいཱྀ㢌で説

明でき，㉁にᑐしてᛂᑐできること． 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  50   50  100 

基礎的能力        

専門的能力  50   50  100 

分野横断的能力        
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